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プロローグ５　公私混同好きな若社長







　昔むかし話ばなしをしましょう。

『私達』の成り立ちについてです。




　むかしむかし、二度目の大きな大きな戦争が起こるよりもずっと前の事。

　一度目の大きな戦争よりも遙はるか昔。

　コルシカの悪あく魔ま、あるいは食人鬼ジヤツカルと呼ばれた英雄が皇こう帝ていになるよりも１００年ほど遡さかのぼる──

　ヨーロッパではスペイン継けい承しよう戦争に足を踏み入れた時代。

　そんな過去のお話をしたいんです。

　聞いてくれますか？

　聞いてくれますね。

　聞こえていますか？

　聞こえてますよね。

　ああ、良かった。

　もう死んでいるんじゃないかと思いました。

　助かりたいでしょう。なら、聞くべきです。




　我々の組織が生まれたのは、１７００年代の初頭と言われています。

　場所はイタリアの片かた田舎いなか、田舎とは言ってもそれなりに発展した港町──

　解わかるでしょう。今、我々がいる──この街です。

　ああ、すいません。もう目が見えないんでしたね。

　残念です。もっとこの町並みを見て頂きたかったんですが。

　どのようにして生まれたのかと問われれば、『そそのかされて』というのが一つの答えになるのでしょうね。

　最初──仮か面めん職人は個人でした。

　一人の人間が、哀あわれな子供達をそそのかした時から、『仮面職人』は怪かい物ぶつとなりました。

　そして次に、その最初の一人を、一人の狂った少年がそそのかした結果、『仮面職人』は怪物から道どう化けに変化し──もう一人の少年が関わった瞬しゆん間かんから、道化は組織へと変へん貌ぼうしました。

　と、言ってもよく解らないと思います。

　解らなくて結けつ構こう。そこは重要ではありませんから。

　組織になった『仮面職人』は、徐じよ々じよに街の中に染みこんでいった。

　そう……変な言い方をするようですが、本当に『染みこんで』いったんですよ。

　なんと言ったらいいのか……。

　毒どく薬やく。

　そう、『仮面職人』は媚び薬やくであり毒薬だった。

　当時、都市の中に少しずつ染み渡った彼らは、そこで力を蓄たくわえていく。

　何を成す為ためだったのかは、知るところではありません。

　想いや願いはいつしか離れ、ただ力だけが受け継がれたんです。

　私達の代に到るまで。

　財力、武力、影えい響きよう力……そんなものだけが、人の目に触ふれない所で少しずつ少しずつ。

　徐々に組織としての姿を変え、その存在意義すらも変えながら、ただ、力だけを芯しんとして。

　そんな変貌が続いた末まつ路ろとして、今の私達がある。

　貴方あなたが知り、貴方が追い続けた私達──

『仮面職人』というしがない営利団体の姿が。

　──……私ですか？

　自己紹しよう介かいが必要でしょうか？

　貴方も大体のあたりは付けてきたものと思われますが。

　でも、そうですね。

　貴方あなたも自分の行いに意味があったのかどうか、その証明が欲しいでしょうから──

　最後に、教えてあげます。

　今しがた私は、一つ噓うそをついてました。

　実は、『仮か面めん職人』は、力の他にも一つだけ残した物があるんです。

　最初の仮面職人は個人だと言ったでしょう。

　その始まりの一人の名前はね、モニカ……っていうんですよ。

　モニカ・カンパネルラ。

　本当の名前は──モニカ・ボロニアル。

　女の子です。

　彼女が『仮面職人』になったのは、まだ15かそこらの時だったとか。

　ボロニアル家の令れい嬢じようでありながら、決して表おもてに明かせぬ殺人を犯したが故ゆえに、罰ばつと引き替えに名を奪われた少女。

　少女は一人の少年に恋をし、その少年の為ためだけに『仮面職人』という個人が生まれた。

　そして、さっき言ったように、二人の少年にそそのかされて、その『仮面職人』を組織として生まれ変わらせた。

　最後に──

　恋した相手に、殺された。

　殺されたんですよ。

　あっさりとね。

　大した道どう化けでしょう。私の先せん祖ぞは。

　愛いとしい相手に利用された挙あげ句くに殺されたんですからね。

　そして大した極ごく悪人でしょう。私の先祖は。

　愛した相手の子供まで作って、利用しきった挙げ句に酷むごたらしく殺したんですからね。

　……そう。そうなんです。

　モニカ・カンパネルラは、直前に子供を一人残していた。

　その血は面めん々めんと受け継がれた。

　『仮面職人』という力に護まもられながら。

　彼女と殺人者の血が辿たどり着いた場所が──私です。

　ルキノ・Ｂ・カンパネルラ。

　このしがない手品師の若わか造ぞうをここまで追ってきた結果として──貴方はこうして、私の正体を知ったわけです。

　私がどんな人物か、というのは簡単です。

　これから、貴方を口くち封ふうじに殺すような人間ですから。

　……。そんなに怯おびえないでくださいよ。

　それが知りたかったんでしょう。

　我々の事を。

　フィフティ・フィフティです。探ったので始し末まつする。

　それだけですよ。

　割に合わない程ほどの警告はしてきたつもりだったのですが、残念です。

　貴方あなたの事に興味はありません。

　どこかの新聞記者だろうが、あるいは敵対する組織か、過去に我々が消去した誰かの関係者か……目的が好こう奇き心しんであれビジネスであれ復ふく讐しゆう心しんであれ、同じ事です。

　貴方には死んで貰もらうしか無いんですよ。悲しい話ですが。




　暴れないで下さいよ。手元が狂うと苦しむハメになりますから。貴方が。

　もっとも、手足と腰の骨を折られた状態では、暴れようもないでしょうが。

　最後に一つ手品を──

　さて、この銀色のスティレット。

　この鋭く輝く三角錐すいの刃やいばを、一いつ瞬しゆんで消して見せましょう。

　種たねは、簡単に解わかると思いますよ。

　単純な話です。

　貴方の中に隠かくすだけですから。




　ほら、こうやって。




　　　　⇔




　そう言って、『彼』は男を刺し殺した。

　──殺した。

　刺した瞬しゆん間かんは、サクリ、という単純な音だった。

　──殺した。

　刃やいばが男の喉のど元もとから脳のう天てんに向かって深く突き上げられるにつれ、時とき折おりキュ、キュ、と何か湿しめった物が擦こすれる音がする。

　──殺した。

　だが、その不快な音を聞く事も無く、刺された男の意識は既すでにこの世から消え去っていた。

　──殺した。

　まだ少年と呼んでも差し支つかえない年ねん齢れいの男は、死体の顎あご下したから抜いた錐剣ステイレツトを握り直した後、クルリと背後を向いて、そこに立つ数人の男女に肩を竦すくめて見せる。

　──殺した。

「死体は、速やかに始し末まつしておいて下さい」

　──殺した。

　二は十た歳ちになるまで数年残しているであろう少年は、冷れい徹てつな表情のまま死体を一いち瞥べつし、そのまま興味なさげに身を翻ひるがえす。

　──殺した。

　彼の立っているのは、外からの明かりが差し込まない地下室。

　蛍けい光こう灯とうの明かりがコンクリートの床と壁に反射し、冷え切った空気を演出している。

　ルキノと名乗った少年の前には、数人の男達が並んでいた。

　彼らは了りよう解かいしましたと頷うなずき、慣れた手つきで死体の周囲を取り囲む。

　彼らが行う後始末を見届ける事なく、少年は静かに部屋を後にした。




　ルキノ・Ｂ・カンパネルラ。

　通つう称しようルーキー。

『仮か面めん職人』の名を持つ組織の代表者にして、一番の若手。

　年ねん齢れいだけならば『病イルネス』と同じだが、組織に身を置いた時間は彼女の方が長い。

　社長にしてルーキー。

　文字通りの渾あだ名なを自分の部下達に付けられた少年は、それに不満を出す事もなく、クールな顔を見せ続けた。

『仮面職人』は、表おもて向むきは傭よう兵へいのようなものだ。

　裏側もさして変わらない。

　ただ、違うのは、裏側の顔としては──戦争や内ない紛ふんに関係の無い場所、例えそれが日本や英えい国こくのような非戦時の町まち中なかでも、平気で殺しの仕事を請うけ負うという点だろう。

　言わば、組織化された殺し屋。個人の技術を組織力と資金力で補い、如い何か様ような揉もめ事だろうが雇やとわれれば顔を出す。例えその依頼が犯罪だろうが何だろうが、仕事として彼らは平気で暴力を振りかざしてきた。

　雇い主ぬしは一般人からマフィア組織、大企業まで多た岐きに渡り、その秘密は完全に守られる。

　表の事業である傭兵としての仕事は、実際は一つも受けてはいない。

　何な故ぜなら、彼らに『傭兵』──兵士としての技術は皆かい無むだからだ。

　効率良く敵を屠ほふる為ための組織ではなく、ただ純粋に犯罪を行使する事に特とつ化かした集団。

　強ごう盗とう団だんや、それこそマフィアその物に近く──装備だけは最新式。

　目的があればどこにでも赴おもむき、何でも行う荒くれ者達。

　更さらに裏の顔として、十数年前までは偽にせの貴金属や偽にせ札さつの製造も行っていたらしいが、その事業に関するノウハウは既すでに失われており、今の組織でそれを再開するのは不可能だろう。




　そんな暴力的な組織を担になうのは──金色の髪かみの下に、若々しい顔がついた一人の少年。

　だが、その顔に張り付くのは、底知れぬ冷たさを感じさせる酷こく薄はくな表情だった。

　そして──今日もいつもと何も変わらず、自らの手で哀あわれな覗のぞき魔まに止とどめを刺し、それこそ仮か面めんのような顔で血みどろの死体を後にする。

　いつも通り死体の処理を部下に任せ、


──殺した。



　いつも通り部屋を出て、


──殺した。──殺した。　　　　　　　　



　いつも通り階段を上り、


──殺した。──殺した。──殺した。



　いつも通りビルのトイレに足を踏み入れ、


──殺した。──殺した。　　　　　　　　



　いつも通り個室の内側から扉とびらを閉め、


──殺した。



　いつも通りの冷れい酷こくな表情のまま──




　いつも通り、便器に吐と瀉しや物ぶつをぶちまける。




「かはッ……！」

　──殺した。

　──殺した。

　──殺した。

　胃い液えきと共に涙なみだが溢あふれ、少年の口内に嫌いやな酸さん味みが広がった。

　──殺した。

　──殺した。

　──殺した。

　少年の脳内で繰り返し流れる、音の無い声。

　自分が今しがた行った行為を忘れさせまいと、声は呪のろいのように響ひびき渡る。

　──殺した。

　──殺した。

　──殺した。

　──僕が、殺した。

　声が聞こえる度たびに、感かん触しよくが同時に甦よみがえる。

　男の喉のどを刺し貫つらぬいた時の、手首から伝わる鈍く重い、ぬぐりとした感触が。

　それだけではない。

　いままで同じように殺してきた何人もの人間達。

　その顔が一いつ斉せいに頭の中に甦り、怨えん嗟さの声となって少年を責め立てる。

　──殺した。

　──殺した殺した殺した殺した殺した。

　──おまえが　　　　　　　　　　　　　　　　おまえが




　おまえが　　　　　　おまえが　　　　おまえが




　　　　　　おまえが　　　　　　おまえが　　　おまえが




　　　おまえが　　　おまえが　　おまえが　　　おまえが　　　　おまえが　　おまえが




　　　　おまえが　　おまえが　おまえが　おまえが　　　おまえが　　　おまえが




　──おまえが殺した。

「がッ……あぁッ……」

　内ない臓ぞうが全て裏返るような圧あつ迫ぱく感。

　耐えられずに、再び胃い液えきが喉のどの奥からこみ上げる。

　何度も、何度も、何度もそれを繰り返し、胃液すらも空になった所で少年はようやく呼吸を整え始める。

　──今、何度吐はいたのだろうか。

　水を流して個室を出た後、洗面所の縁ふちに手をかけながら確認する。

　──八回、いや、九回か。

　思い出した所でどうにもならない事を考える彼の頭からは、既すでに呪のろいのような声は消え去っていた。

　冷静な表情のまま、赤くなった目をハンカチで拭ぬぐう。

　ルーキーは数分ほど下を向き、目から充血が引いた事を確認してからトイレを後にした。




「どうだ、気分は少しは優れたかの？　ん？　社長」

　扉とびらを開けて廊下に出た所で、壁にもたれ掛かっていた大きな影に声をかけられた。

「……『老エイジング』……」

　ゆっくりと影の方を振り返る。

　エイジングと呼ばれた影は、ゆっくりと壁から背を離し、少年の前に歩み寄る。

　身長は、２メートルを軽く超すだろう。

　年ねん齢れいは20代後半から30代前半といった所だろうか。若く見えるが、どこか老ろう練れんとした雰ふん囲い気きも感じさせるその人ひと影かげは、ニヤニヤと笑いながら自らの雇やとい主ぬしに語りかけた。

「まだ慣れんのか？　まあ、人を殺した後に吐はくのは『病イルネス』も一緒だが」

「何の事だか解わからないよ。仕事がないなら家でのんびりしてればいいんじゃないか？」

　社長としてではなく、何ど処こか柔やわらかい年齢相そう応おうの口く調ちようで答えるルーキー。

　と、楽しそうに笑うエイジング。どこか齢としを重ねた口調とは裏うら腹はらに、体には今が最さい盛せい期と言わんばかりにエネルギーが満ちている。

　半はん袖そでのシャツから延びる剝むき出しの腕は、ボディービルダーさながらの肉付きだった。

　肉にく塊かいというよりも、肌はだ色いろの針金を束ねた金属製品といった雰囲気だ。

　無む駄だな肉などは欠片かけらも無い。引き締まった上で、尚なおかつタイヤのように太く逞たくましい肉体。

　短パンの下から覗のぞく足は更さらに力強く纏まとまった筋肉が走っており、ギリシャの彫ちよう像ぞうの彫りを更に深くしたフォルムを輝かせている。

　ダヴィデ像の筋肉が50％程ほど増し、石の硬さを持ったまま滑なめらかに動き出した。

　見る者にそうした印いん象しようを与えるエイジングだが、ダヴィデ像とは明らかに違う点がある。

　胸回り──胸きよう筋きんの上に、シャツの柄がらを歪いびつに歪ゆがませる程に大きな膨ふくらみが二つ存在し、それは手足や腹を覆おおう肉とは全く異質な、柔らかさと弾だん力りよく性を併あわせた肉の塊かたまりだった。

　ついでに言うならば、ダヴィデ像の下半身についている物も存在しない。

　エイジングと呼ばれるその大柄な美女は、自分の胸元までしかない少年を見下ろしながら、嫌いや味みの無い笑い声を吐き出した。

「カカッ！　照れるな照れるな！　なに、情なさけないと笑うつもりなどない！　慣れないなら慣れぬまま生きるもまた一いつ興きようよ！　人を殺す事になんぞ慣れても、決して良い事ばかりとは限らんからのう！　寧むしろ今の時代、お前さんが生まれた国を思えば慣れとらん方がまともよ！」

　シルエットだけ見ると何らかのパワードスーツを纏っているように見えるが、彼女が着ている物は薄うす着ぎのままだ。筋肉ダルマという程に丸いシルエットではないが、タイヤを神がかった力で引き延ばして造り上げた人形という印象は受ける。

　佇たたずむだけで圧力を放つその女は、野性美溢あふれる顔に無む邪じや気きな笑みを浮かべて別の話を切り出した。

「しかし、本当に社長も船に乗るのか？　無む茶ちやはせん方がいいぞ？」

「それこそ余よ計けいなお世話だ。あの件は俺おれ自身でケリをつけなくちゃいけない」

「その行動力は賞しよう賛さんに値するが、社長に万まん一いちの事があればどうする？」

「僕がどうにかされるような状況になったら、どのみち『仮か面めん職人』は終わりだ」

　キリ、と睨にらみ付ける社長に対し、エイジングはカッカと笑いながら言葉を続ける。

「社長としての自覚ゼロの言葉よのう。まあ、迷いが無いなら結けつ構こう。社長がそう言うならワシにゃあ何の文句も無いわい！」

　豪ごう放ほう磊らい落らくな笑い声を上げ、更さらに女は口を開いた。

「それはそうと、『死デス』を殺した奴やつはどうする？　報ほう復ふくでもするんかのう？」

「したければ勝かつ手てにしろ。『会社』の戦力を使うなら正式に依頼してくれ」

「なに、今いま更さら私し怨えんで動く程ほどヒマじゃないわい。自分から死にたいとは思わんが、殺す事も、ワシや仲間が殺される事も割り切ってる身でな」

「……それは、僕に対する皮ひ肉にくかい？」

　今度はじっとりと粘ねん着ちやく的に睨むルーキー。

「いやあ、別に私情を挟はさむ事が悪い事とは言わん。支し障しようが無ければドンドン公私混こん同どうすべきじゃろ。現にワシは仕事を最大限に楽しんどるしな！　それとも、お前さんにとっては、私怨はビジネスの妨さまたげか？」

「……いや」

　部下からの問いに、若い社長は僅わずかに目を逸そらしながら言葉を返す。

「僕は、そうは思わない。残念な事に、僕は『人の心も命も金で買える』なんて言ってる連れん中ちゆうとは考えが違う。そこまで割り切るのも一つの才能なんだろうが」

　表情には酷こく薄はくな仮か面めんの色が戻っており、既すでにトイレの中で吐はいていた若造ルーキーの姿はない。

「人命も心の安らぎも、金には換えられない立派な利益さ」

「ほう……」

「だから、その利益の為ためなら、僕はなんでもするよ」

『仮面職人』の社長としての顔になりながら、少年は静かに笑う。

「これも、自分の為のビジネスさ。社員割引で商品を買うのと何も変わらない。……だから、僕は私財で君達『仮面職人』に依頼したのさ。今回の仕事の追加作業をね」

「会ったこともない相手に、よくもまあ憎にくしみを抱いだけるものよの」

「……」

「今回依頼された件はあくまで『不ふ死し者の捕ほ獲かく』が目的だろう？　社長の目的とは相あい反はんするものだと思うがな」

　淡たん々たんと疑問を吐き出す部下に対し、社長は苛いら立だたしげに言葉を返す。

「……彼らの依頼は、あくまで誰か一人捕獲すれば成立する。予定通りなら──船には最低でも三人は不死者が乗る予定だ。一人は僕が処置してもいいだろう」

「やれやれ、処置ときたか。一人殺しただけでゲーゲー吐いとる小童こわつぱの使う単語とは思えん」

「黙れよ、『老エイジング』。お前達『四し苦く』は僕達の所有してる兵器どうぐに過ぎない。僕に意見する資格なんかないし、聞くつもりも無い」

「可愛かわいい噓うそをつきよるのう、社長は」

　社長の冷れい酷こくな言葉に動じた様よう子すも無く、エイジングはカラカラと笑いながらズイ、と上じよう司しの前に顔面を近づける。

「本当にわしらを道具と思うとるなら、一いち々いちそんな風ふうに苛いら立だったりはせん」

「……」

「お主ぬしがそうやって冷酷なフリをし続けようというのは何のためだ？　この組織を受け継がせた『血』に対する責任か？　それとも、会ったこともない化け物に対する復ふく讐しゆう心しんか？　それとも、甘い所を見せればこの組織がわしらの誰かに乗っ取られると？　殺されるとでも思っているのか？　あるいは自分自身への猜さい疑ぎ心しんか、ささやかなプライドか、それとも──」

　息のかかる距離。

　整った口元から漏もれる吐と息いきの温かさを感じながら、ルーキーは思わず顔を背け──

「社長命令だ」

　逃げるように背を向けながら、苛立たしげな声を吐はき捨てた。

「僕を、見み透すかすな」




　そんな子供っぽいのか背伸びしているのか解わからない言葉と共に去っていく社長を見て、エイジングはカカ、と小さく笑う。

「透かすもなにも、見せびらかしてるようにしか見えんよ」

　──それとも、誰かに止めて欲しいのか。

　──『君はそんな無理をしなくてもいいんだよ』と誰かに言って欲しいのか。

「カカっ……カッカッカッ！」

　先せん刻こく言いかけた言葉を思い出し、老ろう練れんな『道具』である女は特とく徴ちよう的な声で笑い続けた。

「さて……あの若社長と同じぐらいには楽しませてくれるといいが」

　女はそう言って、胸元から取り出した数枚の写真に目を向ける。




　それぞれ遠くから盗とう撮さつしたと思おぼしき数枚の写真。

　何人かの顔が個別に切り抜かれ、その下に名前が書かれている。




　奇き妙みような笑顔の男の写真には、次のような名前が記されていた。

【エルマー・Ｃ・アルバトロス】




　どこかの民みん族ぞく──自分達『仮か面めん職人』とは全く異なる国の民族的仮面をかぶっている男には、本名かどうかも解わからない簡かん素そな名前が。

【ナイル】




　同どう性せいのエイジングでも思わず魅み入いる、魔ま力りよくめいた美しさを持つ銀ぎん髪ぱつの美女の写真。

【シルヴィ・リュミエール】




　そして、落ち着いた顔立ちをしている東洋人。

　隠かくし撮どりに気付いていたのか、写真の男の目め線せんは一直線にこちらを見み据すえている。

【東とう郷ごう田でん九く郎ろう】




　そして──最後の一枚には、首を横に切る形で、赤い線が書き殴なぐられていた。

　社員には、その最後の一枚の写真は配られていない。

　部屋からエイジングが勝かつ手てに持ち出したものだが、何枚かあった中で、これでもマシな落書きのものを選んで拝はい借しやくしてきたのだ。

「……本当に、こんなしょうもない所だけ子供らしくてどうするというのか」

　エイジングはため息をつきながら、写真に写る若い男の顔を見る。

　写真の中の男は、それこそ全てを見み透すかすかのような、怜れい悧りな印いん象しようの瞳ひとみを微笑ほほえませている。

　顔の下にあった名前は──

　50年以上も前にアメリカで有名だった、一人のテロリストの名前だった。




【ヒューイ・ラフォレット】




「ふむ……わしの好みのタイプとは違うが……」

　その写真をマジマジと見つめながら、女は感想を思わず口にする。

「確かに、なんとなく……社長に似とると言えば似とるな」




「こりゃ、こやつが社長の祖先というのも、あながち与よ太た話ばなしではないかもしれんのう」













プロローグ６　彼らは神を否定する







２００２年　夏




　そこは──歪いびつな教会だった。




　円形の室内に集まるのは、数十人の奇き妙みような出いで立ちの集団。

　老ろう若にやく男なん女によ問わず。人種すら統一されずに、様々なタイプの人間が集まっている。通常の日曜教会と似たような顔ぶれではあるが、彼らの纏まとっている空気は全くの『異質』だった。

　集まっている者は皆、大人おとなも子供も同じような格かつ好こうをしていた。

　着ている服の形状は様々だったが、それが同じ類たぐいの『何か』であるということは一ひと目めで解わかる。

　赤と黒を基調にした、奇妙なカラーデザインで統一されている。若い男の纏うジャケットも、妙みよう齢れいの女性が着るワンピースも、子供が羽は織おっているジャンパーも、老ろう齢れいの男が着ているローブも、全て赤と黒に塗まみれている。

　部屋の中に、電気的な明かりは何一つ灯ともっていない。

　それでいて、頭上の天てん窓まどから入ってくる月明かりは想像以上に室内を明るく照らしている。

　呼吸音を除いて完全に無音の部屋の中──

　彼らは、誰もいない祭さい壇だんを囲んでいた。

　部屋の中央に位置し、円形をした奇き妙みような祭壇。

　彼らはただ祈いのるわけでもひざまずくわけでもなく、ただ楽な姿勢で沈ちん黙もくを続けるだけだった。

　そして、月明かりが最大限になろうかというその時──




　部屋の背後にある扉とびらが開き、数人の男女と、十人前後の子供達が現れる。

　先頭に立つ男は、一見するとどこかの研究施設から抜け出してきた研究生のように思えた。

　理知的な眼鏡めがねは月の光を反射させ、その奥にある目の色を隠かくしている。

　脇に抱かかえられている書物の束は、大量のルーズリーフだろうか。胸ポケットには何本ものボールペンが挟はさまっていた。

　だが──明らかに研究者とは違う点が一つ。

　彼の白はく衣いは、白衣ではなかった。

　やはり赤と黒を基調とした、奇妙な文もん様ようめいたデザインが、通常の白衣を蹂じゆう躙りんするような形で布地という布地に溢あふれかえっている。

「や、どうもどうも！　遅れて申し訳わけ無い！　ラスボスが思ったよりも硬くてね、五回もコンティニューをしてしまいまして！」

　場の空気を一いつ瞬しゆんでぶち壊こわした男は、へらへらと笑いながら、祭壇の前にまで歩み出す。

「いやあ、しかしあれですね！　最近のシューティングゲームは実に良くできている！　花火のように美しく散る弾だん丸がんの嵐あらしの間をかいくぐる快感ときたら、ただその一瞬だけで自分が世界を支配したかのような陶とう酔すい感かんを与えてくれますよねえ！　素晴らしい。あのゲームを作った日本人の技術力に乾かん杯ぱいそして完敗です」

　独ひとり言ごとなのか皆に向けているのか解わからない言葉を紡つむぎながら、男は祭壇の上にルーズリーフの束を置いた。

　共に入ってきた子供達は部屋の周囲を取り囲むように散らばっており、男の横には数名の大人おとなが立ち並ぶ。

　彼の左右には若い女性が二人並び、更さらにその左右には、異様な風ふう体ていの男が二人立っていた。

　一人はゴリラのような大おお男おとこ。

　反対側に立つのは、顔面に包ほう帯たいを巻いた黒い背広姿すがたの男だった。

　特に包帯男の方は異様というよりも異い形ぎようと言うべき不ぶ気き味みさで、包帯も白いものではなく、周囲の人間達と同じく赤と黒に塗まみれており、本当にそれが包帯なのかどうかも疑わしい。

　顔や首の全てを包帯で隠かくしており、手には真まっ赤かな革かわ手て袋ぶくろを嵌はめていた。

　人種も年とし格かつ好こうも解わからない男は、ただでさえ異様な雰ふん囲い気きの室内の空気を更さらに胡乱うろんな色に塗り替えていたのだが──

　そんな状況を気にかけず、赤黒い白はく衣いを纏まとった青年は、やはり緊きん張ちよう感かんの無い声を紡つむぎ出す。

「はいはいはい、静かに！　静かに！　って、うるさくしてるのは僕だけでしたね！　これは失しつ敬けい！　だけどね、僕はそもそも人ひと見み知しりが激しいわけでさ、こんな、その、なんだ？　みんなに囲まれてる状況が不安で不安で仕方ない！　これはもうしょうがないよねえ」

　眼鏡めがねを直しながら周囲を見回すが、彼は誰とも目を合わせない。へらへらと笑っているが、その視線は挙きよ動どう不ふ審しんそのもので、空中を小こ刻きざみにさまよっている。

「それにね、あれだよ、あれ。今日は僕が初しよ対面の人も一人いるからさ。それに若い女の人だ。困ったね、僕、女の人とそんな話せないんだけど。というわけでハイ拍手！　みんな拍手ー！　新しいお友達のルーコットさんでーッす！」

　自分自身の不安を隠かくすかのように声を張り上げる青年。

　そして、手を差し延べられた先にいたのは──

　奇き妙みような一団の中に紛まぎれていた、一人の女性の姿だった。




　やはり同じデザインの色の服を着込んでいた女性は、照れたように前に足を踏み出し、心しん中ちゆうで思う。




　──なんだこれは。




　と、混乱と侮ぶ蔑べつが入り交じった一言を。




　　　　⇔




一ヶ月前　欧おう州しゆう某ぼう所しよ




　興こう信しん所の社員であるシリス・アーティアの運命が変わったのは、普段ほとんど顔を合わせない上じよう司しに肩を叩たたかれた時だった。




「潜せん入にゆうレポート……ですか？」

　訝いぶかしげに尋たずねる女の声に、上司の男は事も無げに言う。

「ああ、ちょっと厄やつ介かいな宗教団体でな。過去のとあるカルト団体と非常に似た特とく徴ちようを持ってる」

　それに関しては珍しい事ではない。

　この興信所は、通常の営業とは別に、金次し第だいでかなり際どい調査も行っている。

　過去にも様々な社会の暗あん部ぶに探りを入れてきているし、時にはマフィアや政治家の身辺調査を非合法な手段を用いて行う事もある。シリス自身もまた、フーリガンや窃せつ盗とう団だんなどに接触をしてきた事はあった。

　宗教団体に接触したのも数度あり、命の危険を感じた事も無いわけではない。

　しかしながら、『潜せん入にゆう』などという言い方をされたのは初めての事だ。

　無む論ろん他の社員でそういう事をやっている者もいるが、自分に声がかかる意味がわからない。

　そう思いつつも、シリスは上じよう司しに仕事の詳くわしい内容を聞く事にした。

「過去のカルト……何年前のですか？」

「まあ、昔さ。ほんの３００年程ほどだ」

「は？」

「昔な……スペインだかポルトガルだか、発はつ祥しようは解わからないんだが、欧おう州しゆうの各地に点てん在ざいしてた妙みような宗教団体があった。宗教というより、思想っていうか……まあ、そんな連れん中ちゆうの意志を継いでるような連中が、今いま更さらなぜか出てきてるって話だ。詳しくは資料に書いてあるから見ておけ」

　言いながら、上司は一枚のＣＤロムをシリスに差し出した。

「目を通してから、受けるかどうか決めてくれ。無理強じいはできん仕事だからな」

　話を言うだけ言って、上司はそのまま去っていった。

　彼女はＣＤロムを見つめたまま、暫しばし迷ったが──

　見なければ何も始まらないだろうと、そのデータをパソコンに入れて開く事にする。




　　　　⇔




　その結果として──彼女は今、この奇き妙みような教会の中にいた。

　──何の冗じよう談だんなの？　これは？




　宗教団体『SAMPLE』。

　見本サンプルとは、随ずい分ぶんとふざけた名前だと彼女は思う。

　この団体の母体となった団体は、数百年前の欧州各かく所しよに存在していたと言う。

　広がっていた、というわけではなく、本当に局地的に、ポツリ、ポツリと点在していたのだ。

　その各地の団体同士が連絡を取り合っていたのかどうかは解わからない。ただ一つ確実なのは──当時無む数すうに彼らは存在し、そしてあっという間にその数を減らしたという事。

　魔ま女じよ狩がりと呼ばれる異い端たん審しん問もんが行われる中、彼らは本当に異端だった。

　彼らはどこか大きな宗教から分かれたというわけではなく、完全に独立した教きよう義ぎと信仰を持っていたそうだ。

　ただ、その地方で隆りゆう盛せいしていた一大宗教から見てというよりも、おそらく世界中のほとんどの地域、宗派から見て、彼らは異い端たんと呼べる存在だったことだろう。




　子殺し。




　各地で邪じや教きようと呼ばれた風習の最たるものがそれだろう。

　子を生いけ贄にえにするという意味ならば、いくつかの宗教の聖せい典てんにも書かれている事だが──彼らの場合は、生け贄とは少し違う意味合いだったという。

　信仰上の理由で子供に虐ぎやく待たいを意図的に行うという下りを見た時は、最初はやはり何かの生け贄的行為なのかと考えたが、どうもそういう事ではないらしい。

　子供の血や魂たましいを、神や自然、何らかの『力』そのものに対して捧ささげるのではなく──

　彼らは、子供に対して『苦痛』そのものを捧げ、その子供の悲鳴──あるいは死、そのものを信仰の対象にしていたと書かれている。

　意味が解わからなかった。

　どういった信仰の帰き結けつで、そうした結果になるのだろうか。

　しかも、更さらに奇き妙みような事に──その苦痛を与える理由というのが、今ひとつはっきりと定まっていない。

　各団体によってその意味は変わってくるようで、記録が残っている中には『子供の肉を食べると不ふ老ろう不ふ死しになる』という、信仰とは正反対の魔ま術じゆつめいた思想を持つ団体まであった。

　中でも一番大きな勢力だったと思われる某ぼう国こくの団体は、17世紀の終わりから18世紀の初めにかけて、教会の騎き士し団だんまで出しゆつ撃げきしてこれを壊かい滅めつさせたとある。

　その団体が子殺しをする理り念ねんは、『この世の不幸を全て負わせる』というものだったと言う。

　思想として理解できなくはないが、それを魔ま女じよ狩がりの時代すら終わろうかという時代にやるという考えは理解できない。

　しかしながら、現在でも狂きよう信しん的な集団が起こす異常な事件は多い。

　やはり周りが見えなくなって、我が子を生け贄にするなどという異常な行動を取ってしまうのだろうか。

　もっとも、今の自分の感性から見て異常なだけで、彼らのコミュニティの中ではそれが正常だったというだけの話なのだろう。

　──だからって……。この信仰が現在に復活って……どういう事？

　更にいくつかのデータを読み込むと、その団体は現在でも時とき折おり降って湧わいたように現れ、一説によると、連れん綿めんと続く大おお本もとの組織があって、その分ぶん派ぱが時折表おもて社会に顔を出すのではないかという事だった。

　果たして、今回の潜せん入にゆう先さきである団体がその大本なのか、それとも分派か、あるいは過去の記録を見て模も倣ほうしただけの集団なのか。

　そうした好こう奇き心しんが無かった訳ではない。

　ただ、彼女がこの仕事を受けた最大の理由は──依頼書に記された莫ばく大だいな報ほう酬しゆうだった。

　もっとも、あまりにも現実味がなさ過ぎて、その宗教団体に対する警けい戒かい心しんが上う手まく働かなかったという事もあるのだが。




　そして彼女は、ルーコットという他者の戸こ籍せきを得て、わざわざ国外に出てまでその宗教団体に潜せん入にゆうすることになった。

　依頼内容は単純で、その宗教に入ったという息子むすこから連絡が減って来て、何か様よう子すがおかしいので調査して欲しいという内容だった。

　このような場合、本人の意志も関わる為ために明確な犯罪が無ければ警察は動き辛づらい。何か犯罪のような事が行われているかどうか、それを確かめる為に潜入して欲しいという内容だ。

　──こんな経けい歴れきの宗しゆう派は、とっくに取り締まられてて当然だと思うけど。

　子供の虐ぎやく待たいや殺害が教きよう義ぎに入っているような集団である。本来ならばとっくに解体されてなければおかしいと思ったが、シリスは少し考え込んで無む理り矢や理りその事実を納なつ得とくする。

　──まあ、過去の事だからって言えば、警察も３００年前の事までは追及しないか。

　また、実際に子供達の誘ゆう拐かい等に携たずさわっている様子も見られない事から、趣しゆ味みで悪あく魔ま崇すう拝はいの真ま似ね事ごとをしている団体よりも無害という印いん象しようを与えているようだ。

　確かに、上じよう司しから貰もらったデータでは、現在のこの団体についての情報はほとんど書かれていなかったし、集団生活しているという印象でもなく、時間や居場所の束そく縛ばくも見られない。

　──本当に、まるで趣味のサークルね。




　半分呆あきれながら集団と接触したシリスだったが──

　彼女は、いくつかの事実に気付いていなかった。




　上司から渡されたデータファイルにあるのは、事実ではあったのだが──それは、上司が専門の情報屋から手に入れた情報であるという事を。

　その情報屋は、普段表おもてに出回らないような情報すら手に入れる集団であり──

　彼女の手にした情報は、そうした類たぐいの情報であったという事を。

　時間や居場所の束縛をされてないという点や警察からマークされていないという点から、彼女はその宗教が周囲に知られているものだと勘かん違ちがいしていた事。

　少しインターネットなどで調べれば気付いただろう。

　そんな組織の存在は、一般の人間も警察も、ほとんど気が付いていないという事も。

　おそらくは、青年の両親である依頼主ぬしですら、その宗教の過去や出しゆつ自じは知らないであろう。

　彼女は、あまりにも完かん璧ぺきだったデータということに油ゆ断だんした。

　その情報は、本来人ひと目めに触れてはならない類たぐいの情報だった。

　つまりは、彼女の会社が依頼した情報屋が優秀すぎたという事だ。




　そして、彼女の預かり知らない誤算が一つ。

　彼女の上じよう司しは、情報屋に対して報ほう酬しゆうをケチっていた。

　よって──情報屋もそれ以上『深い』情報をデータに記していなかったのだ。

　最も肝かん心じんで、もっとも奥にある──

『現在も、その団体は非常に危険であり、今の生活が惜しければ手を出してはならない』

　という、シリスの命めい運うんを左右したであろう情報を。







　そして、そんな事を知るよしもないシリスは、ルーコットという偽いつわりの女を演じながら、心しん中ちゆうでは不ふ本ほん意い極まりないといったため息を漏もらしていた。

　──本当に、子供のサークル？

　接触自じ体たいも驚く程ほど簡単にできたし、最初に『どなたからこの団体の事を？』と聞かれたぐらいで、ろくな質問も警けい戒かいもされなかった。

　そして、接触して三日目。今日は教祖に会わせてくれるのだという。

　──まったく、上う手まく行きすぎて怖いくらい。こんな温ぬるい連れん中ちゆうなら潜せん入にゆうも楽なものね。

　心では嘲ちよう笑しようしつつも、シリスは目の前の青年に対して恭うやうやしく言葉を返す。

「はい……皆さんと信仰を同じくする事をうれしく思います」

「ああ、そんな！　硬くならなくていいですよ！　ここではそんな硬くなる必要はありません。自分の思うように行動してくれればいいんですから！」

　照れたように笑う眼鏡めがねの青年。

　現在の部屋の中では、どうも彼が周囲を取り仕切る役らしいが、見た目は完全に冴さえない研究員といった雰ふん囲い気きだ。それを無む理り矢や理り赤黒いデザインで強そうに見せているような気がして、かえって頼りなく感じられる。

　──まさかこいつが教祖って事は無いと思うけど……まあ、世話係っていった所なのかしら。

　人間離ばなれしたゴリラ風ふうの大おお男おとこと包ほう帯たい男が気にはなるが、それでもこの段階では変わり者のサークルという印いん象しようだ。

　やはり、悪あく魔ま崇すう拝はいを掲げるロッカーなどに影えい響きようを受けた集団と変わりないのだろうか。

　それはそれで集団の熱気と狂気を孕はらむと恐ろしいのだが、現在の室内の空気は、眼鏡の男の放つ発言によって大分ぬるくかき混ぜられている。

　──本当に、大学のサークルから始めましたとかそういう雰囲気ね。

　──それにしては……いい年した大人おとなや子供もいるのが気になるけど。

　ほんの些さ細さいな違い和わ感かんを覚えている間にも、眼鏡めがねの男は目を逸そらしながら淡たん々たんと言葉を続けていく。

「ええとですね、ルーコット・ディアスさんは子供の頃からイギリスに住んでおられたそうで、趣しゆ味みはクッキー作りだそうです。いつか焼いてきてくれるのが楽しみですね！　ハハ」

　場の雰ふん囲い気きを盛り上げようと笑うが、誰とも目を合わせない為ために効果は全く見られない。

「あー、僕もその、クッキーぐらい焼けないわけじゃないんですよ？　でもほら、人に食べさせるのは怖いじゃないですか。もしもまずいなんて言われたら孤こ立りつしちゃいますから。あーその、ええと、何を言いたいかというとその、まあ、そう、ルーコットさんの紹しよう介かいですよ。ハハ」

　更さらに無理をして笑うも、やはり周囲の空気はグダグダのままだった。

　──情なさけない男ね。

　心しん中ちゆうで眼鏡の男を軽けい蔑べつしながらも、それを顔には出さずに話を聞き続けるシリス。

「ハ、ハハ……。コホン。ええと、それで、あれです、彼女はですね……」

　これならば仕事も楽に終わるだろう。何も心配することは無いと報告して、念のためにこの団体の弱みをいくつか握ればそれでおしまいだ。

　シリスは心中でほくそ笑んだが──




　次の瞬しゆん間かん、心中の笑みも実際の表情も、同時に凍り付く結果となった。




「彼女は……そう！　彼女はヒルロム大学の出身なんですよ！　あそこは名門ですからね！　私のような三さん流りゆう大学の出としては、うらやましい限りです」

　──え？

　凍り付いた思考を無む理り矢や理り砕くだき割り、もう一度思う。

　──え？

　何度も考え直しても変わらない。

　ヒルロム大学というのは、ルーコット・ディアスという戸こ籍せきの人物ではなく──

　実際にシリス本人が通っていた大学だ。

「大学卒業後にストレートでサン・クリステル事務所に所属、その後、表おもて裏うらに関わらず様々な仕事を成功させ、会社の信頼を得たそうですね。実に素晴らしい！　信頼というものはどんな貴金属にも代えられない価値があります」

　心しん音おんが走る。

　心音が疾はしる。

　このまま破は裂れつするのではないかという勢いで、自分の心しん臓ぞうが激しく跳はね上がる。

　サン・クリステル事務所とは、自分が本当に働いている興こう信しん所じよの名前だ。

　他人の戸籍と経歴を得て、偽ぎ造ぞうパスポートまで手に入れて固めた偽いつわりの自分。

　──全部……バレてる？

　あり得ないと思いたかった。

　信じたくなかった。

　自分も非合法な道に半分足あしを踏み入れたプロとしての自信があった。

　このような素人しろうと丸出しの集団に全てバレているなど、あってはならない。

　もしもあったとすれば、それは自分の命めい運うんがここで終わるという事を意味しているからだ。

　唐とう突とつな吐はき気。

　体中にジワリと汗あせがにじみ、瞬しゆん間かん的に蒸発して体を冷やす。

　冷えた皮ひ膚ふは外からの感覚を遮しや断だんし、ただ自分の体が小こ刻きざみに震えているという感覚だけがシリスの脳のう髄ずいで反はん響きようし続けた。

　しかし、まだ表情は崩くずさない。

　きっとカマをかけているに違いない。

　その安あん易いな願いが、彼女をあと一歩の所で踏みとどまらせる。

「何を言ってい……」

　平静さを装って誤ご魔ま化かそうとしたシリスだが、彼女の試みはあえなく無む駄だとなる。

　何な故ぜなら、眼鏡めがねの男は既すでに──というよりも、最初からシリスの言葉など聞いてはいないし、今後も聞くつもりなど無かったのだから。

「更さらに！　その興こう信しん所じよから単たん身しんで僕達の団体に潜せん入にゆう捜そう査さでやってきたんですよ！　勇ゆう敢かんですよねえ、どんな所かも解わからないのに！　拍手を！　彼女に心からの拍手をしましょう！」

　刹せつ那な──混乱する彼女の周囲から浴びせられる、賞しよう賛さんと羨せん望ぼうの混じった拍手。

　──え？

　全くわけが解らない。

　現在何が起こっているのか、なぜ自分が拍手されているのかも理解できない。

　混乱を続ける彼女を前に、周りの人間達は手を打ち鳴らし続ける。

「あ……」

　思わずそんな声が漏もれるが、自分が何を言おうとしたのかも解らない。

　──なんだこれは。

　──なんの冗じよう談だんだ。

　本当に冗談だけで構成されている世界にいるような気がしてきた。

　いつの間に自分はアリスと同じような不ふ思し議ぎの国に迷い込んでしまったのだろう。

　初対面の人間に突然ホームパーティに招かれた感覚に襲おそわれた彼女は、ただ黙って現状を見守る事しかできなかった。

「ええと、そうですね！　今日は貴女あなたを我々の教きよう祖そに紹しよう介かいするという話でしたね！　それでは紹介します。ええと、まあ具体的に言うと私なんですけど」

「……は？」

「うわあ、『は？』とか言われましたよ私！　これは怖い。やはり世の中で一番怖いのは人間ですよ！　初対面の人間に『は？』って……まあいいです。信じようが信じまいが、私がこの『SAMPLE』の四十三代目教きよう祖そのブライドです。どうぞ宜よろしく」

「……」

　ブライド、と名乗った男に、シリスは思わず平静の表情を崩くずす。

　恐怖と疑ぎ念ねんが入り交じった表情で、目の前の男を見るが、どう見てもただの根暗っぽい研究員だ。頼りがいも無く、カリスマ性の欠片かけらもない。

「四十三代目の教祖、と言われてもよく解わからないかもしれませんが、教えの祖という意味で間違いではありません。我々は一人の人物を盲もう信しんするのではなく、ちゃんと我々の聖せい典てんを元に、教祖が代わろうが同じ信仰を持ち続けるのです。同時に、我々の聖典は未だ完成せず。つまり代が替われども教義を生みだし続ける教祖であり開かい祖そなのです。いわば──」

　ぶつぶつと小声で呟つぶやきながら、ブライドと名乗った男は脇に抱かかえていたルーズリーフの束を祭さい壇だんの上に置いた。

　そこには細かい文字でびっしりと何かが記されており、途と中ちゆうの束からはきれいに白紙となっている。よく見ると最初の方はルーズリーフではなく羊よう皮ひ紙しか何かで、下に進むにつれて徐じよ々じよに紙が新しくなっていく。

「この聖典こそ、我々の信仰の対象と言うべきでしょうか。最近は持ち歩くのが面めん倒どうなんで、全部パソコンに写しや経きようしようかという話も出ているんですよ？　どうです。３００年以上続いている団体ではありますが、その辺は近代的な面もあるんですよ。もっとも、我々よりも古く大きい宗教の方々はとっくに文明の利り器きを使いこなしてますがね。羨うらやましい」

　やはりブツブツと呟き続ける男。

　何を言っているのか理解できないシリス。

　──ルーズリーフが聖典？

　──途中から白紙？

　──いえ、そんな事より……本当にこの頼りなさそうな奴やつがリーダーだっていうの？

　様々な疑念が渦うず巻まく中、何かを尋たずねようと口を開くが、何から聞くべきか迷う程ほどに疑念が多すぎて、上う手まく言葉が頭の中で纏まとまらない。

　そして、そんな彼女の混乱にとどめを刺すように、ブライドはにこりと笑って手を打った。




「さ、それじゃ、今から私、ちょっと教祖になりますね！」




「……？」

「文明に感謝を」

　天てん井じようを仰いでそう言いながら、ブライドは両手をゆっくりと左右に広げる。

　横にいた若い女二人が、その手の先に一本ずつ何かを握らせる。

　──注射器？

　それは、通常の予防接種などで使われる注射器だった。中には何らかの透とう明めいな液体が入っているようで、容量は二つ合わせて栄養ドリンクの小こ瓶びん一本に足るかどうかだろう。

　男は器用に注射器内ないの空気を抜くと──

　それを、自分の首の両側に一度に突き刺した。

「──ッ！」

　声にならない悲鳴を上げるシリス。

　だが、眼鏡めがねの男は余よ裕ゆうのまま、ゆっくりと注射器のシリンダーを押し込み続ける。

「ああ、ご心配なく。ただのブドウ糖とう液えきですから」

　頼りない笑みを浮かべながら、男は静かに言葉を紡つむぐ。

「私は、脳のう味み噌そに糖が満ちないとその、教きよう祖そを務めきれないもので」

　声に合わせて首の筋肉がわずかに動き、注射器本ほん体たいもわずかにぶれる。

　危ないと思う間もなく注射は終わり、空からになった注射器を首から抜いて、それぞれ両側の女性に渡す。

「……」

　そして──男は無言のまま、カツリ、と背を向け、祭さい壇だんの方に戻っていく。

　シリスに背を向けたまま眼鏡を外す男を見て──

　彼女は、部屋の中の空気が完全に入れ替わっている事に気が付いた。

「おぉ……おぉぉぉぉぉ……」

　うめきのような吐と息いきを漏らしながら体を反らすブライド。

　全身の骨がパキパキと鳴る音が露ろ骨こつにこちらに響ひびいてくる。

「おおぉぁぁぁぁあぁああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああぁぁぁ……。……──」

　悲鳴のような呻うめきが止まった。

　同時に、彼女は周囲の時間まで止まってしまったのではないかと錯さつ覚かくする。

　冷たい。

　部屋の空気が、妙みように冷たく重く感じられる。

　温度が変わった様よう子すはない。冷房の温度が変わったというわけでもない。

　寒い、のではない。

　ただ純粋に、冷たい空気。

　見ると、既すでに周囲の人々からは笑顔が消えている。

　かといって緊きん張ちようした表情でもないが──ただ、その目には大人おとなも子供も底知れない冷たさが感じられた。

　──しくじった。

　そこで初めて彼女は気付く。

　──私は、しくじった。

　──私は選択を誤った！

　自分は、来てはならない所に来てしまったのだと。

　目の前にいる面めん々めんは、決して大学のサークル気分や趣しゆ味みで集まっている者ではなく、世間とは明確に一線を引く『何か』を持った者達だという事に。

　眼鏡めがねを置いた男が、ゆっくりと振り返る。

「改めて……初めまして」

　爽さわやかな笑顔。だが、その瞳ひとみの奥には何の感情も浮かんでおらず、ただ暗く淀よどんだガラス玉だまが嵌はめられているような錯さつ覚かくを覚えた。

「ひッ……」

　シリスの口から悲鳴が漏もれる。

　彼女の中から、ますます現実味みが薄れていく。

　振り返ったのは、眼鏡を外しただけの、あの頼りない青年の筈はずだった。

　だが、それはもはや別人。

　二重人格かと思える変へん貌ぼうだが、そうした類たぐいの者ではなく、純粋にブドウ糖とうで脳に栄養を行き渡らせただけの男。

「歓迎しましょう、シリス・アーティアに始まり、現在はルーコット・ディアスである者よ」

　しかし、別人だった。

　別人と思いたかった。

　人が瞬しゆん間かん的にキレる。発はつ狂きようする。

　そういうレベルで言えば、それは発狂に近いかもしれない。

　先せん刻こくまでの頼りない青年としての存在が粉こな々ごなにされ、新しい一つの形として再構成されたような──人は、眼鏡を外しただけでここまで雰ふん囲い気きが変わるのかと言いだしかねない程ほどの変化だった。

　色がバラバラだったルービックキューブが、一いつ瞬しゆんで元に戻る感覚。

　ガチャリ、という音がしたかと思う程ほどにわかりやすい変化。

　彼はわずか二本の注射、たった数十ミリリットルのブドウ糖とう液えきによって完成した。

　いや、彼、というよりも──まるで、周囲の世界そのものが取り替えられたようだ。

　襲おそい来るのは、恐怖ではなく、不安。

　もしかして、今の一瞬で自分は別の世界にワープしてしまったのではないか、という不安。

　今までの自分が否定されているかのような、自分自身に対する不安が渦うず巻まくシリス。

　そんな彼女の周りに広がる世界は、彼女を置いてけぼりにして、独自の時間を回し続ける。

「では……唄うたいましょう」

　スッと両手を広げるブライドは、既すでに目をつむっていた。

　言葉数かずは少なく、体全体、毛もう細さい血管の先までテンションを高めながらも、むしろ先せん刻こくよりも遙はるかに落ち着いた物言いである。

　周囲の信者達にも、もはや微笑ほほえましい雰ふん囲い気きは残っておらず、不安とも恐怖とも違った、敬意という感情に基づく緊きん張ちようの色を浮かべていた。

　──何が……始まるの？

　完全に彼らの『世界』から置いて行かれたシリスをよそに、両手を広げた男はまるで指し揮きをするように腕を振る。

　刹せつ那な──




「「「我我ららのの内内ににああるる答答ええよよ　死死をを恐恐れれよよ」」」




　音おん程ていの無い輪りん唱しようが、教会の中に響ひびき渡る。




「「「彼彼ららのの内内ににああるる世世界界よよ　生生をを怖怖れれよよ」」」




　信者達の手によるものではない。




「「「死死をを恐恐れれよよ　死死をを恐恐れれよよ　　　　生生をを怖怖れれよよ　生生をを怖怖れれよよ」」」




　先せん刻こくブライド達と共に入ってきて、この部屋の周囲の壁に並んだ子供達。

　まだ10歳さい前後と思おぼしき子供達による、透すき通った声の輪唱だった。




「「「其其のの体体はは死死をを受受けけ入入れれ　　　其其のの心心はは死死をを望望みみ　　　そそれれででもも生生きき続続けけるる尊尊きき山山羊羊」」」




　見ると、子供達の耳にはそれぞれヘッドホンが付けられており──子供達は誰も彼も目め隠かくしをされている。

　あれでは視し界かいは疎おろか、何か音が流れていたら外の音すら聞こえなくなるだろう。

　嗅きゆう覚かくと触しよつ覚かくでしか外の状況を感じる事ができぬ曖あい昧まいな状態。

　そんな状況にある少年と少女達が、美しい声こわ色いろで音程の無い歌を唄い続ける。




「「「喰喰ららううべべきき魂魂をを鎮鎮めめよよ　　　　　　　　　苦苦痛痛をを崇崇めめよよ

　　　　　　　　　　　　我我ららのの神神はは存存在在せせずず　　　　　　　我我ららはは神神をを肯肯定定すするる」」」




　子供達の声から感情は感じられないが、どこか必死な叫びのようにも思え──確信する。

　──ああ、悲鳴だ。

　──これは、子供達の悲鳴だ。

　ヘッドホンからはいかような音が流れているのか。それは子供達から遠く離れた彼女に計りしれる事ではない。

　少年少女は、よく見ると手を後ろに回したままだ。

　足下を見ると、見るからに頑がん丈じようそうな足あし枷かせが嵌はめられている。

　そこから察するに──恐らく、手も同様の処置がなされている事だろう。

　改めて子供達の姿を見て、彼女は強い違い和わ感かんを感じ、その正体に気が付いた。

　彼らの纏まとう服は、赤黒いデザインのものではなく、驚く程ほどに純白な布地で作られていた。

　粉こな雪ゆきか白鳥の羽を寄せ集めて作ったと思える程に見事な白。

　シンプルなデザインながら、軽やかな美しさを感じさせるデザインの服装。

　それだけを見れば世界的な宗教の象しよう徴ちようである天使や、各地の民みん話わに出てくる天てん女によや妖よう精せいのようにも見える。

　だが──その幻げん想そうは、現実的な拘こう束そく具ぐに汚けがされている。

　手足の自由を奪われた子供達は、ただ唄うたい続ける。

　自分達の感情など無い唄を、感情の無い悲鳴に乗せて。

　その不ぶ気き味みな『歌』を操あやつるべく、雅みやびやかな流れで両手を動かすブライド。

　子供達はただ、口数の少なくなった彼の言葉を代だい弁べんするスピーカーとして存在していた。




「「「死死はは恐恐れれるるべべきき隣隣人人

　　　　生生はは怖怖れれるるべべきき肉肉親親

　　　　　　我我ららのの神神はは

　　　　　　　　我我ららよよりり出出でで

　　　　　　　　　　虚虚空空にに還還るる

　　　　　　　　　懊懊悩悩はは光光とと共共にに

　　　　　　　慚慚恚恚はは影影のの裏裏側側にに

　　　　　　私私ははたただだそそのの御御前前ににてて

　　　　一一切切れれのの菜菜をを口口ににすするる

　　　神神をを畏畏れれよよ

　　　己己をを畏畏れれよよ

　　　　　哀哀れれむむ事事ここそそ────」」」




　──ちょっと……止やめてよ。

　蛇へびのようにうねる歌声の波がシリスの心をぬるりと取り巻き、そのまま激しく締め上げる。

　──何なのよこいつら……おかしい、おかしいわよ絶対。

　明らかな異常。

　あからさまな悪意。

　ブライドと子供達の間に立つ『信者』達は、恍こう惚こつとした表情でその歌声に聞き入っている。

　やがてブライドがスイ、と手を下ろすと、それと同時に歌声が綺き麗れいに消え去った。

　そして、シリスは見る。

　今の一連の歌声を操あやつった男の表情に浮かんでいるのは、紛まぎれもない『幸せ』。

　喜びや快感を通り越し、まさに絶ぜつ頂ちようとも言うべき類たぐいの、恍惚とした粘ねばつく微笑ほほえみ。

　ブライドはゆっくりと両手で顔を覆おおい、クツクツと笑いながら顔を伏せる。

　シリスにとって、彼の行動の一いつ挙きよ一いつ動どうが全て不快で、どうしようもなく不ぶ気き味みだった。

　同時に、彼女は理解している。

　その不快な空気に、自分の命が完全に握られているという事に。

　──なんなの、この気味の悪い冗じよう談だんは。

　痛みを与えられたわけではない。

　家族や思い人を人ひと質じちに取られたわけでもない。

　惨さん劇げきの場を見せつけられたわけでもない。

　それでも、ただこの空間が気持ち悪くてしょうがない。

　自分が踏み入れてはいけない場所であるという、どうしようもない事実だけが理解できる。

　彼女の視線の先にいるのは、先せん刻こく、唐とう突とつにこの場所に降こう臨りんした『何か』。

　しかしそれは神でも悪あく魔までもなく、あくまでもただの人間だ。

　だからこそ、シリスにはブライドという存在が恐ろしかった。

　ただ不ぶ気き味みという事が、恐怖にまで膨ふくれあがりそうになる。

　異様は形の無い異い形ぎようとなって、部屋の中に静かに充じゆう満まんしていく。

　淀よどんだ空気が完全に部屋の中に満ちようとする中──ブライドは、静かに微笑ほほえみながら、再びシリスに足を向けた。

「さて、君についての処しよ遇ぐうですが……ルーコット」

　既すでに口く調ちようすら変わっている男の言葉に、シリスは思わず体を震わせる。
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　もはや完全に場の空気に吞のまれた女に対し、ブライドは重々しい口調のまま言った。

「君には、私と結婚して頂きます」

「ひッ……。……。……？」

「なに、ほんの少しの間です。本命が無ぶ事じ見つかったら離り婚こんして、その後は楽に死んで頂くという事で」

「……？」

　恐ろしいまでの喪そう失しつ感かんが彼女を襲おそう。

『結婚』という、この場の空気からは全く想像できなかった言葉。

　直後に口にされた、『死んで貰もらう』という想像通りの言葉。

　そして、シリスが感情を整理するよりも早く──

　事態は更さらに彼女の想像を超えて、目まぐるしく動き始めた。




　何かを叩たたき付けるような轟ごう音おんによって、虚うつろになりかけていたシリスの意識が覚かく醒せいする。

　同時に、手て狭ぜまな教会の扉とびらが勢いよく開かれ──中に数人の男達が押し込んできた。

　──何!?　今度は何!?

　男達の外見は、東南アジア系か、あるいは日に焼けたアジア系の人間と思われた。

　黒くろ髪かみで日に焼けた肌はだの男達は、シリスには訳す事ができない言語で何か怒ど鳴なり続けている。

　しかし、怒鳴る内容よりも気になったのは、男達が手にしているものだった。

　乗り込んできたのは全部で七～八人だろうか。

　その内の一人は、身長の半分ほどはありそうな巨大なナタを。

　残りの人間の半分ほどはやや小ぶりの刃は物ものを。

　そして、残る三人ほどは、黒光りする小型の拳けん銃じゆうを握り込んでいた。

「ひッ……」

　思わず悲鳴を上げて、部屋の隅すみまで下がって座り込むシリス。

　対たい照しよう的に、ブライドを始めとする集団は全く冷静なままだった。

　ただ、ゆっくりと彼らの方に顔を向けて沈ちん黙もくするのみ。

　男達は、最初は一方的に怒ど鳴なり続けていたが──

　中にいた集団が全く騒がないのを見て、徐じよ々じよに自分たちも声のトーンを抑えて顔を見合わせていた。

　だが、武器を収める気はないようで、銃を持った一人が撃うつべき相手を探すように銃の矛ほこ先さきを滑すべらせる。

「ちょッ……噓うそ……」

「ああ、彼らは我々の仲間ではありませんよ」

　小こ刻きざみに震えるシリスの横に立ち、ブライドは静かに微笑ほほえんで言葉を紡つむぎだした。

「先日、ちょっとしたトラブルを抱かかえてしまいまして。この国ではお互い異い邦ほう人じんなのですから、仲良くしたかったのですが……残念です」

　無む念ねんそうに首を振るブライドは、ゆっくりと微笑み直し──

　周囲で黙り続ける信者達に向かって、教きよう祖そとして一つの指示を下す。

「さて、皆さん、このままでは殺されてしまいます。実に恐ろしい」

　聖せい人じんのように、悪意も欲もない無む邪じや気きな微笑みを浮かべたまま────言った。




「死にたくないので、殺やられる前に────」




　　　　⇔




30分後──




　それからの光景は、あまりにも異様でおぞましいものだった。

　ただし、シリスがそれを頭の中で完全に整理するのは、一ヶ月程ほど後あとの事になる。

　今の彼女は、ただ魂たましいの無い抜け殻がらとなったように、虚うつろな目をして小刻みに震えているだけだった。

　いつの間にか眼鏡めがねをかけているブライドに肩を抱だかれ、教会の出口に向かってゆっくりと引きずられているシリス。

　放心しきった彼女を抱き寄せながら、既すでに先せん刻こくまでのカリスマめいた雰ふん囲い気きが消え失せたブライドは、やはり目を逸そらしながらブツブツと呟つぶやき始めた。

「戸こ籍せき上はともかく、我々の教きよう義ぎの上では夫婦なんですから、ほら、その、仲良くしましょう」

「……」

　意識があるのかどうかも定かではない、一時的な廃はい人じん状態となっているシリス。

　そんな彼女に、ブライドは一方的に語り続ける。

「うちの教きよう義ぎはね、欲望を否定しないんですよ」

　脈みやく絡らくの無い事を呟つぶやきながら、ブライトは共に歩いていた女性二人に視線で合図して、何枚かの写真を取り出させる。

「だからほら、欲しいものは全部欲しいんですよね。それが人間として正しい姿ですから。ええと、何が言いたいかっていうと……ルーコットさんはほら、私が本命とくっついたら、離り婚こんさせられた上に口くち封ふうじでたぶん私に殺されるわけじゃないですか。だったら、その本命ってのがどんな人達か、知っておいた方が気分良く死ねるんじゃないかなって思ったんです。ハハ」

　本人の意識が覚かく醒せいしていれば最高に苛いらつかせるであろう一言を呟きながら、ブライトは数枚の写真をシリスに見せる。

　最初の写真には、どこか浮うき世よ離ばなれした美しさを持つ、銀ぎん髪ぱつの女が写っていた。

「この人がシルヴィさん。綺き麗れいですよね。ドキドキしますよね。私よりずっとずっとずっと年上の人ですから、そういう意味でも緊きん張ちようしますよねえ」

　その写真がめくられると、次の写真には病的な表情の少女が写っていた。

「で、次の候補であるこの子は私より年下なんですけど……『病イルネス』なんて変な名前を名乗っているらしいんですよね。他の支部の由ゆい緒しよ正しい巫み女こだったらしいんですけど、その支部は皆殺しにされちゃいまして。でも、この名前もありと言えばありなんですが──」

　ペラペラと無む駄だな事まで喋しやべりながら、男は次々に写真をめくっていく。それらの写真には、様々な人種の男達が写っていた。

　細い目をした東とう洋よう人じんの男。

　奇き妙みような仮か面めんを被かぶった浅あさ黒ぐろい肌はだの男。

　屈くつ託たくの無い笑顔を浮かべている青年。

　怜れい悧りな表情をした黒くろ髪かみ金きん眼がんの青年や、眼鏡めがねをかけた長身の男、ひげの生はえた瘦やせこけた男等など──多た種しゆ多た様ような人間達の姿が重ねられている。

「あとの人達は男なので花はな嫁よめ候補じゃないんですが、我々の教義でいえば現あら人ひと神がみみたいなものですから、大事に保護しないといけません」

　そして、その写真のうち一枚を取り出し──嬉うれしそうに語りだす。

「ああ、そう。これ、この子。この子ですよ！　この子はある意味花はな嫁よめ以上に重要なんです」

「……」

「この子はまさに全ての条件を満たしていると言ってもいいんですよ！　この子ならきっと、立派な我々の神になってくれますから！　ええと、名前は確か……そう、チェスワフ！　チェスワフ・メイエルって言うそうですよ！」




　　　　⇔




　教会の外に待たせていた車の扉とびらを開き、放心状態のまま動かないシリスを後部座ざ席せきに横たわらせるブライド。

　その背後に立つのは、顔を全て赤黒い包ほう帯たいで覆おおった男だった。

「おや、もう発たつのかい？　……ＯＫ。それじゃ、次は洋よう上じようで会おう」

　妙みように気さくになったブライドの言葉に、包帯だらけの男は無言のままコクリと頷うなずき、別の車の後部座席に乗り込んだ。

　一足先さきに去っていく黒塗りの車を見送りながら、周りを静かに見渡す『教祖』。

　信者達は、建物を出る時には既すでに着替え終えており、それぞれの服装に戻って自分達の居場所に帰っていく。

　その姿を見送りながら、教祖である青年は自分に自信を付ける為ために独ひとり言ごとをつぶやいた。

「さて……今度のミサは久々に大がかりですね……私一人で仕切れるのか不安になってきましたが……大だい丈じよう夫ぶ、私ならできる。私ならできる。私なら……んー……まあ、ブドウ糖とうの威い力りよくに期待しましょう」

　自じ虐ぎやく的に笑いながら後部座席に乗り込み、運転席にいる女に告げる。

「じゃ、オリハラの所へ。建物の鍵かぎを返しに行かなければ。死体の始末もサービスでやってくれるそうですから、そのお礼も直接言わないといけませんからね」

　走り出す車の中から、外に立ち並ぶビル群に目を向け──遠くに見える一ひと際きわ巨大なビル──新宿新都庁を見ながら微笑ほほえんだ。

「いい国ですよねえ、ここは。何しろゲームセンターが豊富だ」




「……船でのミサも、ゲーム感覚で上う手まくいけばいいんですけどね」







[image: 第四章　不死者達は旅行気分]






















２００２年８月某ぼう日　横浜港こう




「海だッ！」

　そう言いながら両腕を広げる青年は、いい年をして本気で海に心を震わせていた。

「いやあ、いいねえ！　海は広いな最高だ！　海のように広い心っていうけれど、あれはきっと許すっていうよりも、大きすぎて些さ細さいな事は何も気付かないっていう意味だと思うね！　さあ、というわけで笑おう！」

　全く脈みやく絡らくの無い台詞せりふを叫ぶ男に対し──同行していた数人は、呆あきれたような声をあげる。

「海を見てゲラゲラ笑ってたらバカ丸出しじゃない」

「敢あえて言おう、海は貴き様さまのような男でも受け入れるだろうから存分に藻も屑くずとなれ」

「何も気付かない事などござらん。そうした考えは環境破は壊かいに繫つながりかねんぞ」

　三さん者しや三さん様ようの否定的な意見を聞き、青年はウンウンと頷うなずきながら言葉を返す。

「解わかる解る。海はいいよねえ」

「敢あえて言おう。人の話を聞け」

「聞いた上で無視したんだよ？」

「敢えて言おう。死ねエルマー。いや、敢えて殺す」

　言うが早いか、エルマーと呼んだ青年の首を片腕で摑つかみ、そのままぐいぐいと絞しめ上げるのは──南米か東南アジアの祭りで使われるような面めんを被かぶった、浅あさ黒ぐろい肌はだの男だった。

「相変わらずナイルは厳きびしいなあ……グホッ」

　顔を紫むらさき色にしながらも笑い続ける青年──エルマー・Ｃ・アルバトロスの様よう子すを見て、同行していた銀ぎん髪ぱつの女は、苦く笑しようしながら自らの髪かみをかき上げる。

　どこか魔ま術じゆつめいた妖あやしさを持つその横顔をチラリと見て、少し離れていた場所に立っていた東とう洋よう人じんの男が独ひとり言ごとをつぶやいた。

「……可か憐れんなり」

「え？　田でん九く郎ろう、何か言った？」

「い、いや、なんでもござらんよ、シルヴィ殿」

　顔を逸そらす田九郎を見て、女は不思議そうに首を傾かしげるが──自分の気のせいだと判断したのか、すぐに視線を海の方に戻す。

　四人の男女は、人種も年ねん齢れいもバラバラのグループだった。

　ただし、年齢がバラバラといっても、考えようによっては実に近しい間あいだ柄がらだ。

　全員が３００歳さいを超えている、と言えば、自然と同じ年齢のグループとして括くくられるだろう。




　エルマー・Ｃ・アルバトロス

　ナイル

　シルヴィ・リュミエール

　東とう郷ごう田九郎




　彼らの共通点は二つ。

　一つは、１７１１年に、同じ船に乗って大たい西せい洋ようを渡った事。

　もう一つは──四人とも、不ふ老ろう不ふ死しという特殊な肉体を得ている事。

『不死の酒』と呼ばれる液体を飲み干ほした瞬しゆん間かんから、彼らの肉体は人間であって人間ではなくなった。

　どのような死に方をしようと、どのような傷つき方をしようと、問もん答どう無む用ようで肉体が修しゆう復ふくされる『不死者』。

　血の一いつ滴てき一滴すらも、一いつ端たん主あるじから離れれば、まるで己おのれの意志を持った生物のように蠢うごめき始めて元の場所に戻ろうとする。

　それでいて通常の循じゆん環かんや水分調ちよう節せつ、栄養補給も行うという、実に都つ合ごうのよい肉体だ。

　１７１１年、船の上で三十人前後生まれた不ふ死し者しや達も、現在では僅わずか三分の一程てい度どまで減ってしまっていた。もっとも後に別の不死者が生まれる事となったのだが、それは勘かん定じように入っていない。

　不死者を殺せるのは不死者だけ。

　他の不死者の頭に右手を乗せて『喰いたい』と願えば、まるで掃除機のように相手の肉体も知識も吸い込んでしまう。

　その質しつ量りようがどこにいくのかは解わからない。知識を移行させる為ための莫ぼう大だいなエネルギーとして変換されるのではないかと唱となえる者もいたが、その不死者も既すでに他人に吸収されている。

　本来ならば互いに疑ぎ心しん暗あん鬼きで、自分を喰おうとする影に怯おびえながら永遠の時を過ごす羽目になるかと思われた不死者達だったが──少なくともこの四人は、そうした疑心暗鬼とは無む縁えんの間あいだ柄がらであるようだった。




　一ヶ月程ほど前、マイザー・アヴァーロという別の不死者によって、行方ゆくえ知れずだった最後の不死者である田でん九く郎ろうとの再会を果たしたエルマー達。

　マイザーはこれで目的が果たせたと、もう一人の不死者と共にニューヨークへと帰って行ったのだが──その後もエルマーを始めとした四人は日本に残り、だらだらとした日常を過ごしていた。

　それぞれ同居したりしているわけではなく、それぞれの思おも惑わくで日本に残ったようである。

　もっともエルマーに関しては『日本のゲームは最高だ』と言って連日ゲームセンターや玩具おもちや屋に通う始し末まつで、ゲームを通じて語学を学び、滞たい在ざい中に日本語のサウンドノベルゲームをクリアできるようにまでなっていた。

　そんな四人がこうして再び集まっているのには──一つの理由があった。

「ヒューイったら、何か企たくらんでるんじゃないでしょうね」

　訝いぶかしげに呟つぶやきながら、シルヴィは手にした小しよう冊さつ子しに目を向ける。

　必要以上に豪ごう華かな革かわ張ばりのパスポートのようなそれは、冊子状になったとある豪華客船の乗船券けんだった。

　ヒューイ・ラフォレット。

　１７１１年から現在まで生き残っている不死者の一人で、一時期アメリカ国内の有名なテロリストとして有名になった事もある男だ。

　１９３０年代に警察に捕まったという話は聞いていたが、その後の消しよう息そくを知る者は四人の中にはいない。

　ところが──

　日本でそれぞれの仮かり宿やどに住んでいた四人の元に、先週唐とう突とつに招しよう待たい状じようが届いたのだ。

　ヒューイ・ラフォレットの名で、豪ごう華か客船の乗船券けんと共に、『洋上で会おう』という一いち文ぶんが添えられて。

「はっきり言って、意味が全くわからないんだけど」

　シルヴィは最初それを破り捨てようかと思ったのだが、念の為ために他の三人に相談することにした。

　そして、同じように招しよう待たい状じようが届いた面子メンツで話し合った結果──エルマーの『ヒューイが関わっていたとしたら、無視した所でまた同じ招待状が届くだけだよ。しかも毎日』という冗じよう談だんめいた意見が決め手となって、結局その招待に乗る事にしたのだ。

　船に乗るまで、出しゆつ国こく手続きやら何やらでほとんど時間が取れなかった。

　そんなわけで、シルヴィ達は肝かん心じんの『イグジット』という船がどのようなものかろくに調べていなかったのだが──




「……豪華客船だってのは聞いてたけど、まさかここまでとは思わなかったわね」

　呆あきれたように呟つぶやきながら、シルヴィは視し界かいの隅すみに見えた黒い何かに目を向ける。

　横よこ浜はま港大おお桟さん橋ばしに接せつ岸がんされたそれは──『異質』という言葉が何よりも当てはまる物だった。

　優ゆう雅が、豪華、絢けん爛らん、壮そう麗れい。大きさだけを見ればそうした表現がふさわしいのだろうが、それよりも何よりも、まず海の上に浮かんだ『異質な何か』という言葉が当てはまる物だった。




　豪華客船『イグジット』。




　戦後リゾート地に改良された城じよう塞さい都市をそのまま海に浮かべたような、海上の帝てい国こく要よう塞さい。

　数年前に日米の巨大企き業ぎようによって合同で建けん造ぞうされた、世界でも指折りのクルーズ客船である。

　あらゆる船の最さい先せん端たんを行く航こう行こう機能にあらゆる贅ぜい沢たくを積み上げたと言われている巨きよ船せん。

　様々なイベントに備え、客船であるにも拘かかわらず、車が走り回れる程ほどの巨大な貨か物もつ倉庫を設置している特殊な船だ。

　過去に船内で国際ゲームショーなどを開かい催さいした経験もあり、旅船としてよりも、イベント会場として有名な面がある。

　だが──その船には、もう一つ特異な点が存在した。




　姉妹船『エントランス』




　全く同型の客船が一いつ隻せき存在し、それぞれ『日常からの出口』と『楽園への入り口』という意味合いを持って、『イグジット』『エントランス』という名を冠かんしている。

　この二隻の特性を最も如によ実じつに表すのは、太たい平へい洋ようや大たい西せい洋ようの横おう断だん航行時に行われる『すれ違い』であり、二隻せきの船が互いの見える距離からお互いに花火を打ち上げてそれぞれの船旅を祝福しあうというものだ。

「凄すごいねえ！　黒と白の船が重なったらどうなっちゃうんだろう！　なんか陰おん陽みよう道どうとかで使われてる皇こう帝ていペンギンの顔みたいなマークになるかもね！　何か召しよう還かんされたらどうする？」

「うむ、何か召還されても正直困こまる」

　はしゃぐエルマーを適当にあしらう田でん九く郎ろうを眺ながめつつ、シルヴィはその船体を改めて睨ねめ回した。

　同型と言われる姉妹船だが、二隻を見分ける点が一つだけ存在する。

　それは、全体を覆おおう色だ。

　『エントランス』が白鳥を思わせる純白なのに対し、『イグジット』は深い闇やみを思わせる黒色だ。恐らく闇やみ夜よでは、明かりを点つけずに航行すればその姿を見つける事は困難だろう。

　優ゆう雅がな白とは対たい照しよう的に、厳おごそかな力強さを感じさせる船。

　それを見て、改めてシルヴィは乗船チケットに書かれている船の仕し様ように目を向けた。

　全長３０６ｍ

　全高55ｍ

　全幅52ｍ

　貨か物もつ倉庫やイベントステージの広さのせいで、乗員の定員は同じ規模の船よりも幾いく分ぶん少なくなっているが、それでも二千五百人を超える乗客と千人を超える乗組員を擁ようする事ができるのだという。

「エステサロンまであるのね……行ってみたいけど、高いわよねやっぱり……」

　そんな事をブツブツ呟つぶやいていたシルヴィだが、見れば見る程ほど不安が募つのるのか、もう一度エルマーに尋たずね直す事にした。

「ねえ、本当に大丈夫なのかしら？　ヒューイの奴やつ、何か罠わなでも仕掛けている訳じゃないでしょうね？　私達を何かの実験台にする為ために」

「可能性は無いとは言えないかな。ヒューイ、自分の興味の為なら実の娘でも殺しかねないし」

「……」

「だから無理強じいはしないよ。俺おれは罠でも行くけどね。久々にヒューイの奴に会いたいし」

　別にヒューイを止めるなどという思いも責任でもあるわけではなく、ただ「会いたいから」という理由でこの船に乗るというエルマー。

　そう言われては何も返す事ができなくなり、シルヴィはため息をつきながら言った。

「ほんとに、貴方あなたとヒューイって仲いいわよね。一番相あい性しよう悪そうなのに」

「そうかな？　かれこれ３００年ぐらいの付き合いになるけど、喧けん嘩かしたことは無いなあ」

「あなたから見れば、でしょう？　向こうは喧嘩したと思ってたかもね」

「ああ、ヒューイにも同じ事をよく言われた」

　あっけらかんと言う相手に、シルヴィは呆あきれた顔で黙り込む。

　このエルマーという男は、憎にくめない男ではある。

　憎めなくはあるが──完全に壊こわれている。

　それがシルヴィの印いん象しようだった。

　会話は通じるのだが、時とき折おり同じ生物と話をしているという自信がなくなる時がある。

　何を考えているのか、相手の心が全く読めないのだ。

　しかしながら──それでも、シルヴィはエルマーが信用に足る人物だと判断している。

　そうでなくては、こんなに無防備に不ふ死し者の前に顔を出したりはしない。

　──まあ、私も別に、罠わなでもいいかとは思ってるけどね。

　シルヴィにとって生きる目的とは、恋人の敵かたきを討うつ事だけだった。

　１７１１年。

　不死の体を手にした錬れん金きん術じゆつ師しの一人が、仲間達を次々と喰い始めるという惨さん劇げき。

　その時点ではまだ『不死の酒』を飲んでいなかった為ために助かったが、代わりに、彼女の人生の全てとも言えた青年が一人、この世から消え失せた。

　──グレット……。

　恋人の名を、姿を、声を思い出しながら、シルヴィは静かに拳こぶしを握りしめる。

　彼を『喰った』男、セラード・クェーツは既すでにこの世に存在しない。

　完全に生きる目的を見失った彼女だが、生きる気力までは失っていなかった。

　一時期は絶望にうちひしがれて虚きよ無む感かんに負けそうになった事もあるが──今では、生きる目的を探す為に生き続けている。

　──グレット……貴方あなたの事は、私がずっと覚えていてあげるから。

　過去に確かに存在した筈はずの人間。そして現在はもうどこにもいない人間。

　そんな存在の彼の事を思い出しながら、シルヴィは静かに首を振る。

　──これ自体を目的にしても、本ほん末まつ転てん倒とうだからね。

　──私は、私自身の為の目的を見つけよう。

　──グレットに恥じない生き方をし続けよう。私の時間が終わるまで。

　静かに決意するシルヴィ。

　そう思ったからこそ、彼女は罠かもしれないこの船旅を恐れなかった。

　──これで死ぬなら私もそれまでだし──

　──あの船の仲間が何かバカな事をやるっていうなら、止めてやらないとね。

　──グレットなら、きっとそうするだろうしね。

　結局、過去の恋人の影を引きずっている自分に気付くシルヴィ。

　だが、それも悪くないだろうと、彼女は視線の先にある豪ごう華か客船を見て微笑ほほえんだ。




　時間も迫り、大おお桟さん橋ばしに向かって歩き出した四人だが──

　ふと、エルマーが先せん刻こくシルヴィに聞かれた事を他の二人に聞き返した。

「で、ニンニンとナイルはどうなの？　やっぱり不安かい？」

「敢あえて言おう。別に構わん。ヒューイなら今いま更さら何をやっても驚かんしな」

「拙せつ者しやは警けい戒かいするに越した事はないと思うが……いや、待たれよエルマー。その『ニンニン』というのは拙者の事か？」

　平ひら手てを前に突き出しながら尋たずねる田でん九く郎ろうに、エルマーは爽さわやかな笑みを浮かべて言葉を返す。

「そうだよ？　ほら、ニンジャじゃ呼び辛づらいから、今日からニンニンね」

「普通に田九郎と呼ぶが良かろう……そもそも拙者は乱破しのびの類たぐいでは御ご座ざらん」

　困ったようにため息を吐つく田九郎。

　エルマーは「ええー」と口にしながらも、渋しぶ々しぶ本名で呼ぶ事を認めたようだ。

　田九郎は安心しつつ船の方に視線を向け、少し前でやはり船を眺ながめながら歩いているシルヴィに目を奪われる。

　──うむ……やはりシルヴィは可か憐れんに御座るな。

　思わず心を奪われそうになるが、心の中でリンと鈴すずを鳴らし、己おのれの感情を鎮しずめこんだ。

　シルヴィの心を射い止とめたのはグレットであり、シルヴィもグレットを想い続ける事だろう。

　──なに、手に入らぬ花を遠くから眺ながめるも一いつ興きように御座る。

　心しん中ちゆうで苦く笑しようし、田九郎は静かに船を見上げたのだが──

「むう……拙者は見ることができなんだが、書物にある『黒くろ船ふね』というのは斯様かような雰ふん囲い気きなので御座ろうか。……確かにこんな巨大なものが複数押し寄せれば、民たみが騒ぐのも必ひつ定じよう……」

「敢えて言おう。さすがにここまで巨大ではないだろう」

「いや、当時の人々からすれば同じぐらい異様に映った事であろうよ」

「なるほど。しかし田九郎。貴き様さまは船旅は大丈夫なのか？」

「？　何を今更？　アドウェナ・アウィス号で船ふな酔よいなどを見せた記き憶おくはないが」

　訝いぶかしげに尋たずねる田九郎に、ナイルは淡たん々たんとした調子で呟つぶやいた。

「なに、貴様は昔北極海で氷漬づけになったことがあるのだろう？」

「……あの時は徒か歩ちで御座ったからな。なに、海自じ体たいに抵抗は御座らん」

「そうか。それならば何よりだ。……俺おれは、船はそんなに好きじゃないのだがな」

「何なに故ゆえ？」

　──この男にも苦にが手てなものがあったとは。

　そう思いつつ興味本位で尋ねる田九郎に、ナイルは仮か面めんの奥でやはり淡たん々たんとした声をあげる。

「アドウェナ・アウィス号を思い出すからだ」

「……ああ」

　惨さん劇げきの夜。

　彼らは一夜にして多くの友を失った。

　永遠の命を得た事が、かえって死を、殺し合いを招くという最悪の結果となったのである。

「ナイル殿は、後こう悔かいしているのか？　不ふ死しになった事を」

「敢あえて言おう。不ふ老ろう不死だろうがそうでなかろうが、生きているのと同じ事だ。一いち々いち後悔だのしている暇ひまがあれば本能に従って生きるまでだ」

「本能と来たか！　お主ぬしらしいと言えばお主らしいな」

　そんな会話を続けている内に、彼らは大おお桟さん橋ばしのターミナル入口まで辿たどり着いてしまった。




　　　　⇔




　ターミナルの建物の中には、同じ船に乗ると思おぼしき乗客達が数多く存在した。

　日本人は極ごく少数で、ほとんどは白人や黒人など、東とう洋よう人じん以外の人種で占められている。

「私達も日本人じゃないけど、日本発の船なのになんだか変な感じね」

　シルヴィの言葉に、エルマーが意味もなく楽しそうな表情で答える。

「いいんじゃないの？　先に飛行機でこっちに来て、それから船でアメリカに帰るっていうツアーもあるらしいから。行きと帰り、どっちに時間をかけるかは難しい所だよねえ」

「日本は今不ふ景けい気きだっていうから、わざわざこんなお金のかかる客船に乗る人もいないのかもしれないわねえ」

　しみじみと呟つぶやいた後、シルヴィは視線だけを横に向けながら呟いた。

「で、それはいいんだけど……ナイル、せめてここでは仮か面めんを外したら？　みんなこっち見てるわよ？　もちろん警備員も含めて」

　いつも通りの民族衣い装しようと仮面で仁に王おう立だちしているナイルは、ジト目のシルヴィに対して「何を言う」と心しん外がいそうに反論する。

「敢えて言おう。俺おれは単なるきっかけに過ぎん。その後、皆が見ているのはお前の方だ」

「……」

　言われてみて、シルヴィは周囲に集まる人々に目を向けた。

　老ろう若にやく男なん女によ問わず、皆みな最初はナイルに目を向けて、続いて同行者であるシルヴィの方に目を向けている。子供だけはナイルの方が珍しいようで、そちらに手を振り続けたり、母親に手を引かれて遠ざけられたりしている状況だ。

「ああ……ごめんなさい。本当にそうみたいね……」

　特に男性からの視線が何いく重えにも絡からみつくように浴びせられており、慣れているとはいえ、ナイルの事を言った手て前まえ気まずい思いが無いと言えば噓うそになる。

「こういうのって、素直に喜んでもいいのかしら」

　ため息をつきながら尋たずねるシルヴィに、田でん九く郎ろうは考え込んだまま沈ちん黙もくし、エルマーはいつも通りの答えを返すだけだった。

「よし、とりあえず笑っておこう！　笑うともっと美人になる」

　と、何の解決にもならない一言を。




　　　　⇔




「ああ、ほらほらほらほら、見て下さいよ。ほら、ルーコットさん。彼女、彼女ですよ……！　この前写真で見せたでしょう？　あれがシルヴィさんですよ！」

「……はい」

「素晴らしい……写真で見るのとまるで違う！　僕はあれですよ、あの、そのね、なんていうか、写真写りが得に優れているものを選んだと思っていたんですよ！　それがどうですか！　これではまるで……そう、その、写真写りが悪かったと思える程ほどです」

　そう言いながら、ブライドは横に立つ女性──現時点ではルーコットという事になっている『妻』シリスの手を握る。

　楽しげに楽しげに、声はシリスにかけながらも、意識と視線は遠く離れたベンチに座る女性に釘くぎ付づけとなっている。

　胸元と肩を大きく露ろ出しゆつさせるデザインのドレスの上から、簡単な上着を羽は織おっている銀ぎん髪ぱつの女性。その肩口から覗のぞく腕は細く滑なめらかな線を描いており、まるで磨みがき上げられた石せつ膏こう像ぞうのような美しさを醸かもし出している。

　たおやかな美しさの中に、しなやかな肉食獣じゆうを思わせる芯しんが一本通った美しさだ。

　均きん整せいの取れた顔の前では絹きぬの様ように滑らかな前まえ髪がみが静かに揺らめいており、ショートカットの銀髪はきっちりと切り揃そろえられているわけではなかったが、それが逆に彼女の顔立ちを際きわ立だたせている。

「どうしよう、緊きん張ちようしてきました」

「……はい」

　人形のように虚うつろな目をしたシリスは、相手の声にただ頷うなずくのみだった。

　だが、ブライドはそんな彼女の返事など聞かず、ただシルヴィの美しさに見とれている。

　シルヴィは、一般的な基準で言えば充分に『美しい』という形容が当て嵌はまる存在だった。

　しかしながら、その美の質は絵画の女め神がみ等に描かれるような自然な美しさでは無い。

　──まるで人間の欲望に合わせて生み出されたような、サキュバスやインプと呼ばれるような、空想上の夢む魔ま的な妖よう艶えんさに満ち溢あふれている。

　彼女の持つ美しさは、同性をも魅み了りようするまさに魔ま性しようのそれだったのだが──シリスは全く感情を動かしていない。そもそも、本当にシルヴィの方を見ているのかも疑わしい。

　しかし、ブライドは気にしない。

　相手の反応などおかまいなしで、ただ単に自分の話したい事だけを、自分の感じた興こう奮ふんだけをひっきりなしに口にしている。

「蠱こ惑わく的ですね……あれはイタリアの彫ちよう刻こく家かが一生をかけて作りあげた芸術品、いわば石せつ膏こう像ぞう、彫刻の類たぐいです。ただし、象かたどったのは女め神がみでも天使でも聖せい女じよでもない……むしろ、淫いん魔まか娼しよう婦ふといった、人の欲望をかき立てる美しさを象ったような……」

「……はい」

「おっと、仮にも宗教家である私が女神や天使などをたとえに出すのは疑問に思われるかもしれませんが、我々の教きよう義ぎでは他た宗教の神話の存在も認めています。ただし、あくまで神話という名の物語、幻げん想そう上の話としてですが」

「……はい」

「どうですか、彼女には勝てないと思うでしょう」

「……はい」

「ですよねえ」

「……はい」

「嫉しつ妬としてますか？」

「……はい」

「死にたくないですか」

「……はい」

「人の話を聞いてますか？」

「……はい」

「なら結けつ構こう、貴女あなたはまあ、早ければこの船旅の途中で始し末まつしますが、何か言い残す事はありますか？　夫なんですから！　そのぐらいの事はさせて下さい！」

　それは──皮ひ肉にくでも嫌いやみでもなかった。

　心しん底そこ『夫として、妻の最期の言葉を聞いてあげなくては！』という義務感と正義感からくる台詞せりふ。

　だからこそ不ぶ気き味みで恐ろしい言葉だったのだが、今のシリスはそんなことも気付かない。

　ただ、呆ほうけていた。

　明らかに正しよう気きから遠のいた目で、それでも最低限立ち続け、出しゆつ国こくの手続きをこなせるだけの自我を残しながら──シリスは、やはり同じ反応を続ける。

「……はい」

「なんですって？」

「……はい」

「言い残す事は『……はい』ですか！　なるほど……肯こう定ていこそが自らの遺ゆい言ごん、死も生も全て肯定する……私が貴女を殺す事も全て許してくれるというのですね？」

「……はい」

「ありがとう……本当にありがとうルーコット。素す晴ばらしい答えです。さすがは私の妻。私と表ひよう裏り一体であるべき存在。そして、立派な場つなぎの巫み女こですよ、ルーコット」

　そう言いながら、ブライドは初めて彼女の方に顔を向け──

　虚うつろな表情の相手の唇くちびるに、ゆっくりと自らの口を重ね合わせる。




　刹せつ那な──一いつ瞬しゆんだけ彼女の顔に生せい気きが戻る。




「……い、……いやッ……いやぁぁぁあぁぁッ……がッ……」

　悲鳴をあげかけたシリスの背後から、ブライドの付き添いである女が手しゆ刀とうを浴びせていた。

　意識を落としたシリスは、そのまま崩くずれ落ちるようにブライドの胸に体を預ける。

　完全に意識の無い彼女の体を抱だきしめながら、ブライドは気の弱そうな青年のままで呟つぶやいた。

「まだ正気が残っていたんですねえ。辛つらいだけなのに悲しい事です。……しかし、その正気が残ってくれていた方が、我々の巫女としては素晴らしいんですが……」

　彼は静かに首を振りながら、そばに立っていたゴリラのような大男にシリスを預ける。

　先せん刻こくの悲鳴は、決して蚊かの鳴くような声ではなかった。

　周りには家族ずれもカップルも一人旅の人間もいる。

　しかしながら──彼女の悲鳴も、付き添いの女が放った手刀も完全に無視された。

　そんな事実は、最初から「無かった事」にされたのだ。

　決してその空間が異質だったわけではない。

　異質だったのは空間ではなく、そこにいた人間達。

　壁かべ際ぎわに立つブライドとシリスを中心として、半はん円えん状に固まるその人々の群れは──

　大人おとなも子供も老人も、誰も彼もが──鞄かばんの中に、共通するものを持っていた。

　赤と黒を基調とした、それぞれが纏まとうべき聖なる衣い装しようを。

　彼らは全て『SAMPLE』の団体員。

　全てを理解した、完全なるブライドの味方が、その船の待合室には存在した。




　そこにいたのは──ほんの二百人ほどだった。

　船に乗る全体の人口と比べれば一割にも満たない集団。

　されど、一割にも達する集団。

　彼らは悪意も善意も平等に持ちながら、自分達の信じる自分の為ために──心ではシリスの悲鳴を聞きながらも──

　その口元には、皆一いち様ように笑顔を浮かべていた。




　　　　⇔




「おう、兄にいちゃん、ちょっとええかのう」

「……む？」

　仮か面めんの奥にムスリとした表情を浮かべて仁に王おう立だちを続けるナイル。

　その前に、自分の背せ丈たけを超える人ひと影かげが覆おおい被かぶさった。

「いやあ、すまんすまん、興味本ほん位いで聞くんじゃが……その仮面には、何か意味ってもんがあるのかのう？　さっきから見とったんだが、気になって気になって」

　英語で話しかけてきたその女は身長２メートルを軽く超す長身だった。

　身長だけではない。その体に纏まとった筋肉の方も、ナイルを軽く上回っているように思える。それでいて女性だとすぐに解わかるプロポーションをしており、姉あね御ご肌はだといった顔立ちも相まって、どちらかといえば美人という部類に入ると感じられる。

[image: ]

　好こう奇き心しんからか、自分の実力に自信があるのか、明らかに怪しい格かつ好こうであるナイルに堂々と近づいてきた彼女に対し、ナイルは特に仮面の奥の表情を変えずに呟つぶやいた。

「……敢あえて言おう。趣しゆ味みだ」

　本当は様々な理由も経けい緯いもあるのだが、『不ふ死し者』でない者に言っても仕方の無い事だろう。

　そう判断したナイルは、単純な答えだけを口にした。

　と、相手の女は一いつ瞬しゆん目を丸くしたあと、一転して男らしい笑い声を響ひびかせる。

「カッカッカッ！　なるほど、実に解わかりやすいな！　そうか……趣しゆ味みか！　いやいや！　すまんすまん！　どうしても気になっとったもんでな！　いや、すまんかった！」

　歯切れのよい笑い声を残し、女は手を挙げてその場を去っていった。

「……。敢あえて言おう、なんだったんだ、今の女は」

「いや……好こう奇き心しんの強い者なら、お主ぬしに仮か面めんの理由を聞いてみたくもなろう」

　田でん九く郎ろうのストレートな返答に、ナイルは暫しばし腕を組んだ後、残る二人の方を向いて尋たずねる。

「敢えて言おう。そんなに変か？」

「うわあい、今になってそんな単純な事を聞かれるとは思わなかった……！　でも、ナイスジョークだよナイル！　俺おれはそのジョークに敬けい意いを表して笑うとしようじゃないか！　さあ、含み笑いと忍しのび笑いと嘲あざ笑わらい、どれがいい！　今のナイルになら俺、世界最高の冷れい笑しようを浴びせる事ができると思うんだ！」

「とりあえず『腹の皮が捩よじれる』という結果だけを実じつ践せんして貰もらおうか」

　エルマーの腹にアイアンクローを決めるナイルに対し、田九郎は止めるでもなく呆あきれたようにため息をつくばかりで、シルヴィは立ち去る女の後ろ姿を見送りながら、

「……あれだけ体絞しぼってるのに、胸は大きかったなあ……シリコンみたいにも見えないし、やっぱり相そう当とう気を使って鍛きたえたんでしょうね……」

　と、感心するような意見をこぼしているだけだった。

「アイタタタタタ、ごめんごめんナイル、俺が悪かったからとりあえず肋ろつ骨こつの間に指を差し込むのは止やめようよ」

　素直に謝ってナイルから解放されたエルマーは、改めて先せん刻こくの女の方に目を向ける。

　既すでに人ひと混ごみに紛まぎれてはいるが、２メートルを超える長身は遠くからでもぽっかりと浮かんで見える。

「あの女の人、凄すごい体鍛えてたねー。格かく闘とうゲームの女性キャラみたい。あの足、春麗みたいじゃん。ボタン連打で必殺技とか出せそうだよねえ？」

「敢えて言おう。俺はゲームはやらんからよく解らん」

「せっかく日本に来たんだからゲームはやらなきゃ。まあ、もちろんそれだけじゃないけどさこの国は。そういや俺、初めてナイルが殴なぐり合いの喧けん嘩かで負けるの見たけど、あれもいい思い出だよ」

「敢えて言おう。その話はするな」

「どこに行ったときだっけか？　あれは確か……」

「警告はしたぞ」

　今度は顔面にアイアンクローを決められ、エルマーの体が軽々と宙に浮きあがる。

　ミシミシと音を立てる自らの頭ず蓋がい骨こつの音を聞きながら、エルマーはなおも微笑ほほえみながら手を叩たたく。

「いやあ、マイザーがいない分、なんか俺おれに対してナイルが二人分突っ込みを入れてくれてるような感覚でこれはこれで面白いけど、どうしよう、顔面がなくなったらもう笑えないよ！」

「筆ひつ談だんで笑えばいいじゃない」

　この程度のやり取りは日常的なのか、シルヴィは平静な調子で言葉を吐はきながら、出しゆつ入にゆう国こく管理ゲートの列が空すくのを待ち続ける。

「……それにしてもあの女の人、よくナイルに英語で話しかけたわよね……。見た目からじゃ何なに人じんか絶対解わからないでしょうに」

　同時に彼女は、ナイルの姿を改めて見つめ──心の中を占しめる懸け念ねんが、別のものに取り変わった。




「ナイルのこの格かつ好こう……毎回不思議に思うけど、出入国審しん査さどうやって通るのかしら……」




　　　　⇔




「いやあ！　まさか趣しゆ味みとはのお！　迂う闊かつじゃったわい」

　ロビーの片かた隅すみ、人ひと気けが僅わずかに薄らいだあたりに移動すると、長身の女はそこに立っていた少年を見つけて声をかける。

「迂闊っていうなら、一番迂闊なのは今しがたお前がした行動だと思うけどな」

「まあそう言うな！　写真見た時からずっと気になっとったのよ！　何な故ぜにあの男は、あんな仮か面めんを被かぶっておるのかとな！　敵てき同士になってからじゃゆっくり聞く事もできんだろう？」

　カラカラと笑う『老エイジング』に対して、社長ルーキーはこめかみを押さえながら首を振った。

「まさか……堂々とターゲットに接触するとは思わなかったよ……ああ、思わなかったよ」

「二回言わんでも解わかるわい！　カカッ！　なんじゃ、その若さでもうボケたのか？」

「ボケてるのはお前だ……ッ！」

　声のトーンを必死に抑えて叫ぶ社長に対し、エイジングは笑いながらその背を叩たたく。

「若いもんが細かい事を気にするもんじゃないわい！」

　団扇うちわのような手の平からの衝しよう撃げきを受け、肺の中の空気が絞しぼり出される社長。

「グフッ」

　思わずよろめくが、すんでの所で体勢を立て直して、冷たい視線で振り返る。

「遊ぶのはそこまでにしておけ、エイジング」

「解った解った、そう怖い目で睨にらむもんじゃないわい。で、他の連れん中ちゆうは？」

「既すでに手続きを終えて船内にいるよ」

「なるほどのう、それじゃ、わしらもそろそろ行くとするか、社長」

　いつも通りに呼びかけ、少年の横にあった荷物を持つエイジングに対し──

　タキシードを着込んだ少年は、キッと彼女を睨にらみあげて断言した。

「社長じゃない……仕事中はちゃんとルーキーと呼べ」

「細かいのう。わしのようなおなごに社長と呼ばれたら、もっと嬉うれし恥ずかしの照れ笑いを浮かべてそっぽを向くもんだろうに」

「頭が痛い……」

　けらけらと笑うエイジングをよそに、ルーキーはゆっくりと出しゆつ入にゆう国こく管理ゲートへと向かって歩み出す。

　一時的に老ろう練れんな『兵器』と別れた少年は──今は表おもての顔を携たずさえて船の中に乗り込んだ。

　その表の顔とは──

「あの……ルーキーさんだよね！」

「……」

　母国語で自分の名を呼ぶ声に振り返ると、そこにはこれから同じ船に乗るであろう10歳さい程度の子供がいた。少し離れた所には少年の家族と思おぼしき面めん々めんがこちらを見守っている。

　わざわざ駆かけ寄ってきて自分の袖そでを引く子供は、ルーキーの顔を見て無む邪じや気きに笑う。

「マジック！　マジックやって！」

「……」

　イタリア人らしき男の子の言葉に、少年は少し迷ったような沈ちん黙もくをしたが──

　ルーキーは一いつ瞬しゆんにして驚く程ほどに優ゆう雅がな笑みを浮かべ、手の平を軽く握ってから、子供の前で振って見せた。

　すると──次の瞬しゆん間かん、空からだった筈はずの手の中から、数個のスーパーボールが現れる。

「わあッ！　すっげぇ！」

「ほら、あげるよ」

「えッ！　いいの！　ありがとう！」

　その男の子はぺこりと頭を下げると、タタタタ、という軽快な足音を響ひびかせて家族の元へと帰って行った。

　母親らしき人物がこちらに手を振るのが見えた。

　『ルーキー・ウォーロック』ルキノ。

　一部の国で有名な少年マジシャン。

　それが、ルキノ・カンパネルラの表の顔だった。

　手品師としての顔で微笑ほほえみながら、自分の興こう行ぎよう先さきである船へと乗り込もうとしている少年。

　表の顔と裏の顔。同時に仕事をこなす必要があるこの状況の中──

　手品で男の子の笑顔を見た瞬間に、緊きん張ちようは半分消えていた。

　人を殺す度たびに積み重なる、自分の内側から染み出すどうしようもない『濁にごり』。

　煮に詰つまった汚お泥でいが渦うず巻まく感覚が、今のような他人の笑顔を見る時──一いつ瞬しゆんだけ薄らぐのを感じていた。

　──所しよ詮せんは逃とう避ひに過ぎないけどな……。

　自分の裏の顔を隠かくす為ために、父親から本業さながらに仕込まれたこの職業。

　父は他の手も提示はしていたが、ルーキーは敢あえて手品師という特殊な表おもての顔を選んだ。

　──ああ、逃避でも構わないさ。

　──逃げようが進もうが、どっちにしろ……立ち止まる事なんかできやしない。

　自分に課かせられた運命を呪のろうのか諦あきらめているのか、少年は表に湧わき上がりかけた『濁り』を無む理り矢や理り腹の奥に押し込み、もう一度男の子と家族の方に笑顔を向ける。

　この瞬しゆん間かんだけは、偽いつわりの自分が本物になれるような気がして──

　表と裏の顔を持つルーキー社長は、そうした他人の笑顔だけは手放す事ができずにいた。




　　　　⇔




　ルーキーが立ち去った後、スーパーボールを受け取った男の子は、自慢するように家族にそれを見せびらかした。

「へへー！　いいだろ！」

「ずーるーいー！　お兄にいちゃん、ずーるーいー！」

　父親の陰に隠かくれていた女の子が、ふくれた顔をして手を伸ばす。

　取り合いの喧けん嘩かになりそうな所で、母親が笑いながら口をだした。

「ほらほら、一つじゃないんだから、二人で分けなさい」

「はーい」

「はあい」

　兄は妹にボールを一つ渡すと、自分のそれをしまう為ために、鞄かばんのチャックを開く。

　楽しそうな一家。

　幸せそうな親子連れ。

　そんなストレートな表現が似に合あう家族。

　少なくとも、その笑顔は本物だった。

　彼らの長男の荷物の中には、一着の服がしまわれていた。




　赤と黒を基調とした──特とく徴ちよう的なデザインの子供服が。
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　豪ごう華か客船『イグジット』

　多くの乗客と、一ひと握にぎりの暴力。

　そして、一ひと摑つかみの悪意、さらに一いち抹まつの『不ふ死し者』を乗せて──

　巨大な密室は、今、海へと放たれる。

　太たい平へい洋よう上ですれ違う筈はずだった姉妹船に向け、一つの小さな『世界』が海の上を走り出す。

　あらゆる悪意も善意も、そしてその結末も、全てをただ吞のみ込むかのように──

　船の前にはただ、広大に在り続ける大おお海うな原ばらだけが存在した。




　そして、その船の上で──海から見ればあまりにも小さな、

　船という世界から見ればあまりにも大きな、

　誰かの為ための惨さん劇げきが幕を開けた。




　海の静けさに紛まぎれて、誰にも気付かれぬまま、気付かれぬまま────

　惨劇の火ぶたは、あまりにも静かに切って落とされた。













間章







『航こう海かい初日　昼




　せっかくノートパソコンを持ってきたので、日記を付ける事にした。

　この船の通信機能とは相あい性しようが悪いのか、残念ながらネットには繫つながらない。

　だが、書きためて帰れば、暫しばらくはＨＰの日記のネタにはなるだろう。

　まずは航海初日の事を書く前に、どうしても書いておかねばならない事がある。

　ヒロコの事だ。（この話は、ＨＰの日記に載のせるかはヒロコに確認してからにしよう）




　これは、運命という奴やつだろうか。

　それとも、偶然の積み重ねによる壮大な皮ひ肉にくだろうか。

　たまたま譲ゆずって貰もらったチケットでアメリカに行くことになった。

　それはいい。

　そこまではいい。

　問題は、船だ。

　まさか同型の豪ごう華か客船、同じ洋よう上じようですれ違う船に、離り婚こんした妻が乗ることになろうとは。

　何万分の一の確かく率りつだろう。たまたま手に入れたチケットという事を考えても、これはもう奇き跡せきとも呼ぶべき偶ぐう然ぜんなのではないかと考える。

　このチャンスを生かすにはどうすればいいのか……まずはそれを考えなくてはならない。もしかしたら、洋上で起こったこの奇跡が、二人を再び出会ったと時と同じ気持ちに戻してくれるかもしれない。

　もう二度と同じ失敗はしないつもりだ。

　そのために、もう一度やり直したい、というのが本音だ。（これは恥ずかしいからＨＰで公開するのは止めておこう）




　まだヒロコはアメリカの陸の上、向こうの船の出発は明日の筈はずだ。

　とりあえずヒロコには明日の夜連絡をするとして、夜のレセプションパーティーまでの間に、今日の事でも書いておこう。

　日本発の船なのだから日本人が多いだろうと思ったのだが、甘かった。

　乗客は殆ほとんど外国人で、気軽に話せそうな日本人はなかなか見あたらない。

　一人、穏おだやかな顔の日本人がいたのだが──横に外国人の美女と、どこかの民族の仮か面めんを被かぶった男がいたので、どうにも話しかけ辛づらい。顔ぶれからして、芸人か歌手の一いち団だんかもしれない。その女性は美人で思わず見とれてしまったが、これはヒロコには内ない緒しよにしておこう。（本当に日記でも内緒にしておこう、この文章は後で削さく除じよすべきかも）。

　と、目の前で驚くべき事が起こった。

　外国人の少年が、別の外国人の家族連れの子供に何か頼まれているようだった。

　少年が手を何かもぞつかせたと思ったら、その手の中にボールが現れたではないか！

　あとでパンフレットを調べた所、どうやら手品師らしい。ルーキーなんとかと書いているので、年ねん齢れいから見ても恐らく若手なのだろう。今こん晩ばん時間が空あいたら見に行ってみるのもいいかもしれない。

　あと、目立った感じとしては……大男が二人ほどいたような気がする。一人は遠とお目めで良く解わからなかったが、顔立ちからしてもしかしたら女性かもしれない。だが、身長が２メートルを軽く超す女性なんてそうそういるものではないと思う。あの筋肉の付き方はバレーの選手などとも違う気がした。

　もう一人の方は確実に男だ。ゴリラにそっくりな顔をしていて、猫ねこ背ぜも相まってますますゴリラを彷ほう彿ふつとさせる。

　いやまて、こんな見た人の悪わる口くちのような事を日記で書いたら叩たたかれる。

　もっと調整しないといけない。

　とりあえずこれは筆ふで馴ならしということで、明日あしたの日記からＨＰに載のせるとしよう。

　なにはともあれ、船は走り出したのである。




　ああ、明日の夜、彼女に電話するのが楽しみだ。

　時差があるから、時間には気を付けて電話しないとな……。




　最後に、良い船旅を祈いのると同時に、この旅を提供してくれた偉大なカメラマンに乾かん杯ぱい。

　この旅を蹴けるなんて、本当についてない奴やつだと思った。

　俺おれ自身にボンボヤージュ。がんばれ俺。ファイトだ俺。

　こんな事を書くからヒロコに『貴方あなたって文章を書くと途と端たんに小学生になるのね』と言われるのかな。まあいいや。あとで直す。


航こう海かい初日　　ＭＩＳＡＯ』









[image: 第五章　手品師の少年は噓で他人の笑顔を作り出す]






















航こう海かい初日　夜　某ぼうスイートルーム




　──赤い。

　──赤くて、暖かい。

　自分の腕の中にある『着替え』を抱だきしめながら、シリスはぼんやりと、そんな事を考える。

　ベッドに横たえられた彼女は、僅わずかながら正しよう気きを取り戻してはいた。

　周囲には豪ごう華かな内装が見える。

　天てん井じようにはシャンデリアのミニチュアのような照明器具が置かれ、絞しぼられた照明は最低限の明るさで室内をぼんやりと照らし出しているのが理解できた。

　自分が置かれている状況は解わかる。

　だが、そこから先に進まない。

　正気を取り戻した。自我を取り戻した。

　ならば、どうする？

　その答えが浮かばない。

　考えようとする事もできない。

　正しよう気きを取り戻そうとすればするほど、自分の頭の中に何か別のものが入り込む。

　それは、記き憶おく。

　自分が実際に目にした映像が頭の中に繰り返し流れて、彼女の脳内のメモリーを食い尽くす。

　つい５秒前に見た光景のような、それでいて自分が生まれる前に見た光景のような──

　そんな曖あい昧まいな感覚と共に、映像がぼんやりと頭の中に染みこんでくる。

「ええ、ええ、とりあえず、今はまだ動く必要はないですよ」

　頭の片かた隅すみから声が聞こえる。

　ブライドの声だ。

　戸こ籍せき上はただの他人。

　彼らの教きよう義ぎからすれば、彼女の夫。

　そしてシリス自身からすれば、自分を殺すであろう殺人者。

　逃げなければ、と思考しようとすると、

　──逃げ

　で止まる。

　頭の中ではなく、体中の全てであの『光景』が再生されている感覚。

　不快感。

　そんなものを感じながら──彼女はただ、ブライドとその信者達が交わす言葉を聞き流す事しかできなかった。




「はい、そうです。『エントランス』に乗るヴィラレスクが、向こうの状況を逐ちく一いち報告してくれますのでね。計画は慎しん重ちように、そして時に大だい胆たんにですよ。もっとも被害を出さないという大胆な結果を選ぶなら、誰だれ一人被害者を出す事はないでしょう。しかし、慎重に行くべきなら、私達以外の全ての乗客には、船ごと沈んで頂くのが一番でしょうねえ」

　何やら物ぶつ騒そうな事を話しているが、その意味も、今のシリスの頭には入ってこない。

　現在の彼女は、まさにブライドの言うがままに動く操あやつり人形と化していた。

　言われるがままに出しゆつ入にゆう国こく審査を通り、立場上は病弱な婚約者として船に通されたシリス。

　そんな彼女をどう思っているのか、彼らはシリスの存在など意に介かいさぬまま、機き密みつ事項であろう話を部屋の中で続けている。

「もっとも、無関係な方々を苦しませて殺すのは我々の教義に反しますから、ここはできるだけ大胆に動きたいものですね」

「しかし道どう主しゆブライド、その『不ふ死し者』達が我々に気付いている可能性は」

　話相手は、いつも横にいる女性二人だった。

　ブライドの事を『道どう主しゆ』と呼び、付き従う秘ひ書しよ的てき役割の二人。

　だが、特に個性といった個性はなく、特とく徴ちようのなさは一見すると双ふた子ごか姉妹のようにも感じられるが、本当の所は解わからない。

「あるかもしれないし、無いかもしれませんね」

「しかし、『災さい厄やくと光の稚ち児ご』はもとより我らの内なる者。３００年の時を経ているとは言え、何か臭においを感じ取るやもしれません」

「かもしれないねえ。まあ、その時はその時ですよ。不確定要素は元から覚かく悟ごの上ですからねえ。ハハ」

　いつも通りの笑顔を浮かべながら、ブライドは淡たん々たんと言葉を紡つむぎ出す。

「状況を楽しみましょう。人生を楽しむ！　それこそが、我々の最大にして絶対の教きよう義ぎなのですから！　って、す、すいませんね、偉そうな事を言っちゃって。ハハ」

　やはり全く頼りない道主に対し、女達は黙って言葉を頭こうべを垂れる。

　そんな彼女達に微笑ほほえみかけながら、ブライドは椅い子すから立ち上がり、部屋の中をぐるりと眺ながめ、高級感を満まん喫きつするように歩みながら独ひとり言ごとを呟つぶやいた。

「まあ、向こうの船は一日遅おくれで出航するわけですから、それまではのんびり船旅を楽しみましょうか。たとえば、そ、そうですね！　夫婦水みず入いらずとかですよ……ッ！」

　そして──不意にシリスの横たわるベッドを振り返り、フライングボディプレスの要よう領りようで彼女の上に飛び込んできた。

　が、ジャンプ力が足りず、ベッドの角に脇わき腹ばらを打ち付ける事となった。

「ガフッ……」

　悲鳴混じりの息を漏もらしながら、彼は照れ隠かくしをするように立ち上がり、部屋にいる人間達に言い訳するように言葉を漏らす。

「ほ、ほら、旅っていうのは人間を開放的にさせるでしょう？　それにその、私はこんなに成長して女性として成せい熟じゆくした人を妻に持ったのは初めてですから、性欲が湧わいたとしても仕方がないと思うんです」

　あたふたと手を振りながら──焦あせる道主は、続く言葉を口にした。

「だって、ねえ。私にロリコンの気はありませんから、今までのように、10歳の子供と、彼女達が死ぬ瞬間だけ結婚して過ごすっていうのとは訳が違うんですよ？」

　ブツブツとうつむき加か減げんに声を絞しぼりだすと、そこでコホンと一つ咳せき払ばらいして、紳しん士し的な態度を装いながら、横たわるシリスに手を差し延べた。

「さあ、ルーコットさん。パーティーに行きましょう。大だい丈じよう夫ぶ、気分も優れますよ」




「あと数日の命なんですから、それまでは私の妻として、精一杯苦痛を感じて下さいね」




　　　　⇔




30分後　パーティーホール




「結局、部屋に入ったけどヒューイからの伝言みたいなのは無かったわね……」

　呟つぶやきながら、シルヴィはワインの注つがれたグラスに口を付ける。

　現在、船内では航こう海かい初日のレセプションが行われていた。

　ホテルなどに併へい設せつされた披ひ露ろう宴えん会場のように広いパーティーホール。

　実際に著ちよ名めい人じんなどの結婚式にも使われるというこの船上ホールの片かた隅すみのテーブルに、エルマーとシルヴィ、そして田でん九く郎ろうの三人が座り込んで食事を続けていた。

　ホール内にあるステージではオーケストラが生なま演奏を行っており、その旋せん律りつに合わせてテーブルの間にいくつか置かれた小さい台上で雑ざつ伎ぎ団だんの面めん々めんが体をくねらせている。

「まあ、予想はしてたけどね」

　クラシックと演えん舞ぶという奇き妙みような組み合わせの催もよおしを見ながら、エルマーはシルヴィの問いに笑顔で答えた。

「あいつ、ああ見えて結けつ構こう登場の演出とか凝こるタイプだからなあ。もしかしたら今晩の手品ショーの最さい中ちゆうにシルクハットの中から出てくるかもしれないぞ？」

「手品ショー？」

「ああ、２時間ぐらい後に、船の真まん中なかへんにある『リストランテ・クックロー』って店でショーをやるんだってさ。『ルーキー・ウォーロック』っていう子らしいけど、いや、案内を見てびっくりしたよ」

「何？　知ってる人なの？」

「いや、残念ながら今まで知らなかったんだけどさ」

　エルマーは部屋に置かれていたパンフレットを懐ふところから取り出し、シルヴィと田九郎に広げて見せる。

「この子の出身地、ロットヴァレンティーノなんだってさ」

「えッ……」

「むう……？」

　パンフレットの片かた隅すみに英語で書かれたプロフィール。そこにあった出身地の名前を見て──シルヴィと田九郎は、互いに顔を見合わせた。







　ロットヴァレンティーノ。

　イタリアの南部、ナポリからほど近い土地にある港町だ。

　図書館の多い町として有名で、港から小高い丘にかけて石造りの家屋が建ち並び、歴史的に価値のある建造物も多く見受けられる町である。

　しかし、普通の人々はそうした知識すら持たない。ＮＹニユーヨークやロンドン、パリ、東京といった主要な都市とは違い、イタリアに住む人々でも詳くわしく知る者は少ない、その程度の大きさの都市である。

　だが──テーブルについていた三人にとって、それは重要な地名として記き憶おくに残っている。

　エルマーにとっては、故こ郷きようの一つとも言うべき土地。

　田でん九く郎ろうにとっては、かつていくつかの事件に巻き込まれ、何人かの友人と出会った土地。

　シルヴィにとっては──恋人の故郷。

　一いつ瞬しゆんだけシルヴィの呼吸が止まったが、すぐに呼吸を整え、笑顔を浮かべる。

「……懐なつかしいわね。ちょっと見てみようかしら」

「ふむ……確かに少し興味はある。だがナイル殿は呼ばぬ方が良かろう。以前、あの町を焼き払うと意気込んでおったからな。思い出されても面めん倒どうであろう」

　二人の意見を聞いて、エルマーは満足げに笑い──

　何も知らぬまま、三人は自分達の『敵てき』のショーへと足を運ぶ次第となった。




　　　　⇔




同時刻　某ぼうセミスイートルーム




「敢あえて言おう。退たい屈くつだ」

　パーティーの空気をぶち壊こわしてはなるまいと、一人部屋に残る事にしたナイル。

「全く……人を呼びつけておいてこんなに退屈な目に遭あわせるとは、ヒューイの奴やつめ、出てきたらどう文句をつけてくれようか」

　室内に置かれたテレビにも特に興味を示さず、狭せまいバルコニーに出て、自分の荷物を広げている。

　主だった荷物は、着替えと、替えの仮か面めんが十枚程ほど。

　それぞれ色が違う仮面を専用の布で磨みがきながら、ナイルは夜の海を眺ながめていた。

「ふむ……まあ、無限に変化する波を楽しむのも一いつ興きようか」

　バルコニーの小さな椅い子すに座りつつ、ナイルは視線を海に向けて仮面を磨き続ける。

　と──その視線の先、波を渡るように、一つの影が進んでいるのが見えた。

「あれは……船か？」

　何な故ぜか一切の明かりを点つけていないその船は、徐じよ々じよに船から離れていく。

　──はて。既すでに日は落ちているというのに明かりを点けないとは。

　──まあ、離れていく、という事は海かい賊ぞくの類たぐいではあるまい。

　そんなことを思いながら、ナイルは淡たん々たんと仮か面めん磨みがきの作業に戻る。

　仮面の奥に、どこか物ぶつ騒そうな笑みを浮かべたまま。




　──もっとも、海賊でも来てくれた方が退たい屈くつせずに済むのだがな。




　　　　⇔




同時刻　某ぼうスイートルーム




　ナイルが目もく撃げきした船が立ち去った後──

　その船が残していったものは、とある部屋のバルコニーにひっかかっていた。

「おうおう、上う手まく引っかかってくれて何よりよのお！　本当なら『死デス』の奴やつが直接乗る予定じゃったが、死んでしもうたからにはしょうがない」

　ナイルの部屋からはだいぶ離れた部屋にいたのは、上着を脱いでタンクトップ姿になったエイジングと、彼女の後ろにならぶ『仮か面めん職人』の面めん々めん。

「さて……それじゃ、早さつ速そく引き上げるとするかのお」

「まだ早くないか、『老エイジング』。夜中にやった方が……」

「なに、ほとんどの人間がレセプションに参加しとる今の方が都つ合ごうがいいわい。ここに引っかけたまま待っとったら、それこそワイヤーが切れるかもしれん。それに──」

　エイジングはさっと上下のベランダを見て、周囲に人影がない事を確認する。遠く離れた部屋でナイルが仮面を磨いていたのだが、お互いには見えない位置関係となっている。

　確認を終えると、彼女はバルコニーの手すりに引っかかっていた鉤かぎのようなものに手をかけ、それにつながったワイヤーをぐい、と一気に引き上げる。

　ワイヤーはたぐり寄せるにつれて徐々に太くなり、やがてちょっとした縄なわといった太さになった瞬しゆん間かん──海から数個の巨大なボックスが顔をだした。

「せいぜい、数十秒のもんじゃからな」

　彼女はさして苦もなくそのボックスをたぐり寄せ、10メートル以上あろうかという高さまで引き上げてしまう。

「ほれ」

　片手でワイヤーを握りながら、引きあがったボックスをもう片方の手で背後にいる仲間達に手渡した。

　50センチ四方はあろうかというその箱を、両腕で慎しん重ちように受け取った男の一人が──

「ぐお……!?」

　と、あまりの重さに思わずよろめき、周りの仲間達があわててフォローに回る。

「なんじゃ、たかだか80キロ程度じゃぞ？」

　カラカラと笑いながら、彼女の巨きよ軀くによって次々と引き上げられる防水性のケース。

「ったく……どこのサイボーグ兵士だよ……」

　そんな軽口を叩たたきながら、二人ずつに分かれてボックスを室内に持ち込む『仮か面めん職人』の男達。

　彼らは調子こそ軽そうなものの、手つきは慣れたもので、次々とボックスの蓋ふたを開き──中に有るものを手て際ぎわよく組み立てて行く。

　ケースの中に収納されていたのは──大量の『商売道具』。

　統一された大量の銃じゆう器きと、複数の手しゆ榴りゆう弾だんらしき物体から、一見すると何に使うのか解わからない物まで、これから戦争をするつもりでもあるかのような装そう備び品ひんの数々がそこに存在する。

　そして──彼らは実際に、戦争を始める気だった。

「かかッ！　こりゃ大した量じゃ！　社長の奴やつ、大おお盤ばん振ぶる舞まいしたのう！　今ルームサービスのスタッフが来たら、わしらは仲良く手て錠じようで拘こう束そくされて地下倉庫送りよ！」

　楽しそうに笑う彼女に、男達は呆あきれながらも淡たん々たんと銃器を組み立てていく。

「そのルームサービスの奴には季節通りの海水浴を楽しんで貰もらうまでだ」

「ふむ……まず目もく撃げきされんようにするのがプロ。目撃者の一般人を非情に始し末まつするなんてのは一見かっこよく見えるが、ろくに計画も立てられんかった連れん中ちゆうの間ま抜ぬけな末まつ路ろよ」

「……これから何するか解ってるか？　俺おれ達だって場合によっちゃ……」

　呆あきれながら尋たずねる仲間の言葉に、エイジングはより高らかに笑いながら言葉を紡つむぎだした。

「カッカッカッカッ！　解っとるわい！　こんな事をやっとる時点でわしらは大おお間ま抜ぬけも大間抜けよ！　全く、ここまで無む鉄てつ砲ぽうで無計画で無む秩ちつ序じよな集団、他には無いぞ！　楽しうて楽しうて仕方がないわい！」

「……まあ、仕事をこなしてくれんなら別にいいけどな」

　そう言って、『仮面職人』の面子メンツは作業に戻る。

　彼らにとって、『老エイジング』や『生ライブ』、『病イルネス』といった面子は、仲間というよりも、道具として見ている節ふしがある。ただし見み下くだしているわけではなく、無くてはならない類たぐいの道具であり、彼らにとって銃器が武器なら、エイジング達はまさに『兵器』と言っても良い存在だ。

　味方側にいるだけで、ある種の安心感をもたらす存在。

　自分達の盾たてとなり、大量殺さつ戮りくも平気な顔をしてやってのける彼女達は、見下すどころかむしろ敬けい意いを払うべきメンバーだった。

　ただし、四人のうちの女性二人は人格が人格なのであまり尊敬の目では見られていない。

　そんなエイジングは、自分に対する態度など欠片かけらも気にする事こと無なく、三つ目のボックス──他の箱よりも横に長く作られたケースに入っていた、自分専用の装備を取り出した。

　まずは暗あん視し装置や温度感かん知ち器きを兼ねたナイトビジョン・ゴーグルを取り出し──適当にベッドに放る。

「おい、ぞんざいに扱うなよ！」

「なに、普段滅めつ多たに使わんのでな。本当に真まっ暗くらでもなければ、夜よ目めの方が視野が広くていい感じだしのお。最新式のゴーグルならともかく、この旧型の暗視装置なら、裸ら眼がんとそんなに変わらんしの」

「……さらりと、とんでもない事を言わなかったか？　今」

　仲間の指し摘てきを無視して、続けて艶つやを消した漆しつ黒こくの潜せん入にゆう用スーツを取り出し、中なか蓋ぶたを挟はさんでその下の層にしまわれていた武器を手に取った。

　まず、人の腕ほども刃は渡わたりがある、肉にく厚あつのククリ刀がたな。

　別名グルカナイフとも呼ばれ、グルカ族と呼ばれる民族が日用品として、時には戦闘用として扱う刃物だ。

　刀とう身しんが日本刀の反そりとは逆の方向、刃やいばの方に向かって真まん中なかで折れているのが特とく徴ちようのナイフだが、エイジングの取り出したそれは、むしろナイフというよりもソードと言うべき大きさである。

　重量４キロ、長さは刃渡りだけで80センチはあろうかという巨大なナイフ。

　自然に落下させても、重さだけで腕を切断してしまいそうな物ぶつ騒そうな刃を確認しながら、竹たけ光みつを扱うような軽々しさで、鼻歌交じりに革の鞘さやへと収めていくエイジング。

　そして最後に──ボックス内部の重量の半分以上を占めていた武器のパーツが顔を出す。

「おい」

　そのパーツを見た『仮か面めん職人』の一人が、青ざめた顔で口を開く。

　黒、というよりも、銀がくすんだような純粋な金属色のパーツ。

　一見して銃じゆう器きであるらしいというのは解わかるのだが、フォルムも大きさも、他の仮面職人達の手にしているそれらとは明らかに一線を画すものだった。

「それ……『ターミネーター２』でシュワルツェネッガーが使ってた重じゆう機き関かん銃じゆうだよな？」

「ん？　おお、そう言えばそうかもしれんのう。あれよ、『プレデター』の映画で、口くち髭ひげの奴やつが持っとった代しろ物ものだ！」

　それはミニガンと呼ばれるタイプの重機関銃で、元々ヘリなどに搭とう載さいする大型の物を20キロ弱にまで軽量化させたものだ、それ故ゆえに重機関銃にも関わらず『ミニガン』と呼ばれている。

「って、お前、映画じゃねえんだから……」

　呆あきれた、というよりも、寧むしろ目の前の光景が信じられないといった目つきで仲間の男が声を漏もらす。

　この重機関銃は、テレビやゲームなどでは人間が普通に持ち運んで使用しているが、実際はそのようには使われない。

　重量が20キロに満たないとなれば、一いつ見けん腕わん力りよく次第で持ち運べそうではあるが、実際にはベルト式の弾だん倉そうと、それを駆く動どうさせる為ためのバッテリーが必要となる。

　一分間で４０００発の弾だん丸がんを吐はき出す恐ろしい連れん射しや速度を持つミニガン。その僅わずか一分の為ための弾だん薬やくを持ち運ぼうとすれば、それだけで40キロもの重量になり──バッテリーや副次的な装備の事を考えれば、１００キロを超える事も珍しくない。

　そんな代しろ物もの故ゆえに、弾丸を発射したときの反動も大きく、手で構えたのでは照しよう準じゆんを制御することは不可能に近い。そのような理由で、とても人間が携帯できるものではないのだが──

　ガンベルトを含めたパーツ一式が入ったボックスを、エイジングは軽々と持ち上げ、空あいたベッドの上まで運ぶ。

　──まさか本気で……。いや、銃じゆう座ざとかもあの中にあるんだよな？　だよな？　警察のヘリとかが来た時に迎げい撃げきする為の奴やつだよな？

　訝いぶかしげに見つめる仲間達の視線をよそに、エイジングはケラケラと笑って手を振った。

「なんじゃ、安心せい！　ミニガンをそのまま使うわけが無かろうが！　こいつはわし専用のオーダーメイド、特とく注ちゆうの中の特注よ！　軽量化もしとるし、バッテリーも随ずい分ぶんと軽くなっとるわい！」

「そ、そうなのか……？」

「反動もかなり減っとるし、連射数も必要最低限に抑えとるから、ガンベルトも長持ちする……とかなんとか言っとったが、細かい事はその後実じつ践せんで体に覚え込ませたからようけ覚えとりゃせん！」

「自慢げに言うな！　っつーか、そういう問題なのか……？　ま、まあ、それならお前ぐらいの体格がありゃあ使えるかもしれないけどよ……」

　釈しやく然ぜんとしないものを感じながらも納なつ得とくする男達をよそに──

　エイジングは、カラリとした笑顔で信じがたい事実を口にする。

「まあ、形状もちゃんと片手で撃てるようにして貰もらったからのお！」

「……」

　もの凄すごく納得しがたい言葉を聞いた気がするが、『仮か面めん職人』の男達は敢あえて聞かなかった事にした。

　彼女はいいかげんな性格に見えるが、仕事の場で噓うそをつく程ほどに無能な人間でもない。

　だから、彼女ができると言えばできるのだろう。

　そう信じている仲間達は規律正しい軍人の部隊というわけでもないので、敢えてその場は流す事にする。

　つまり──彼らはそういう類たぐいの集団だった。




　が、そんな空気を読まずに、エイジングは一人でペラペラと語り続ける。

「いやー、やっぱりバックアップガン予備の武器はこのぐらいないとのう。グルカナイフだけでは、向こうのマシンガンの弾だん丸がんを受けたら折れる可能性もあるからな！」

　ガハハと豪ごう快かいに笑う女性の言葉を必死に聞き流そうとするも、男達はついつい小こ声ごえでお互いにささめきあう。

（つーか……あの化け物みてえなナタの方がメインなのか!?）

（銃は!?　普通の銃は!?）

（うわ、あいつと共同行動するの初めてだが、今まであいつが単独行動してた理由が解わかった）

（言葉っつーか心っつーか、本能で理解できた）

（こいつと共きよう闘とうしたらこっちの命が危ねえ……！）

（あいつ……バックアップガンって意味解ってんのか？）

（マシンガンの弾丸を……何するっつった？）

「ほれほれ、何をこそこそ陰かげ口ぐちを叩たたいとるのか！　男らしゅうないぞ？」

　女の言葉に男達が振り返ると──彼女は既すでに、特殊に改造されているミニガンを組み立て終えていた。




「いやー、やっぱりヘヴィマシンガンの片手打ちは乙女おとめの浪漫ロマンよのう！」




　──　誰　が　乙　女　だ　！




　全員が一いつ斉せいに心しん中ちゆうで突っ込んだが──

　利き腕にグルカナイフ、反対の腕にミニガンを抱かかえて軽快にくるくる回っている巨きよ女じよを目の前にして、結局それを口に出す勇気がある者はいなかった。




　　　　⇔




２時間後　イタリア料理店『リストランテ・クックロー』




　その光景は、まさしく『魔ま術じゆつ』だった。

　タネも仕掛けも存在する。

　動かしようのない事実を、観客の誰もが理解しているにも関わらず──誰もが『不思議だ』と感じてしまう。目の前で起こる不思議な現象よりも、そうして『惑まどわす』こと自体が、タネも仕掛けもない一つの魔術であると言えた。

　船内にある、こぢんまりとした上に高級感のあるイタリア料理店。

　その店の奥にある、やはり決して大きいとは言えないステージの上で、タネも仕掛けもある奇き跡せきの数々が繰り広げられていた。




　コップの上に置いた手の平からカジノのメダルが湧わき出す。

　手を触ふれずに丸テーブルを傾け、コマのように回転させる。

　片手だけを壁に付け、そのままゆっくりと体を中に浮き上がらせる。

　鳩はとの翼つばさの中からシルクハットが現れ、その中からいくつもの卵が転がり落ちる。

　そのうち一つの卵を握ると、それは瞬しゆん時じにワニの子供へと変化する。

　手にしたカードが全て小さな風船へと変化する。

　次々と風船が割れてカードに戻り、最後に残った風船の中に、客の選んだカードが現れる。

　客のコップに注そそぐ赤ワインが、瓶びんの口から出る時には牛乳へと変化している。

　別の客に注ぐと、今度は白ワインに変化する。




　そうしたイリュージョンの数々から、基本的なテーブルクロスマジックまで一通りこなしていく舞台上のマジシャン。

　あらゆる手品を駆く使しし、演じる順番のバランスも整え、客が気持ちよく騙だまされ、徐じよ々じよにその驚きも大きくなるように調整している。

　客の心を支配し、数々の魔ま術じゆつを操あやつるのは──まだ二は十た歳ちには遠いと思われる、一人の少年。

　透すき通るようなブロンドヘアの怪しい揺らめきに合わせ、少年の指は机き上じように舞い、時にステージ全体を支配していた。

　魔術師『ルーキー』。

　それが少年の通り名だった。

　ルーキー・ウォーロック新米幻魔師という固有名詞とは言い難い芸名ではあるが、彼の見せる手品は決して新しん米まいのそれではなく、技術としてもステージの演出としても、実によく完成されていた。

　実演中はほとんど喋しやべらないのだが、少年は巧たくみに笑顔を使い分け、客に安心感を与えたり、逆に不安がらせたりして上う手まく心理的な誘ゆう導どうを行っている。

　そして、成功して拍手が起こった後に見せる冷静な笑顔は、純粋な子供そのものに見えて、たった今目の前で奇跡を起こした者だという事を忘れさせた。




　一方──

「おおーッ！　凄すごい、実に凄いよ！　どうなってるんだろうねえ、あれ！」

　観客席にも、子供のようなはしゃぎっぷりをする男が一人。

「あのさ、俺おれ思うんだけど……あの子、実は手品師と見せかけてさ……本物の魔ま法ほう使つかいなんじゃないか？」

「……子供の発想ね」

「だってさシルヴィ、俺おれが魔ま術じゆつ師しだったら、魔ま法ほうなんて使ったらいろんな宗教の人に怒られそうだし、みんながみんな笑ってはくれないだろうからさ、それだったら手品ですーって言えばお金も儲もうかって人気者になって全部解決じゃない？」

「人ひと里ざとから離れて隠いん者じやとして暮らすって発想が無いのが貴方あなたらしいわよねえ」

　呆あきれ半分の微笑ほほえみと共に言葉を返し、シルヴィはテーブルの上に並んだデザートに手をつけず、舞台上の少年の演技に集中している。

　一方の田でん九く郎ろうは、最初は素直に少年が繰り出す手品に感かん嘆たんの声をあげていたのだが──

　ふと、何かに気付いたように口を開く。

「む……気のせいか、時とき折おりこちらのテーブルを意識しているようにも思えるが……」

「そうかな？　気のせいじゃない？　っていうか、手品師だったら全部のテーブルを時折観察するのは普通の事なんじゃないかなあ」

「なるほど……言われてみればその通りかもしれぬ。水を差してすまなかった」

　田九郎はフム、と顔の表情をゆるめ、そのまま純粋に手品を楽しむ事にした。







　その一方で、ステージの上にいた少年は、内心、冷ひや汗あせを搔かいていた。

　──あの東とう洋よう人じん……なんだあいつは。

　──さっきまでのあいつの視線……まるで狼おおかみに睨にらまれたみたいだった……。

　──しかし、こうも簡単に顔を確認できるとはな。

　──もしかしたらと思っていたが、パンフレットで興味を持ったか。

　わざと『ロットヴァレンティーノ出身』と記しておけば、もしかしたら興味本位で舞台を見に来るかもしれないとは思っていた。

　だが、一緒にいる東洋人の不ふ死し者──デンクロウ・トーゴーについては、予想以上に厄やつ介かいな男のようである。

　手品を行いながら、僅わずかに意識を向けて観察していた事に気が付いたのか──

　ある瞬しゆん間かんから、彼の視線がこちらを射い貫ぬくようになった。

　仮に彼の勘かん違ちがいで、ルーキーがそちらのテーブルを他と同じ程度にしか気にしていなければ、そもそもその視線に気付かないだろう。

　だが、もしもここで彼の視線に反応してしまったら──

　──バレる。

　何が暴あばかれるのかは解わからないが、この時点で不ふ審しんに思わせてはならない。

　最終的には敵てき対たいする事に間違い無いのだが、警戒させる訳にはいかないのだ。

　出身地を書いた以上、手品の後にこちらに接触してくる可能性もある。

　その覚かく悟ごはしていたが──まさか、この時点で何か仕掛けられるとは思っていなかった。

　──押し隠かくせ、押し隠せ。

　──冷静を装え、心を凍らせ……

　──いや、違う。

　──集中しろ。

　──今の僕はマジシャンだ。

　──手品に集中しろ。この舞台の前で、客に区別なんかない。

　──ならば僕は、全ての客に驚きと感動、そして笑顔を与えるだけだ。







　壇だん上じようの手品師がテーブルを横に片付け、いよいよクライマックスといった空気を醸かもし出す。

　少年は無言のまま微笑ほほえみ──エルマー達の座るテーブルへと近づいてきた。

　そして、紳しん士し的な笑顔で一礼し、跪ひざまずきながらシルヴィに手を差し出した。

「え……わ、私？」

　かつて同じような雰ふん囲い気きの酒場でシンガーとしてステージに上がっていた彼女だが、全くの不ふ意い打うちだったのか、きょとんとして左右に目を泳がせる。

　少年はゆっくりと立ち上がりながらシルヴィの手を摑つかみ、優ゆう雅がに壇上に手を向けてシルヴィを誘ゆう導どうした。

　それまでステージ上にばかり目を向けてきた観客達が、唐とう突とつに現れたシルヴィの姿に息を吞のむ。あまりにも完成された美しさに、逆に観客達はシルヴィが仕込みやエキストラの類たぐいだとは疑わなかった。

　もしかしたら別のイベントに出る歌手かモデルかもしれないと、あわててパンフレットをめくり始める者や、手品の時には回さなかったビデオカメラを回し始める者もいる。

　そんな色めき立つレストラン内で──少年は、無言のままシルヴィに剣を渡す。

　シルヴィが手にしたのは銀色に輝くサーベルで、刃は止どめはしているのだろうが、その輝きと質感、重さはまさに本物の武器そのままだった。

　少年は、ステージの横に置いてあった、少年の背せ丈たけと同じぐらいの高さの、掃除用具入れを思わせる形状の箱を引きずってきた。

　高さも幅も奥行きも、まるで少年の為ためだけに作られた大きさの箱。

　恐らくこの中に入れば、身を翻ひるがえす事もままならない程ほどに窮きゆう屈くつなものとなるだろう。

　所々にソフトボールが通る程度の穴が空あけられており、箱の中央のやや上に小さなハートマークがついている。

　下に滑かつ車しやがついているようで、少年マジシャンは扉とびらを開いたままその大箱を回転させ、客に異常が無い事を確認させた。

　そして──何も入っていないその扉とびらを閉め、その上から鎖くさりを巻いて鍵かぎをかける。

　一体何をしているのか？　中に入るのではないのかと客達が疑問に思っていると──

　箱の下に、いつの間にかカーテンのような長い布がついたリングがあると気付く。

　少年はそのリングを持ち上げ──おもむろにその中へと入り込み、勢いよくそのリングを上に掲げた。

　リングと一いつ緒しよに引き上げられた布が、観客から少年の姿を隠かくしてしまう、

　だが──それも、ほんの数秒の事だった。

　突然支えを失ったリングが床に落ち──布の陰から現れたのは、鎖で巻かれた箱と、その横に空あいた小さな穴の中から伸びる、少年マジシャンの腕だった。

「ほう……」

　これには田でん九く郎ろうも思わず感かん嘆たんの声を漏もらす。

　だが、当然手品はそれで終わりではなく──

　やはり目を丸くしていたシルヴィに向けて、箱の中から少年の声が響ひびく。

「それでは、美しいお姉ねえさん──」

　声の調子を少しだけわざとらしく照れたものに変え、少年は言った。

「──僕のハートを、貫つらぬいて下さい」

　イタリア語で呟つぶやかれたそこの言葉に従い、シルヴィは一いつ瞬しゆん戸と惑まどいつつも、覚かく悟ごを決めてゆっくりと剣先を箱へと向ける。

　一瞬の間。

　次の瞬しゆん間かん──シルヴィの持つ剣が、ゆっくりと箱の中央のハートマークへと差し込まれて行った。

　刹せつ那な──少年の手がビクリと震え、何かを箱の横に落とす。

　それは──少年が持っていた箱の鎖の鍵だった。

　シルヴィがそれを拾っている間に、いつの間にか少年の腕は箱の中へと引っ込み、ステージ上には完全な沈ちん黙もくが訪れる。

　どこか緊きん張ちようした表情になったシルヴィは、慌あわてて鎖を解き、箱を開けたのだが──

　そこに既すでに少年の姿は無く──

　代わりに、無数の花びらが箱の中から湧わき上がった。

　花が舞い、

　華はなが巡めぐり、

　銀色の髪かみを風に見立てているかのように、飛び交う花びらはステージ上のシルヴィを鮮あざやかに彩いろどった。

　舞い起こる拍手。

　驚いて惚ほうけた表情になるシルヴィ。

　そんな彼女の背に、手がかけられる。

　箱の中から消えていた少年魔ま術じゆつ師しが、無む邪じや気きな笑顔を浮かべて立っていた。

「鍵かぎを……」

　少年の言葉に、シルヴィは慌あわてて手にしていた鎖くさりの鍵を渡す。

　と、少年はその鍵を掌てのひらに握り込み、一いつ瞬しゆんで一輪のバラに変えて見せた。

「良い船旅を」

　柔やわらかい微笑ほほえみと共に、シルヴィに薔ば薇らを差し出す少年魔術師。

　シルヴィはそれを受け取り、壇だん上じようを後にする。

　気付けば、彼女は自然と微笑んでいた。

　タネがあると解わかっていても、自分がサーベルを刺した少年が無事だったという安あん堵どか、それとも純粋に少年の舞台に魅みせられたのか──

　艶えん麗れいな顔に少女のような微笑みを浮かべたシルヴィの姿に、レストラン中から惜おしみない拍手の音が浴びせられる。

　少年はその拍手を聞きながら、ショーの終わりを告げる為ために壇上の中央に立つ。

　その顔には──やはりシルヴィと同じような、純粋な笑顔が貼はり付けられていた。
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　　　　⇔




「見ましたか。今のを見ましたか？」

　笑顔を浮かべて自分のテーブルに戻るシルヴィを見て、エルマー達と反対側の位置に座っていた男が無表情で呟つぶやいた。

「素晴らしいですよねえ。笑顔ですよ、笑顔。３００年も生きているというのに、彼女は生きる事に疲れていない。恋人を失い、その仇かたきすらいなくなったというのに、彼女の心はまだ生きています。ああ、素晴らしいですよね、そう思いませんかルーコット」

　早口で口ごもるように呟いたその言葉は、拍手にかき消されて他の誰にも届かない。

　しかし、横に座っていた女は、現実と虚きよ構こうの狭はざ間まに迷い込んだような目で答える。

「……は、はい」

「さて、ビデオは後でダビングしておきましょう」

　女──シリスの返事を聞いてか聞かずか、ブライドはビデオテープをカメラから取り出し、いとおしげな表情で鞄かばんの中にしまい込んだ。

「彼女を妻つまにした後……在ありし日の幸せな日々を見せつけるというのも、立派な祈りですから」




　　　　⇔




30分後




　眠ねむ気けなど感じてはいない筈はずだが、少年は、今の自分には妙みように現実感が無いと感じていた。

　殆ほとんど感じない筈の船の揺れが、どうにも少年の心を惑まどわし続ける。

　舞台を終えたルーキーは、閉店となって誰もいなくなったレストランの隅すみで、一人でコーヒーを飲んでいた。

　特殊な取引をして、急きゆう遽きよこの船に潜もぐり込んだのは確かだが──店主には『仮か面めん職人』の事は知らせていない。

　人の良さそうな店主で、ショーをねぎらって何も言わずにコーヒーを淹いれてくれた。

　何も知らない店主を利用していると思うと、罪ざい悪あく感かんが心に湧わき上がる。しかし少年は、その想いをすぐに腹の奥底に押し込んで、冷静に今後の事を考える。

　──『仮面職人』との連絡は、今はエイジングに任せればいい。

　──仮に『仮面職人』が表おもて沙ざ汰たになったとしても、すぐに僕には繫つながらないだろう。

　──その時は、たとえ一人になっても……奴やつの身み柄がらを確保しなければ。

　──途中で下船する為ための準備はしてある。あとは、そのタイミングで奴やつを……

　そんなことを考えていた少年の元に、一人の来訪者が現れた。




　閉店の看板が掲げられた扉とびらを開いたその男は、何事かを店主と話している。

　暫しばらく会話をした後──店主はその男を入口に待たせ、コーヒーを飲むルーキーの方へとやってきて、言った。

「あちらのお客様が、ルキノ君と同どう郷きようの方だそうでして、素す晴ばらしいショーを見せて貰もらった礼がしたいとおっしゃってるんですが……」

「構いませんよ。僕も、誰かと話したいと思っていた所ですから」

　子供らしい偽いつわりの顔を浮かべ、店主に男を通すように言う。

　誰が来たのかは、ドアが開いた時点で見えていた。

　それは、半分恐れ──半分期待していた男の顔。




「やあ、初めまして……かな？　俺おれはエルマー。エルマー・Ｃ・アルバトロス」

「ルキノです」

　屈くつ託たくのない笑顔で名乗る男に、ルーキーは静かに手を差し伸べた。

「今日はどうもありがとうございました……一緒にいた女の人にも、お礼を言っておいてあげて下さい」

「いやいや！　こっちこそあれだよ、凄すごくいいものを見せて貰もらったよ。ありがとう」

　手を握られた瞬しゆん間かん、全身に緊きん張ちようが走る。

　──不ふ死し者、か。

　こうして実際目の前にしても、直接肌はだで触ふれてみても、特に違い和わ感かんは感じられない。

　だが、目の前にいる男は、確実に人間ではないのだ。

　それを改めて胸に刻みながら、少年は笑顔の仮か面めんを貼はり付け、目の前の男に話しかける。

「エルマーさんも、ロットヴァレンティーノの出身だとか……」

「ああ、ここしばらく寄ってないけどね。子供の頃、６年ほど過ごした事があるんだ」

「へえ、じゃあ、これは知ってますか？　三十人の女じよ中ちゆうを生しよう涯がいに亘わたって愛し続けた女ったらしの伯はく爵しやくの話」

「正確には三十七人だよ。そっかそっか、スペラ……ボロニアル伯爵の噂うわさ話ばなしは、君の世代にもちゃんと受け継がれてるんだねえ」

「やだなあ、エルマーさんだって、僕と10年も変わらないじゃないですか」

　白々しい事を言ったと自分でも思う。

　伝え聞いた話が確かならば、目の前にいる男は──本物のボロニアル伯爵が生きた時代に、ロットヴァレンティーノに住んでいた筈はずだ。

　それを知りながら、ルーキーは敢あえて相手に意地の悪い言葉を返したのだ。

　だが──

「いやあ、ここだけの話、俺おれ、もっと年いってるんだよ？　だいたい３００年ぐらい」

「……ご冗じよう談だんでしょう？　吸きゆう血けつ鬼きじゃあるまいし」

「吸血鬼かあ、どうだろうね。知り合いにそれっぽいのはいるけど、確認した事は無いなあ。ねえ、吸血鬼って実在すると思う？」

「……い、いえ、どうでしょうね」

　適当にはぐらかすルーキー。不ふ死し者がいるのならば吸血鬼がいてもおかしくはないと思ったが、そんな事よりも、今は目の前の男の言げん動どうに混乱するばかりだった。

　──なんだ、なんなんだこいつは。

　──こいつ、本当に自分の立場を理解してるのか？

　不死者というのは、自分の存在を極きよく力りよく周囲に隠かくすものだと思っていた。

　周りの人間は化け物と避けるだろうし、黒服の政府関係者に攫さらわれるという与よ太た話ばなしもフィクションでは済まなくなってくるだろう。

　たとえそうしたデメリットが無くとも──こうも簡単に自分が不死者であると臭におわせるとは考えもしなかった。

「まあ、それはともかく、君の手品、本当に素す敵てきだったよ！　同じ町の出身者として誇りに思う。他人の威いを借りるみたいだけど、君みたいな凄すごい子と同どう郷きようだっていうのは、それだけでなんだか凄く幸せな気分になれると思うんだ。だから、そんな気持ちになったみんなの意見を代だい弁べんするよ！　やー、本当に、本当にありがとう！」

　全くの下した心ごころなく、純粋な気持ちで年下の少年に礼を言うエルマー。

　──なんだ。

　一方で、ルーキーの心は冷静さを取り戻しつつあったが──冷静になればなるほど、一つの疑問が浮き上がる。

　──本当に……こいつは……その……不死者なのか？

　不死者に対して確固たるイメージを固めていたわけではないが、これではあまりにも軽すぎるではないか。

　混乱する心を抑えつつも──少年は、根気よく話を聞いて、相手を観察する事にした。

　無む駄だな感情を挟はさまぬよう、心を完全に凍らせ、その上に仮か面めんの笑顔を貼はり付けながら。




　結局、話した時間は意い外がいと短く──10分程ほどでお互い話す事が無くなってしまった。

　故こ郷きようの話で盛り上がれば良かったのだが、実際には二人の知る故郷には３００年という時間の隔へだたりがある。

　土地や歴史的な遺い物ぶつ、伝でん承しようについては話が合うものの、ちょっとした近年の変化などについては全く話が盛り上がらないのだ。

　やがて、何度目かの沈ちん黙もくが訪れた所で、エルマーが笑いながら席を立つ。

「とと、君も急がしいのに、いろいろ無む駄だ話をしちゃってごめんね」

「いえ、エルマーさんの話はとても為ためになりました！　縁えんがあれば、また町に戻ってきて下さいね！」

　少年は、満まん面めんの笑みを浮かべて言った。

　その裏側に、

　──この船旅の後、嫌いやでも一緒に来て貰もらう事になるんだが。

　という本音を隠かくしたまま。

　対するエルマーは、軽く微笑ほほえみながら、マジマジとルーキーの顔を見て──

「ああ、そうだねえ、考えておくよ。……そうそう、君の顔ってなんとなく知り合いに似てるから、ちょっとお節せつ介かいな事を最後に言うんだけど……」

「なんですか？」

　知り合いに似ている、という言葉に少しドキリとした。

　この男も、自分の祖そ先せん──モニカと顔かお見み知しりだったという。

　３００年も隔へだてた子し孫そんの顔が祖先に似るとでも言うのだろうか？

　──まさか……ヒューイ……の方じゃないよな……。

　気にはなり、もしもそうだったらと苛いら立だちもしたが、あくまでそれは心の中に押しとどめ、笑顔で相手を送り出そうと努力した。

　だが──そんな努力は全て無む駄だだったのだと、少年は次の瞬しゆん間かん思い知る。

「君は、幸せになれると思うよ」

「……えッ……？」

　エルマーの口から吐はき出されたのは、やはり全く想像外の言葉だった。

「今の君は俺おれに作り笑いばっかり浮かべてたけど」

「……ッ！」

　見み抜ぬかれていた。

　見破られていた。

　見み透すかされていた。

　瞬しゆん時じにルーキーの心に警けい報ほう音おんが鳴り響ひびく。

　この男はどこまで気付いているのだ。もしかしたら、最初から何もかも解わかった上で接触してきたのではないだろうか？

　──だとすれば……どうする？

　体の隅すみ々ずみにまで緊きん張ちようの糸をのばしつつ、表情はそのままで相手の出で方かたを待つルーキー。

　少年の空気が変わったのを察したのか、エルマーはごめんごめんと言いながら言葉を続ける。

「ああ、俺おれそういうのよく解わかるんだ。でもね……手品をやってた時の君の笑顔！　あれは本物だよ。あんなに素す敵てきな笑顔は久しぶりに見た」

　先せん刻こくのショーを思い出しているのか、エルマーは何か懐なつかしい思い出を嚙かみしめているような表情を浮かべ、優しい言葉をルーキーに向かって投げかける。

「あの笑顔を与えてくれるなら、きっと手品は君を裏切らないよ」

「……」

「だから君も……手品を信じ続けるといい」

　ルーキーの想像と全く違ったタイプの『不ふ死し者』は、若じやく年ねん者しやに一言だけアドバイスを残してレストランを去っていった。

「そうすれば、君は、きっとたくさん笑えるよ」




　それが少年にとってどれだけ残ざん酷こくな言葉か、気付いていたのかいないのか──

　あとは何も言わずに去っていったエルマーの背を、ルーキーもまた、何も言わずに見送った。

　──なんだよ……あいつ。

　少年は心を冷静に戻そうと試みて──自分が、涙ぐんでいる事に気が付いた。

　──３００年も前から、ああいう性格だったっていうのか？

　涙の理由など解らない。

　考えようともしない。

　ただ、自分のその涙を誤ご魔ま化かすかのように、少年は苛いら立だち紛まぎれの新たな疑問を募つのらせた。

　──だとしたら、どうして……どうしてあいつは止めなかったんだ？




　──ヒューイがモニカを殺すのを……どうして止められなかったんだよ……。




　──畜ちく生しよう……畜生……！

　しかし、少年の問いに答えられる者は周囲にはおらず──

　ただ、料理人達による食器洗いの音だけが──空からっぽになった少年の心に響ひびき続けた。




　かしゃかしゃ　がしゃがしゃ

　カチカチ　カチリ




　　　　⇔




　こうして──一日目は何事もなく過ぎていった。

　しかし、それはあくまで表面上の話。

　船に乗り込んだ『悪意』の群れは、徐じよ々じよにその本ほん性しようをさらけ出していく。

　緩ゆるやかに──確実に。




某ぼうスイートルーム




「さて……行動を起こすとしたら、だいたい航海３日目ぐらいでしょうかねえ」

　全体への連絡係となっている数名の信者を前に、ブライドは淡たん々たんと状況を語り続ける。

　のんびりした調子で話しながら、男は荷物の中から『赤黒い白はく衣い』を取りだした。

「それまでは航海を楽しみましょう……と、言いたいところですが──準備を早くするに越したことはありません。明日の夜ぐらいから、少しずつこの船を染め上げましょう。いや、できればでいいんですけどね？　できれば、で。ハハ」

　頼りない笑いを最後に付けるのはそのままに、一いつ端たん広げて羽は織おろうとした赤黒白衣を、しばし考え『やっぱり私はまだにしておきます』と畳たたみ直す。

　そんな状況の中──ブライドは、相変わらず自分を無くした表情で部屋の隅すみに立つシリスに近づき──彼女の前まえ髪がみをそっと搔かき上げる。

「これからいつ貴女あなたが死ぬ事になるか解わかりませんから、そのですね、あの、一応言っておきますが……私、あなたの事をですね、その──結けつ構こう好きですよ？」

　照れたように顔をそらしながらしゃあしゃあと告げるブライド。

　彼は悪意も敵てき意いもなく、しかし善意も無い表情のまま、ただ、恥ずかしげに笑いながら現時点での妻つまに囁ささやいた。




「だからまあその、ルーコットさんもほら、綺き麗れいに苦しんでくれると助かります」













間章







『航こう海かい２日目　夜




　結局日記の続きは夜になってしまった。




　つい今しがた、ヒロコに電話をした。

　自分が思っていたよりもずっと緊きん張ちようするものだ。

　結婚する前、付き合い始めた時と同じような緊張感だ。

　だが、今の緊張はうれしさとかそういう次元の話ではなく、気まずさが半分だったのだろう。

　しかし、話してしまえばかえって気分は楽になった。

　この調子でいい。

　今はただ、24時間後にまた電話するのが楽しみだ。

　本当に、中学生の時に戻ったような気分だ。旅は人の心を大だい胆たんにすると言うが、もしかしたら未知の土地に投げ出されて、少し子供に戻ったような気分になるのかもしれない。

　今から24時間後……時差を計算すると訳がわからなくなるので、今後も時計はずらさない方がいいだろう。




　それにしても、昨日きのう今日は驚きに満ちあふれていた。

　一日目の夜、パーティーの後に、例の少年マジシャンのショーに行ってみた。

（しまった、その事をヒロコに言うのを忘れていた。明日あしたの電話で言おう）

　どう表現すればいいのか解わからないが、凄すごい手品だった。

　帽ぼう子しが鳩はとから出たり、カードが当たったりした。

　もっと凄かったんだがなんて表現したらいいのか解らない。

　あれを、私よりも10歳さいも年下の人間がやっているというのだから驚きだ。

　最後に壇だん上じようにあげられた外国人の美女（出しゆつ向こう前まえに見かけた人だ）は、ステージ上のライトを浴びてますます綺き麗れいに見えた。

　客の中には、横に奥さんらしき人物がいるというのにビデオカメラでその女性ばかり撮とっている奴やつまでいた。

　それは流石さすがにどうかと思う。俺おれだったらヒロコの横でそんな事はしない。




　ともあれ、２日目となった今日は、一日船の内部を見て回っていたのだが──ヒロコには言わなかったが、どうも妙みような感じがある。

　妙に、赤と黒の色を見かける気がする。

　昨日きのうは殆ほとんどの人間がタキシードやドレスといった格かつ好こうだったが、今日になると徐じよ々じよに私服の人間が目立ち始める。

　その中に──何やら、赤と黒のマーブル模様のような、なんと表現すべきか良く解らない色の服を着た人々を多く見かけた気がする。

　もしかしたら、船内で売っている映画か何かのジャケットなのかもしれない。その柄がらの帽ぼう子しを被かぶったりしている者までいたので、流石に気になった。

　何かまがまがしいデザインのようにも感じる。一種の呪まじないか何かのような。

　まあ、気のせいだとは思う。子供だって普通にその柄のジャンパーを着て歩いていたのだ。それを言ったら、例の民族衣い装しようと仮か面めんで歩き回っている奴の方がよほど怪しい。

　昨日とは違う色の仮面を被っていた所を見ると、やはり芸人か何かの類たぐいだと思うのだが。




　ともあれ、航海は素す晴ばらしい。サービスも満点で、自分が富ふ豪ごうか何かに生まれ変わった気分である。

　24時間後、ヒロコに二度目の電話をかけたら、その後で日本に国際電話でもかけてみよう。

　この旅をくれたカメラマンに、是ぜ非ひともお礼の言葉を投げかけてやらないと。

　自慢をするだけして切る事になるだろうが。




　今の俺おれを祝福するように、なんだか歌声が聞こえてきた。

　歌声というより、お祈いのりか何かだろうか。外国語なので良く聞き取れないが、きっと船内の教会で結婚式でも行われているのだろう。




　ヒロコとの結婚式を思い出した。早く声を聞きたい。


２日目　夜　ＭＩＳＡＯ』









[image: 第六章　老練な狂戦士は絶望を笑い飛ばす]






















豪ごう華か客船『イグジット』　航こう海かい３日目　夕刻




　優ゆう雅がな船旅を過ごす筈はずだった乗客達にとって、

　そして、圧倒的な力で陰からその旅を揺るがそうとした『仮か面めん職人』にとって──

　彼らの世界は、あまりにも急速に裏返った。




　この『イグジット』という、洋上を漂ただよう巨大な密室には、その時までは、表面上だけとはいえ確かに平へい穏おんな時が流れていた。

　航海も既すでに３日目。

　太平洋の対岸からも既に『エントランス』が出航しており、丸一日後には互いに接近する予定が控ひかえている状態だ。

　最初は船旅という物に不安を抱いだいていた何割かの乗客も、次第に船という環境に慣れて純粋に旅を満まん喫きつし始めていた頃──

　彼らの旅が、

　彼らの安全が、

　彼らの未来が、

　あまりにも、あまりにも唐とう突とつに否定される事となった。




　否定に要した時間は、僅わずか30分。

　海上宮きゆう殿でんの運命を赤黒く染め上げるには、ただそれだけの時間があれば十分だったのだ。




　そして、少なくともその『色』の渦うずの中心に巻き込まれた者達は、等しく絶望を抱かかえ──

　例外的な数名だけが、その状況を楽しんでいた。

　裏返った状況を、力ずくで表返す事に喜びを見い出しながら。




　　　　⇔




『イグジット』船内　倉庫




『おう、社長か！　今どこにおる？』

　──なんだ？

「……船底の方にある倉庫だ。エイジング、一体何が──」

　途と中ちゆうでノイズが走り、無線が通じなくなる。

「くそッ……」

　少年は舌した打うちをして走り出し、手近な積荷の陰に体を潜ひそませた。

　──この状況は……一体なんだ？

　銃じゆう声せいや悲鳴が船中に響ひびき渡る中、ルーキーは荒くなった息を整えながら状況を確認する。

　何事も無かった。

　ほんの30分前までは、なんの異変も無かった筈はずだ。

　船の占せん拠きよも上う手まく行った筈だった。

　今から５時間以上も前に……乗客の誰にも気付かれる事無く、艦かん橋きようと通信室、機関室の制圧は完了したと報告を受けている。

　エイジングは『つまらんのう。バレて大騒ぎになって警察のヘリでも来にゃ、わしの暴れる余地がなかろう』などと言っていた。彼女は隠おん密みつ行動には全く向かないので、向こうの船の『病イルネス』と同じく、警察が来た時などの為ための時間稼かせぎだ。

　その彼女が暇ひまをもて余して部屋で寝ているという状況で、少年は自ら船内の乗客達の様よう子すを見るべく、ショッピングモールなどを歩いていた。

　乗客達にも、これといった変化は見られなかった。

　ただ少し奇き妙みように思ったのは、航こう海かい２日目の時点でしばしば見かけた赤黒い服装が、今日は全く見かけない。

　何か船内で上映中の映画に関連するものだろう。

　そう思って、特に気にもとめていなかったのだが──

　少年は今、もっと訝いぶかしんでおくべきだったと後こう悔かいしている。




　足音が響ひびく。

　倉庫の入口に人ひと影かげが見えた。

　ルーキーが顔を覗のぞかせると、そこには夏場だというのに赤黒いロングコートを羽は織おり、前までボタンで留めた男が立っており──

　手にしたサブマシンガンを、あっさりとこちらに向けてきた。

　パララララ、と、消音器を通した銃じゆう声せいを部屋中に響かせ、慌あわてて首を引っ込めたルーキーの側そばで床や積み荷が細かく爆はぜる。

　──あいつらは……何者だ!?

　先せん刻こくから自分に攻撃を加えているのは、例外無く赤黒い服を纏まとった者達だった。

　男ばかりではない、中には女も混じっていたように思える。

　年ねん齢れいも、自分より少し年上ではないかという者から、白い髭ひげを蓄たくわえた老人まで様々だ。

　30分前まで、確かに彼らの──赤黒い服を着た者の姿は見られなかった。

　何事も、何事も無かった筈はずだった。

　ただ──船内のショッピングモールを歩いてた時、突然船のあちこちから銃じゆう声せいが響き渡って、その瞬しゆん間かんから、パニックの波が一気に乗客達に広がり始めた事は覚えている。

　その直後、例の赤黒い服を着た集団が、パニックなど起こっていないとでもいうように、迷いのない動きで船内を闊かつ歩ぽし始めた。

　迂う闊かつに部下に連絡を取るわけにもいかず、なんとかして自室に戻ろうと思ったのだが──

　赤黒い服を纏った面子メンツのうちの一組が、こちらの方を向いている事に気が付いた。

　そして、その連れん中ちゆうは──手に持った銃を隠かくす事もせず、逃げまどう人々の中を、こちらに向かってまっすぐに歩み寄ってきたのだ。

　──ッ！

　周りの乗客などは全く眼中に無いという様よう子すだった。

　明らかにこの惨さん劇げきの主役である彼らは──ルーキーの目から見て、静かに笑っているように見えた。

　殺しを楽しんでいるという笑顔ではない。

　発狂している笑顔でもない。

　──あれは、安あん堵どだ。

　望まぬ長旅から帰った者が、住み慣れた我が家の枕まくらに頭を埋うめた時のような安心感。

　そうした時にふと漏もらす、心の底から自分自身に気を許した、楽観的とも思える柔やわらかさと生ぬるさを持った笑顔だった。

　少年は、一いつ瞬しゆんで判断する。

　──僕だ。

　──あいつらは、僕を狙ねらってる。

　気付いた瞬しゆん間かん、全身の毛が逆さか立だった。

　逃げなければ殺されるという事は、理性よりも先に本能が理解した。

　彼の心しん臓ぞうの鼓こ動どうは目覚まし時計のベルにでもなろうかという速さで音を刻み、手足の爪つめの裏側にまで圧力を送り出す。

　第一歩目からの全力疾しつ走そう。

　迷いながら逃げてはすぐに手詰まりになる。

　目指すべきは一点。この空間から移動するための通路に向かって一直線に駆かけだした。

　ルーキーの頭の中には、事前に船の中の構造が叩たたき込まれている。

　本来ならば、エルマーを始めとした不ふ死し者達を追い込む事態になった場合に役立てる筈はずだったのだが、まさか自分が逃げる為ために使う事になろうとは夢にも思っていなかった。




　結果としてこの倉庫に逃げ込んだルーキーだが、こうしてあっさりと見つかってしまった。

　だが、今しがた見た限りでは、自分を最初に追ってきた相手とは違う。

　最初の追っ手はうまく撒まいたと確信していた事もあったが、全く安心できる状態ではなかったという事だ。

　──多い……こいつら、一体何人ぐらい居るんだ？

　今はそれを分ぶん析せきしている暇ひまは無い。

　なんとかこの場を逃げなければ──

　心を平静に保ちながら、腰を低くしたまま立ち上がり、積荷の陰を利用しようとしたのだが、大きなイベント予定が無いからか、倉庫内に積荷は殆ほとんど見られず、死角を作るのは殆ど不可能な状況だ。

　そして、誤算がもう一つ。

　赤黒い服を纏まとった男は──ただ、まっすぐに走って来た。

　積荷は主にコンテナ状の物が多く、男と少年の間には少年の身長を軽く超える壁が存在しているようなものだった。

　しかし、男は手にサブマシンガンを握ったまま、そのコンテナの上に飛び上がり、そのまま屋根の上を一直線に駆かけ込んできた。

　──ッ!?

　自分の斜め上からこちらに近づいてくる足音。

　近づく音の速度も、ルーキーの想像を遙はるかに超える速さだった。

　コンテナの上でハードル走でもやっており、ゴールが自分の真上にあるような感覚。

　しかも、その速度はオリンピック級。

　全く想像外の動きに、ルーキーがほんの２秒動きを遅らせた直後──

　恐らく止まりきれなかったのだろう。他の者と同じように、屈くつ託たくのない安あん堵どの笑みを浮かべた男が、サブマシンガンを握ったままルーキーの上空に飛び出した。

　──殺やられる。

　緊きん張ちようの極きよく致ち。

　ルーキーから見て、その光景はまるでスローモーションさながらに見える。

　照明と男の姿が重なり、跳ちよう躍やくしたまま自分の方に銃じゆう口こうが向けられようとしたその瞬しゆん間かん──

　少年にとって、更さらに予想外の事が起こった。




「とうッ！」




　妙みようなかけ声。

　テレビの特とく撮さつ番組の中で、着ぐるみを着たヒーローが叫ぶのと同じ調子で、聞き慣れた女の声がルーキーの頭上に響ひびき渡ったのだ。

　コンテナの上から跳躍した男よりも更に高く、それでいてより近くにいる男よりも大きく見える人ひと影かげが舞い──赤黒い服の男の首筋に、金属バットのような足首を叩たたき込んだ。

　何かがゴキリと折れる音が聞こえ、少年の真横に赤黒い塊かたまりと、その手から転げ落ちたサブマシンガンが転がった。

　そして新たに現れた人影は、派は手でというよりもわざとらしい動きで着地する。

「ふむ……やはりこういう時には何か決め台詞ぜりふが欲しい所よのう」

「エイジング！」

　カッカと笑う巨きよ女じよの姿に、少年は素直に安堵を感じ──彼女という戦力が到着した事は少年に幾ばくかの冷静さを取り戻させた。

「助かったよエイジング。ゆっくり礼を言いたい所だけど……報告してくれ。一体何が起きた」

　精せい一いつ杯ぱい、社長としての威い厳げんを取り戻しながら尋たずねる少年。

　だが──

「んー。そうさな。面白い事になっとるが、お主ぬしにとってはそうじゃなかろうなあ」

　次の瞬間、その威厳も、取り戻したばかりの冷静さも、全て失う事となった。

「まあ、恐らく他の仮か面めん職人は全滅じゃ」

「……へ？」

　言葉の意味が一いつ瞬しゆん受け入れられず、目を瞬しばたたかせるルーキー。

　エイジングは苦く笑しようしながら、首を妙みような方向に曲げてひくつく男の横にある、消音器付きのサブマシンガンを指さした。

「ほれ、そこに転がっておる銃も──お前さんの指示で持ち込んだもんじゃからのお。こっちで残っとる武器は、わしの部屋にあるナタとミニガンぐらいよ！」

　絶望的な状況をあっけらかんと語るエイジングは、何が楽しいのか、倉庫中に威い勢せいのいい笑い声を響ひびかせる。

「かかかッ！　いやー、なんというか、迂う闊かつも良い所よのお！　正義の味方が乗っておらんと思ったら、まさかゾンビが数百も乗りこんどるとはな！　これだからこの仕事は止やめられん！」

　一方の社長は、魂たましいが完全に抜けたかのように、顔から表情を完全に消し去って──

　そのままふらりとエイジングの体の中に倒れ込んだ。

「……そんな……噓うそ……だろ？」

「なに、心配するな！　わしと社長がおればほれ、最低でも二人いれば会社は再建できるしの！……おっと、『エントランス』の連れん中ちゆうの事をすっかり忘れとったわ！　カカカカカッ！　こりゃ後でイルネスの奴やつに叩たたかれっちまうわい」

　胸というよりは腹でその体を受け止めたエイジングは、少年を安あん堵どさせるように、右腕で優しく抱だき留めると──実に嬉うれしそうに瞳ひとみを輝かせ、左手の指をゴキゴキと鳴らし始める。

「ま、しかし……」

　獰どう猛もうな肉食獣じゆうを思わせる瞳。笑みによって歪ゆがめられた口の間から出てきた舌が、それこそごちそうを目の前にした子供のように口の周りをなめずった。




「こいつはどうやら、本気で面白くなってきよったわい」




　　　　⇔




　話は、30分程ほどさかのぼる。




「さて……『すれ違い』のイベントまであと丸一日ってとこか？　もう向こうとの時差も２～３時間ないって感じだろうなあ」

　イタリアのカーニバルを思い起こさせる、無表情を象かたどった純白の仮面。

　それを付けた男が、陽気に拳けん銃じゆうをぶらつかせながら言葉を紡つむぐ。

　仮面の男の言葉を聞いた『イグジット』の船長は、忌いま々いましげに男を睨にらみ付けた。

「くそ……本当に、乗客には手を出さないんだろうな」

「大だい丈じよう夫ぶだって、あんたらが騒がなきゃ、こっちは仕事を済ませたら途と中ちゆうで船を下りてハイさよなら、乗客は誰も異常に気付かないまま優ゆう雅がな旅を続けるのでした……っていうプランだって、さっきから何度も言ってるだろ？」

『エントランス』と同じように船の艦かん橋きようを占せん拠きよした『仮か面めん職人』。

　エイジングはライブのように換かん気き口こうに潜もぐり込む作業ができない為ため、エントランスと比べると仕掛けた装置の数はだいぶ減っており、本当にただの脅おどしの道具と化していた。

　代わりにこちらには、『エントランス』の倍近い人数が乗り込んでいる。

　実質的な占せん拠きよから５時間近く経たつものの、未だに仮面職人達は動きを見せなかった。

「タイミングっつーもんがあるからな。お迎えの船が来るまでは我慢してくれや。映画のシージャック犯みてえに、船をタンカーとぶつけようとしねえだけ良心的だろ？」

　映画好きなのは『エントランス』の面々と共通なのか、仮面職人の男達はその言葉に合わせてケラケラと笑い出す。

　軍人達のような堅かた苦くるしさは見られない。

　だが、それが逆に船長達には不安だった。

　へらへらとした調子が、逆に『理由がなくても人を殺す』ような印いん象しようを与え、不安定な要素となって人ひと質じち達の心をかき乱す。

　必然があれば女おんな子供でも殺すようなマシーンタイプの犯人よりも、寧むしろ必要が無くても突然銃を乱射しそうな雰ふん囲い気きが恐ろしく、乗客に手を出さないという約束も簡単に信じる事はできなかった。

　本社への定期連絡も後ろに銃を突きつけた状態で行われ、どうやらこちらの事をある程度調べ上げているようで、

「言っておくが、こういう状況下で、雑談のフリしてヒトデの話をして緊きん急きゆう事態を伝えるって事はもう解わかってるからな」

　と、あっさりと緊急時の通信マニュアルに釘くぎを刺してきた。

　結果として、何もできない自分達を悔くやしく思っていた船長達だったが──




　ふと、人質となって手て錠じようを掛けられていた男が一人立ち上がった。

「おい、何なに勝手に立ってんだ？」

「り、リッケル君」

　船長は目を丸くして、突然行動を起こした副船長に目を向けた。

　人質になってから５時間、何一つ声を発する事のなかった男が、唐とう突とつに立ち上がって歩き始めたのだ。

　あまりにも堂々としていたので、仮面職人達も思わず動きを止めていたのだが、その内の一人がハッと我に返り、慌あわてて銃を突きつける。

「てめえ、座ってろ！」

「すいません。報告の時間なんで」

「はぁ？」

　淡たん泊ぱくな笑顔で言う男に、周囲の面々は、副船長が恐怖に耐えかねて狂ってしまったのだろうと思った。

　仮か面めん職人は適当に殴なぐりつけて座らせようとしたのだが──

　その瞬しゆん間かん、男は妙みような事を言い出した。

「いえね、道主様に定期連絡をしないといけないんですよ。そうしないと、誰かが様よう子すを見に来ちゃうんで。いや、でも通信室の方も占せん拠きよされてるっていう事は、もう異変に気付いているかも……うん、そうですね、きっとそうです」

「……はあ？」

「いえ、速度をね、そろそろあげろって命令が来ると思うんですよ。だから、そろそろ準備を始めないと……着替え、そう、それだ、着替えを取ってこないと……」

　ブツブツと何事かを語り出す副船長を前に、仮面職人達が顔を見合わせていると──

　艦かん橋きようの扉とびらが開いて、外で見張りをしていた仮面職人の一人が、奇き妙みような少女をつれて艦橋に入ってきた。

「おい……この変なガキが外をうろついていたんだけどよ……」

「……ああ？」

　男に袖そでを摑つかまれた少女の姿を見て、仮面職人達だけでなく、船長達も互いに顔を見合わせる。

　まだ10歳さいに届かないであろうその少女は、ドレスではない、シンプルなデザインの白服を着ていた。無表情な顔の上に黒い目め隠かくしを巻いており、耳にはヘッドホンが被かぶせられている。

　ヘッドホンのコードの先は、腰のポーチに繫つながっており、何な故ぜか手を後ろに回している。

「なんだ？　そのガキ……」

「いや、こいつよ……見ろよ」

　そう言って男が少女を後ろに向かせると──彼女の手は、後ろに回された上で、仮面職人達が用意したのと別種の手て錠じようが掛けられていた。

「……お前がやったのか？」

「まさか！　いや、こいつ……この格かつ好こうのまま、裸足はだしでこっちに向かって歩いてきたんだよ。追い払おうとしても、見えてねえし聞こえてねえし……ヘッドホンを外しても無反応なんで、ちょっと不ぶ気き味みになってよ……」

「だからってここに連れてきてどうする！」

「それがよ……」

　男が言い訳を言おうとしたその時、少女は何か感じたのか、周囲に首を回しながら言葉を紡つむぐ。

『信者リッケル、信者リッケル、定期報告ハ、モウ、イイ』

「時々、こんな事を言い始めてよ」

　カタカタと顎あごを震わせながら言葉を語り終えた少女は、再び沈ちん黙もくしてうつむいた。

「リッケルってのは副船長の名前だろ？　気き味みが悪くなってな」

　少女の様よう子すに不ぶ気味なものを感じたのか、仮か面めん職人の一人が、副船長のこめかみに銃を突きつける。

「おい、このガキはなんだ」

「はい、我々にとって増幅メガフオンの役割を果たす巫み女こです」

　微笑ほほえみながら言って、少女に向かって跪ひざまずく。

　そして、何かを待つように、そのまま少女に頭こうべを垂れ続ける副船長。

「……」

　要よう領りようを得ない苛いら立だたしさよりも、不気味さが勝った。

　どう対たい処しよしていいのか解わからない状況で、仮面職人達が少女の足を縛しばり上げるべきか、殴なぐってでも副船長に事情を吐はかせるべきかと数秒迷っている内に──

　目め隠かくし少女の表情が、一変する。

　一変したと言っても、無表情な事に代わりはなかった。

　ただ、その無表情の質が変化する。

　それまでは無気力による無表情だったものが、瞬しゆん時じにして、何かの圧力に押し固められたような、硬い雰ふん囲い気きの無表情に変化し──

　音程の無い歌声が、艦かん橋きようの中に響ひびき渡った。





『我らの内にある答えよ』




『死を恐れよ』　　　　　　　　




『彼らの内にある世界よ』　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　　　　　　　『生を怖れよ』

　　　　　　　　　『死を恐れよ』

　　　　　『死を恐れよ』

　　『生を怖れよ』　『生を怖れよ』　『其その体は死を受け入れ』　『其の心は死を望み』


『それでも生き続ける尊き山や羊ぎ』　　　




『喰らうべき魂たましいを鎮しずめよ』



　　　　　　　　　　『苦痛を崇あがめよ』

　　　　　　『我らの神は存在せず』

　　『我らは神を肯こう定ていする』




　美しく透すき通り、か細い声。

　弱々しく、吹けば消え飛びそうな音の振しん動どう。

　それでいて──少女の声は圧倒的だった。

「お、おい、なんだ、なんだこのガキは？　止やめろ！　唄うたうのを止めろ！」

　意志無き悲鳴に気け圧おされつつ、仮か面めん職人の一人が少女の耳からイヤホンを引きはがす。

「一体何を聞いてやが……」

　それを耳に当てると、音量は小さいが、確かに聞こえる音がある。

　男は暫しばらくそれを聞き続け、やがて青ざめながらそれを床に放り捨てた。

「な、なんだこりゃ!?」

「おい、どうした!?　何が聞こえたんだ！」

　他の仲間に尋たずねられた男は、冷や汗あせを搔かきながら──

「……悲鳴だ」

「……は？」

「ちらっとしか聞かなかったが……たぶん、このガキの声だった……。こいつ、こいつまさか……自分の悲鳴をずっとイヤホンで聴いてやがったのか!?」

「……マ」

　あまりにも異常な事実。

　男の勘かん違ちがいだと思いたいが、それにしても、悲鳴という物を聞き続けている事に違いはない。

　少女を部屋に連れてきた男は、驚いたように目を見開いて叫ぶ。

「待て待て！　俺おれもさっき聞いたが、そんな音欠片かけらも……」




「当然だ。その無線に音が流れ始めたのは、つい今し方だからな」




「!?」

　その声は──艦かん橋きようの入り口から聞こえてきた。

　いつの間にか入り口には一人の男が立っており、内部の様よう子すを見回している。

「巫み女こ達には、自らの悲鳴に合わせて祈いのりの言葉を唄うように祝福している」

　身長は２メートルを僅わずかに超すぐらいだろうか。エイジングよりは低いと解わかるが、それでもこの場にいる誰よりも背の高い男であるのは明白であった。

　ゴリラを思わせる顔立ちをしているが、その声は外見に似に合あわず理知的に感じられる。

「動くな！」

　仮面職人達が一いつ斉せいに銃じゆう口こうを向ける。

　刹せつ那な──




　ゴギリ




　嫌いやな音が、室内に響ひびき渡る。

　何事かと思い、大男にも意識を集中しつつ──何人かが音のした方向に目を向けた。

　するとそこには──生まれたばかりの死体が一つ、物も言わずに存在した。

「……は？　はあ？」

　仮か面めん職人の一人が、思わず間ま抜ぬけな声を漏もらす。

　そこにあった死体は──『イグジット』の全ての責任者──船長の変わり果てた姿だった。

「な……なん……誰が殺し……」

　問うまでもない事だった。

　船長の首を一八〇度以上捻ひねって殺した犯人は、その死体のすぐ横に立っていたのだから。

「敬愛する船長が苦しまずに済んだ運命に、感謝を」

　そう呟つぶやきながら、再び少女に向かって跪ひざまずく副船長。

　少女の唄うたは先せん刻こくヘッドホンを外された時から止まっているが、何も変わらずに副船長は崇すう拝はいの目で少女に相あい対たいしている。

「いや……その……待てよおい」

　混乱する仮面職人達は、続いて男の手が自由になっている事に気付く。

　どうやって手て錠じようを外したのか。

　その答えも一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　男の右手は、手首から先の肉が抉えぐれて血を滴したたらせており、所々手指の骨が脱だつ臼きゆうしているように見受けられた。

　無む理り矢や理り抜いた。

　ただ、それだけの事だった。

　無む論ろん、そんなに簡単に抜ける訳がない。

　手品師などで関節を自在に外して手錠抜けを行う者もいるが──副船長が行ったのは、どうみても力ずくによる自己破壊だ。

　だが、問題はそこではない。

　そこではないのだ。

　何な故ぜ、副船長が、船長を殺したのか。

　首の骨を折る暇ひまがあれば、自分達に反はん撃げきすることもできただろう。

　もっともこちらもガスによる脅おどしがあるので、そんな事は簡単には行わないだろうが──だとしても、船長を殺す理由が解わからない。

　拘こう束そくされたままの他の船員達も、信じられないといった目つきで言葉を失っている。

「お前……なんで……」

「なに、元から船長達は始し末まつする予定だっただけの事だ」

　淡たん々たんと答えたのは、副船長ではなく、ドアの横の壁に寄りかかっている理知的なゴリラの方だった。

「なに……？」

「邪じや魔ま者ものを殺すのには丁ちよう度どいい」

「わけのわからねえ事を……お前ら、一体何だ？　なんで船長を殺した？」

　副船長とゴリラ顔の男、交互に銃を向けながら尋たずねる仮か面めん職人の一人に、ゴリラ顔の男は静かに首を振りながら、一言。

「殺したのは、貴き様さまらだよ」

「……何？」

「お前達が何を目的にしてこんな事をしていたのかは、後で貴様らのうちの誰かに聞こう」

　銃を向けられているというのに冷静な大男は、淡々とした調子で言葉を紡つむぐ。

「船長を殺したのは、お前達だよ」

「……？」

「これからこの船の上で死ぬ人間達も、全て、殺したのはお前達だ。そういう事になる」

「何を言ってやがる……？　何を……おい、何を……」

　と、仮面職人達は、一いつ斉せいに艦かん橋きようの中に起こっていた異常に気付く。

　後ろ手に手て錠じようをつけて拘こう束そくしていた船員達。

　その内の数名が、ゆらりゆらりと、まるで幽ゆう鬼きのごとき様よう子すで立ち上がっている。

　手は皆同様に赤黒く変形しており、更さらに数名が立ち上がる。

　既すでに手錠から手首を外していた副船長を含め、総勢十名程ほどの人間達が立ち上がり、残った船員達は、怯おびえた目つきでそんな仲間達を眺ながめている。

　銃を握り直し、全身に緊きん張ちようを走らせる『仮面職人』達。

　そんな彼らに対し、大男は静かに嗤わらう。

「つまりまあ、全て君達の仕し業わざという事にするには──」

　一いつ瞬しゆんの溜ためを経て、残ざん酷こくな笑みを浮かべながら言葉を紡ぐ。

「目もく撃げき者が居ては困る。それだけだ」

「──ッ！　舐なめやがって！」




『必要が無い限り、殺しは極力避ける事』




　社長からはそういう指示が出ていたが、この状況ではそんなことを言っている暇ひまはない。

　大男の言葉に苛いら立だったからではない。

　──危険だ。

　長年『仮か面めん職人』として危ない橋を渡り続けてきた身として、これまでの経験の蓄ちく積せきが警けい鐘しようを鳴らしている。

　──こいつらは、ヤバイ。

　そう思って、彼らが銃を構えて、手て錠じようから手を引っこ抜いた船員達に狙ねらいを定めるのと──

　何か大男が操作を行ったのだろうか、少女の腰のポーチから、ヘッドホンを介かいさずに直接悲鳴が聞こえ始めたのは全く同時の事だった。

【ひぎがかぁぁあぁぁぁああぁっぁぁッ！　あああぁぁぁああぁッ！　だあぁぁッ！　ヴァアアァァぁぁぁぁッ！　びぁぁぁぁあぁっぁっいッ、いッ、いきああぁぁぁっぁっぁあぁ】

　おぞましい悲鳴。

　一体何をされているのか解わからない、声だけで人を不快にさせるような少女の悲鳴が、広いブリッジの中に木霊こだました。




「死は恐れるべき隣りん人じん　　あぁぁっぁぁぁぁあっっひあぁ　ぁぁあひあああぁぁぁぁぁぁあ！

ぁぁあぁ　　生は怖れるべき肉親　ひぎッッ　ぎぎぎ　ぎぁぁあッ　ぎぃッ　ぎいぃぃひぃ

いああぁぁぁ　　　　我らの神は　　ぁぁあいおあぁぁオゥオウゥオオォァァアァァアぁ

ギィイ！　グキアッァ　　我らより出で　　イヤァアァッ！　ヒギャァァあぁあぁぁああぁ

あぁぁあつッ　ヴぁああっッ！　虚こ空くうに還かえる　　グヒァァッ　アゥルァアァァッ　アァガァ

イヤァァアッ！　イヤアッァア！　　懊おう悩のうは光と共に　　ぁぁッ　ッッッ～ッッあぁぁッ！」

[image: ]




　少女の過去の悲歌鳴声と、今の唄悲声鳴が重なり合う。

　それはただの音に過ぎなかったが、無線機と少女の合唱は、瞬しゆん時じに艦かん橋きよう内の空気を赤黒い色に塗り替える。

　そして、その空気の色に恥じない惨さん劇げきを引き起こそうと────

　仮か面めん職人の面子メンツは、サブマシンガンの引き金を一いつ斉せいに絞しぼり込んだ。




　　　　⇔




　消音器付きのサブマシンガンの音は、艦橋の壁や厚いガラスに阻はばまれて、殆ほとんど外に漏もれる事無く消えていった。

　だが──早くもこの瞬しゆん間かん、その異常に気付いた者は確かに数名存在していた。




　　　　⇔




　一人は──リアルタイムで仲間の人間達が災さい厄やくに見舞われている巨きよ女じよ。




「ぬう？」

　エステサロンでマッサージを受けていたエイジングは、空気を伝わるかすかな破は裂れつ音を感じ取る。

「えろう頑がん張ばってくれとる所ですまんがのう、お姉ねえちゃん、急用ができてしもうてな。ちょいとばかり急いで貰もらってええか？」

「かしこまりました」

　エスティシャンの女性もプロなのだろう。

　明らかに異常なエイジングの筋肉を的確にもみほぐし、予定よりもだいぶ早いコースで疲労物質を体の中から追い払う。

「……まさか、のう」

　最悪の事態を想定しつつ、早々に服を纏まとい始めるエイジング。

　エステ内でターゲットの一人である銀ぎん髪ぱつの女に出会った事に、運命めいたものを感じながら──彼女は静かに微笑ほほえんだ。

「まあ、そう簡単にあいつらが発はつ砲ぽうするとも思えん。勘かん違ちがいだとは思うが……」

　期待半分、心配半分でエステサロンを後にするエイジングだったが──

　船の中では、彼女の思う最悪を超える事態になりつつあった。




　もっとも──それは逆に、彼女を悦よろこばせる結果となるのだが。




　　　　⇔




某ぼうセミスイートルーム




　艦かん橋きようで血生なま臭ぐさい混乱が起こっていた頃──

　エルマー達はまるで別世界の住人のように、客室でのんびりと過ごしていた。

　田でん九く郎ろうは部屋のＤＶＤリストにあった黒くろ澤さわ明あきら監督『用よう心じん棒ぼう』という映画に見入っており、エルマーは日本で買った携帯ゲーム機をイヤホン付きでプレイしていた。

　ナイルはナイルで、ベランダからずっと海を眺ながめており、時とき折おり近くの無人島から飛んでくる海鳥と戯たわむれている。

　ただ一人、シルヴィだけは『せっかくだから、エステに行ってくるわ。あのエステ、フランスで有名な店のチェーンらしいの』と言って一時間ほど前から席を外していた。

　船に乗ってから既すでに50時間強。

　ヒューイ・ラフォレットから未だになんの連絡も無い。




「うむ……敢あえて言おう。退たい屈くつで仕方ない」

「映画でも見たらどうで御ご座ざるか、ナイル殿どの。この映画、ナイル殿はきっと気に入ると思うが」

「敢えて言おう。日本語が解わからんし、貴き様さまは日本語の音声で聞きたいのだろう。俺おれは後で改めて見るから気にするな」

「ナイル殿が気を遣つかうなどとは、こう言っては何だが、相当退屈に襲おそわれているようだな」

「敢えて言おう。解っているなら何も言うな。どうにも船旅はアドウェナ・アウィス号を思い出してな、体を動かさんとどうにもノリが悪い」

　何事も起こらない旅路にウズウズしながら、ナイルは続いてエルマーの方に意識を向ける。

「おい、エルマー。このまま何も起こらなかったらどうするつもりだ？」

　エルマーはイヤホンを半分外して声を聞きやすくし、携帯ゲームを続けたまま言葉を返す。

「んー、やっぱり、お金を何とかしてフィルも連れてくれば良かった、と思ってるよ？」

　フィルというのは、一年前に北ほく欧おうのとある村から連れ出した少女達の名前だ。

　一つの意識を複数人の体で共有するという、『不ふ死しの酒』の副産物として生まれた少女達。

　ちょっとした事件を経て、彼女達＋αはエルマー達と共に故こ郷きようの森を抜け、広い世界の中に足を一歩踏み出したのだ。

　その内の一人はシルヴィと同居する形で預かっていたが、今回の旅には同行していない。

　もしもヒューイか他の人間の罠わなだとした場合、いたずらに連れ回して巻き込む形になってしまうのは避けたかったという事。そして、そもそも彼女の分のチケットが送られてこなかったという事実も合わさって、今回は信用できる日本の知人に預けて来た形となる。




　だが、結局何も起こらない。

　航こう海かい初日は何かあるのではないかと警けい戒かいしていたが、２日目にも何もなかった時点でナイルの緊きん張ちようは寧むしろ『何か起これ』という不満に入れ替わっていた。

「……くそ、ヒューイの奴やつ、このまますっぽかしたらどうしてくれよう」

「いや、あいつのことだから、たまたま手に入った船券を俺おれらにプレゼントしようとしたのかもしれない」

「敢あえて言おう。それならこんな回りくどいマネは……いや、奴ならするかもしれん」

「ヒューイの奴、結けつ構こう照れ屋な所があるからなあ。全人類を実験体だって割り切ってる癖くせに、他人に素直に褒ほめられたりするのは苦にが手てなんだよ、あいつ」

　懐なつかしき友の顔を思い浮かべながら、エルマーはカラカラと笑ってゲームを続ける。

「……アドウェナ・アウィス号一番の悪人を指して照れ屋呼ばわりとは恐れ入る」

「悪人かあ。まあ、否定はしないよ。たぶんあいつ本人も否定しないだろうし。でも、船一番ってのはどうかなあ」

「セラードがゲスだとしたら、ヒューイは悪党と呼ぶのが相応ふさわしかろう」

「いや、そうじゃなくて……悪人だったらほら、フェルメートとかさ」

　フェルメート。

　唐とう突とつに出されたその名前に、ナイルは不思議そうな顔をし、田でん九く郎ろうは静かに映画から二人の会話の方に集中力を移動させる。

「敢えて言おう。何を言っているのだ？　あの気弱な善人を指さして悪人とは」

「……。っそっか、ナイルも気付いてなかったんだ。田九郎は？」

　唐突に話を振られた田九郎は、それを予想していたかのように答えを返す。

「……なんとなく、気付いてはいた」

「待て、お前ら、何の話だ」

「いや……良いではないかナイル殿どの。拙せつ者しやも、既すでにこの世におらぬ者の事を貶おとしめたくはない」

「敢えて言おう。気になるな貴き様さまら……まあ、確かに既に喰われた奴の事を悪く言うのも、喰った奴に不快感を与えるだけだからな……」

　渋しぶ々しぶといった調子で納なつ得とくしたナイルとは対照的に、エルマーはカラカラと笑いながら言葉を続ける。

「フェルメートで思い出したけど、チェスって今頃どうしてるかな？」

「まだ別れてから２ヶ月と経たってはおらんが、今頃はＮＹニユーヨークでのんびりしていよう」

　田でん九く郎ろうの答えに、エルマーは楽しそうに笑いながら言った。

「そういえば、今回の旅の事ってチェスやマイザーには連絡してなかったなあ。いいや、突然行って驚かせてやろうかな」

「敢あえて言おう。日本に残してきたフィルの事もある。そこまで長旅にするのはシルヴィが快く思うかどうか」

「いやあ、なんだったらフィルも呼ぼう。チェスもフィルに会いたがってるかもしれないし、ほら、チェスってなんか女運なさそうだろ？　だからちょっとは華はなを添えてやりたいとか思うじゃない」

「敢えて言おう。もの凄すごく余よ計けいな世話だと思うぞ」

　呆あきれたように言って、視線を海に戻すナイルだったが──

「む……？」

　風に乗って聞こえてきた、かすかな音。

　聞き慣れた者でなければ解わからないだろう。そもそも、聴覚がある程度とぎすまされた者でなければ聞こえもしなかったであろう、ほんのかすかな破は裂れつ音。

　連続するその破裂音──サブマシンガンの銃じゆう声せいが気になったナイルは、無言のまま席を立ち、カードキーを首から下げて部屋の外に向かう。

「あれ、どこに行くの？」

「気のせいだといいのだが、ちょっと気になる音がしたのでな」

「？」

『気のせいだといいのだが』、というのは──ナイルの本心ではなかった。

　──聞き違いやイベントの花火などというオチは無いと思いたいが──。

　部屋の外に出たナイルは、廊ろう下かに出た後、ゆっくりと船の中を散策する事にした。

　──少しは、楽しませてくれるといいのだが。

　そう思った次の瞬しゆん間かん──ナイルは静かに仮か面めんに手を当てる。

「……いかんな」

　廊下に出て呟つぶやき、自分の心を戒いましめる。

　かつて戦場を渡り歩き、他者の死にすら慣れてしまったナイル。

　寧むしろ戦闘が起こりそうな事態を想像し、僅わずかに高こう揚ようしている自分の心に気付いて自己嫌けん悪おに陥おちいった。

　──不ふ死しとなった者が戦闘を望むなど、一方的な虐ぎやく殺さつを楽しむとでもいうのか。

　──全く、何がヒューイが悪党だ。これでは俺おれの方が遙はるかに──

　仮面の奥で苛いら立だたしげに歯を嚙かみしめながら、それでもナイルは歩き出す。

　自分の中に湧わき上がる『渇かわき』を完全には否定せず──

　彼は静かに、己おのれの戦場を求めて船の中を歩み出した。




　　　　⇔




某ぼうスイートルーム




「……始まったみたいですねえ」

　無線機から流れる銃じゆう声せいと悲鳴を聞きながら、ブライドは静かに首を振る。

　軽いホームパーティーができる程ほどの広さを持つ部屋の中。

　中央のテーブルで肘ひじをついていた彼は、どこか恍こう惚こつとした表情で呟つぶやいた。

　彼の側そばに立つのは、普段の秘書達ではなく、白い服と拘こう束そく具ぐを纏まとった複数の子供達。

　子供達の実の親達の手で、家族旅行と称して連れ込まれた『巫み女こ』の面々。

　自分の意志があるのかないのか、子供達は無言のまま部屋の中に整列している。

　ベッドの上では相変わらずシリスが横たわっており、起きているのか眠ねむっているのかも定かではない。

　昨日きのうまでと違っている点がもう一つあるとすれば──

　ブライドが、彼らの教会の中で見せた、赤黒い白はく衣いを羽は織おっていた事だろう。

「それにしても、これでもう戻れませんよね。戻れないですよね。ああ、どうすればいいんでしょうね。全く、こんな時にシージャックと遭そう遇ぐうするとは、運命というのは実に残ざん酷こくです。ああ、私よ、どうか私に勇気を。苦痛よ、どうか私に祝福を」

　奇き妙みような祈いのりを口にしながら、青年は手に握ったスイッチをおもむろに押し込んだ。

　すると──子供達が頭に付けたヘッドホンから、それぞれの『苦痛の声』が溢あふれ出し、それに合わせて、反射的に合唱を開始する。




「「「我我ららのの内内ににああるる答答ええよよ　死死をを恐恐れれよよ」」」




　音程の無い輪唱。

　それがあれば十分だった。




「「「彼彼ららのの内内ににああるる世世界界よよ　生生をを怖怖れれよよ」」」




　たとえどのような場所──それが他宗教の教会や寺社仏ぶつ閣かくであろうが、屋外だろうが、デパートの屋上だろうが──この声さえあれば、ブライドにとってはその場所が『SAMPLE』の教会であり、聖地だった。




「「「死死をを恐恐れれよよ　死死をを恐恐れれよよ　　　　生生をを怖怖れれよよ　生生をを怖怖れれよよ」」」




「感謝します、我らが苦痛よ。なんだか勇気が湧わいてきました」

　子供達の悲鳴を聞きながら、男は静かに微笑ほほえみ、テーブルの上に合った鞄かばんに手を掛ける。

　アタッシェケースの二重底の中には、複数の注射器と注射針が。

　中に液体が入った状態の物も含めて二十本程ほど収められている。もしこの荷物を見とがめられても、注射針を除けば非合法な物は存在しない。

　液体は全て合法的な物であり、それを取り締まる法律など無いのだから。

　ブライドは静かに注射器を二本取り出し、両手にそれを握り込む。

「さて……今のところ、確実にシージャック犯がいるのは……艦かん橋きようと……コントロールルームと……通信室ですか……」

　少年少女の歌声に囲まれながら、ブライドはどこか恍こう惚こつとした表情になり──

「それでは、始めましょうか……我々のミサを」

　ためらう事無く、首の両側に注射器の針を押し込んだ。




「「「其其のの体体はは死死をを受受けけ入入れれ　其其のの心心はは死死をを望望みみ　そそれれででもも生生きき続続けけるる尊尊きき山山羊羊

　喰喰ららううべべきき魂魂をを鎮鎮めめよよ　苦苦痛痛をを崇崇めめよよ　我我ららのの神神はは存存在在せせずず　我我ららはは神神をを肯肯定定すするる

死死はは恐恐れれるるべべきき隣隣人人　生生はは怖怖れれるるべべきき肉肉親親　我我ららのの神神はは　我我ららよよりり出出でで　虚虚空空にに還還るる

懊懊悩悩はは光光とと共共にに　慚慚恚恚はは影影のの裏裏側側にに　私私ははたただだそそのの御御前前ににてて　一一切切れれのの菜菜をを口口ににすするる

神神をを畏畏れれよよ　己己をを畏畏れれよよ　哀哀れれむむ事事ここそそ　我我ららにに与与ええらられれたた許許しし……」」」




　祈いのりの言葉は途と切ぎれる事なく、部屋の壁を越えて、船の中にも響ひびき始める。

　ゆっくりと、確実に──

　悪意によって生み出された祈りの声は、甘い毒薬となって船の中に染みこんでいった。

　惑まどわすように、惑わすように──




　　　　⇔




同時刻　通信室




　艦橋と同じように、通信室を支配していた『仮か面めん職人』達。

　そこに割り当てられた五人の社員は、退たい屈くつそうに見張りを続けていたのだが──

　仮面を外してトイレに向かった男の前に、一人の女が立ち塞ふさがった。

　それは、いつもブライドの横に立っていた女の一人なのだが、何も知らない男は、赤黒いドレスを纏まとった若い女という印いん象しようしか持たない。

「……？」

「こんばんは」

　迷い込んできた乗客だと判断した男は、冷静な表情になりながら言葉を紡つむぐ。

「お客様、こちらは関係者以外立ち入り禁止となっておりま──」

　最後まで、用意していた台詞せりふを口にする事はできなかった。

　彼の喉のどには、女の右手が突き刺さっていた。

　見ると、女は両手の人差し指から薬指の三本ずつに、指先まで覆おおうガントレットのミニチュアのような装飾品を付けており、指先から飛び出した先せん端たん部分が鋭く研とがれたそれは、鋭い女の動きと合わさり一つの凶きよう器きとして機能している。

　ヒュウヒュウと息が漏もれるのと同時に、その傷口から勢いよく血が噴ふき出した。

　女は無言のまま返り血を浴びるが、赤黒いドレスに血の色は殆ほとんど目立たない。

　恐らく一いつ瞬しゆんで失血死したであろう男を見ながら、女は一言だけ告げてその場を後にした。

「せめて、苦痛無き死を」

　向かう先は、通信室。

　そんな彼女を追うように、男が入る筈はずだったトイレの中から、複数の男女が顔を出す。

　彼らは一様に赤と黒の服を纏っており──その光景は、まるでこれから悪あく魔まを呼び出す黒ミサに向かう魔ま女じよの群れのようにも見えた。




　　　　⇔




同時刻　船内機関コントロール室




　その部屋は、船の前方部──艦かん橋きようよりもずっと船底に近い部分に存在した。

　換かん気きシステムや電気系統、放送設備などを一手に担になう場所で、仮か面めん職人達もこの部屋の占せん拠きよには十名ほどあてている。

　何しろ、船の内部に異常を気付かせてはならない。

　占拠した後も、彼らには通常通りの仕事をして貰もらわなければならないため、ある意味では艦橋部以上に人ひと質じち達に自分の立場を理解させる必要があった。

　船内エレベーターか長い階段を降りる道、あるいは船底にある貨物倉庫から向かうルートなどがある。

　重要拠きよ点てんの為ために、頑がん丈じような扉とびらがあるが──現在は仮面職人達の手によって鍵かぎは開放され、交代で見張りを立たせている状態だ。

　コントロール室に向かう為ために必ず通る最後の通路、その場所の入り口の見張りは常に二人ずつで担当しており、一般人が間違って近づいてきた時の為に、普段は仮か面めんも銃も懐ふところに隠かくしている状態だ。

「ったく、こんな所に来る物好きな一般人なんているわけねえだろ」

「愚ぐ痴ちるな、万まんが一いちの事態は常に『万に一つもの高確率』だと考えろって『死デス』の旦だん那なも言ってたろう」

　デスと言う、つい先日死んだ『兵器』の名を出し、どこかしんみりとした表情になる仮面職人の二人。

「ああ……っつーか、あの旦那が死んだってのがそれこそ万が一って奴やつだ」

「バンデラスがやった『デスペラード』のマリアッチがいるだろ？　あれみてえなガンマンに撃うち殺されたって話だが……」

「冗じよう談だんにも程ほどがあるぜ……そんな恐ろしい野や郎ろうがマジでいるってのか？」

　そんな無む駄だ話とも追つい悼とうともとれない会話を続けている二人だったが──

　彼らの前に、一人の女性が現れた。

「……!?」

　足音も無く現れた女に、男達は思わず顔を見合わせる。

　10年ほど前に日本で流は行やった、ボディコンと呼ばれる類たぐいの、体のラインをはっきりと浮き上がらせる女性用スーツ。そのスカートもやや短めで、傷一つ無い足を膝ひざの上あたりから曝さらけ出している。

　一つ奇き妙みようだったのは──そのスーツの色が、赤と黒を基調とした不ぶ気き味みな物だったという点だったが、それを考えるよりも先に、男の一人が反射的に口を開いていた。

　通信室側のトイレ前で殺された男と同じような言葉を。

「ああ、すいません、お客様、こちらは関係者以外……」

　そして──やはり、最後まで言わせてはもらえなかった。

「がッ……？」

　直前に、女の身が翻ひるがえったのまでは見えた。

　だが、次の瞬しゆん間かんには腹部を貫つらぬいた重い衝しよう撃げきに全ての思考を奪われた。

　それは決して錯さつ覚かくではなく──

　文字通り、女の足が、背骨を砕くだきながら男の腹を貫かん通つうしていた。

「……ふッ……あふッ……あふぁッ……」

　間ま抜ぬけな声を出しつつ、血も一いつ緒しよに吐はき出す仮面職人。

　その時点で、声は漏もれていたが既すでに意識は無かった。脊せき髄ずいを一いつ瞬しゆんで引きちぎられたショックで、既に男の脳のう味み噌そも心しん臓ぞうも停止している状態だ。

　女は一瞬で相手の腹から足を引き抜くと、もう一人が反応を見せる前に次の行動へと移る。

　仮か面めん職人達も決して素人しろうとではない。

　仲間の背中から女の足が生はえるという異常現象を前にしても、僅わずか２秒で状況を理解、すぐさま懐ふところに手を伸ばしたのだが──

　女の動きは、素人とか玄人くろうととかいう話ではなく、人間としておかしなものだった。

　気付けば女は跳ちよう躍やくしており、ソバットの要よう領りようで自分に迫る足先が見えた。

　そのハイヒールのつま先部分に、仲間の血に染まっている刃やいばが生えていると気付いた時には──既すでに男の喉のど笛ぶえは搔かき切られていた。

　最期に男が思った事は、

　──やべえ。

　──こいつは……エイジングかデスじゃないと無理だ。

　という、本人も望まぬ、なんともしまらない現実だった。

　男の反射神経は、即そく座ざにその足を避けようとはしていた。

　動き始めてもいた。

　しかし、そうした速度を全て力ちから業わざでひっくり返し──女はあまりにもストレートに、速さのみで死という『結果』を男の体に叩たたき込んだのだ。

「せめて、苦痛無き死を」

　そう言って、女は男達の懐から血にまみれた拳けん銃じゆうを取り出した。

　暫しばらくその場で待っていると──通信室側の通路と同じように、赤黒い服を着た『信者』達が顔を出した。

「使いなさい」

　柔やわらかい微笑ほほえみを浮かべたまま、先頭にいた信者達に銃を渡す秘書の女。

　彼らも皆同様の笑顔を顔に貼はり付けており──彼らの中では、既に下に転がる死体は無かった事になっているかのようだった。




　　　　⇔




　それから数分と経たたぬうちに、船内に待たい機きしていた『仮面職人』達に、一いつ斉せいに緊急の無線連絡が入る。

『こちらゲルフ、状況Ｆが発生した。繰り返す。状況Ｆだ！　畜ちく生しよう！』

『敵てきだ！　占せん拠きよした場所が、妙みような連れん中ちゆうに襲おそわれてる！』

『赤黒い服を着た連中だ！　奴やつらは敵だ！　繰り返す！　奴らは全て敵だ！』

　待機していた面々は、何事かと思いながら──状況Ｆ──彼らの中で『第三者による攻撃』という意味の単語が聞こえた事で、全員の中に緊きん張ちようが走る。

『迂う闊かつに社長に連絡を取るな！　社長がやられたら終わ……う、うわ……来やがった、畜生』

　無線の声はそこで途と切ぎれ、後はノイズ音が響ひびくのみ。




　その無線が最後のきっかけとなって──

『イグジット』の世界は、完全に裏返る結果となった。




　　　　⇔




某ぼうセミスイートルーム




　やはり完全に自分を取り戻せずにいるシリスの耳に、子供達の悲鳴の歌声が響き続ける。

　その声が引き金となって思い出されるのは、最初にブライドと出会った、あの教会での惨さん劇げきだった。

　これまでも、何度もその光景が蘇よみがえっては消えていったのだが、子供達の歌声を実際に聞くのはあの時以来である。

　そのせいか、『記き憶おく』はより鮮せん明めいな『映像』となって、シリスの頭の中を激しく揺さぶった。




　　　　⇔




　あの時、アジア系の集団が押し込んできた時──

　何が起こったかと問われれば、実に単純な答えではあった。

　戦った。

　答えだけを言うならば、そういう事になる。

　信者達が老ろう若にやく男なん女によを問わず、何も持たぬまま──

　それだけでもシリスから見れば十分に異常な光景だったのだが、真に狂的な光景だったのは、その後だった。

　当然ながら、自分達に群がってくる信者達に対し、襲しゆう撃げき者達は容よう赦しやしない。

　次々と手にした刃やいばで信者達に斬きりつけ、何人かは銃じゆう弾だんを撃うち放つ。

　だが──斬きる事はできても、斬り倒す事はできなかった。

　撃つことはできても、撃ち殺す事はできなかった。

　明らかに致ち命めい傷しようを負ったと思っても、信者達は倒れない。

　まるで映画に出てくるゾンビのように、撃たれても斬られても男達へと群がり続ける。

　しかし、彼女が一番異常だと思った点はそこではない。

　彼女の目に映る、死し闘とうを繰り広げる信者達は──

　誰も彼も、笑っていたのだ。

　彼らが微笑ほほえみ始めたのがどの瞬しゆん間かんからなのか、それは解わからない。

　子供達の合唱が始まったときからかもしれないし、無表情に見えていた時も、実は薄く微笑んでいたのかもしれない。

　だが、彼らは戦闘の狂気にあてられて興こう奮ふんして笑っているわけではなく、ただ純粋に、何かを安あん堵どしている類たぐいの笑顔だった。

「なによ……これ……」

　ぺたんと尻しり餅もちをついて、逃げるように壁まで後じさるシリス。

　混乱する彼女の視線の先で、彼らの『道どう主しゆ』である男は、斜め上の虚こ空くうを見上げ、静かな表情で淡々と叫ぶ。

『死の中に、生を！

　生の中に、死を！

　二つは同じ物であり、同時に相あい反はんするものです！

『彼ら』を結びつけるモノは何か！

　それは苦痛に他ならないのです！

　苦痛は体に死を与え、心に死を望ませる！

　なれば、我らの成すべき事は──

　全て苦痛に帰結するものなのです！』

　そして、その短い演説──恐らくはシリスの為ためだけに聞かせたものだろう──が終わるまでの間に、殺し合いは既すでに終了していた。

　信者達は、撃うたれた者も斬きられた者も、皆安堵の微笑みを浮かべて祭さい壇だんの方に目を向けており──襲しゆう撃げき者達は、既に誰も息をしていなかった。

　信者達が足止めしている間に、二人の秘書と大男、そして顔面に包ほう帯たいを巻いた男が動き──あっという間に襲撃者達の半分を始し末まつした。

　そして、残りの半分は──信者達の手によって殺されていた。

　信者達は、まるで痛みを感じないかのように男達の攻撃に耐え──そのまま、静かな笑顔を浮かべたまま──

「彼ら……いや、我々は──痛みを感じないわけではありませんよ。それでは病気や怪け我がに気付かず、命に関わりますからね」

　ブライドはいつの間にかシリスの真横に立っており、尻餅をついた彼女に対し、邪じや心しん一つ無い聖せい者じやの笑みを貼はり付けて、言った。

「我々は──痛みを苦しいと感じないようにしているだけですよ」

　そう言いながら──ブライドは、シリスの首筋に注射器の針を突き刺した。




　　　　⇔




「いやあぁぁぁぁああぁぁぁぁあッ！」

　シリスは反射的にベッドから跳はね起き、自分の心しん臓ぞうが口から飛び出すような気持ち悪さに襲おそわれる。

　それが、単に呼吸が乱れているだけだと気付き、半分パニックを起こしながら無む理り矢や理り呼吸を整えた。

　子供達の歌声による強烈な記き憶おくの揺り戻し。それが逆にショックとなったのか、半分虚うつろな状態だったシリスの自我が完全に蘇よみがえる。

　呼吸を整えるのに20秒。自分が置かれている状況を思い出し、完全に理解するのに５秒。

　自分が今いる部屋がどこなのかを思い出し、反射的に部屋の中を見回した。

　しかし──

　想像以上に長い夢だったのか、部屋の中には誰もいない。

　ブライドの姿も、唄うたを叫んでいた子供達の姿も無い。

　いっそ全て幻まぼろしで、ここが船上ではなく興こう信しん所じよの側そばのホテルかどこかだったならばどれほど良い事だろうと期待するが──テーブルの上に置かれた二本の使用済み注射器がその期待を打ち砕くだく。

　彼女は全身を取り巻く疲労感を必死に抑え込みながら、ベッドから降りて足を一歩踏み出した。

　ブライドの手によって用意されたシリスの荷物の中から、赤と黒のドレスを取り出し──素早くそれに着替え始める。

　完全に身み支じ度たくを整えると、慎しん重ちように周囲を確認しながらドアまで辿たどり着き、外の様よう子すを見た。

　そして、誰もいない事を確認すると──

　シリスは強い決意を持って、ドアの外──『イグジット』の船内を歩きだした。

　──知らせないと……。

　自我が虚ろだった間の記憶も、しっかりと頭の中に残っている。

　その中から浮かんだ、少年マジシャンによるショーのラストシーン。

　ブライドが『シルヴィ』と呼んでいた女性の美しい銀ぎん髪ぱつを思い出しながら──シリスは他人である彼女と自分自身の為ために──広大な船の中を駆かけだした。

　──早く、彼女に知らせて……協力して貰もらわないと……。




　──あいつから逃げる為か……あいつを、なんとかする為に……。




　　　　⇔




　そして、時はルーキーとエイジングが再会した倉庫へと進む。




「どうだ、社長。ちいとは落ち着いたか？」

「……ああ、大だい丈じよう夫ぶだ」

　倉庫の隅すみまで移動して、呼吸を整えるルーキー。

　とりあえず怪け我ががない事を確認して、ならばよし、と豪ごう快かいに笑うエイジング。

「しかし、社長の面つらを見て追って来たとはのう。仲間の誰かが拷ごう問もんでもされて、社長があのパンフレットの手品師だとゲロリと吐はいたのかもしれんなあ。もしかしたら自白剤の一つでも使われたかもしれん」

　それが一番現実的な解かい釈しやくではあったが、だとすると──本当にその自白を信じたのだろうか。室内のパンフレットにいた少年マジシャンが自分達のリーダーだ。

　いかにも適当に作った噓うそと思われそうな答えだが──だからこそ信じたのか──それとも、たとえ疑っていても、念の為ために殺そうと考えただけなのか。

「あいつらは……一体何者なんだ？」

「さあ？　さっぱり解わからんが……とにかく数だけはおるようだ。しかも、あの服を脱がれたら普通の客と区別がつかんなあ。いっそ客ごと皆殺しにするか？」

「ふざけ……そんな効率の悪い方法はとってられない。そもそも、そいつらの皆殺しが目的じゃないんだぞ」

　感情のままに叫びそうになったが、すんでの所で少年としての顔を腹の奥に押し込んだ。

「ならばどうする？　このまましっぽを巻いて逃げるか？　そうさな、先せん祖ぞから受け継いだ『仮か面めん職人』の名をこんな海に散らすわけにもいくまい。状況が状況じゃから、依頼主ぬしに返金すれば、お主ぬしの命と仮面職人の名は助かるぞ？」

「……それは、できない」

「ほう？」

「……『仮面職人』が受け継ぐのは組織じゃない、『覚かく悟ご』と『決意』だ。その最大の目的が……不ふ死し者の連れん中ちゆうがいる。仕事はキャンセルしても、この船から逃げる時は、不死者を……エルマー・Ｃ・アルバトロスを捕らえた後だ」

　だが、実際問題殆ほとんどの部下の安あん否ぴが解らない状況だ。エイジングの話を信じるならば、誰も無線に出ないという時点で絶望的だろう。

　少年はギリ、と歯を嚙かみしめ──様々な感情を腹の中に一いつ端たん押し込み、その中から一つの覚悟を選んで顔面に貼はり付ける。

　すう、と息を吸って、真正面からエイジングに向き直る。

「これは、社長としてじゃない。『仮か面めん職人』の名を受け継いだルキノ・カンパネルラ個人としてのお願いだ」

「……」

　少年は真剣な表情で背を伸ばし、それでも自分より遙はるか長身の女の顔を見上げて言った。

「協力してくれ……。無む茶ちやな事を言うけれど、不ふ死し者達を捕らえて、この船を脱出する。できる事なら『仮面職人』の生存者も探すつもりだ。謎なぞの集団も……片付けられるなら片付ける」

「……あれもこれもほしがっとるなあ。なるほどなるほど、今のお前は社長ではなく、子供の顔として頼んでおるわけか」

　エイジングは少年の表情をじっと見返し──

　やがて、最初から答えは決まっているというように、カカカと笑って言葉を返す。

「ずるいのお、ずるいわい、社長、いや、ルーキー」

「……」




「そんな無茶で楽しそうな事、わしが断るわけがないと解わかって言っとるじゃろう？」













間章







『航こう海かい三日目




　なんだか不安だ。

　ヒロコに少しフライングで電話してしまったのはいいとして、その電話が途と中ちゆうで途と切ぎれてしまった。

　何かあったのだろうか。

　かけ直してみたが、どうにも繫つながらない。

　不安になってきた。

　気にすることは無いとヒロコに笑われたが、どうにも不安が消えない。

　そんなタイミングで電話が通じなくなるなど、普通ありえるだろうか？

　こちらの携帯はアンテナが三本立っている。

　船の衛星通信システムは優秀だと聞いているから、問題は無いと思いたい。

　だとしたら、ヒロコの船に何かあったのだろうか。

　なんてことだ。こちらの船でさえ不安なのに。

　どうしたらいいんだ。

　英語も通じないような外国の人間が多いし、不ぶ気き味みな雰ふん囲い気きの連れん中ちゆうは多いし、どうにもこの船旅に不安を感じてきた。

　とりあえず外に様よう子すを見に行くべきか。

　やめようと思った。

　外の様子を見ても気苦労が多いだけだと思った。

　またあの妙みような連中に出会うだけだと思った。

　どうしたらいいか解わからないが、とりあえず電話をかけ続けてみようかどうしようか。




　なんだかおかしい

ゆれてる気がする

船の速度が速い気がする

怖いな




とりあえず日記は後で直そう

ひどいぶんしょうだ、とりあえずヒロコに電話する　ＭＩＳＡＯ』




　　　　⇔




『これは遺ゆい言ごんになるかもしれない。

　自分が死ぬかもしれない状況だというのに、気分は酷ひどく冷静だ。

　もしもこのノートパソコンだけでも無事に回収された時の為ために、今、俺おれの周りで起こってる事を記しておく。一応今でも電話はかけ続けているが、やはり繫つながる様子は無い。

　向こうの船は無事であると信じたい。

　さっきから聞こえてくるのは銃じゆう声せいだと思う。

　何が起こっているのか解らない。だが、外を覗のぞく勇気も無い。

　船内放送が流れてきた

お祈いのりのような何だこれは。

また船が速くなった

衝しよう突とつさせるとかいってる

ゆうがたあしたのゆうがた

えんとらんすに

ひｒｐこがあびない

きんちょうしてきたこわいひｒｐｋｐはぶじだえおうかさいごにひろｋｐにあいｓてるとちあてたかったでんわあｓｄこｆさ』







　そして──二つの船の運命は、海の上で交差する。
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　そのガンマンは、決して孤独ではなかった。

　今は遠く離れているとはいえ、愛すべき妻つまも息子むすこも存在する。

　本来ならば、血ち生なま臭ぐさい稼か業ぎようからは足を洗って家族と幸せに暮らすべきなのだろうとも思う。

　だが──その反面で、迷ってもいた。

　自分は今まで殺し過ぎた。

　──俺おれに、普通の幸せを得る権利など無い。

　──だが、妻と息子には幸せに生きて欲しい。

　そうした矛む盾じゆんした思いを浮かべる男は──確かに、人を殺し過ぎた。

　半分は正当防衛か、あるいは自分の大事な物に踏み込んだ者を傷つけた者に対する報復。

　もう半分は、恩のあるボスの命令を受けて、あるいはそのボスを守る為ために。

　彼の放つ銃じゆう弾だんは異常なまでに狙ねらい通りの所に吸い込まれ、血の臭においを追い詰める人食い鮫ざめのように恐れられた。

　だが、彼も最初は、治安の悪い地域ならばどこにでもいる時代錯さく誤ごのガンマンだった。

　彼──アンジェロは、今でこそ腕の立ち過ぎる『猟りよう犬けん』だが、昔はどうという事もない、いつ死んでもおかしくない存在だったのだ。

　何か特殊な能力があったから、ここまで生き延びられたのではない。

　たまたま今まで生き延びられ続けた結果として、彼はそこまで強くなった。

　ストリートチルドレンだった頃、もしも警察がその路地の『掃除』を行っていれば、そもそも彼は銃を握る事すらできなかっただろう。

　もしも最初の銃じゆう撃げき戦せんで、相手が仲間の死体に足を躓つまずかせなければ──今頃は、その男の方がアンジェロと同じような実力を得ていたかもしれない。

　彼を強くしたのは天性の才能でも特殊な超能力でもなく、ただ純粋に『経験』だった。

　殺し合いは殺し合いを呼び、銃じゆう弾だんは銃弾を呼び、復ふく讐しゆうは復讐を呼ぶ。

　もはや日常とは呼べない日常を過ごし続けた結果として、彼は戦争の最前線に立つ兵士達よりも多くの銃弾を消費する結果となった。

　そんな日々の間かん隙げき。偶ぐう発はつ的にやってくる休息日のような平和な時間の間に妻さい子しを作る事ができたのは奇き跡せきと言ってもいいだろう。

　アンジェロ自身は、自分に幸せをつかむ資格など無いと、心しん底そこ惚ほれた女を拒きよ絶ぜつしたのだが──女の方が、彼の予想を遙はるかに超えて強引だった。

　経けい緯いはともかく、結果として妻子を持つ事となったアンジェロは、女の故こ郷きようであるスペインに本ほん籍せきを得て、今は南米で用心棒ぼうめいた事をする日々。

　そんな最さ中なか──あの『仮か面めん職人』達がやってきた。




『エントランス』が出航する数日前──

【いよぉ、アンジェロの旦だん那なぁ。調子はどうだい？】

　トラックが突っ込んで炎えん上じようしているレストランを背に、アンジェロは無線機から響ひびく下げ卑びた男の声を聞いていた。

「問題はない。とりあえずの目的は果たした」

【レストランから追い払えって奴やつかい？　それよりも、ボスに代わるよ。ヒヒっ】

　解体屋の下卑た嗤わらい声から少し間を置いて──

　無線の奥から、この世の絶望を詰め込んだとしか思えない、徹底的な怖れと不安に塗れた少女の声が響いてきた。

【あ……う……あの……アンジェロ……どう、どうなったの……？】

「敵てきは逃げました。ボスはなんの心配もする事はありません」

　自ら『猟犬』と名乗ったガンマン──アンジェロの雇やとい主は、この一帯を取り仕切る麻ま薬やく組織のボスの筈はずだった。

　だが──それもつい先日までの事。

　誰か内通者がいたようで、そのボスは他の組織との撃うち合いで死んだ。

　敵てきは全てアンジェロが撃げき退たいしたが、ボスは後ろから撃たれていた。どうやらその内通者に撃たれたらしいが、それが誰なのかは未だに判明していない。

　ボスの血けつ縁えんはまだ12になったばかりの娘むすめが一人だけで、誰がその後こう見けん人にん──実質的な組織のトップとなるかで揉もめている最中だった。

　恐らく、力関係がハッキリすればボスの娘などに用は無くなるだろう。

　しかし、ボスは死ぬ間際、アンジェロに向かって『娘を、頼む』と言った。

　──厄やつ介かいな命令を遺のこしてくれる。

　最初は、その少女を連れて故こ郷きようのスペインにでも帰ろうかと思っていた。

　南米へ出で稼かせぎに戻ると伝えてから怒ど髪はつ天てんだった妻つまの頭も、そろそろ冷えている事だろう。

　だが、ここでボスの娘を連れて帰ったら、誤解を解く前に包ほう丁ちようを投げつけられかねない。

　自分は女は殺さない主義だ。愛する妻なら尚なお更さらだ。よって、抵抗は一切できない。

　──あいつの包丁捌さばきと来たら、殺す気でいかないと殺されるからな。

　帰ってすぐに逃げる事になっては仕方がない。一番彼にとって無難なのは、ボスの命令を聞かずに一人でスペインに帰る事なのだが──

　──見捨てるわけにもいくまい。

　彼にとって、ボスへの恩義も自分の主義と同じく絶対的なものだった。

　女おんな子供を殺さない。

　彼が一貫して貫つらぬいているその主義を認めてくれた上に、居場所を与えてくれたボス。

　そんなボスの娘──現時点では彼の新しいボスである少女が、慌あわてた声で無線機越しに問いかける。

【アンジェロは？　アンジェロはケガはないの？】

「私は問題ありません」

【他の……みんなは……】

「ボスが気にする問題ではありません」

　噓うそをついた。

　配下の生死、しかも組織に残った主要なメンバーほぼ全員の生死ともなれば、ボスならば気にしなければならない問題だ。

　だが、アンジェロはボスとしてではなく、一人の少女として扱っている。

　冷静に返すアンジェロの言葉に、少女は暫しばらく息を吞のんでいたが──

　やがて、必死に何かを耐えながら、続く言葉を紡つむぎ出した。

【襲おそってきた人達は……どうなりましたか】

「追い払いました。これから奴やつらを追つい撃げきして──」

【待って下さい……いいんです、もう、いいんです！　これ以上、アンジェロさんを危険な目に遭あわせるわけには……】

「……」

　何を甘い事を、と思う反面、アンジェロは少女が本気で自分の身を案じてくれているのだと気付き──少女の考えを否定するとも肯こう定ていするとも取れる溜ため息いきをつく。

「こちらもボスを危険な目に遭わせるわけにはいきません。安心して下さい。二度とボスに手を出す気が起きないように説得して来るだけです」

　少女はまだ何か言いかけていたが──無線の向こうの声が、下げ卑びた男の声に変わる。

【ゲヒャヒャヒャ、まったく健けな気げなこった！　自分の父親が麻ま薬やく組織のボスだって知ったのは親父おやじが死んだ日で、てめえの意志とは関係無く新しいボスに祭り上げられたのが一昨日おとといで、そしたらすぐにその命を狙ねらう殺し屋軍団の登場ときた！　こりゃ、ボスも心の中ではもう死にたいとか思ってるかもなあ？】

「歯と舌したを全て撃うち抜かれたくなければ黙れ」

　ボスが隣となりにいるのも気にせずにゲラゲラと笑う無線越しの男に苛いら立だちを覚えつつも、アンジェロは心しん中ちゆうで今後の事を考える。

　──……タイミングが気になるが……。奴やつらはボスがカルネアという少女になったという事を知らないのか？

　──それとも、それでも敢あえて殺すつもりなのか……。

　それを確認しなければ話にならない。

「解体屋、頼みがある」

【奴らの事を調べろってんだろ？　任せておけ、奴らのケツのほくろの数まで、秘密を全部解体してやるさ】

　解体屋。

　彼は文字通り破壊工作を得意とする面もある一方、情報屋としての側面も持っている。

　アメリカにあるＤＤ新聞社というネットワークには及ばないらしいが、それでもアンジェロからすれば全く不可解なペースで情報を集めて来る。

【はいはい、ボスは安心してろって。あの犬っころがあんたの敵を全部片付けてくれるとよ】

「……余よ計けいな事は言うな」

　無線機の奥、解体屋の後ろで少女が何か言っているのが聞こえたが、アンジェロは敢えてそれを聞かない事にした。

　──嫌われるだろうが、仕方ない。

　──情報を聞いたら、ボスを信頼できる所……そうだな、ピエトロの酒場あたりにでも預けて、俺おれと解体屋で奴らの組織を追うとしよう。







　時は流れ、現在──

　アンジェロの計画通りに、解体屋と二人で『仮か面めん職人』達を船に追い詰めた筈はずだったのだが──彼にとって、誤算がいくつか起こった。

　一つは、休きゆう暇か中と思っていた『仮面職人』達が、この客船の中に武器を持ち込んでいた事。

　一つは、不幸な偶ぐう然ぜんの積み重ねにより、銃じゆう撃げき戦せんが始まってしまった事。

　一つは、解体屋が船に爆ばく弾だんを仕掛けていた事。

　そして、最後の一つは──




「よかった……無事で本当に良かったです！　アンジェロ！」

「どうして……」

　目の前に現れた少女に、アンジェロはサングラスの奥で目を丸くして叫ぶ。

「どうしてボスが、ここにいるんですか！」




「お、おい……じゃあ、こいつが昨日きのう話してた……？」

「ああ、そうだ」

　目を丸くして尋たずねるフィーロに、アンジェロは静かに頷うなずいた。

「俺おれの雇やとわれてる組織……と言っても、もう幹部どもも死んで正式な構成員は三人と残っちゃいないが……」

　アンジェロは溜ため息いきをつきつつも、うつむいたまま黙り込んでいる少女を見て、彼の雰ふん囲い気きに似に合あわない苦く笑しようを浮かべながら言葉を紡つむぐ。

「ともかく、この子がその組織のボス──カルネア・カウフマンだ」




　　　　⇔




豪ごう華か客船『エントランス』




『イグジット』に混乱が生まれている頃──対ついとなる存在『エントランス』でも、大小併あわせて様々な混乱が生まれていた。

　南米から来たというガンマンに協力して、『仮面職人』という殺し屋集団を探し出す事にしたフィーロ。

　ある程度の荒あら事ごとは覚かく悟ごしていたものの、まさか大勢の一般客の前で銃撃戦に巻き込まれる羽目になるとは思っていなかった。

　更さらに、そのガンマンのボスが何な故ぜかその船に乗り込んでサメ型ロボットの中にいたという事実に、新しん婚こん旅行中の青年はどう反応すべきかと思案する。




　思えば、トラブルの予感はあった。

　フィーロ・プロシェンツォは、新婚旅行という高揚感で勘かんが鈍っていようとも、どこか強烈な違い和わ感かんを感じてはいた。

　その違和感を最初に感じたのは──やはり、アンジェロを最初に見た時だろうか。

　明らかに堅かた気ぎの人間ではないそのガンマンを見た瞬しゆん間かん、フィーロはなんとなく理解していた。

　──ああ、この船、ヤバイな。

　──この手の人間が乗ってる船ってのは、理由はなくても、それだけでヤバイ。

　だが、それを必死に否定しようとはした。

　記念すべき新婚旅行。同時に初の家族旅行であるこの状況を壊こわしたくない、という思いがあったのだ。

　結局の所、その願いは完全に絶たれる形となったのだが。




「……凄すごいな。どうなってる？」

　時は、航こう海かい初日の夜にまで遡さかのぼる。

　アンジェロの部屋で銃を突きつけられたフィーロは、構わず相手の銃を奪おうとした。

　最初は説得を試みようとしたものの、相手を強制的に止めた方が早いと判断したからだ。

　自信はあった。

　相手が引金を絞しぼるよりも先に、相手の銃じゆう身しんを押さえてスライドしないようにさせる。

　フィーロは、先せん刻こくのカジノでのカード捌さばきから判断して、勝てるという自信があったのだ。

　だが、負けた。

　──……ああ、カードの時も、実力は隠かくしてたってわけかよ。

　単純に言えば、それだけの事だった。

　結果として──サイレンサー越しの小さな銃じゆう声せいが部屋に響ひびき、フィーロの両肩と足が正確に撃うち抜かれる。

　上半身を大きくのけぞらせ、伊だ達て眼鏡めがねが床に落ちた。

　そして、その上にのしかかる形で椅い子すごと倒れ込むフィーロ。

　グシャリ、と湿しめり気のある破壊音が響き、眼鏡のレンズが砕くだけ散った。

「動くなと言ったろう」

　アンジェロは静かに首を振り、無表情のままフィーロに対して語りかける。

「……いや、すまない。言ってなかったな。だが、空気ぐらい読んでくれると助かったんだが」

　そのまま尋じん問もんに移ろうとしたアンジェロは──その瞬しゆん間かん、異変に気付いた。

　フィーロの体から流れ落ちた血が、みるみる彼の体の方へと吸い込まれていく。

　それはまるで、赤い虫の群れが自らの巣穴に帰るかのように、直線的で、一個の生命体のように蠢うごめいていた。

「……手品、というわけではなさそうだ」

　通常の人間ならばパニックを起こしてもおかしくはない状況だが、アンジェロは怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめただけで、フィーロに対して尋たずねかける。

「お前は……その、何だ？」

「がッ……くそッ……ここまで無反応だったのは今年で二人目だな。まッ……ぐッ……これで話を……聞いてくれる気になったか？」

　咳せき込みながらもニヤリと不ふ敵てきな笑みを浮かべるフィーロに対し、アンジェロは暫しばし考え込み、言った。

「別に、最初から話を聞く気ではいたが……いきなり銃を奪おうとしてきたからつい撃うってしまっただけだ」

「……いや、そう言われると俺おれが撃たれ損みたいになるから止やめてくれ。まあ、ほら、俺がその『仮か面めん職人』とかいう常じよう人じん連れん中ちゆうとは別口だって解わかって貰もらえりゃそれでいい」

「完全な否定材料にはならないが……ひとまずは話を聞くとしよう」

　決して油ゆ断だんの無いまま、アンジェロは銃じゆう口こうを床に向ける。

　──くそ、かっこ悪いよな俺。こりゃマジで腕が鈍なまったか……。

　完全に傷が塞ふさがりつつあったフィーロは、ソファーに乱暴に腰を下ろし、苦く笑しよう混じりで言葉を紡つむぐ。

「話し合う前に一つ頼みがある」

「何だ」

「実は新しん婚こん旅行の最中でさ。俺の家か内ないと……その、弟分みたいな子供がいるんだが、そいつらには、その……もの凄すごい死闘の末に撃たれた……って事にしてもらっていいか？」

「……」

　あまりにも緊きん張ちよう感かんの無い言葉に、アンジェロは暫しばし無言を貫つらぬいていたが──

「いや、撃たれた事そのものを黙ってるのは無理っていうか、その……なんだ。服は、再生しないんだよ」

　やがて、フィーロの目が真剣である事に気付き、一度溜ため息いきをついた後に苦笑を浮かべて言葉を返す。

「……解ったよ。人間か吸きゆう血けつ鬼きか知らんが、とりあえずあんたを信用する」

「そりゃ助かる」

　心しん底そこ嬉うれしそうな顔をするフィーロに、アンジェロは調子を狂わされながらも、目の前にいる謎なぞの生命体に対して謝罪の言葉を紡つむぎ出した。

「間違って撃った侘わびだ。あんたの家族には、あんたが勇ゆう敢かんで腕の立つ戦士だったと伝えよう」




　　　　⇔




　そして、時間は再び現在に戻る。

　喫きつ茶さ店てんの中に身を潜ひそめた面々は、外に警けい戒かいしつつお互いの状況を確認した。

　店内にいるのはフィーロとエニス、そしてアンジェロと彼のボスである少女。

　その間では本来シャロンの着るべき歯車の着ぐるみを纏まとった少年がおろおろしているが、とりあえず害はないだろうと周囲からとりあえず無視されている。

「数日前に裏社会に飛び込んだ、まだ子供なボスの為ために動いているとは聞いてたけどな……。まさか……なんていうか、文字通り、ここまで子供とは思ってなかった」

　半分呆あきれながら尋たずねるフィーロに、アンジェロは硬い表情のまま言葉を返す。

「ああ、そこまで言う必要はないと思っていた。それよりもボス、一体どうしてここに……」

　冷や汗を流しながら少女に問いかけるアンジェロを見て、フィーロは『あれ？　なんか俺おれが再生するところを見た時よりよほど焦あせってるような』と思ったが、敢あえて口に出さずに二人の再会を見守る事にした。

　焦しよう燥そうと困こん惑わくが入り混じったアンジェロの声に、カルネアと紹しよう介かいされた少女は安あん堵どで胸がいっぱいになったのか、涙なみだぐんだ顔を向けて言葉を返す。

「だって……私……私のせいで、これ以上アンジェロや他の人が傷つくのが怖くて……」

　麻ま薬やく組織のボスとは思えない言葉だったが、彼女にはその覚かく悟ごも無いまま、無む理り矢や理りその座に据すえられてしまったという経けい緯いがある。僅わずかに数日。自分の父親の組織がどのような物かを理解しているかどうかも怪しい状態だった。

　そんな少女の状況を理解したのか、フィーロは少女が本気でアンジェロの身を案じているのだと判断する。

　もしかしたら昔からの知り合いで、少女にとって兄か父親代わりだったのかもしれない。

「バカな事を……そもそも、どうしてこの船に！」

「密みつ航こうしました」

「本気でバカな事を……！　どうやってこの船の事を知ったんです！　そもそもアメリカへの入国だって……」

「ええと……詳くわしい事は、全部『解体屋』さんが準備してくれて……。『ボスがいれば、アンジェロは船の中で銃じゆう撃げき戦せんなんか始めないだろう』って……」

　おろおろしながら答えるカルネア。その答えの中にあった『解体屋』の名を聞いて、アンジェロは今度こそこめかみに血管を浮かばせる。

「　あ　の　野　郎　」

　無表情のままで冷たい怒りを浮かべるアンジェロの姿に、カルネアだけでなくフィーロやエニスまでも圧倒される。歯車の着ぐるみを被かぶった謎なぞの少年に至っては、『ヒィ』という声を漏もらして一歩足を下がらせた。

　そして、そんな少年の悲鳴を聞き──フィーロがクルリとそちらを振り向き、外からの銃じゆう撃げきに警けい戒かいしつつ尋たずねかけた。

「ところで、気になってたんだが……」




「お前、誰だ？」
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船内通路




「いやッ……いやぁ……あぁ……ぁああぁぁああぁぁあぁああぁ」

　人ひと気けの無くなった廊ろう下かの隅すみに、頭を抱かかえて蹲うずくまる人ひと影かげが一つ。

　黄色と黒を基調としたゴシック調の衣い装しよう。

　不健康そうな目の下のクマの上からボロボロと涙なみだを溢あふれさせ、その少女は呼吸を荒げながら慟どう哭こくの声を響ひびかせ続けた。

「あぁあああぁぁぁ！　ああぁ……あああぁぁあぁぁあぁああぁぁぁあぁぁぁぁ！」

　誰にも届かない慟どう哭こく。

『エントランス』の中では現在、どこも悲鳴で埋うまっていた。

　鳴り響ひびく銃じゆう声せい。

　破壊された救命ボート。

　シージャック犯の持つ圧倒的な武力。

　乗客の多くは絶望を抱かかえ、少女以上に泣きわめく者も多く存在している。

　その涙なみだの意味は違えど、少女の悲鳴に一いち々いち耳を傾ける余よ裕ゆうなど、この船の乗客には存在しなかった。

　そして──

　泣き続ける彼女に最初に声をかけたのは──

「何をしているんですか、イルネス」

「あぁぁ……ぁ……あぁ、ひっぐ……うッ……あッ……ら、ライブぅ……」

　イルネスと呼ばれた少女は、涙を必死にこらえながら目の前に現れた男に顔を向ける。

　それは、この船の乗客ではなかった。

　だが、イルネスにとっては見知った存在でもあった。

　出航後にこの船へと乗り込み、多くの武器を持ち込んだ現げん況きようの元げん凶きよう。

　全身を黒いコンバットスーツに包み込んだその男は、溜ため息いきをつきながら言葉を紡つむぐ。

「何を泣いているんですか。それどころではないんですよ、早く貴女あなたも装備を持ってこちらに協力して下さい」

　淡たん々たんとした調子で語るのは、『生ライブ』と呼ばれる『仮か面めん職人』の兵器の一人だ。

　何な故ぜか所々コンバットスーツが破けており、何らかの戦闘に巻き込まれた事を示している。

「あ、あぁ、ライブ、私、私……」

　カタカタと震えながら、『病イルネス』は先せん刻こく床に叩たたき付けた携帯電話に目を向ける。

　既すでに着信は切れているようで、奇き跡せき的に壊こわれずに済んだ携帯の画面には、つい一日前に待ち受け画像にしたばかりの写真がある。

　それは、サメのロボットの前で赤毛の子役スターと並んで撮とった写真だった。

「あ……ああ、そう……だよ……クローディアを……助けに……いかないと……」

　ふらつきながら携帯を拾い上げるイルネス。

　そんな彼女に、ライブは溜息をつきながら声を掛ける。

「クローディアというのが誰かは知りませんが、我々を先に助けて下さい」

「……いや……いや、だよ？　だって、ほら、私の仕事は警察とかが来た時だけだって言ってたもん。だから、私は……」

「イルネス」

「……」

　ライブの呼びかけは淡たん々たんとしているが、有う無むを言わせぬ圧力があった。

　イルネスは黙り込んだまま携帯を握り込み、静かに呼吸を整える。

　そんな彼女の背を、再びライブの言葉が貫つらぬいた。

「……別に協力したくないというのならば構いませんよ。その時は、貴女あなたと我々の縁えんが切れるだけですから。一人で頑がん張ばって生きていって下さい」

「……」

「それとも──昔貴女が居たという、例の宗教団体の所に戻りますか？　おっと失礼、もうみんな死んでるんでしたね。貴女のご両親も含めてうちの会社が殲せん滅めつしたんでした」

　ライブの言葉は静かな調子で紡つむぎ出されるが、その威い力りよくは絶大。

　混乱しかけていたイルネスの心を、強制的に理性の丘に引き戻す。

　同時に──先刻の電話口から流れた声がイルネスの心に蘇よみがえり、絶対的な恐怖となって少女の心を締め付けた。

　──そんな筈はずない。

　──そんな筈はないのに。

　背後からまだライブが何か言っているが、今のイルネスには届かない。

　理性を取り戻した彼女は、その理性を最大限に使って先刻の電話を否定した。

　──噓うそだ。

　──噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ。

　──あのお祈りが聞こえる筈がない。

　イルネスは静かに呼吸を整えながら、先刻の電話が白はく昼ちゆう夢むであったと断じようとした。

　かつてイルネスが所属させられていた宗教団体。

　彼女の過去を絶望のみで埋うめ尽くした両親とその同どう胞ほう達。

　そして──『仮面職人』の手によって全滅させられた筈の異常者達。

　彼らが使っていた祈いのりの言葉が携帯電話から流れてきたのは、きっと何かの幻まぼろしだ。

　そう信じながら、彼女は電話を握りしめるのだが──その着信履り歴れきには、しっかりと非通知の番号から電話があったことを知らせている。

　どうしようもない程ほどに先刻の電話が幻げん聴ちようではなかったという証しよう拠この画面を見つめながら、イルネスは再び呼吸を荒げていった。

　──どうしよう。

　──いや、あそこに、あそこに戻るのは嫌いや。

　──あの森の中のおとぎ話は終わったんだもん。

　──だから、もう二度と起こっちゃいけないんだもん。

　少女は全身を震わせながら、頭の中で首を振る。

　──嫌いやだよ、追い出されたくない。

　──ここを追い出されたら、私はきっと生きていけない。

　──いや、いいの。それならまだいいの。死ぬのも怖いけど、まだいいの。

　──でも、でも……

「……たくない」

「？　なんですって？」

　少女が何かを呟つぶやいている事に気付き、ライブは説教を止やめてイルネスの声に耳を澄ます。

「あそこには……戻りたくない。……戻りたくないのよう！」

「……」

「お願い……だから、だから、お願いします、見捨てないで、見捨てないで下さい。私はずっと『仮か面めん職人』でいるから、『病イルネス』でいるから！」

　よほどのトラウマがあるのだろうか、少女は再び泣き出しそうな顔で訴えかけた。

　ライブにその決定権があるわけではないのだが、今の少女は仮面職人の社長だろうと下したっ端ぱにだろうと、全く同じ事を叫ぶだろう。

　懇こん願がんする少女を前にして、ライブはマスク越しに大きな溜ため息いきをつき、やはり淡々とした調子で言葉を返した。

「とりあえず、すぐに貴女あなたの部屋で装備を調ととのえてから艦かん橋きように向かって下さい。指示はそこで皆さんから受ける事。私は爆ばく弾だんの位置の特定に向かいます」

「……爆弾？」

　訝いぶかしげに尋たずねるイルネスに、ライブは最後にもう一度大きな溜息をつき──

「どうもこの船には、『仮面職人』以外の誰かが大量に爆薬を仕掛けて下さっているようでしてね」

　ボロボロになったコンバットスーツ越しに肩を押さえ、少しだけ忌いま々いましげな調子で呟つぶやいた。




「私も、さっき吹き飛ばされかけました」
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『エントランス』艦橋




「どうなってやがる……畜ちく生しよう」

　艦橋を制圧していた『仮面職人』の男達は、皆一様に焦あせった表情で互いの顔を見合わせる。

　とはいえ、仮面を被かぶったままなので互いの表情を読み取る事はできないのだが。

『イグジット』の中にいるエイジングからの報告は、ある意味こちらで起こっている事態よりも衝しよう撃げき的なものだった。

「全滅ってどういう事だよ……。ゾンビにジェイソンだぁ？　ふざけやがって……！」

　歯ぎしりをする仮か面めん職人の男の傍そばでは、船長を始めとした船員達の間でも不安の輪が広がり始めていた。

　こちらの船でもどうしようもない状況にはなっているのだが、まだ敵てきは謎なぞのガンマン一人。爆発が起こったという話が気になるが、恐らくライブが手しゆ榴りゆう弾だんでも間違えて炸さく裂れつさせたに違いない。

　そんなことを考えていた男の一人が、腰の無線から誰かが呼びかけている事に気付く。

「もしもし、俺おれだ」

【俺じゃわかんねーよ。初対面の相手には名前を名乗るのが筋ってもんだろ？】

「……？　なんだ？　何者だ、貴き様さま」

【んー。何者だと聞かれても返答に困るね。こりゃ素直に返した方がいいのか？　いやな、その辺で転がってたてめえらの仲間から無線機を拝はい借しやくしたんだけどよ】

　少なくとも、仲間ではないらしい。

　下げ卑びた調子の声が無線越しにカラカラと笑うのを聞き、仮か面めん職人達の間に緊きん張ちようが走る。

【ああ、俺の事は解体屋とでも呼んでくれ。何者かって聞かれりゃ……そうだなあ、こないだお前らが飯めし喰ってたレストランに贈ったプレゼントは気にいってくれたかあ？】

「……プレゼントだと」

【いやー、結けつ構こう大変だったんだぜ？　トラック一台を爆ばく弾だんつきラジコンに変えるのってよぉ。ゲヒャヒャヒャヒャ！】

　その言葉に、一つの事実が思い当たる。

　船に乗る前にしくじった一つの仕事。

　南米の麻ま薬やく組織のボスを消すという任務の際に訪れた悲劇。

　謎なぞのガンマンに『死デス』と仲間数名を殺され、その直後に店へと突っ込んで来たトラック爆弾のせいで、更さらに数名の命が奪われた忌いま々いましい出来事。

「てめえ……ガンマンの仲間か」

【悲しい事に向こうは仲間と思ってくれてねえみたいだけどな！　寂さびしいからあんた達と仲間になろうと思ってよ、ささやかなプレゼントを用意した！】

「プレゼントだと……？」

【そうさ！　いや、何、さっきあんたらがやった救命ボートの爆ばく破はショー。感動したよ！　あんなに面白いショーを見せられて黙ってたら、解体屋の名が泣くと思ってな】

　解体屋の名とショーに何の関係があるのかと思ったが、仮面職人達は黙ってその無線の声を聞き続ける。

【そこでだ。俺は静かに思ったわけだ！　よし、船を爆破しようってな】

「……は？」

　無線の向こうにいる男は頭が悪いのかと思い、つい疑念の言葉を口に出してしまう仮か面めん職人。

「何を寝ぼけた事言ってやがんだ？　この船を占せん拠きよしてるのは──」

　だが──最後まで言うことはできなかった。

　艦かん橋きようの窓から見下ろす事ができる前方甲かん板ぱん部。

　現在は誰もいないその船首部分が──まばゆい光を放って爆ばく発はつしたからだ。

「なッ……！」

　海上に響ひびく轟ごう音おん。

　艦橋の窓がビリビリと震え、その爆発の衝しよう撃げきの強さを物語っている。

「てめえ……何をした！」

　船の航行に異常はないだろうが、それでも船首のダメージを見ればどれほど威い力りよくがある爆ばく弾だんか一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　仮面職人達は息を吞のみ、船長達は何が起こっているのかさっぱり解わからないといった顔で外に立ち上る煙を見つめていた。

「なんだ……てめえ、まさかこの船に……」

【ビンゴ】

　憎にくしみのこもった仮面職人の問いに、『解体屋』は下げ卑びた声で言葉を返す。

【だいたい百箇か所しよぐらいかなあー。爆弾の威力はピンからキリまでよりどりみどり、中には俺おれがその気になったらこの船を沈ちん没ぼつさせられる威力のもんもある】

「なんてことをしやがる……」

【いいや、その爆発をやらかしたのも、これからやらかすのもあんたらさ】

「何？」

　眉まゆを顰ひそめる仮面職人に、『解体屋』はどこか恍こう惚こつとした声で言葉をつなぐ。

【いやあ、あんた達が派は手でなパフォーマンスをしてくれたおかげで助かったぜ。これで、この後この船で何が起きても、全部全部あんたらの仕し業わざって事になるもんなぁ！　あぁ、そうそう、換かん気き口こうにお前らなんか仕掛けてるだろ？　ったく、せっかく爆弾を仕掛けようとしたスペースに先客があるんだもんよ。ちょっと悲しかったけどまあ許してやるよ】

「……てめえ」

【あんたらが何を目的としてるのか知らねえが、俺はあんたらのファンなんだよ。だからまあ、俺達はきっとトモダチになれると思うんだがどうよ？　まあ、どっちにしろ俺達は互いに命を握りあってるってこった。だが、ババを引くのは全部あんたらの側って事だがな！　ゲヒャヒャヒャヒャヒャ！】

　電話越しの声を聞きながら、仮面職人の一人は思う。

　──こいつは、マジだ。

　──あのガンマンとは違う。

　──こいつ……マジでこの状況を楽しんでやがる。

　この解体屋と名乗った男は、必要とあらば即そく座ざにその爆ばく弾だんを起き動どうさせる事だろう。

　あるいは、必要が無くても爆ばく発はつさせるかもしれない。

　ガンマンのような仕事人という雰ふん囲い気きではなく、楽しんで事に当たっているタイプだ。

　自分もこの船に乗っているにも関わらず、いつ船を沈めても構わないという空気。

　──俺おれらも大たい概がい異常者だと思ってたが……。

　心の中で自じ虐ぎやく的な事を思い浮かべていると、さらなる異常者がケラケラと嗤わらいながら言葉の続きを吐はき出した。

【まあ、俺は直接尋じん問もんとかには行かないから、ガンマンの旦だん那なとたっぷり楽しんでくれや】

「……」

　状況は割と最悪だと言えた。

　ガンマンは顔を知っているのでなんとかなるが、この解体屋という男は数日前の事件の時も全く顔を見せていない。それどころか、今初めて存在を知ったぐらいだ。

　自分達が船長に対して行った脅おどしを逆にされているのだと気付き──

　仮面職人達は、一いつ斉せいに歯ぎしりと舌した打うちをして見せた。

　その音が聞こえたのか、無線の奥からは輪をかけて楽しそうになった男の声が鳴り響ひびく。

【旅は道連れとか、いろんな国で言うだろうよ？　ま、文字通り黄よ泉み路じの道連れになりたくなきゃ、お互い刺し激げきし合わねえように慎しん重ちように事にあたろうぜ】




【それじゃあ、良い船旅をな！　ボンボヤージュ！】










『イグジット』船内




『SAMPLE』という組織が持つ性質は、宗教団体というよりも、質たちの悪いウイルスのようなものだった。

　彼らの発はつ祥しようについては諸説あり、近世のヨーロッパで魔ま女じよ狩りが盛んな時期に各地で発生したとも言われている。

　もっとも『SAMPLE』と言う名がついたのはごく最近になってからの事で、それまでも様々な名前がこの集団に付けられては消えていった。

　支流から生まれ、新たな支流を作り出す。

　彼らの他にも、同じ根源を持つ団体が別の名前で活動しているかもしれない。

　だが、大がかりな教会ネットワークを持たない彼らは、同じ株から生まれてそれぞれ別の進化を遂とげたウイルスそのものであると言える。

　社会的には危険思想を持ったカルト集団なのだが、一枚岩の組織ではなく、世界各地に散らばった砂粒のような存在だ。

　果たして横の繫つながりがあるのかないのか、『彼ら』は存在する地域によって、その特性や教きよう義ぎの一部が異なっている。

　ただ──一つだけ、絶対的な教義として共通している点もいくつか存在する。




『神は存在しない』




　それが、彼らの信仰のよりどころだった。

　神も存在せず、この世に人間以上の力による恣し意い的な運命など無く、偶ぐう然ぜんのみが運命を左右する。

　死の後には何も残らず、いかなる聖せい人じんもいかなる悪人も、行き着く先は等しく『無』。

　それだけならばまっとうな思想団体でも理念とする事は多いのだが──彼らが周囲から異い端たんとされたのは、その先の教義があったからだ。




『神は存在しない。ならば──創つくり、作り、造ればいい』




　彼らが欲しかったのは、絶対的な安あん堵ど。あるいは自分の信念の拠より所。

　無宗教の者達でも、家族や地域、国家といったコミュニティに自らの道徳や理念を見いだす。

　ただ、彼らはその拠り所を自ら造りだそうとした。

　──苦痛こそが人を人たらしめる根源である。

　どのようにしてそうした理解に至ったのか、それは教きよう義ぎに残っていない。

　ただ、彼らは自分達のあらゆる苦痛を肩代わりしてくれる、神の代だい替たい品を求めた。

　その宗教団体は、自分達の中から痛みや苦痛を消し去り、多幸感に至る薬を探究し続ける。

　何百年も前から、植物、動物、鉱物、ガス、あるいは外科的な処置──様々な方法で苦痛を消し去る事を研けん鑽さんし続けたのだ。

　そして──痛みを消しても、人間で在り続ける為ために──彼らは神を用意する。

　自分達が請うけ負う苦痛を軽減したならば、その苦痛は誰かが引き受けなければならない。皆が苦痛を軽減し続けても、必ず個人によって差は生まれる。そして、それは心の苦痛となって人々に不安と苛いら立だちを募つのらせた。

　だからこそ──神を否定する彼らには、神が必要だった。

　日々ページを増やし続ける彼らの聖典には、その理由がハッキリと書かれている。




『心の苦痛を消し去る為に、祈いのるべき、感謝すべき神を人の内より生み出す』




　つまりは──自分達の幸せの為。

　彼らが幸せを感じる為に求めたのは、極めて人間らしい生いけ贄にえだった。

『絶対的な不幸と苦痛を背負う、自分達の苦しみの代替者』。

　それこそが彼らが求める生け贄であり──

　同時に、彼らが祈るべき神だった。




　その『贄にえ神がみ』となる者達は、生まれた時より苦痛の中に居なければならなかった。

　苦痛を受けながら、生き続けなければならなかった。

　饑き饉きんの土地で餓が死しをする子供達が希望を知る前に餓死をするよりも辛つらい事かどうか、それは個人の認識によって変わるだろう。

　だが、生き続けた所で、結局その『贄神』達に希望はなかった。

　生きてさえいればなんとかなる。

　そうした希望すら潰ついえさせる為に──彼らは皆、10歳さいの時に殺される運命だった。

　苦痛のみが与えられる10年間。

　憎にくまれているわけではなく、寧むしろ感謝と尊敬の念を込めて祈りを捧ささげられる子供。

　自殺という概がい念ねんすら知らされず、知ったとしてもそれをする事が許されず、ただただ苦痛を与え続けられる消しよう耗もう品の神様。

　できるだけ手足には傷を残さず、苦痛は主に腹部や体の内部に対して行われる。

　見える場所に傷を残さないのは──苦痛を与えられる存在が自分達と同じような、どこにでもいる存在だと信者達に認識させる為。

　何の変へん哲てつもない子供が、自分達よりも遙はるかに深い苦痛を味わっている。

　虎とらや獅し子しが足の速さを競って一いつ喜き一いち憂ゆうしている場所に、意図的に亀かめを置く所しよ行ぎよう。

　圧倒的に差のある存在を置いて、通常の者達を満足させる制度。

　ある意味では世界の政治制度や宗教で時とき折おり見られる階級制度と似ているかもしれないが──彼らの行っている事には、政治的な意味も『神の思おぼし召めし』も存在しない。

　何しろ──その苦痛の最下層にいる者こそが、彼らにとっての神なのだから。




「そうやって、純粋に人間の欲望を突き詰める事こそが、我々にとっての幸福なのです」

　時は僅わずかに遡さかのぼり──ルーキーが追われ始める少し前の事。

　艦かん橋きよう部は、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくとなっていた。

　白いフローリングの床は、今や酸化した血で赤黒く染め上げられており、血の海の中には仮か面めんを被かぶった男や艦橋にいた船員達の死体が転がっている。

　そんな、いくつもの死体と血が散乱する中で──

　淡たん々たんと『自分達』について説明を続ける男が一人。

　周囲の血の色の中で保護色になっている赤黒い白はく衣い。

　それを纏まとった男──ブライドは、大空を映し出したような優しげな微笑ほほえみを浮かべながら、目の前に立つ男に語り続ける。

「何な故ぜ、この世から些さ細さいな諍いさかいが無くならないのか。何故、老ろう若にやく男なん女によ問わず、弱者を選び出して虐しいたげるという行為がなくならないのか。差別を行うのか。国家が行う倫りん理りの授業も多くの宗教もそれを否定しているというのに」

「……」

　目の前に立たされているのは、仮面を被った男だった。

　既すでに艦橋の中で息をしている『仮面職人』は彼一人であり、両腕に大きな傷を負ってだらりと下げた指先から血が滴したたり落ちている。

「理由は簡単です。誰かを見み下くだすのは、人間としてどうしようもなく楽しいからですよ。人々はそれを否定しますが、つまらない事なら、いちいちやったりしません。誰にも強制されていないんですからね」

「……」

「そして、我々はその人間の『本能』を否定しません。欲望に身を任せる事が、我々の目的であり、幸福への道なのですから」

「なにもせずに、ただ見返りだけ求めるってわけか。ブタを育てるにはぴったりな教きよう義ぎだな」

　両腕の痛みに耐えつつも、生き残った仮面職人は唾つばを吐はき捨てながら皮ひ肉にくを投げかけた。

　だが──ブライドはその侮ぶ辱じよくを笑顔で受け止め、言葉を返す。

「ええ、肥こえ太ふとるだけで屠と殺さつされない幸せな豚ぶたであれば、それは我々の目指す所です。その豚を喰う者がいない世界になるといいですね」

「……世界がお前らの望むようになったら、人類はおしまいだ」

「でしょうね。快楽のみを追い求め、努力や苦痛を乗り越える事を忘れた人間達は、やがて生き方を忘れて滅びるでしょう」

　微笑ほほえんだまま、自分達の宗教を否定する言葉を紡つむいだかと思うと、ブライドはカツリ、と一歩踏み出しながら眼鏡めがねを外す。

「滅びるでしょうが……それが何か？」

「……」

「我々は神も涅ね槃はんも天国も地じ獄ごくも信じておらず、国や地域、家族といったコミュニティがはぐくむ道徳感もないと言ったでしょう？　その前提を忘れていただいては困ります」

　カツリ

　更さらに一歩踏み出し、仮か面めん職人の真横に回るブライド。

「自分達の子し孫そんを残したい、という本能が残っているならばそれを求める事も否定はしません。ですが──それすらもどうでも良いと思い始めたならば、無理をして人類を存続させる必要もないのですよ。もちろん、人類を存続させたい、自らの生きた証あかしを永遠に残したいという欲望を持つ人間もいるでしょうから、その辺は将来的にどうなるかは解わかりませんが」

　カツリ

　と、更に一歩。

　男の斜め後ろに回り込んだブライドは、独ひとり言ごとのように言葉を紡ぐ。

「我々は人間の欲望を否定しません、我々の神である生いけ贄にえ達の幸福以外は」

　カツリ

　カツリ

　ピチャリ

　床の血ち溜だまりに靴くつを踏みだし、ブライドは改めて周囲を眺ながめやる。

　静かな景色。

　窓から覗のぞく暗い空と、蛍けい光こう灯とうに照らされた赤い血溜まりの部屋。

　シン、という音が耳元を貫つらぬいていくのを心地よく感じながら──ブライドは、その部屋の中に無言で佇たたずんでいた信者達に目を向ける。

　手には先刻まで仮面職人達が持っていた銃が握られており、その銃じゆう口こうは生き残った男の方に向けられていた。

　彼らは静かに己おのれの気け配はいを消し去っているが、誰もが多幸感に溢あふれた笑顔を浮かべている。

「気味悪い連中だ……」

「さてと。それで、貴方あなた達のリーダーが誰か、目的はなんなのか？　それを教えていただけると助かるのですが」

「……言う訳がないだろうが」

　隙すきがあれば眼前の男を人ひと質じちに取ろうと目論もくろんでいた仮か面めん職人の男だったが、相手はただ話しているだけなのにも関わらず、全く隙が窺うかがえない。

　不思議な男だった。

　緩かん慢まんな動きで歩きながら言葉を続けているだけなのに、頭の上に剣をぶら下げられたような不安混じりのプレッシャーを感じさせる。

　仮面職人の男は、目の前を歩いているだけの男に恐怖を感じつつも、それでもなお状況の打破を狙ねらって、この後尋じん問もん、あるいは拷ごう問もんされた際に並べ立てる噓うそを考えていたのだが──。

「そうそう、最近では、なるべく腹や背中にも傷をつけぬように苦痛を与える、という方向になりつつありましてね」

「……？」

「まあ、電気を流すなどというのは序じよの口です。腎じん臓ぞうの真上あたりにスタンガンを流すと全身にくまなく痛みと衝しよう撃げきを伝えるらしいですよ」

　淡たん々たんと呟つぶやきながら、ブライドは静かに溜ため息いきをついて男の正面まで戻ってくる。

「本来なら、耳にホンを付けて怒ど鳴なり続ける、というのが効果的なのですが──今はそれをやっている時間もありませんので、ストレートに痛みによる苦痛を捧げます」

「やってみろ……糞くそ野や郎ろうが」

　男の吐はき捨てた言葉を完全に無視して、ブライドは手近にした信者に預けていたケースを受け取り──その中から、一本の注射器を取り出した。

「悦よろこんで下さい。一時的とはいえ、貴方あなたは我々の信仰対象となるのですから。そしてせいぜい素す敵てきな悲鳴を聞かせて下さい。我々はサディストではありませんが……まあ、解わかりやすく言えばこう思って笑えるわけです。『ああ、自分ではなくて良かった』とね」

「この変態どもが……」

　と、男が呟つぶやきかけた瞬しゆん間かん──

　その首筋に、ブライドの手にしていた注射器の針がめり込んだ。

「ぐぁッ」

　小さな悲鳴が上がる。

　血管などは無視したもので、男の皮下組織に注射器内の液体がほんの僅わずかに注入された。

　刹せつ那な、仮面職人の男は、自分の首筋が爆ばく発はつしたと確信する。




「ああぁぁぁかかかかあぁっぁぁあっぁッ！」




　それこそ全身に電流を流されたような悲鳴をあげて仰のけ反ぞり、そのまま背骨を折らんとする勢いで水揚げされたエビのように跳はね転がった。

　実際には何も起こっていない。

　彼の首には注射器の針の痕あとがぽつんとあるだけで、爆ばく発はつは疎おろか出血らしい出血もしていない。

　痛み。

　痛み。

　痛み。

　圧倒的にして瞬しゆん間かん的な痛みが持続するという矛む盾じゆん。

　存在しない傷口をカッターで抉えぐられるような衝しよう撃げきが全身を貫つらぬき、体を駆かけめぐる痛みとそれによる細さい胞ぼうの悲鳴が彼の存在を塗り替えていく。

　激痛。

　激痛。

　激痛。

　激発する疼うずきが脳のう髄ずいを支配する。




　きりきりと


ずきずきと　



　　　しくしくと


がりがりと　　　　



　　　　　　ひりひりと


ぴりぴりと　　　　　　



　　　　　　　　びりびりと


ぎりぎりと　　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　じんじんと


がんがんと






　痛みが痛みを呼んで、そうした表現が霞かすんでは消えていく。

　もはやその痛みを表現するには音では足りず、男の脳のう裏りに強制的にイメージを作り出した。

　皮ひ膚ふの内側から無数の蟲むしが湧わき出し、排はい泄せつ物としてマグマを生み出して自らの体を灼やき腐くさらせる。

「──────ッ！　──────ッッッ！」

　まさに皮膚が腐りながら噴ふん火かしていくような錯さつ覚かくを覚え、男は声にならない悲鳴をあげて血に塗まみれ転がり続けた。

　ビシャリビシャリと血ち溜だまりの中をのたうつ男を見て、ブライドは顔にあからさまな喜き色しよくを浮かべて見せる。

「ああ、私ではなく本当に良かった。貴方あなたに感謝を捧ささげましょう」

　全てを許すような微笑ほほえみと、本当に、心の底からの感謝を捧ささげている敬けい虔けんな瞳ひとみ。

　周りで銃を構えていた信者達も、誰もが温かな笑顔を浮かべながら、心の奥底からのたうち回る男に心しん中ちゆうで感謝の祈いのりを捧げている。

　異常な光景。

　しかし、彼らにとっての正常。

　転がり続ける男は発狂しそうになる自分を抑おさえながら、必死に何かを訴えかける。

「ああぁッ！　あぁぁっぁあああああぁあッ！　てめえッ……！　一体、一体何をッ……」

「ああ、安心して下さい。毒や劇物の類たぐいではありません」

　まだ液体の残った注射器を見つめながら、ブライドは優しい口く調ちようで答えを返した。

「ただの……食塩水ですよ」

「うぐッうぐッうぐがぁッあッあッなんだッとッおッくぉッ……」

「塩分濃度３％。生理用食塩水よりはかなり濃い割合ですが、ただの食塩水。それだけの事です。医学的に苦痛を与える実験では２％ぐらいが限度らしいですけどね。全く、人間というものは面白いですよねえ。自分の体も水と塩でできているというのに、ちょっと濃い食塩水を肌はだに打ち込んだだけで脳のう味み噌そが悲鳴をあげるんですから」

　淡たん々たんと、生徒に説明する教師を思わせる口調で、ただ男は語り続けた。

「では、講義が終わった所で質しつ疑ぎ応答に入りましょう。もっとも、質問するのは私ですが」

「──ッ！　～～～～ぁあぁあッ！」

　悲鳴をあげ続ける男に対し──ブライドは淡々と問いかける。

　淡々と、淡々と。

「貴方あなた達の目的と、リーダーが誰なのか……それだけでいいんですよ？」







「なるほど……この子がねえ。でたらめという訳でもなさそうです」

　艦かん橋きようの棚たなにあった乗客用の航こう海かいパンフレットの一部を見ながら、ブライドは目を細める。

　そのページの写真は、透すき通るような金きん髪ぱつが特徴的な、少年マジシャンのものだった。

「しかし、まさか我々以外にも『不ふ死し者』を狙ねらう人間がいようとは」

　相変わらずのたうち続ける男を前にして、ブライドは静かに目を閉じる。

「向こうの船に乗ったヴィラレスクはこの事を知っているのかどうか……『エントランス』のターゲットはチェスワフ・メイエル一人とはいえ……ヴィラレスク一人に任せるのは流石さすがに無む謀ぼうだったかもしれませんね」

　小さく溜ため息いきをつきながらも、ブライドはカツリ、と一歩踏み出した。

　白目を剝むき始めている男を見下ろす。

　その体にはいくつもの注射の痕あとが見受けられ、先せん刻こくの爆ばく発はつ的な痛みがその痕の数だけ男の中で弾はじけているであろう事が予想できる。

「異い教徒である貴方あなたにも、せめて苦痛の無き事を」

　言いながら、ブライドは片足をゆっくりと持ち上げ──

　そのまま、杭くい打うち機のような勢いで男の首筋を踏み抜いた。

　ガポリ

　何かが外はずれる音がして、白目でのたうち回っていた男の動きが止まる。

　他の『信者』達と同じように、人間離れした筋力による踏み下ろし。首の骨を外して頸けい椎ついや血管を分断させるには十分な威い力りよくだった。

　そして、胸の前で十字ではない、何かの形の文もん様ようを指で描き、もう苦しまなくなった男に対して心からの謝意を表した。

「異教徒とはいえ、彼は一時的に我々の『神』となって下さいました」

　周囲に立つ信者達の方に腕を広げ、ブライドは感極きわまった声を吐はき出し始める。

「感謝を。自らに降りかからなかった苦痛に畏い怖ふを。それを引き受けた神に感謝を！」

　目からはボロボロと涙なみだを零こぼしている。

　奇き跡せきを目の前にした敬けい虔けんな男といった形ぎよう相そうで、本気の涙を流し続けるブライド。

　その涙が伝染したかのように、周囲の信者達も泣き始めたが──




　彼らは皆、泣きながら笑っていた。




　幸せそうに、幸せそうに。

　無事に新しい一年を迎える事ができた家族。その団らん風景に浮かべるような笑顔のまま、彼らは涙を零し続けた。

　塩分濃度０・９％の液体を、

　ボロボロ、ボロボロ、ボロボロと。




　　　　⇔




　そして数分後──拷ごう問もんに屈したというよりも、意識をかき乱されて強制的に情報を引きずり出された『仮か面めん職人』の証言によって、ルーキーは『イグジット』という船の中でのお尋たずね者となった。

　現在はエイジングという心強い味方が居るものの、圧倒的不利は変わらない。

　何しろこちらは相手の人数すら把は握あくしていないし、赤黒い服を着ていない敵てきがいるとしたら、見分けをつける方法すらない。

「なんだか、船の揺れが大きくなった気がする」

「目的は解わからんが、どうも速度を上げたようじゃな」

「くそ……一体何が目的なんだ……？」

　警けい戒かいしながら倉庫を後にし、通路を走るルーキーとエイジング。

　倉庫で使えそうなものがないかと探ってみたが、襲しゆう撃げき者が持っていたサブマシンガン以外の武具が見つかる筈はずもなく、ルーキーはそのサブマシンガンをエイジングに預けようとしたのだが──

　彼女は『とりあえずワシはこっちがあればええ。社長もそのぐらいの銃なら扱えるじゃろ』と、倉庫にあった荷造り用のフック付きワイヤーを手にするだけだった。

　それだけでも20キロはあるであろうワイヤーの束を見てルーキーは目を丸くしたが、何に使うと聞いても『武器にでもなんでもなるだろうに。ロープは紳しん士し淑しゆく女じよの嗜たしなみというのを知らんのか？』と、訳のわからない返し方をされて押し切られてしまう。

　そして通路を駆かけ抜けながら、銃を握ったルーキーが尋たずねかける。

「……とりあえず、エイジングの部屋にいけば、お前用の武器があるんだな？」

「おお、社長が扱えるようなもんはないと思うがのう。いや、グルカに逆に振り回される社長の華きや奢しやな体を見るのもまた一いつ興きようか」

「……」

　全く緊きん張ちよう感かんの無いエイジングの言葉にルーキーは頭を抱えたくなるが、こんな状況では最も頼りになる人間でもある。

　とにかく彼女の武器を手にして、どこかの部屋に隠かくれるなり立てこもるなりしなければならない状態だ。

「何度も聞くようだが……あいつらは、一体どういう連れん中ちゆうなんだ……」

「さてなあ。さっき社長を助けにいく途中に何人か蹴けり倒して来たが、何人かは首の骨が折れても立ち上がってきとったな」

「……」

「最後に連絡を取った連中は、なにやら『ゾンビだけじゃない、何人かジェイソンとフレディが混じってやがる！』と言って悲鳴をあげとったな。この船には不ふ死し者以外にも不ふ死じ身みの連中が乗っとるとでも言うのか？　これはワクワクしてきたのお！　そうじゃろ？　社長！」

　聞くだけで気の滅入るような御お伽とぎ噺ばなし。

　しかし、エイジングはこうした状況で一々噓うそをつく程ほど抜けてはいない。

　それが真実であろうと判断してますます暗くなるルーキーに、エイジングはカラカラと笑う。

「まあ、ともかくなんせこっちは丸腰じゃし、つまらんゾンビの相手なんぞしとる暇ひまは無かったんでとっととこっちに来たんだがのう」

「そう言えば、どうしてそんな軽装なんだ？　部屋の外にいたにしても、上着がＴシャツだけってのはどういう事だよ」

「いやあ、さっきまで物は試しとエステっちゅー奴やつをやっておってな。丁ちよう度ど隣となりの部屋にターゲットの一人……ほれ、あの銀ぎん髪ぱつの姉ねえちゃんがおったぞ」

　あっさり答えるエイジングに、社長は眉まゆを顰ひそめながら言葉を返す。

「……エステ？」

「おお。どうした？　そんなにマジマジと見て。湯上がりの玉子肌はだを見て欲情でもしたか？」

「……誰が」

　吐はき捨てるように目を逸そらしながら廊ろう下かを走る社長に、エイジングは笑いながら併へい走そうする。

「かかッ！　つまらんのお。こういう生きるか死ぬかの時こそ、人間色に走った方が良いぞ？」

「相手がエイジングってのが御ご免めんだってだけさ」

「ほほう、社長の命は割とわしが握ってる事を忘れるなよ？」

　ニヤリと歯を見せながら言う彼女の言葉には怒りの欠片かけらも無く、純粋に少年をからかって楽しんでいるといった調子だった。

「と、ほれ、見てみい！　言った傍そばからお客さんが来おった！」

　エイジングの客室へと向かう通路の先に、五、六名の男女が立っているのが見える。

　向こうもこちらに気付いたようで、手にしていた銃じゆう器きを持ち上げて身構えた。

「う、うあああああああああッ！」

　反射的に声を上げながら足を止め、構えたサブマシンガンを撃うち放つ。

　声は焦あせりを含んでいたが、体は反射的に動く。

　左足を前に出し、銃の台だい尻じりを右肩に押しつけながら体を半分捻ひねる。

　照しよう準じゆんを定める冷静さまではなかった。

　銃じゆう床しようを顔に押し当て、体重を前に掛けながら引き金を最後まで絞しぼり込む。

　爆ばく音おんと共に振しん動どうが少年の体を襲おそい、少年の上半身ごと照準を上に持ち上げた。

「くッ……」

　それを必死に押さえ込みながら、銃じゆう弾だんの着弾部を見て照準を調整しようとしたのだが──既すでに弾だん丸がんの波は廊下の前方にいた赤黒い服の男女を捉とらえており、何人かの体から血が噴ふいた。

「……ッ！」

　──殺した。

　瞬しゆん時じにそれを理解した少年に、いつもの数倍もの勢いで猛もう烈れつな吐はき気が襲いかかる。

　覚かく悟ごをする暇ひまもなかった。

　相手がどんな人間かを知る暇もなく、ただ、殺した。

　少年にとってその事実はどれほどの重みがあったのか、または無かったのか──その結果を少年自身が判断する暇もなく、ただ猛烈な吐き気だけが襲いかかって思考を奪う。

　──殺した。

　──殺した。殺してしまった。

　──違う、今のは、正当防衛で……。

　しかし──少年には、自己を正当化する暇ひますら与えられなかった。

　銃じゆう弾だんを浴びせられた赤黒い集団が──

　何事もなかったかのように、微笑みながらユラリとこちらに向き直ったのだから。

「……えッ……？」

　何人か倒れ伏した者もいる。

　サブマシンガンの銃弾が直ちよく撃げきしたのだ。肉を貫通するというよりも、小さな爆ばく弾だんが肉の中で炸さく裂れつしたようになっており──膝ひざに食らった者は立ち上がれそうもない。

　だが、それでも──赤黒い私服を纏まとった彼らは、仲間の裾すそを摑つかみながら立ち上がる。

　笑いながら。

　笑いながら──

「なん……だ？」

　もしも本当に相手がゾンビならば、笑っている筈はずがない。

　ゾンビは感情が無いただの屍しかばねだからこそゾンビとして扱えるのだ。

　だが──彼らは笑っている。

　感情の証あかしである笑顔を浮かべながら、彼らはゆっくりと立ち上がり、ゆっくりとこちらを向き直り始めた。

　その光景を見て、ルーキーは一いつ瞬しゆん心を止め──

　次の瞬しゆん間かん、ハッと我に返って自分自身を叱しつ咤たする。

　──僕は……なんだ？

　──あいつらが、敵てきが立ち上がったから……。

　──恐怖よりも先に、僕は今、ホッとしたのか？

　──違う！

　ギリ、と歯を嚙かみしめ、不ぶ気き味みな微笑ほほえみを浮かべる血塗まみれの集団に銃じゆう口こうを向けるルーキー。

　そんな彼の横で、エイジングが顎あごに手を当てながらフム、と息を吐はく。

「やれやれ。社長、今の銃の撃うち方は素人しろうとにしちゃサマになっとったぞ。こっそり練習しとったんか？」

　のんびりとそんな事を尋たずねるエイジングに、ルーキーは苛いら立だたしげに答えを返す。

「デスに習ったんだよ！　くそッ……なんなんだあいつら！　頭を撃てば……」

　更さらに銃を掃そう射しやしようとした手を、猛もう禽きん類るいの狩り思わせる勢いでエイジングが摑みあげた。

「ふむ、ところでな、社長」

「!?」

「ちょいとジェットコースター気分を楽しんでもらうぞ！」

「……なッ」

　刹せつ那な、ふわりとルーキーの体が浮き上がり、少年の華きや奢しやな体たい軀くがそのままエイジングの体に抱だきかかえられる。

「何を……ッ！」

「口を閉じとれ！　舌したを嚙かむぞい！」

　言いながら、エイジングはカパァ、と口を大きく開き、息を一いつ瞬しゆんで吸い込み──己おのれの足下を思い切り蹴けりつけた。

　その瞬しゆん間かん、ルーキーは船そのものが揺れたのだという錯さつ覚かくに陥おちいる。

　衝しよう撃げきが体を包み、見える景色そのものがグニャリと歪ゆがんだ。

　自分の体から体重が消える。

　自分の世界から重力が消える。

　ルーキーの体はいくつかの衝撃と、目まぐるしく変わる景色を見た。

　そして、その数秒後、彼の見る景色は固定される。

　眼がん窩かに広がる漆しつ黒こくの闇やみと、月と船の明かりを反射して無限に広がる波の煌きらめき。

　──えッ？

　悲鳴をあげるよりも先に、少年は気付く。

　あの廊下からどこをどう移動したのか──

　ほんの数秒で、自分とエイジングが船から飛び出し、海の真上を舞っているという事に。
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「クカカカカッ！　楽しんどるか、少ル年ー社キ長ー！」

　心の底から愉ゆ快かいそうに笑うエイジングの腕に拘こう束そくされながら──少年は一言呟つぶやいた。




「……冗じよう談だんだろ？」




　　　　⇔




同時刻　『イグジット』厨ちゆう房ぼう




　広大な船とはいえ、海の上に閉じられた世界。

　船内のあちこちで起こった喧けん噪そうは、すぐに船の中に伝染していく。

　大都市の一流レストランと比べても数倍広く造られている巨大な厨房。

　天てん井じようから吊つるされた何頭もの豚ぶたや牛の肉につ塊かいを調理していた数十人の料理人達。

　今晩のパーティーの準備に追われていた彼らは、現在は船の各所で起こっている異常な状況に追われていた。

　最初は銃じゆう声せいのみだったが、それに喧けん噪そうが続き──船が揺れ、あからさまに船の航こう行こう速度が早くなったのが解わかる。

　料理人達は手を止めて外に状況確認に向かう者、それでも料理を作り続ける者と様々だったが──やがて戻ってきた料理人が『外で銃じゆう撃げき戦せんが起こっている』と言い出した為ために、いよいよ厨房内にも喧噪が走り始めた。

　とりあえず艦かん橋きようなどに連絡を試みるが、船内の内線電話も無線も通じなくなっている。

　あからさまな『異常』が船を包み込んでいると気付いた料理人達は、今後如い何か様ようにすべきか話し合っていたのだが──

「邪じや魔まをするぞ」

　厨房の入口から、やはりあからさまな『異常』が現れた。

「敢あえて言おう。船の中が妙みような事になっているようなのでな……」

　そう言いながら厨房をぐるりと見渡すのは、浅黒い肌はだの上に奇き妙みような面めんをつけた男だった。

　服装もどこかの民族衣い装しようさながらで、パーティールームのステージ上ならばともかく、厨房の中をうろつく光景は違い和わ感かんを通り越して不ぶ気き味みな事この上ない。

「すまんが、借りていくぞ」

　そう言いながら仮か面めんの男が手に取ったのは、吊り下げられた肉を骨ごと裁さい断だんするのに使う、肉厚の巨大な肉切り包ぼう丁ちようだった。

　刃は渡わたりが軽く30センチを超えようかという道具を手に、何事も無かったかのように外に向かう仮面の男。

「ちょ、ちょっと」

　思わず声を上げてしまう料理長。他の料理人達は『余よ計けいな事を！』と言った目つきで上じよう司しを睨にらんでそのままキッチンの陰にしゃがみ込む。

　一方、その声を聞いた仮か面めんの男は立ち止まり、少し困ったように首を傾かしげながら──

「うむ、敢あえて言おう。本来料理に使う為ためのものを護ご身しん用とはいえ武器とするのは忍びないが──何しろ緊きん急きゆう事態なものでな。慣れている道具の方が使いやすい」

　仮面の奥から聞こえてくる声は重々しい威い圧あつ感に満ちており、とても首を傾げた動作に見合うような雰ふん囲い気きは感じられなかった。

「敢えて言おう。もしも返せない状態になったら弁べん償しようはする。だからその、まあ、許せ」

　あまりにも尊大な謝意を示しながら厨ちゆう房ぼうを出ていく男に、結局料理長は何も言えずに黙り込み──完全にその姿が消えた後で大きく息を吐はき出し呟つぶやき始める。

「……今夜のメニューは変へん更こうだ。野菜と魚中心にするぞ」

　その言葉は──この後に船内でどんな惨さん劇げきが起こるのかを推すい測そくしてのものだった。




「多分だが……肉料理を暫しばらく食えなくなる客が増えそうな気がするからな」




　　　　⇔




某ぼうセミスイートルーム




「……何か、妙みような胸騒ぎがするが……」




　田でん九く郎ろうがそう呟いたのは、もう何分ほど前の事だろうか。

　エルマーは既すでにゲームの電源を切っており、田九郎もＤＶＤとテレビの電源を落として窓際に寄り、外からの音に意識を集中させている。

　外から最初の銃じゆう声せいに気付いたのは、ナイルが部屋を出てから暫しばらく立った後だった。

　思えば、ナイルはあの時点で既に何か気付いていたのかもしれない。

　もっと詳くわしく問いただすべきだったと思いつつ、田九郎は外で何が起こっているのかを把は握あくする事に務めていた。

「むう……シルヴィが心配に御ご座ざるな。やはり、時とき折おり聞こえてくるのは銃声のように思える」

「そうだねえ、迎えに行ってこよう。ナイルは多分銃じゆう撃げき戦せんの真まん中なかにいても平気だと思うけど」

「確かに、ナイル殿どのは仮に不ふ死しにあらずとも、そう簡単に死ぬ男には御座らんが……」

「じゃあ、俺おれがナイルを探すから、田でん九く郎ろうはエステまでシルヴィを迎えに行ってよ」

　あっさりと告げるエルマーに、田九郎は何か言おうとしたが──

「たまにはシルヴィにいいとこ見せなよ」

「なッ……！」

　エルマーに爽さわやかに言われ、あからさまに狼ろう狽ばいする田九郎。

「いいからいいから」

「エルマー！　ふざけている時ではなか……」

　顔を赤くして抗議しようとする田九郎。

　その声を遮さえぎるかのように──

　消した筈はずのテレビが突然動きだし、画面に青い色が映し出される。

　同時に、船内放送で、奇き妙みような声が流れ始めた。




【はじめまして、皆さん。我々は『仮か面めん職人』……この船は我々が占せん拠きよさせて頂きました】




　　　　⇔




　その声は『イグジット』の船内全て、倉庫からトイレの中に至るまで平等に響ひびき渡る。




【現在、この船は『エントランス』に向けて全速以上、暴走とも言える速度で航こう行こうしております。無む論ろん──目的は、出口と入口を繫つなげる為ため、と言えばご理解頂けるでしょうか】







　船内通路を駆かけていたシリスは気付く。

　その声は『仮面職人』などという訳のわからない存在などではなく──

「……あいつの声……！」

『SAMPLE』と呼ばれる宗教団体のリーダー、ブライドのものであるという事を。







【既すでに船内の異変には気付いておられるかと思いますが……我々は皆様の中にも紛まぎれております。ただの隣りん人じんが、唐とう突とつに仮面を被かぶってあなた方に銃じゆう口こうを向けるかもしれない。この船を『エントランス』と衝しよう突とつさせようと言うのですから、今いま更さら一人二人の人命を気に掛ける事は無い、と思って頂いて結けつ構こうです。ちなみに船長は既に死亡しておりますので、あしからず】







　淡たん々たんと紡つむがれる船内放送を聞いて、ナイルは仮か面めんの奥で目を細める。

　巨大な肉切り包ぼう丁ちようを手にした仮面の怪かい人じんは、むう、と息を吐はいて呟つぶやいた。

「仮面職人、だと……？」

　そして、自分の姿を頭の中に顧かえりみて──

「敢あえて言おう。もしかして、俺おれはその一員と間違われるのではないか？」

　自らが被かぶる仮面をさすりつつ、ナイルは更さらに言葉を続ける。

「なあ、貴き様さまらはどう思う？」

　そしてナイルは──眼前に転がる男達に尋たずねかけた。

　彼らは皆、赤黒い服を纏まとっており、手に手に銃じゆう器きを握っていたのだが──

　ナイルによって丁てい寧ねいに手足の関節を外され、動く事もままならない状態になっている。

　先せん刻こく銃じゆう撃げき戦せんでもあったのか、人の気け配はいの薄れたショッピングモールの中で、ナイルは唐とう突とつにこの集団に襲おそわれたのだ。

「それにしても、貴様ら素人しろうとか？　刃やいばを振り下ろす必要すら無かったぞ」

　肉切り包丁を眺ながめながら、つまらなそうに呟くナイル。

　しかし──手足の関節を外されている男達は、もがきながらも笑い続けるだけだった。

「……気味の悪い連中だ。……まあ、エルマーが見たらかえって悦よろこぶかもな」

　同部屋の笑顔中毒者スマイルジヤンキーの事を思い出し、ナイルは苦く笑しようしながら船内放送の続きに耳を傾ける。

　だが、次の瞬しゆん間かん──

　ショッピングモールの中に掲げられた案内モニターに映し出された映像を見て、その苦笑は完全に消し飛ばされる結果となった。







【しかし、我々は決して快楽殺人者ではありません。明確な目的があってこの船を占せん拠きよいたしました。その目的が果たされるのであれば、皆様は安全に陸地へと戻れる事を約束しましょう】




　それと同時に──船内のモニターというモニターに、非常連絡用の回線を通じて一つの映像が映し出される。

　青い画面の中に突然映し出された異物は、遠とお目めから撮とられたと思おぼしき何枚かの写真。




【我々が探しているのは、この人の姿をしながら人ならざる者達です。もしも『エントランス』との衝しよう突とつ……今の速度で行けばあと15時間ほどでしょうか？　それまでに彼らを捕らえる事に協力して頂けるのならば──我々は、皆様に船の安全を保障致します】




　映し出されていた写真は四枚。

　一枚はどこかの民族的な仮か面めんを被かぶった男。

　一枚は銀ぎん髪ぱつの美女。

　一枚は短髪の東とう洋よう人じん。

　そして最後の一枚は、当然ながら無む邪じや気きな笑顔を浮かべる若い男のものだった。




　　　　⇔




某ぼうセミスイートルーム




「エルマー殿どの」

　テレビに映し出された自分達の写真を見て、田でん九く郎ろうは眉み間けんに皺しわを寄せて呟つぶやいた。

「……これは、ヒューイ殿の仕し業わざと思われるか？」

　強こわばった表情で尋たずねかける田九郎に、エルマーも珍しく笑顔を消しながら『うーん』と悩み、数秒考えた結果を口にする。

「いや……なんとなくで意見を表明するとヒューイの奴やつに笑われるだろうけど、断言できるよ。なんとなく、これはヒューイじゃないって。……『仮面職人』っていう名前だけ聞くとヒューイかもしれないけど……。やっぱり違うな。これは寧むしろ──」

　何らかの推すい測そくを言いかけた所で、『仮面職人』と名乗る男の声が、再び船内放送のスピーカーから響ひびき渡った。




【我々は仮面を被っています。隣りん人じんを恐れて下さい。隣人を疑いなさい。誰が味方かも信じられない状況でしょうが、我々は道しるべを与えました。この写真の四人だけは、あなた方にとって明確な『獲え物もの』であり、区別できる『敵てき』なのです！】




「ああ、……こりゃ、部屋に籠こもってるのは本気でマズいかな？」

　顔にエルマーらしい笑顔を戻しながら、手近に置いてあった携帯電話を手にするエルマー。

「こりゃ、船の人達で一致団結してテロリストをやっつける……って展開は無理かな？」

　田九郎は既すでにドアの前まで移動しており、部屋の扉とびらの前で聞き耳を立てていた。

　そして、外にとりあえず誰もいない事を確認すると、扉を開きながら力強い声を吐はき出した。

「行くと致そう、エルマー。まずはシルヴィ殿を迎えにいくとしよう」

　カミソリのように鋭い空気の流れが田九郎の周囲に渦うず巻まいているかのようだった。

　エルマーは常じよう人じんなら腰を抜かしかねないその威い圧あつ感の中をニコニコと笑いながら歩み──共に廊ろう下かへと踏み出した。

「そうだねえ……俺おれも、たった今目的ができたよ、田九郎」

「……」

「この船の人達を、なんとかして笑顔にしてあげたい」

　それだけならば、単にヒーローとしての言葉で済まされる事だろう。

　だが、次に紡つむがれた言葉を聞いて──田でん九く郎ろうは、エルマー・Ｃ・アルバトロスという男の狂気を再確認する結果となった。

「巻き込まれた乗客も、『仮か面めん職人』って名乗った人達も、できることなら平等に」

「……」

　エルマーが笑いながら告げた言葉はあえて追及せず、田九郎は通路を進みながら先刻から気に掛けていた事を尋たずねかける。

「ところで……その『仮面職人』という名に聞き覚えのあるような反応をしておったが……」

「ん？　ああ、田九郎には言ってなかったっけ？」

　淡々とした調子で答えつつも、何な故ぜかエルマーは少し照れたように頭を下げ──

「いや、同じ組織か解わからないけど……俺おれもヒューイもね、昔は『仮面職人』っていう犯罪結社の一員だったんだ」

「なッ……」

　息を吞のむ田九郎の横で、エルマーは走りながら顎あごに手を据すえて考え込む。

「うーん……そう言えば『止やめた』って断言してないから……『だった』じゃなくて……」




「今もまだ、俺は『仮面職人』のメンバーって事になるのかな？」




　　　　⇔




　時間は、数分前に遡さかのぼる。




「ぁぁぁぁああああああああぁぁぁぁッ！」

　自分が高さ数十メートルの空中に浮いていると気付いてからほんの一秒。

　ようやく口からは悲鳴が漏もれ、手にしたサブマシンガンが手の中から滑すべり落ちる。

　鉄の塊かたまりは勢いよく落ちていき、数秒後に海の表面に小さな飛沫しぶきを上げたのだが──当然ながらルーキーにそれを見届ける余よ裕ゆうはない。

　重力が妙みような方向に働いているような感覚を受けながら──続いてルーキーは、自分が空中を滑っている事に気が付いた。

　エイジングは片手でルーキーを抱かかえながら疾しつ走そうし、手近なドアを蹴け破やぶりながら船の外側を目指してほぼ一直線に走り──窓から海が見えた所で、もう一方の手に握り込んでいたワイヤーのフックを窓にかけた。

　あとはそのまま飛び出した。

　単純な結果。

　倉庫から持ち出したワイヤーにぶら下がる形で船の外に吊つり下がったエイジングは、そのワイヤーをピンと張り詰めさせ、そのまま船の側面を足で蹴る。

　一いつ端たん船の後方に向けて体を振り──その反動を利用して、あとは一気に側面を駆かけ出した。

　ワイヤーの長さを調節しながら、まるで壁を這はう蜘く蛛もかトカゲのように重力を無視して移動するエイジング。




　走る。




　　　趨はしる。




　奔はしる。




　　　疾はしる。




　風はしる。




　ちょっとした短距離走者以上の速度で壁を駆けるその姿を見たら、多くの者が『忍にん者じや』という単語を思い浮かべる事だろう。

　脇わきに抱かかえられたルーキーは、自分の状況を知る間もなく、強制的に風を感じ──

「……と、多分ここよな！」

　というエイジングの声で、いつの間にか自分の下に床が見える事に気が付いた。

「……ぁああぁぁ、ああぁぁぁ」

　呼吸とも悲鳴とも取れない音を漏もらしつつ、ルーキーは自分が生きている事を確認する。

「こッ……ここは……」

「うむ、間違い無い！　わしの部屋だ！」

「!?」

　驚きよう愕がくするルーキーを抱えたまま、エイジングはカラカラと笑いながら部屋の中へと続く扉を開ける。

「お、おい、早く降ろせ！」

　ようやく自分の状況を冷静に見つめる事ができたのか、顔を赤くしてエイジングに訴えかけるルーキー。

「ん？　おお、すまんすまん。あまりにも軽うて、抱えておる事に気付かなんだ！　カカッ」

　笑いながらルーキーをバルコニーに降ろすエイジング。

　ルーキーの部屋の中には『仮か面めん職人』が仕事で使用する運うん搬ぱんボックスが置かれており、それが確かに彼女の部屋である事を示していた。

「……信じられない」

「ぬ？　ワハハ、いかんのう。いかんぞ社長。確かにこの大ピンチな状況を信じたくないのは解わかるが、先せん刻こく目的を果たすと決意したばかりではないか。日ひ和よってどうする！」

　笑いながら説教めいた事を言うエイジングに、ルーキーは頭を抱かかえながら叫ぶ。

「バカッ！　この部屋まで訳のわからない方法で来たってのが信じられないんだよ！」

「ぬぬ？　訳が解らぬとは面めん妖ような。頭でも打ったか？　わしらはただ、船の外壁を走ってこの部屋に戻ってきただけだというのに」

「……御ご免めん、もういい」

　頭を抱えながらも、結果として一時的に身を隠かくせる場所に来たというのは大きい。

　とにかくここで今後の作戦を練らなければと思ってソファに座り込んだ瞬しゆん間かん──

　テレビのモニターに青い画面が映し出されて、自称『仮面職人』による、船内を占せん拠きよしたと伝える放送が始まった。







「……」

　放送の中の声が最初に『仮面職人』と名乗った瞬間、少年の心は一いつ瞬しゆん真まっ白しろになった。

　──まさか。

　──確かに状況によっては大々的な占拠も許可したが……。

　そして、その声が全く聞き覚えの無い、『仮面職人』以外の第三者であると気付き、空白は絶望の色で塗りつぶされる。

　──噓うそだ。

　──これは、これは……誰だ？

　更さらに──自分達が用意していたものとは違う不ふ死し者達の写真が画面に映し出された時は、絶望の上に混乱が覆おおい被かぶさった。

　──どうして。

　──なんで……なんで不死者の連れん中ちゆうを狙ねらってるのが……僕達の他にも……。

　その全てを聞き終えたルーキーの反応は、沈ちん黙もく。

　少年の心の時間が完全に止まってしまったかのような状況の中──

　エイジングの腰元から、彼女の携帯電話の振しん動どう音が響ひびき渡る。

「おう、わしよ」

　彼女はなんのためらいもなくその電話を取り、掛けてきた人間に気さくに声を掛けた。

　どうやら相手は『エントランス』の仮か面めん職人のようで、固まっていたルーキーの体がぴくりと動く。

「それは何より！　いやあ、こっちは楽しくて仕方が無いわい！」




「うむ、社長はかろうじて元気だ！　他は全員死んだわい！」




「生き残っとるのはわしと社長だけよ！　どうだ、中々に楽しい状況だろう？」




　電話口の向こうから焦しよう燥そうの声が聞こえる。




「だったら、こんなに楽しかないわい。こりゃあこの前死んだデスの奴やつがみんなを引っ張って行ってるのかもなあ！　クァッハハハ！」




　一体どんな会話をしているのかは解わからない。

　だが、こんな状況でも笑いながら話すエイジングの姿を見て、不思議と苛いら立だちは感じない。

　──なんでだろう。

　──仲間が死んでるのにあんなに愉たのしそうにしてるなんて、軽けい蔑べつすべき筈はずなのに。

　不思議とエイジングの持つ気休めではない、心の底からの余よ裕ゆうといった笑いに、呆あきれながらも自然と安あん堵どしている事に気付き──そんな自分を否定する。




「ほいじゃ、また連絡するわい。まあ、予定は完全に狂った状態じゃからな。そっちもそっちの判断で頑がん張ばってくれい」

　そう言って電話を切ったエイジングに、社長は静かに立ち上がりながら言葉を紡つむぐ。

「……向こうは、どうなってる？」

「それがのお、例の『死デス』を殺したガンマンが追ってきたらしくてな、向こうは向こうで愉ゆ快かいな銃じゆう撃げき戦せんになっとるそうじゃ」

「──……」

　少年はさらなる混こん沌とんを知って再び心が崩くずれかける。

　デスが死んだと聞かされた瞬しゆん間かんと同じような、自分の計画というよりも、自分が信じていた世界そのものに裏切られたような感覚。

　仮にこちらが上う手まく行っていたならば、冷静に対たい処しよを考えられた筈はずだが──現在は単にショックの積み重ねにしかならない。

　何を言うべきか暫しばらく考えたあげくに口をついた言葉が、

「愉快な銃撃戦なんてあるか……」

　というものだった事から考えても、少年の心はどこか逃とう避ひ先を探しているようにも思われた。

「む？　カカッ！　それもそうよなあ！　人ひと様さまに迷めい惑わくを掛ける銃じゆう撃げき戦せんを楽しむのは外げ道どうのやることよのお。はてさて、となると銃撃戦は悲しみながらやるのが王道か、それとも何も感じぬまま機械のように撃うち合うべきか」

「少し黙ってくれ……」

　そう呟つぶやきながら、頭の中で現在の状況を整理し──独ひとり言ごとのような愚ぐ痴ちが喉のどから漏もれる。

「……『仮か面めん職人』が……汚けがされた」

「ぬ？」

「どこの誰とも解わからない連れん中ちゆうに名前を利用されて、ただのテロリストに成り下がった」

「何を言っとるのか？　奴やつらが今放送で言っとった事をこっちも場合によっては最初からやろうとしていたではないか。実際『エントランス』はわしらの手によって似たような状況だぞ？」

　呆あきれたように笑うエイジングに、少年は静かに首を振る。

「違うよ、違うんだ。……堕おちるのは最初から覚かく悟ごしてたし、『仮面職人』は元々人殺しでもなんでもやってきた組織だ」

「なら、別に構わんだろう」

「でも、堕とす時は、僕の手で……俺おれ達自身の手でなくちゃ駄だ目めなんだよ！　どこの誰とも解らない連中の手て駒ごまとして『仮面職人』の名前が使われるのは我慢ならない！」

「あー、なるほど。まあ、その気持ちは解らんでもない」

　珍しくルーキーの言葉に頷うなずくエイジングだが、そんな彼女を睨にらみ付けながらルーキーは言う。

「解る？　解るだって？　お前に何が解る？　荒あら事ごとを楽しんでるだけのお前に、生まれた時から運命を決められた僕と……そんな僕に受け継がれた『仮面職人』という形の無い覚かく悟ごの何が解る？」

　叫ぶ傍そばから、どうしようもない自己嫌けん悪おに陥おちいっていくルーキー。

　彼自身も理解はしているのだ。

　本当に『仮面職人』を否定したいのは自分自身なのだと。

　それなのに、今本当に自分を助けてくれている存在であり、自分の心の最後の拠より所であるエイジングを否定している。

　──最低だ……最低じゃないかよ！　僕は……僕は何がしたいんだよ。

　そして、そんな少年の心を見み透すかすかのように──

「ぬう。そうは言うがのお、社長」

　笑顔を消し、真剣になった表情のエイジングが告げる。

　──言わないでくれ。解ってるんだ。

「お前さんは、『仮面職人』の何が解っとるのか、自分で説明できるのか？」

　──解ってる、解ってるんだ。僕だって何も解らない。

　──『仮か面めん職人』が僕にとってなんなのかも、僕自身が『仮面職人』をどうしたいのかも解わからないんだ。

　泣きそうな顔を喉のどの裏側に隠かくし、エイジングに対して『うるさい』と怒ど鳴なろうとした少年の前で──

　エイジングは、再び笑っていた。

　全てを許すような、見方によっては何も考えていないような、裏うら表おもての全く無い笑顔を浮かべ、今し方がたの言葉の続きを吐はき出した。

「やれやれ……解らんうちから、そう自分自身を頑かたくなに否定するもんではないぞ？」

　泥どろだらけになって帰ってきた子供の笑顔。

　同時に、それを呆あきれながらも家に迎え入れる母親の笑顔。

　それらと同じ性質の笑顔を浮かべたまま、エイジングはルーキーの頭をワシャワシャとかき乱しながら語りかけた。

「自分の事など解らなくてもなんとかなるものだぞ？　ならばまずは、なんとかすることを考えればええ！　とりあえず、人生はそれだけで楽しめる！　クァハハッ！」

「……なんだよ、それ」

　相手の言葉の意味が解らないと首を振るルーキー。

　本当に、彼女の言っていることが何を意味しているのかは全く解っていなかった。

　それでも、彼女の言葉に何かの力を感じて──少年は、全ての愚ぐ痴ちを心の中から消し去った。

「……悪かったよ、エイジング。とりあえずこれからの事を考えよう」

　諦あきらめたように首を振りながら、ルーキーは再び現状を顧かえりみる。

「何か……僕にも武器があれば」

　先せん刻こく、赤黒い集団にマシンガンを掃そう射しやした時の事を思い出し、瞬しゆん間かん的に吐はき気が込みあがるが──それを抑え込み、エイジングの部屋にあったボックスをのぞき込む。

　蓋ふたを閉めずに置かれたその箱の中には、一メートルを超すグルカナイフと、歪いびつな形に改造されたミニガンが入っていた。

　当然ながら、どちらも自分には使いこなせそうもない。

　何か銃じゆう器きはないかとボックスの隅すみを覗のぞいたルーキーは、そこに一つの輝きを見つける。

「おお、忘れとった」

　エイジングはポンと手を叩たたき、長い腕をボックスに差し込んでその輝きの元を拾い上げた。

「これは……」

「社長の愛用品じゃろ？　念のためにと、わしが預かっておいた」

　そう言って、少年の手に渡されたものは──

　装飾された鞘さやに収められた、一本の三角錐剣ステイレツトだった。




　それを受け取りながら──少年は静かに自らの存在意義を再確認する。

　先せん祖ぞより受け継がれたその剣を鞘さやから抜き──少年は、再び決意する。

　──そうだ……僕は、死ねない。

　──『仮か面めん職人』を絶やすわけにはいかない。

　──どれだけ堕おちても、泥どろと血に塗まみれても……。




　──祖そ先せんでもあり、祖先の仇かたきでもある……ヒューイ・ラフォレットに、復ふく讐しゆうを果たすまでは。




　少年は静かに剣を鞘さやに収め、先刻までとは違った覚かく悟ごの籠こもった目で呟つぶやいた。

「行こう、エイジング」




「お前を含めて、全てを捨すて駒ごまにしてでも、僕はただ、『仮面職人』を続けよう」










『エントランス』某ぼうスイートルーム




　──どうすりゃいいんだ。

　ボビーは信じられない程ほど柔やわらかいソファーにズブリと腰を沈め、両手を『ザ・ギア』の仮か面めんの前で組み合わせる。

　結局着ぐるみを纏まとったまま誤ご魔ま化かす事にした彼は、『シャロンのスタントマンです』と言ったのだが──

「スタントマンのスタントマンってどういう事だ？」

　と一秒でバレてしまった。

　しかし、カルネアが『その子はあの仮面の人達に追われていた私を助けてくれたんです！』とフォローしてくれた事と、詳くわしく問い詰めている暇ひまが無かった事も相まって、

『とりあえず俺おれ達の部屋まで行こう。ここは危ない』

　と、このスイートルームに連れ込まれる結果となってしまったのだ。

　──畜ちく生しよう、俺はマルティージョの連れん中ちゆうに復ふく讐しゆうする為ためにこの船に乗ったのに！

　──そのマルティージョの奴やつに匿かくまわれてどうするんだよ！

　部屋の隅すみで何をするでもなく立ちすくんでいる少年をよそに、フィーロとエニス、アンジェロは今後どうするかについて話し合っている、カルネアは疲れ切ったのか部屋に来た所で倒れてしまい、現在はベッドの一つに横にされている状態だ。

　──まあ、俺おれの事を詳くわしく聞くのを忘れてくれてるのはラッキーだけど。

「……で……だから……は、チェスをまず探して……」

　その会話を聞いて、チェスというのが例のフィーロの弟らしき少年だと気付き、ハッとして重要な事実を思い出す。

　──そういや、すっかり忘れてたけど……。




　──トール達、無事なんだろうな？




　　　　⇔




船内通路




「遠回りになっちゃったけど、あと少しで僕の部屋につくよ」

　淡たん々たんとした調子で呟つぶやきながら慎しん重ちように歩を進めるチェス。

　その背後には、トール、トロイ、ハンプティといった密みつ航こう者の面めん々めんが続いている。

「ったく、ボビーの野や郎ろうは無事なんだろうな？」

「昔から悪運だけは強かったのでなんとかなるでしょう。それよりもこの船自体が無事に済むかどうかを心配すべきです」

「うう、おなかすいたよう」

　三者三様の言葉を漏もらしながらついてくる少年達を背に、チェスは神経を研とぎ澄ます。

　まっすぐフィーロの部屋に向かおうとした所、銃を持った仮か面めんの集団が廊下を通り──暫しばし後に、例の救命ボート爆破のパフォーマンスがあった。

　そんな事もあり、なるべく人ひと気けの無い道を回って部屋に戻ろうとしたのだが、戻ったところでどうなるという保障もない。

　──くそ、まさか本当に嫌いやな予感が的中するとはな。

　歯がみしながら呟つぶやくチェス。

　──やはり、旅とは相あい性しようが悪いらしい。

　アドウェナ・アウィス号での惨さん劇げきやフライング・プッシーフットでの恐怖を思い出しながら、チェスは静かに歩を進めていたのだが──。

　ガタ、と何かが外れるような音がしたかと思うと、廊下の上部にある通気口の一つから、黒い影が舞い降りた。

「……え？」

「……」

　チェスの眼前に現れたのは、一つの黒い影。

　全身を黒いコンバットスーツに包んだ男が、通気口から事も無げに飛び降りたのだ。

　男はこちらの方をちらりと向くが、電子的なゴーグルとマスクに包んだその顔からは、どのような人物なのか想像できない。

　ただ──この場でこのような戦闘的な格かつ好こうをしているということは、まず間違い無くテロリストの仲間だろう。

「……」

　沈ちん黙もくするコンバットスーツのテロリスト。そんな『異常』が目の前にいる違い和わ感かん。

　男は暫しばらく沈黙したままこちらを見つめ──

　やがて、手にしていた大型銃じゆう器きの引き金を躊躇ためらいなく絞しぼる。

　バラララ、と乾かわいた破は裂れつ音が廊ろう下かを駆かけめぐり、チェス達の横の床に黒い弾だん丸がんがめり込んだ。

「……」

「ひぃぃッ！」

　悲鳴を上げて逃げ出す密みつ航こう者達。

　チェスはどうするべきか迷ったが──今のが『追い払う為ためにわざと外した』ものだと確信し、そのまま「わあああああ！」と偽にせの悲鳴を上げ、少年達の後を追って逃げ出した。

　──とりあえず、子供でも無差別に殺す連れん中ちゆうじゃないらしい。

　それだけを確認し、チェスはニヤリと笑いながら階段を駆け下りる。

　──甘い連中で助かった。




　──……それにしても今の奴やつ……なんだか想像以上に驚いていたような気がしたが……。




　　　　⇔




『エントランス』艦かん橋きよう




【全く、普通に子供達が出歩いていてびっくりしましたよ。あれだけ脅おどしたのに、なんの効果も無いんじゃないですか？】

　無線機の奥から漏もれる『生ライブ』の声に、仮か面めん職人の一人が苛いら立だたしげに叫び返す。

「うるせえ！　こっちはそれどころじゃねえんだ！　ガキどもはほっとけ！」

【どうしたんです？　向こうの船の方でトラブルがあったとは聞きましたが】

「くそ……船のＧＰＳレーダーで確認したんだがな……その『イグジット』が、信じられねえスピードでこっちに向かってやがる……。時速何キロ出てんだこりゃ……50は軽く超えてるんじゃねえか……？」

　焦しよう燥そうと共に呟つぶやく仮か面めん職人は、ギリ、と歯を嚙かみしめて、冷や汗をかきつつも口元をニイ、と笑えみの形に歪ゆがませた。

「……ったく、まさか、船を突っ込ます方じゃなくて、突っ込まれる方の気分を味わう羽目になるたぁな」

　そんな男に対し、縛しばられていた船長も緊きん迫ぱくした表情で声を出す。

「この船のエンジンは特別製だ。乗客の乗り心地を考えなきゃ、客船としては世界最高レベルの速度を出せる。……状況は解わからんが、衝しよう突とつを避けるなら今すぐシージャックを諦あきらめて海上警察に自首がてら連絡するんだな」

「……正論だから困るな、オイ」

　自分が楽しむべきか焦あせるべきか迷っていると──艦かん橋きようの扉とびらが開き、その奥から戦せん闘とう服に着替えたイルネスが顔を出した。

「……」

　顔にゴーグルをつけ、全身を黒いコンバットスーツに包み込んでいる病んだ雰ふん囲い気きの少女。普段なら憎にくまれ口を常に叩たたいているという印いん象しようだが、今は何な故ぜか、口をへの字に結んで何一つ言葉を紡つむがない。

「なんだ、イルネス、やっと来たのかよ……」

「……私は、何をすればいいの」

　淡たん々たんとした調子。普段のイルネスからは想像もできない程ほどに殊しゆ勝しような態度に、仮面職人達は互いに顔を見合わせたが──それを追及している暇ひまなど無いのか、手て短みじかに指令だけを口にする。

「お前にやって貰もらう事は簡単だ。訓練したチンパンジーにワルツを踊らせるぐらいにはな」

　彼らにとっては十分に手短な調子で、その指令は淡々と告げられていった。

「……ガンマンを何とかしろ。生死は問わねえ、殺すんでも色仕掛けでたらし込むんでもなんでもいい。相手がロリコンなら丁ちよう度どいいんだが。とにかく、こっちはあいつの他になんとかしなきゃいけない事態らしいんでな」

「どういう事？」

　事情を全く知らないイルネスは、静かに首を傾かしげ──仮面職人達は小さく歯がみしながら現在の状況を口にする。

「社長がどうやら……命の危機らしい」

「え……ルキノが？」

「俺おれ達の会社員人生も、同じぐらい大ピンチらしいがね」

　言いながら、ふと、仮面職人の男は考え込み──縛られている船長にゆっくりと向き直った。

「さて……一刻も早く社長と合流しねえと話にならねえわけだが……さっきお前、面白い事言ってたよな」




「乗り心地さえ考えなきゃ……もっと早くなるんだな？」




　　　　⇔




船内通路




「……ん？」

　チェスを探す為ために部屋の外に出たフィーロは、体全体に違い和わ感かんを感じて立ち止まる。

「なんか、揺れが激しくなったような……」

　意識を集中して確かめてみると、確かに、先せん刻こくよりも若じやつ干かん船の速度が上がったように──寧むしろ、ゆっくりと上がり続けているように感じられた。

「……おいおい、何がどうなってんだよ」

　一いち抹まつの不安を覚えながら、まずはチェスを探す事が先決だと──フィーロは軽く拳こぶしを握りしめ、無言で船内の中を駆かけだした。




　　　　⇔




船内倉庫　某ぼう所しよ




　その少年は、銃じゆう弾だんが飛び交い、救命ボートが全て破壊されたという絶望的な航こう海かいの中でも、冷静な表情のままだった。

　シャロン・ウォーケン。

　少年スタントマンである彼は、心は平静そのものであったが──現在の船がいかに危き機き的状況であるかは理解していた。

　倉庫で謎なぞの集団に追われているらしい少年少女を隠かくしたはいいものの、その直後に監かん督とく達が現れて、着ぐるみを纏まとった少年とサメの中に入った少女を連れて行ってしまった。

　しかし、下へ手たに騒いでステージ上で入れ替わるようなマネをすれば、彼らは即そく座ざに謎なぞの集団にバレて捕まってしまうだろう。

　ならば、後で舞台が終わった後にクローディアと監督に事情を話した方がいい。

　少年はそう考えて、自分は陰からイベントの様よう子すを窺うかがっていたのだが──

　突然の銃じゆう撃げき戦せん。

　爆発。

　様々な要因を経て、今やこの船自体が終わらないイベント会場と化してしまっていた。

「……姉ねえさん」

　とりあえず即座に避ひ難なんしていった姉の事は心配ないと判断し、謎なぞの少年と少女もフィーロに連れられて行ったのを確認済みだ。

　シャロンは暫しばしその場に隠かくれて、船内の様よう子すを見ていたが──

　救命ボートが全て破壊された事を放送で知り、静かに姉を探す為ために足を踏み出した。

　映画の撮さつ影えいと変わらぬ調子で、一歩間違えれば死ぬ船上の戦場に。

　普段の撮影でも常に死を覚かく悟ごしている少年にとって──その一歩は本当に、普段と何一つ変わらない一歩だった。




　　　　⇔




船内　映画館




　丁ちよう度ど客の入れ替えが行われていた劇場内。

　しかし、次の上映が始まる気け配はいは見られない。

　映画監かん督とくであるジョン・ドロックスは、周囲にいるスタッフとクローディアを見回して、どこかワクワクしたような調子で巨体を揺らす。

「さて！　とりあえずこんな場所に避難してきたわけだが、こいつは果たしてどうしたもんだろうな！　まあ、何はともあれ撮影だ！　カメラは止めるなよ諸君！　集中も切らすな！　カメラマンと俺おれ以外は、ヤラセの必要なんか無い、全力で生きて帰る事を考えてくれ！」

（えッ？　俺は命を捨ててでも撮影続行って確定？）

　カメラマンは諦あきらめたように首を振るが、その文句を口にはしない。カメラマンは声でさえフィルムの中に収めてはならないという信念によるものだが、そういう意味では彼も監督同様に異常なタイプの人間であると言えた。

「ふむ……不ふ謹きん慎しんではあるが、私は恐怖と共に湧わき上がる興こう奮ふんをとどめる事はできない……。理想的なのは誰も犠ぎ牲せい者が出ないまま、このシージャック事件が無事に解決。我々はその一部始し終じゆうをカメラに収めていた……！　という展開だが、どう思うねクローディア」

　唐とう突とつに話を振られた赤毛の少女は、呆あきれたように首を振って溜ため息いきをつき──

「監督は外げ道どうだと思います。こんな状況でも映像の事しか考えないなんて」

　そして、胸を張りながら満面の笑みで答えを返す。

「でも、その案は気に入りました！　犠牲者無しで解決っていう所が特に！」

　状況に全く左右されぬ強い微笑ほほえみを浮かべる少女の言葉に、監督は親指を立てて『グッド！』と叫ぶ。

　──ああ、もうこりゃどうしようもない流れだ。

　他のスタッフ達は一様に溜ため息いきをつき、とにかく生き残る為ためにどうするべきか考える事にする。

　とは言え、あの武装集団の正体も勢力も解わからないこの状況ではどうしようもない。そう考えて更さらに深い溜息をついていると──

　ガチャリ、とドアが開き、映画館の中に複数の人ひと影かげが入ってきた。

「すいません、僕達もここに避ひ難なんを……あッ」

　人影の先頭に立っていた少年は、中にいた集団を見回し、撮影用と思おぼしきカメラを持った男がいる事に気付き、身を固まらせる。

「し、失礼しま──」

　何かに怯おびえるように、思わず外に戻りかけた少年の後頭部に──

「逃げちゃ駄だ目めよッ！」

　勢いよく飛び込んできた、赤毛の少女のフライングクロスチョップが直ちよく撃げきした。

「ぎゃあッ」

　倒れ込むチェスの上に馬乗りになり、ハリウッドスターの少女は勝ち誇ほこった笑えみで言う。

「もう！　どうして人の顔を見て逃げるのよ！　とにかく貴方あなたみたいな経験豊富な子が来てくれて助かったわ！　それじゃあチェス君……」

　絶望的な表情をする少年を前に、赤毛の少女は爽さわやかな笑顔で言い切った。

「一緒に、この船を支配する方法を考えましょう！」










数時間後　『イグジット』船内　艦かん橋きよう




「おかしいな」

　艦橋を任されていたゴリラのような男と副船長達は、レーダーに映し出される船の位置を見て、とある変化に目を向ける。

　この船の進んでいる位置は、速度を速めた状態で、彼らの予定通りの位置を進んでいた。

　だが──一方で、『エントランス』の位置が、予定よりも遙はるかにこちらに近づいた位置に表示されている。

「これはもしや……向こうも、速度を速めたか」

　もしもこの調子で進めば、明日あしたの夕方どころか昼前には衝しよう突とつする事になるだろう。

　それに気付いたゴリラ顔の男は、通信室にいる仲間の女に無線を送った。

「俺おれだ……。予定よりも早く接触する事になりそうだ。迎えの船を、それに合わせて６時間早く向かわせろ。それと……」

　顔を僅わずかにしかめながら、淡たん々たんと指令を口にする。

「……医い療りよう器具を、多めに持ってこさせろ」

　男の視線の先にあるのは──船内の様よう子すを映し出す監かん視しカメラのモニターだった。




「どうやら、化け物は我々だけではないらしいのでな」




　　　　⇔




『イグジット』最下層　貨物倉庫




　イベントとは無縁の貨物が積まれた倉庫にまで来たルーキーとエイジング。

　ルーキーは倉庫の陰に身を潜ひそめながら周囲を窺うかがい、エイジングは静かに船の中に響ひびいている音に耳を傾けて、反撃の機を窺っていた。

　暫しばらく沈ちん黙もくしていたエイジングだが、不意に目を大きく開き、楽しそうに口元を吊つり上げる。

「これはこれは……」

「どうした？　エイジング」




「聞こえた感じからするに、この船の中で、奴やつらと互ご角かくにやりおうてる輩やからがおるようだ」




　　　　⇔




『イグジット』船内　映画館




　『エントランス』の映画館が一種の避ひ難なん所となっているのに対し、『イグジット』のそれは、一種の戦場となっていた。

　舞台の上で踊るのは、赤黒い服の集団と──仮か面めんを被かぶった一人の男。

　明らかに仮面の種類が違う事も含めて、『SAMPLE』の狂信者達は、それが『仮面職人』ではないという事を知っている。

　男が手にした肉切り包ぼう丁ちようが一いつ閃せんし、その男に銃を向けた男の手首が宙を舞った。

　赤黒い服装に血が跳はね返り、目立たない斑はん点てんとなって被害者の体を覆おおい尽くす。

　一方の加害者は、他の集団から一歩引き、舞台上に一足で飛びあがって首を振った。

「敢あえて言おう……すぐに治療すれば助かる。死なぬ身とは言え、こちらに銃を向けるならば、もう手て加か減げんはでき……む？」

　ナイルは言葉を止め、今しがた手首を切った男に目を向ける。

　するとそこには、反対の手に銃を持ち替え、笑ったままこちらに銃を向ける男の姿があった。

　幸せそうな笑顔。

「……なるほど、先せん刻こくの放送を聞いて、命惜おしさに我々を狙ねらって来た一般客……というわけではなさそうだな。その赤黒い服も流行のファッションというわけではなさそうだ」

　どことなくエルマーを思わせるその笑顔の集団を見て──ナイルは仮面の奥で眉まゆを顰ひそめ、心の中で唾つばを吐はく。

「……敢えて言おう。貴き様さまらの笑顔には反へ吐どがでる。否定はしないがな」

　言い終わるまで待たずに、銃じゆう弾だんの波がナイルの体へと襲おそいかかった。

　ナイルはその波の間を滑すべるサーファーのように、なめらかな動きで体を横に滑らせる。

「否定はしないが……敢えてもう一度言おう！　反吐が出る！」

　そして、ナイルは銃弾の渦うずの中に身を投じる。

　集団の中心へと向けて飛び──銃弾が体に食い込むのも構わず、勢いに任せて体を激しくねじ込んだ。

　無む論ろん、その手に持った肉切り包丁の刃やいばごと────




　　　　⇔




同時刻　船内ショッピングモール　噴ふん水すい前




「先せん刻こくまでとはまた違う顔ぶれのようだが……問おう。何なに故ゆえ、拙せつ者しやを狙ねらうのか」

　周囲を取り囲まれた状態で、田でん九く郎ろうは静かに言葉を吐はき出した。

　ナイルの放つ上から抑えつける威い圧あつ感とは違い、地の底から湧わき上がるような静かな圧力。

　地震の前触れのような、静かな田九郎の問いかけに──集団はただ、黙りこむばかり。

　さほど離れていない映画館の方角からは、既すでに激しい銃じゆう声せいが聞こえ始めている。

　──ナイル殿どのか？

　エルマーと共にシルヴィの事を探していた田九郎だが、その最中に赤黒い服の集団からの襲しゆう撃げきを受け、結局二ふた手てに分かれる結果となってしまった。

　だが──現在田九郎を囲んでいるのは、赤黒い服を纏まとっていない一般客達だ。

　その証しよう拠こに、赤黒い服の集団とは違って、彼らの顔には一様に怯おびえと焦しよう燥そうと絶望の色が浮かびあがっている。

　やがて、誰ともなく、集団の中から田九郎に声が掛けられた。

「う、うるさい、こっちはあんたらと同じ船に乗ったせいでいい迷めい惑わくなんだ！」

「悪いとは思うが、お、おとなしく捕まってくれ」

「あ、あんたらが何者かは知らんが、あんたらがおとなしく捕まってくれれば船は助かるんだ」

　悪意は無いが、自分達を弁護している言葉。

　彼らにとっては、田九郎達は謎なぞのお尋たずね者に過ぎない。人ならざるものと放送で説明されてはいたが、それを信じている者など皆無だろう。

「……あのシージャック犯が、左さ様ような約束を守ると思うのか？」

「うッ……」

　だが、目の前の乗客達が暴徒と化して田九郎に襲いかからないのは、一重ひとえに彼が放っている静かな威圧感が周囲の感情を恐怖で抑え込んでいるためだった。

「……ふむ、お主ぬしらも自らや家族の安全を守る為ために必死なのは解わかる。これが拙者一人の船旅であれば、抵抗せずに捕らえられる事もやぶさかではないのだが……」

　本気で何事かを思案しつつ、一歩引いた所で自分を取り囲む乗客達に口を開く。

「だが、今、拙者がお主達に捕らえられたとした場合、お主達も困る事になるぞ」

「な、なに？」

　乗客達が顔を見合わせている中──田九郎は、いつの間にか映画館の方角からの銃声が止やんでいる事に気付き、静かに息を吐き出した。

「拙者を捕らえれば──連れを止められる者はいなくなるだろうからな」

　田九郎が見つめるその先から現れたのは、一つの影。

　赤と黒と白が混ざった影は、一いつ瞬しゆん、シージャックの集団かと思わせる。

　だが、それは元々薄うすい色調の布地であり、その上から血が幾いく重えにも跳はね返った結果の模様であった。

　仮か面めんを被かぶった、返り血塗まみれの男。

　手には巨大な肉切り包ぼう丁ちよう。

　乗客達は今度こそパニックを起こし──悲鳴を上げながら我われ先さきにと自分の部屋に向かって逃げ出した。

「ナイル殿どの……」

「敢あえて言おう。一般客には手を出していない。そのぐらいは弁わきまえている」

「しかし」

「……少しばかり、苛いら立だってな」

　ナイルは勢いよく包丁を振って血を床に飛ばしつつ、田でん九く郎ろうに問いかける。

「奴やつらのあの表情……お前も気付いているだろう田九郎」

「……ああ」

「苦痛を消し去る事といい、あの心の底から幸せそうな……それでいて理性を保ったままの表情といい──３００年程前に、あの町で流行った薬と殆ど同じだ」

　その言葉の意味をどう受け取ったのか──田九郎は静かに息を吸い込み、一人の錬れん金きん術じゆつ師しの名前を挙げた。

「だが、ベグ殿は」

「解わかっている。……正確には、奴やつが失敗作と断じたものを町人が勝手に複製した粗そ悪あく品だがな。それでも──これはただの偶ぐう然ぜんだと思うか？　やはりこれはヒューイの奴の罠わなか？」

「いや、ヒューイ殿もあの薬は……む？」

　田九郎が見ると、ゆっくりとした足取りでこちらに近づいてくる影がある。

　その女性は赤黒い服を纏まとっており、それを確認したナイルはためらう事なく地を蹴けった。

「まだ居たか。戦場なれば、女とて容よう赦しやはせん」

「あ……」

　何かを呟つぶやきかけた女性に対し、ナイルの刃やいばが振り下ろされる。

　が──その腕が、直前で止められた。

　見ると、刃が女性の体に到達する寸前に、いつの間にか回り込んだ田九郎がナイルの腕を摑つかみ止めている。

「落ち着かれよ。血に酔よっておられるのか？」

「……」

「この御婦人は服装こそ同じだが──連れん中ちゆうとは表情が違う」

　女性の顔は他の赤服達とは違い、あからさまな怯おびえと焦しよう燥そう、そして絶望の色が滲にじみ出ていた。

　そして、ナイルの刃が自分に迫っていた事にようやく気付き、その場にへたへたと座り込む。

「あ、ああぁ……」

　怯おびえる女性とナイルの間に立ち、田でん九く郎ろうは静かに女性にハンカチを差し出した。

「済まぬ、連れも錯さく乱らんしていたようで御ご座ざる。良ければ、御婦人の纏まとっているその服の所以ゆえんを説明してはくれぬか？」

　一方のナイルは、気まずそうに仮か面めんを手で押さえ──

　数秒経たった後に、自らの手首を包ほう丁ちようで切り落とした。

「敢あえて言おう。許せ、と。俺おれは暫しばし、頭と血を冷やすとしよう」

　空中にばらまかれて熱を奪われた血液が、そのままナイルの体へと戻っていく。

　そんな異常きわまりない行為と光景を目にして、女性は一いつ瞬しゆんびくりと体を震わせたが──

　何とか踏みとどまり、すぐに正気に戻って言葉を紡つむぐ。

「あの……貴方あなたたちの仲間の……銀ぎん髪ぱつの女の人は……」

「む？　シルヴィの事か？　何なに故ゆえ御婦人が彼女のことを？」

　聞きたい事は色々あったが、彼女はそのまま意識を失いかけている。

　一いつ端たん部屋に戻る事を考え、彼女を抱だきかかえようとした田九郎は、確かにその女の言葉を聞いた。

「あいつらの……狙ねらいは……その女の人……早く……しないと……あいつらが……あいつが」

　それを聞いた田九郎は──ほんの数秒迷ったあげく、唇くちびるを嚙かみしめながらその女性を抱かかえて走り出した。

　可能性として、シルヴィが自分の部屋に戻っている事を信じて。




　　　　⇔




同時刻　某ぼうセミスイートルーム




「やっぱり、外に出た方がいいかしら……」

　やっとの思いで自室に戻ってきたシルヴィだが、そこには既すでにエルマーの姿も田九郎の姿もない。携帯電話も通じない状況であり、船内の至る所に敵てきが溢あふれている状況だ。

「……ヒューイの仕し業わざ……なのかしら」

　船の全てが敵であると言えるこの状況で、シルヴィは暫しばし考え込みつつ、今後外に出るべきかここに留とどまるべきか迷っていたのだが──

「こんばんは」

　背後から聞こえた声が、彼女の思考を強制的に停止させる。

「誰!?」

　シルヴィが慌あわてて振りかえると──そこには、赤黒い白はく衣いを纏まとった眼鏡めがねの男が立っていた。

「初めまして、と言った方がよろしいでしょうか。私の名前はブライドと申します」

「……。あらそう、ブライドさん……で、人の部屋に入り込んできて、なんの用かしら？」

　もしかしたら隣となりの部屋の乗客が、シルヴィを捕らえて助かろうとしているのかもしれない。そう考えたが、一いつ瞬しゆんで否定した。

　目の前に立つ男は、明らかに何かがおかしい。

「……どうやってこの部屋に？」

「先ほど、留る守す中にお邪じや魔ましてました。マスターキーを持っていますので」

　かつて、アドウェナ・アウィス号の中でセラードに右手を乗せられた時の事が思い出される。

　あの時のセラードと同じような、危険な臭においが目の前の男から漂ただよっていた。

「で、改めて聞くけど、何のご用？」

　そして、その男は──淡たん々たんと、自分の言葉を口にする。

「それはもちろん、我が花はな嫁よめに告白をしに」

「……は？」

　動きと思考が同時に止まる。

　彼女は静かに尋たずね返そうとしたが、それを遮さえぎるように男が言った。

「端たん的てきに告白だけ済ませていただきますと……結婚して頂きたい。好きでした。写真で見てからずっと。愛はありませんが好きです。是非結婚して──私を憎にくんで頂きたい。そして、この世を呪のろって頂きたい」

「……何を、言っているの？」

　全く理解できない言葉の羅ら列れつ。

　相手が冗じよう談だんで言っているものと思いこみ、シルヴィは冗談で返して相手の様子を窺うかがう事にした。

「……残念だけど、先約がいるの」

　だが──次の言葉によって、本当にシルヴィの心は凍る事になる。




「ああ、グレットさんの事ですか」




「────ッ!?」

　完全に思考が停止した瞬しゆん間かん──その隙すきを狙ねらって、シルヴィの顔面にガスが吹きかけられた。

　急速に薄うすれていく意識の中、シルヴィは男の声を聞き──

「不ふ死し者でも、やはり睡すい眠みん薬やくなどの類たぐいは効くのですね」

　そして──彼女の意識は、完全に闇やみの中へと吞のみ込まれる。




「なるほど、聖書に書かれている通りでした……正しさが証明されて良かった」










一時間後




『エントランス』イベント用倉庫内




　シャロンは姉を捜さがして、船内の中を文字通り音も無く駆かけ続ける。

　曾そう祖そ母ぼから教えられた歩ほ法ほうを、スタントの役に立つかも知れないと独自に訓練した結果だろうか。殆ほとんど気け配はいを感じさせずに姉や映画スタッフを探し続けるシャロン。

　まさに灯台もと暗し。スターが映画館に避ひ難なんしているという発想には未だに至らない。

　自分も携帯電話を持っておけば良かったと悔くやみつつ、自室やイベント会場の周辺を見て回ったが、未だにその影はない。それどころか、不ぶ気き味みな事に殆ほとんど船内に人ひと影かげが見られない状況になっていた。

　客は客室に、スタッフは調理場等に身を潜ひそめている結果だろう。何しろ、犯人が何人いるのかすらわからない状況だ。

　シャロンは音もなくイベント用倉庫内を駆けながら──遠くから、人の声が聞こえた事を確認する。

　最初は独ひとり言ごとかと思ったが──どうやら誰かと電話しているようだ。

　少年は更さらに気配を消しながら近寄り──その電話の会話を耳にする。




　そして、その会話を聞いてしまい、更に気付かれた結果として──

　シャロン・ウォーケンは、『エントランス』の中で、最も危険な状態に身を置く事となった。




　　　　⇔




『エントランス』ショッピングモール内




　ぼんやりと船の後方の空が明るくなっている状況の中──船内にいる者は完全に時間の感覚を失い、大半の乗客はおとなしく部屋に閉じこもっている。

　そんな中──電気が所々につくショッピングモール内を歩く黒い影が一つ。

　薄うす暗ぐらいというのにサングラスを掛けたままという奇き妙みようなガンマンは、最下層の噴ふん水すいの前で立ち止まり──なめらかな動きで、真横に拳けん銃じゆうを向ける。

「止やめておけ」

　と、ガンマンの言葉と共に、その銃じゆう口こうの先に一つの影がぶら下がった。

　二階部分から無意味に逆さまに吊つり下がった少女は、不思議そうに首を傾かしげて尋たずねかける。

「……なんで解わかるの？」

「勘かんだ」

　あっさりと言い切ったガンマンに対し、イルネスはムムーと口をへの字に曲げ、ちょっと困ったように首を傾かしげる。

「……でも、女おんな子供は殺さないんだよね？」

「まあな」

「じゃあ、この状況で私が撃うったら、おじさんは死んじゃうね」

　サブマシンガンを握った少女は、暗視ゴーグル越しにガンマンの姿を見てキヒヒと笑う。

　だが、アンジェロは何の焦あせりも見せぬまま小さく笑い返す。

「運が悪ければ、そういう事もあるかもな」

「……。ねえ、どうして女子供は撃たないの？」

「ガキの頃、私はストリートチルドレンでな」

　尋たずねられた質問に、男は少女にとって意い外がいな程ほどあっさりと答えを返す。

「町の連れん中ちゆうが掃除だとか抜かしてガキでも女でも容よう赦しやなく、面つらも見ないで路地の中にマシンガンを掃そう射しやした事があってな……私が一人だけぶらついてた路地まで来た所で──奴やつらは弾たま切ぎれになったから帰った。だから私は助かったんだが」

「……なんでその子達、殺されたの？」

「言ったろ、掃除さ。正確には、民衆に金で雇やとわれた警官がやったんだがな。『美観を損ねる』、確かそんな理由だったと記き憶おくしてるが」

　男は自らのトラウマになっているであろう出来事を淡たん々たんと語る。それだけ荒すさんでいるのか、それとも、もはや今の彼にとってはどうでも良い過去なのか──あるいは、強く心に根付いているからこそ、淡々と少女に聞かせているのか。

「私が女も子供も殺さないのは、そいつらに対するささやかな反抗……という程ほど立派なもんでもないな。……単なる意地と、ガンマンとしての矜きよう恃じだ」

「……復ふく讐しゆうしようとか思わないの？」

「したよ」

「えッ」

　驚きの声をあげる少女の前で、アンジェロは更さらに声から感情の色を消して語り続ける。

「20年後、その町は女子供以外殆ほとんど死んじまって地図から消えた……って言ったら、信じるか？　まあ、私達にも確かに盗ぬすみも殺しもやる奴は多くいたからな、お互い様ってのはあったんだろうが……私がその、復讐の連れん鎖さを無理に終わらせた……って言ったら、信じるか？」

「……そんなこと……言われても……困るよ。困るよう」

　気付けば、イルネスの持つ銃が僅わずかに震えていた。アンジェロはそれに気付いているのかいないのか、そちらを振り向きもせず、ただ銃じゆう口こうだけを向けて言葉を紡つむぐ。

「不幸自慢をする気はない。お嬢じようちゃんも何かあったんだろう。それが俺おれより不幸かどうかなんてどうでもいいことだ。世の中には生まれてから水の一いつ滴てきも飲めないまま餓うえて死ぬ奴やつもいれば、家族にも飯めしにも寝る場所にも恵まれてるのに不幸だって奴もいる。そもそも幸せだの不幸だの──そんなものは強さの理由にはならないし、殺し合いで生き残る理由にもならない」

「……」

「今重要なのは、私とお嬢ちゃんが、互いに銃を持ってそことここにいる。それだけだろう」

　──そう、だね。

　手の震えが、ぴたりと止まる。イルネスはアンジェロの言葉にある種の覚かく悟ごを決め、答えを返さずに銃の引き金を絞しぼろうとしたのだが──

　そんな彼女の行動を、闇やみの中から聞こえてきた声が押しとどめた。

「ええと……すいません。子供は殺さないんですよね。子供だから撃うたないで下さい」

　そして、そのまま闇の中から現れたのは──

「全くもう……子供を偵てい察さつに行かせるなんて、クローディアって本当にどうかしてるよね。止めない周りのスタッフもスタッフだよ。やっぱり映画業界ってスターが王様なんだね」

　ブツブツと愚ぐ痴ちを言いながら両手を挙げている、船の中で知り合ったばかりの少年だった。

「チェ、チェス君！」

　映画館のある方角から現れた少年を見て叫ぶイルネス。

「あ、危ないよ！　この人、すっごく強いガンマンだから……」

「ちょっと待て。チェス……と言ったか？」

　イルネスの声を遮さえぎる男の言葉に、チェスは一いつ瞬しゆん体を強こわばらせたが──続いた言葉で、一気にその緊きん張ちようが解かれる事となった。

「もしかして……フィーロの弟分のチェスか？」




　　　　⇔




　一方その頃、フィーロはフィーロで、チェスを探して船内を駆かけ回っていた。

　──ったく、どこにいったんだろう。そもそも、昨日きのう誰と行動してたんだ？　あいつ。

「ん……？」

　八方塞ふさがりとなって、一いつ端たん部屋に戻ろうかと思い始めたその時──

　わりと遠くない場所から、銃じゆう声せいが聞こえてきた。

　──この音は……あの覆ふく面めん特殊部隊野や郎ろうのマシンガンか！




　フィーロが音のした方角の通路に駆けつけると──

　そこでフィーロは、壁を走ってこちらに突進してくる少年の姿を見た。

「シャ、シャロン!?　お、おい、止まれ！」

「……隠かくれて」

　すれ違いざまに、友人の曾ひ孫まごがそんな事を言った。

　壁のドアノブや天てん井じようを蹴けって廊ろう下かを移動するという訳のわからない行動。だが、クレアがそれをやるときはいつも決まっていた。

　──いつも決まって、マシンガン持った奴やつと殺やりあってると──

　刹せつ那な、通路の奥から轟ごう音おんと銃じゆう弾だんが降り注ぐ。

「おわあッ!?」

　フィーロも即そく座ざに床を蹴り、紙かみ一ひと重えで避けた……というよりも、運良く当たらずに済んだ。

「畜ちく生しよう！　てめえか！」

　フィーロは通路の奥を睨にらみ付け、アサルトライフルを持った特殊部隊風の男を見つける。

　向こうもこちらに気付いたようで、すわ、追つい撃げきが来るかと思ったのだが──

　覆ふく面めんゴーグル男は何な故ぜか身を翻ひるがえし、そのまま通路の奥へと消えていった。

「？　なんだったんだ……？」

「……大だい丈じよう夫ぶですか」

　背後から響ひびくシャロンの声に、フィーロはゆっくりと立ち上がる。

「ああ、一体なんで追われてたんだ？」

「……」

　さあ、というジェスチャーを返す少年に、フィーロは静かに溜ため息いきをつく。

「ところで、一体何やってんだよ。クローディアはどうした？」

「今……探してる」

　おいおい、とフィーロが困ったように言おうとしたところで、彼の懐ふところの携帯電話が鳴り響ひびく。表ひよう示じにはアンジェロと示されており、どうやら現在、船内同士では使える状態になっているらしい。

「お、ちょっと待て、知り合いからだ。……もしもし、……ああ……ああ……何？　本当か？」

　そのまま少しの間だけ話した後、フィーロは電話を切って安あん堵どしながら呟つぶやいた。

「クローディア達が見つかった。今、チェスと一緒だってよ」

　その瞬しゆん間かん──ロボットのように無表情なシャロンの顔が、僅わずかに変化したのを見る。

「なんだよ。お前もやっぱりクローディアが無事だと嬉うれしいんだな」

　その言葉に対して再び無表情となり、フィーロはやれやれと溜息を吐ついたのだが──

　無表情のまま、シャロンは小さな声で呟いた。

「……勿もち論ろんです」

　と、フィーロを素直にニヤつかせる一言を。










２時間後




『イグジット』船内、アトラクションセンター




　子供用の遊ゆう戯ぎ設備が並ぶ、ちょっとしたテーマパークとも言える大きさの遊戯場。

　電気式のゴーカートまで設置されている中に、丁てい寧ねいに整備されたアトラクション器具が並んでいる。

　そんな中を進んでいたルーキーとエイジングだったが──視線の先に見えるのは、アトラクションセンターの入口付近に、何人かで固まっている子供達の姿だった。

「なんでこんな所に子供が……」

　そう言って近づこうとしたルーキーの背を、エイジングが小こ声ごえと共に引き止める。

「待て社長、よう見てみい」

「え……？」

　言われてから目を凝こらし──ルーキーは気付く。

　その子供達の殆ほとんどが──赤黒い服を纏まとっているという事に。

「なッ……」

　更さらに目を凝らして見ると──出しゆつ航こう前に出国ゲート前で会った少年とその妹の姿まである。

　──なん……で……。

　──普通の……普通の子供達だったじゃないか……。

　それぞれ手には刃は物ものを握っているように見えるが──ルーキーは、それが玩具おもちやであると信じたかった。

「とうとう子供まで使い始めたか。敵てきもそろそろ人材不足と見えるのお」

　こんな状況だというのに楽しげに言うエイジングを睨にらみ付け、ルーキーは息を潜ひそめてアトラクションの陰に身を隠かくした。

　それに続いて、エイジングも同じ場所に隠れるが──巨体を縮こまらせながら、エイジングはルーキーに尋たずねかける。

「で、どうする？」

「……何がだ」

「解わかっとる癖くせに。もしもあの子達が向かってきたら、殺してええのかどうか、っちゅうことよ」

「……ッ！」

　ルーキーの全身に、再び戦せん慄りつが走る。

「まあ、戦場なら少年兵少女兵なんてザラじゃし、デスの奴やつならそれこそ気付かれていない内に……この時点で始し末まつしとるかもしれんのお。まあ、わしはあやつのようにプロフェッショナルではないからな。どちらでも構わん。社長が決めい」

　あくび混じりで言われた言葉は──まるでルーキーを試しているかのようだった。

　ルーキーの中で唐とう突とつな葛かつ藤とうが始まる。

『仮か面めん職人』の社長として、ここは殺すべきなのだろうか。だが──仮面職人の始まりは、そもそも虐しいたげられた少年少女達の救きゆう済さいだとも言われている。

「やっぱり……プロの傭よう兵へいってのはあっさり殺せるもんなのか？」

「ん？　妙みような事を聞くのう。そんなもん、人によって違うに決まっとろう。漫画に出てくるみたいにあっさりと割り切って殺せる奴やつもおれば、やっぱり漫画みたいに割り切れん奴もおる。それだけの話よ。要は、お前さんがどうしたいかだろうに」




「じゃあ、殺さない方向で」




　──え？

　今の答えは──自分の物ではない。

　その証しよう拠こに、エイジングが珍めずらしく目を丸くして、声の主ぬしに目を向けている。

　ルーキーの代わりにその問いに答えたのは──

　彼らの最終的なターゲットである、エルマー・Ｃ・アルバトロス本人だった。

「いや、決めかねてるみたいだったから、俺おれの希望を言ったまでなんだけどさ」

「……」

　一体いつの間に現れたのか。そもそも何な故ぜここにいるのか。

「どうして……ここにいるんですか？」

「ああ、御ご免めんね、脅おどかしちゃった？」

　ニコニコと笑いながらも、一応こちらに気を遣つかっている素振りを見せ、小声で話すエルマー。

　そして──ニコニコとしたまま、あっさりととんでもない事を口にする。

「探してたんだよ。君が、『仮面職人』の今のリーダーだと思ってさ」

「──ッ！」

　あまりの事に、言葉を失うルーキー。

　一方で、エイジングは感心したように笑いながらエルマーに対して問いかける。

「ほほう、何故そう思った」

「いや、だって……ねえ、仮面職人って名乗るシージャック犯の放送があってさ、しかもそれの仲間らしい赤黒い服の人達の顔って……昔、あの町に流は行やってた薬の効果そっくりだし。で、同じロットヴァレンティーノ出身で、どことなくモニカに顔が似てる子。これだけ条件がそろえば、誰でも予想できるよ」

「ならば、何故わざわざ会いに来た？」

「おとなしく出頭するから船を激突させるのは止やめてお互い笑いながらパーティーをしようって言おうと思って来たんだけど──どうも、色々複雑みたいだね？」

　爽さわやかな笑顔を浮かべながら──エルマーは、ルーキーを安心させるように、空気を全く読まない言葉を吐はき出した。

「ま、君があの手品の時に見せた笑顔になってもらえるように頑がん張ばるから、なんでも言ってよ」




「一応、俺おれもまだ『仮か面めん職人』の一員だし、君の部下って事なんだからさ」




　　　　⇔




数時間後　甲かん板ぱん部　イベント用ステージ上




　すっかり日も昇った洋上。

「……なにかしら、これ」

　目を覚ましたシルヴィは、自分がウェディングドレスを着せられている事に気が付いた。

　しかも──赤黒く染められた、趣味が悪いことこの上ない色しき彩さいのドレスを。

「ああ、目覚められましたか、ご機き嫌げんはいかがですか？」

　彼女の目の前には、客室の中でブライドと名乗った男が立っており、ステージの周囲には数十人の赤黒い服の集団。そして、何人か純白な衣い装しように目め隠かくしなどの拘こう束そく具ぐをつけた子供達の姿が見受けられた。

　状況を一いつ瞬しゆんで理解したシルヴィは、溜ため息いきをつきながら言葉を返す。

「びっくりしたわ……まさか、二年連続で誰かの人ひと質じちにされるとは思わなかった」

「おや、そうだったのですか……。それはそれは、去年貴女あなたを人質にした方かたが羨うらやましい」

「ところで……グレットの事は誰に聞いたのかしら？　やっぱりヒューイ？」

　シルヴィは、こんな状況だというのに欠片かけらも恐れる事無く声を上げ続けた。

　彼女にとって、この世で最も恐れるべき事は既すでに経験済みだった。既に『喰われる』事すら受け入れているシルヴィは、ただ自分の知るべき事を知る為ために言葉を紡つむぐ。

　そして、シルヴィはてっきり、この集団がヒューイの息のかかった集団で、やはりあの手紙は彼の罠わなだと思っていたのだが──

「……ヒューイ？　誰ですか？　それは」

　心しん底そこ不思議そうな顔をするブライドに、シルヴィは思わず眉まゆを顰ひそめる。

「……じゃあ、誰から聞いたの？」

「なに、我々の同志はどこにでもいたという事でしょう。例えば──貴女がかつて悲劇を体験したという、アドウェナ・アウィス号の中にも」

「……質問を変えるわ。貴方あなた達は、なんなの？」

「解わかりました──では、一から説明致しましょう」

　言いながら、ブライドは静かに手を挙げ──同時に、目め隠かくしや手て枷かせをした子供達が、まるで悲鳴のような調子で頭の中に刻まれた唄うたを朗ろう読どくし始めた。

　そして──シルヴィはそれだけで確信する。

　この集団がどんなものであろうと──決して、自分とは解り合えないだろうという事を。
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　数分後──彼らの宗教についての説明を丁てい寧ねいに終えたブライドは、ゆっくりと演台上にあった注射器に手を伸ばし──自分の首に打ち込んだ。

　やはり悲鳴のような声を絞しぼり出した後──先せん刻こくよりも、更さらにイカれた空気になるブライド。

「さて……我が妻つまとなる偉大にして永遠なる方よ……貴女を妻とする理由は解りますか？」

「要するに、苦痛を消し去った貴方と、永遠に苦痛を与えられ続ける私とが陰いん陽ようの関係になれば人間として完成するとか、そういう子供の発想みたいな事を言いたいわけね」

「ニュアンスはもっと複雑ですが──まあ、究極まで単純化させるとそうなりますね」

　あからさまに見み下くだした言い方をしたのだが、ブライドはケロリとした顔でその嘲あざけりを受け入れる。彼らにとって、見下される事すら既すでに苦痛ではないとでも言うかのように。

「もっとも、貴女あなたがどうしてもと言うのであれば、別の花はな嫁よめ候補も考えてはいます──貴女が不ふ死し者として生き続け、我々の教義が存在し続ける限り、結局は後のちの世でも貴女あなたは花はな嫁よめ候補として同じ目に遭あうでしょうが。……悲しき事に」

「妻にしようっていうのに、随ずい分ぶんと他ひ人と事ごとね」

　会話を続けながらも、シルヴィは既すでに意志の疎そ通つうを諦あきらめていた。

　去年自分を捕らえた存在は、まだ話し合いが成り立つ程度には意志の疎通ができたが──この集団に関しては、思考形態のチャンネル自体が違う。

　そして、諦めたように顔を見上げ──シルヴィは、それまでとは別の意味で凍り付いた。

「ちょっと待ってよ……」

　──昨日きのうの放送じゃ……今日の夕方の予定じゃなかったの？

　太陽はまだ真上に向かう途と中ちゆうで、昼まであと２時間は残しているといった所だろうか。

　しかし、彼女は見る。

　甲かん板ぱんのステージ上から見える景色は実に美しく、無限に広がる水平線がその美しさを際だてていた。

　そして、だからこそ──

　遙か遠く、この船の真正面に見える巨大な白い影が、強烈な違い和わ感かんとなって見る者の心を支配した。

「接触の時は近いのです……。どうも、向こうも速度を速めたようでしてね」

「……貴方あなた達も、ただじゃ済まないわよ」

「でしょうね。……では、一いつ端たん船内に入りましょうか。海に投げ出されては困りますからね」

　淡たん々たんと答えるブライドを始め、周囲を取り巻く集団の顔は実に穏おだやかで──本当に、幸せそうに見える。

　そして、それ故ゆえに──シルヴィは、この集団に対して強い嫌けん悪お感かんも抱いだいていた。

　まるで、劣れつ化かしたエルマーの複製品を見ているように思えて。




　　　　⇔




　そして──運命の時は着実に訪れる。




　　　　⇔




　鳥の視点から見るならば──それはまるで、月げつ食しよくのようだった。

　白と黒の巨大な質量の塊かたまりが、ゆっくりとその身を寄せていく。

　示し合わせたかのように、お互いに減速し合い──

　それでいて、決して歩みを止めはせず。

　ゆっくりと　ゆっくりと　ゆっくりと　ゆっくりと　ゆっくりと──

　それでも、やがてその瞬しゆん間かんは訪れる。

　二つの船は、それこそ月げつ食しよくのようにお互いに上う手まく重なり合うのではないかと思える程ほどに、

　──ゆっくりと

　──優ゆう雅がに

　──そして──互いに愛めで合うような艶なまめかしさで己おのれの身を近づけ合い──

　最後に──その身を重ね合わせる。

　無論──そんなことは不可能だったのだが。




　低く、重く、それでいて耳を劈つんざく音が海の上に響ひびき渡る。

　互いに殆ほとんど停てい泊はく寸前の速度だったにも関わらず、その衝しよう撃げきは船全体を破壊せんという勢いでうねりをあげた。




　船は正面衝しよう突とつをした訳ではなく、互いに船の先せん端たん近く、左側側面をぶつけ合うような形となった。車がガードレールにこすれるような、互いの体を潰つぶすのではなく、寧むしろ引き裂さくような衝突だった。

　船内の生存者達から、一いつ斉せいに悲鳴が響き渡る。

　客室の中も当然ながら大きく揺れ、斜めになった床を、伏せていた乗客達の体がダンゴムシのように転がった。

　それでも、被害は最小限だったと言わざるを得ない。

　巨大な船体が海の上で傾き、互いにのけぞるような形となる。

　転てん覆ぷくするには程ほど遠とおい角度。だが、接触した船の縁へり同士が、20メートル以上も離れ合う。

　30秒ほどの間。

　そこから揺ゆり戻すような形で──再び、船の側面同士が擦こすれ合う。

　再び船は傾き合い、徐じよ々じよに規模を小さくしたまま十回ほど互いの身をぶつけ合う。

　そして──最終的に、衝突から５分ほどしてようやくその動きを止めた。




　ある者の予定では、そこから『エントランス』の爆破や、『イグジット』から雪な崩だれ込んだ『SAMPLE』のメンバーによる虐ぎやく殺さつ劇が行われる筈はずだったのだが──




　実際は、その５分間の間に全てが終わる結果となった。




　　　　⇔




「……さて、皆さん。船が完全に停まったら、我々の目的である贄にえ神がみ達を連れてくるのです」

　衝しよう突とつの衝しよう撃げきに耐えながらも、『SAMPLE』のメンバーの表情は相変わらず多幸感に塗まみれたままだった。

　一体どのような形で薬を摂せつ取しゆし続ければ普段からこの状態になるのだろう。シルヴィは必死に衝撃に耐えながらも、頭の中では不思議とそんなことを考える。

　艦かん橋きようの床には血がぶちまけられており、所々に死体の欠片かけらと思おぼしきものが転がっているが、男女問わずその状況を全く意に介かいしていないようだった。

　ブライドはそんなシルヴィの横で、船の傾きにひるむ事無く、淡たん々たんと言葉を紡つむぎ続ける。

「向こうの船にも、この船と同じような『仮か面めん職人』と名乗る者達がいるようですが、同じように苦痛を与える間もなく──」

　だが──その言葉が、途と中ちゆうで止まった。

　そして、代わりに妙みような事を口走る。




「サメ……だと？」




　甲かん板ぱんから艦橋へと移動していた彼の目に映るのは──

　衝突した『エントランス』からこちらに向かって空を飛んでくる、一匹の巨大な鮫だった。




　まるで海から飛び上がった鮫さめがのたうつように、一匹の巨大な鮫が甲板の上へと滑すべり込む。

　悲鳴こそ上げないものの、艦橋にいた人間達と、甲板への移動通路に待たい機きしていた百人程ほどの狂信者達の心が一いつ瞬しゆんだけ釘くぎ付づけとなった。

　そして──その鮫に続いて──激しく揺れながら付いては離れる船の縁へりを飛び越える影が二つあった。

　一つは、童顔をした不ふ死し者の青年。

　もう一つは、両手に拳けん銃じゆうを握り込んだ黒服の男だった。

　黒服の男は、この激しい揺れの中でも全くためらわずに駆かけ──

　問もん答どう無む用ようというように、甲板部との出入口付近で待機していた赤黒い服の集団の足を次々と撃うち抜いた。

　崩くずれ落ちる男達の後ろにいた者達が、その黒服を明確な『敵てき』であると認識する。

　ためらう事なく前に出ようとする後続集団。




　だが、そんな彼らを牽けん制せいするように──

『エントランス』の上部から、数発の閃せん光こうが尾を引いて伸びる。

　刹せつ那な──着ちやく弾だんしたそのロケットランチャーの弾だん頭とうは、激しい爆発で一発につき十人ほどの人数を吹き飛ばした。




　　　　⇔




　そのロケットランチャーを構えた男達が、次弾を装そう塡てんしながら会話を紡つむぐ。

「しかし……まさかこんな事になるとはなあ」

「やっぱり、スターってのは俺おれ達とは生きてる世界が違うのかもな」

　片方の男の胸ポケットには、シャロンのサインが入った手帳が。

　もう一人の男は──現在被かぶっている仮か面めんにシャロンのサインが記されていた。




　数時間前──艦かん橋きようで混乱していた『仮面職人』の男達の元に、イルネスが「新しい人ひと質じちを連れてきたよ」と妙みような事を言って現れた。

　これ以上人質などいるか、とっととガンマンを片付けろと言って追い払おうとしたのだが──彼女の背後から現れた少年少女を見て、場の空気は一変した。

　そして──自称『人質』であるハリウッドスターの少女は、事も無げにこう告げた。

「イルネスから事情は聞きました。向こうの船で──皆さんのリーダーが大変なんでしょう？　だから──一時的に手を組みましょう！」

　と、常識では考えられない提案を持ちかけたのだ。

　最初は当とう惑わくしたものの──その後に、シャロンから聞かされたとある事実を知った事と、人質側から提供された『不死者フイーロ』という戦力を実際に目にし、『仮面職人』達は、一時的に協力関係となった。




「……つっても、まさかあのガンマンまで加わってるとは思わなかったがな……」

「もしかしたら、あのまま向こうの船にいるボスを撃うつ気なんじゃないだろうな？」

「いや……それはねえよ」

「なんでだよ」

　相あい方かたの問いに、仮面にシャロンのサインを入れた男が狙ねらいを絞しぼりつつ答えを返す。

「あのガンマン様は、古風な事に女おんな子供を殺さないらしいからよ」




　　　　⇔




　二度目のロケットランチャーの爆発に合わせて──『イグジット』でも異変が起こっていた。

　通信室と機関部にそれぞれに『不ふ死し者』が現れ──制圧していた『SAMPLE』の面子メンツを次々と撃げき退たいし始めたという連絡が艦かん橋きように入る。




　　　　⇔




　通信室の中──体中に返り血を浴びた男が、その場を取り仕切っていた秘書の女の首を片手で絞しめ堕おとしながら呟つぶやいた。

「……敢あえて言おう。俺おれの頭が冷えていて命拾いしたな」

　周囲に転がる半死半はん生しようの狂信者達を眺ながめながら、ナイルは意識を失った女を床に降ろす。

「……つまらん」

　その女の手によって抉えぐられた腹部が回復していくのを眺めながら、ナイルは静かに独ひとり言ごとを漏もらす。

「……共きよう闘とうが終わった後、あの大女とやり合うのを楽しみにするとしよう」




　　　　⇔




　同時刻、機関室の中では──細い目をした東とう洋よう人じんの男が独り言を呟つぶやいた。

「やれやれ、エルマーは相変わらず人使いが荒い」

　通信室とは対照的に、皆奇き跡せき的なまでに無傷で気き絶ぜつさせられた狂信者達を縛しばり上げながら、田でん九く郎ろうは静かに首を横に振る。

「いや……シルヴィを助けに行くと言い出せなんだ拙せつ者しやが未熟なだけか」

　彼は深く息を吸い込むと、そのまま雑念を払うように最後の一人を縛り上げた。

「しかし、エルマーはどうするつもりだ？　この共闘が終わった後──本物の『仮か面めん職人』と事を構えるつもりなのか……はてさて」




　　　　⇔




　結論だけを言うならば、実に単純な事だった。

　手を組んだ。ただ、それだけの事。

　元々互いの船では電話が通じている事から、『SAMPLE』の面めん々めんも『エントランス』との接触時に仮か面めん職人達の攻撃を受ける事は予想していた。

　ただ──ブライド達は、その他の者達まで全て結託する、という事態は想定していなかった。

　彼らにとって不運だったことは──エルマーとルーキー達が接触しているときに、丁ちよう度どエイジングの携帯に『エントランス』からの電話が掛かってきた事だろうか。

　結果として、『エントランス』と『イグジット』の間に起きている事件の詳しよう細さいをお互いが知る事となり──まずはその赤い服の集団を何とかすることが先決という結論になったのだ。




　　　　⇔




　そして──艦かん橋きようの中には、一人の男が堂々と足を踏み入れる。

　柔にゆう和わな笑みを浮かべた男は、ブライドを始めとした二十人前後の赤服集団を見回し、言った。

「ええと、こんにちは、って言った方がいいのかな？」

「エルマー！」

　のんきな調子で現れた『不ふ死し者』は、椅い子すに手て錠じようで拘こう束そくされたシルヴィの姿を見て、

「やあ、大だい丈じよう夫ぶかいシルヴィ？　もしかして新しい趣味に目覚めたっていうなら止めはしないけど、だったら笑って欲しいな」

　と、軽いジョークを飛ばしたが──シルヴィの顔が怒りに満ちた笑みに変わったので、それ以上は顔を合わせない事にした。

　一方で、明らかに形勢が不利な状態となっている筈はずのブライドは──やはり顔に多幸感のある笑顔を浮かべたまま、静かにエルマーに語りかける。

「お会いできて光栄です。かつての贄神である少年よ」

　その言葉を聞いて──エルマーは静かに目を細める。

　そして、それでも笑顔は崩くずさぬまま──

「ああ……なんとなく、そうなんじゃないかなって思ってた」

「ならば、我々の目的もご理解いただけますか？」

「理解はできるけど、納なつ得とくはしないよ。シルヴィは大事な友達だし──」

　相手の意図を読みつつ、エルマーはゆっくりと部屋の隅すみに目をやり、そこに立っていた目め隠かくし状態の子供達スピーカーを見て静かに笑う。

「それに、あの子達の笑顔を見てみたいんだ。だから、これ以上何もしないでくれないかな？」

「……これは異いな事を」

「だってさ、君たちは薬のせいとはいえ──もう、幸せそうじゃない。だったら、これ以上君たちは何を求めるのさ？」

　ある意味確信をついた質問に対し──ブライドは淡たん々たんと言葉を返す。

「……安あん堵どだ」

「……？」

「安あん堵どが、欲しい。教典にはそうある」

「……」

「我々の幸福を裏打ちするもの、我々が幸福であると確認する指針、そして、我々が人間として幸福なのだと実感させる『安堵』が必要なのだ。そうでなければ、この幸福は幸福ではなくただの陶とう酔すい、逃とう避ひに過ぎない」

　理り不ふ尽じんな言葉を紡つむぐ男に、エルマーは小さく溜ため息いきをつき、少しだけ、困ったように笑う。

「３００年前、俺おれの故こ郷きようの人達も──『安心が欲しい』って言って子供達を殺してたよ」

「……」

「人間っていうのは、３００年程度じゃ変わらないもんだね」

　懐なつかしき日々を思い出しながら、エルマーはもう一度微笑ほほえみ直す。

「まあ、それが解わかってたから、俺は不ふ死し者になったのかもしれないけど」

　その笑顔はどこか悲しげで──まるで、ブライド達に手た向むけた別れの挨あい拶さつのようだった。

「ならばどうします？　あなた一人で何ができると？」

「……いや、俺は、今日は何もしないよ。君達の幸せを願うにも、君達はもう幸せだし」

「？」

「君たちは本当に幸せそうだ。たとえこのまま死んだとしても、薬のせいで最後まで幸せだろうね。だから──俺は、君たちがこれから死ぬ事になっても、それはそれで幸せだと思うから……何も言わないよ、いや……」

　エルマーは暫しばし考え、最後の言葉を訂正した。

「俺は……何も言えないよ」

　と──

　艦かん橋きようの窓が砕くだかれ、その上部から一つの巨大な影が飛び込んできた。

「クカカッ……小難しい話は終わったか？」

　筋肉の鎧よろいを纏まとったその女は、歯を見せてエルマー以上に爽さわやかな笑顔を見せると──

　そのまま、ためらう事無く部屋の中でミニガンを掃そう射しやし──

　ただの牽けん制せいとしてその弾だん丸がんを使った彼女は、そのままククリ刀がたなを持って艦橋に乗り込んだ。




　　　　⇔




『イグジット』甲かん板ぱん部




　ガンマンが船の内部にまで攻め入っている間──フィーロは甲板に残り、一人で敵てきの残党を片付けていた。

　電話で『ゾンビのような連れん中ちゆう』と聞いてはいたが、確かに厄やつ介かいな相手だ。

　こちらはナイフすら持たぬ素す手でとは言え、確実にダメージは与えている。

　だが、その苦痛を感じていないように立ち上がる赤黒い集団を前に、フィーロは一人一人の意識を奪う方向に切り替えた。

　顎あごやテンプルを直接狙ねらって脳を揺らし、瞬しゆん間かん的に昏こん倒とうさせる。

　これならば苦痛の有う無むは関係無い上に──相手はゾンビめいているという点と、それに乗じて異常な瞬しゆん発ぱつ力と怪かい力りきを持っていると点を除けば、あとは素人しろうと同然の者達だった。

　だからこそ、フィーロは多数を相手にしても善戦することができたのだが──

　船内に残っていた百人程度が出てきたあたりで、フィーロは静かに首を振る。

「くそ……やっぱり一人で百人は無理か？　せめてナイフがありゃな……」

　そうこうしている間にも、目の前の甲かん板ぱんには赤黒い集団が広がり始めた。

　中には、サブマシンガンやロケットランチャーを手にしている者まで見受けられる。

　不ふ死し者とはいえ絶ぜつ体たい絶命の状況にありつつも──フィーロは冷や汗あせと共に口元を歪ゆがめると、静かに手を空に掲げた。

　そして、それを合図として──

　甲板に落ちた鮫さめ型アニマロイドの口から、無色のガスが勢いよく吹き出した。

　次の瞬しゆん間かん──

　そのガスを吸った赤服達が、水揚げされたエビのように勢いよく転がり跳はねる。

　顔は苦しんではいない感じだが、咳せきと呼吸困難で体の方が拒否反応を示している。

　口を押さえながら風かざ下しもに回り、フィーロはそのガスの威力に眉まゆを顰ひそめる。

　──『仮か面めん職人』の野や郎ろうども、こんな危ないもんを船に仕込んでやがったのか。

　現在は共きよう闘とうしているとはいえ、決して油ゆ断だんはできない相手だと肝きもに銘めいじつつ──フィーロは、改めて赤服達の残党に向き直る。

　──こいつらの目的は……不死者。

　──マイザーさんの友達が狙ねらわれてるってわけか。

　その話を聞いた時、フィーロの頭の中にはその面子メンツの顔が思い浮かんだ。無む論ろん彼の記き憶おくではなく、かつてセラードから喰った錬れん金きん術じゆつ師しや、セラード自身の記憶である。

　──変な気分だな。

　フィーロは、よく知っている知らない誰かの為ために、この『囮おとり』という役を引き受けた。

　──『何な故ぜ、そんな得とくにもならない事をする？　死なないから、というだけでは理由になるまい。寧むしろ死なないからこそ、死ぬ程ほどの苦痛は味わいたくないだろうに』

　直前にアンジェロにそう言われたが──フィーロはただ、困ったように笑って答えるだけだった。

　──「いやあ、損とか得とかがあるとすれば──まあ、自己満足なんだけどよ」

　──「夢だったんだよ」

　──「家族の前で、ちょっとはイイ格かつ好こうをしてみたい。そんな些さ細さいな夢さ」

　そう言ったことを思い出し──フィーロは顔を赤くしながら首を振った。

　ただそれだけの事で、たとえ世界でも敵てきに回す事ができる。

　それを──せめてエニスにだけは証明したかったのかもしれない。

　自分が、彼女の良き夫であるという証明の為ために。







　そうして、フィーロが現在の家族の為に魂たましいを懸かける一方で──

　既すでに存在しない祖そ先せんの為に人生を懸けた少年は、静かにその男の前に立ちふさがった。

「む……？」

　間かん一いつ髪ぱつの所で艦かん橋きようから脱出したブライドは、目の前に立つ金きん髪ぱつの少年を見て口を開く。

「君は……ルキノ君、ですか」

「ええ。初めまして、というべきでしょうね」

「そうですか、では、さようなら」

　ブライドは小さく呟つぶやくと、そのままルキノの横をすり抜けようとする。

「……待って貰もらいましょうか」

「……なんですか？　貴方あなたにこれといって用事はないのですが」

　淡たん々たんとした言葉。

　不快感も何も無い。ただの言葉。

　それでいて、男はこの状況だというのに──その笑顔は、幸せそうだった。

　ルキノはそんな相手に吐はき気を覚えながらも、絞しぼり出すような声で尋たずねかける。

「一つ聞きたい……私は貴方達がなんなのか知らない。それでも、敢あえて知っておきたい……貴方達の目的は……なんだ？　何のために、私の部下達は殺された？」

「簡単な事です」

　律りち儀ぎに足を止め、淡々とした調子で答えるブライド。

「貴方達は、私達の欲望に殺された。それだけの事」

「……欲望か……その点は、私と共通している」

「欲求こそが生物の本能ですよ。修しゆ験げん者しやが欲望を捨て去りたいと思う事も欲にすぎ……」

　そんな事を言いかけた瞬しゆん間かん、再び船同士が擦すれ合う事による衝しよう撃げきが響ひびき──

　ルキノは一いつ瞬しゆんで間合いを詰め、ブライドの横よこ腹はらを、隠かくし持っていた錐剣ステイレツトで思い切り貫つらぬいた。

　なんの躊躇ためらいもなく──こればかりは、吐き気も感じない。

　目の前にいる男は、仲間達の命を汚けがし、『仮か面めん職人』の名を最低の位置まで堕だ落らくさせたのだ。

　とうてい許せる相手ではない。

　だが──

「失礼、邪じや魔まですので」

　男は脇わき腹ばらを背中まで貫つらぬいた武器などなんと言うこともないとばかりに、そのままルキノの体を振り払う。

　恐ろしいまでの膂りよ力りよくに、ルキノは軽く地べたに叩たたきつけられた。

「……これ以上は、苦痛ですよ？」

　そして、本当に眼中に無い、という目つきと微笑ほほえみを同時に浮かべ──

　ブライドは静かに一歩踏み出し、意味があるのかないのか解わからない事を口にする。

「そもそも──私と貴方あなたの間には、恐ろしい程ほどに共通点が無い。思想においても、行動においても。私には君のような覚かく悟ごは無いし、君には私のような信仰はない。覚悟と信仰は違うようで紙かみ一重ひとえだが、ベクトルが違う。よって、君と私はすれ違う事しかできないだろうね」

　そして──ルキノを見ようとしなかったからこそ──

　彼は、手品のタネを見つける事ができなかった。

「ああ……私もね……最初からあんたと会話するつもりはありませんでした」

「……？」

「最初から、私達の間には接点も共通点も無い事は分かっていました。会話なんて成立しない事にも！　ああ、そんなことは！　俺の大事な社員が殺された瞬しゆん間かんから解わかってた事だ！　……俺は……だから僕はただ、手品師として──」

　ニヤリと口元を歪ゆがめながら、ルキノは静かに呻うめき笑う。

「僕はただ──タイミングを計ってただけさ」

「……？」

　どういう事かと振り返ろうとした瞬間──

　突然体が強い力に引かれ、為なすすべもなく甲かん板ぱんに倒れるブライド。

　体全体が引きちぎられるかのような圧力。

　彼は全く気付いていなかったのだが──ルキノが三角錐剣ステイレツトを刺したのは、決して致ち命めい傷しようを与える事が目的ではなかった。

　だが──その刺した瞬間に、ルキノは、手品で自らが宙に浮くとき等に使う頑がん丈じような『繊せん維い』を、ブライドの体に巻き付けたのだ。

　繊維の端はしを──振り子のように近づいては遠ざかる『エントランス』の船の縁に引っかけた状態で。

「ぬ……く……」

　倒れたまま、なすすべもなく引きずられていくブライド。

　だが、それを見る事無く、少年はその場を後にした。

「刺される苦痛を恐れていれば……助かったかもしれないのにな」




　そして、勢いよくブライドの体が甲かん板ぱんを滑すべり──船の縁へりを軽く越えて外側に引きずられた。

　運の良い事に、そこで丁ちよう度ど『エントランス』と『イグジット』が再接近するように揺れはじめ──彼の体は、そのまま重力に任せて船の合間の大おお海うな原ばらへと落ち始める。




「くッ……」




　なんとか柵さくの最下部を手で摑つかんだが、汗で滑すべって思うように体重を支えられない。

　このままでは落ちるのも時間の問題だろう。

　と──その両手が、誰かの手によって摑まれた。

　海に落ちかけた自分の手を摑んだのは──

「ルーコット？」

　ブライドが仮かり初そめの妻つまとして連れてきた一人の女。

　彼女──シリスは、既すでに赤黒い服を脱ぎ捨てており──上半身は下着姿のままでブライドの両手をしっかりと摑んで支えている。

「案外軽いのね……。……。一つ、いい事を教えてあげるわ、イカれた宗教のリーダーじゃなくて、私を妻としてくれた、イカれた夫に対してね」

　女は柵さく越ごし相手の体重を支えながら、ハッキリと正気を取り戻した目で言葉を返す。

「いい？　人はね……苦痛に打たれるから強したたかになれるのよ。今のあたしが、この状況でもまともでいられるようになったのは貴方あなた達のおかげね」

「……」

　あからさまな皮肉の言葉を投げかけた直後──シリスは静かに微笑ほほえんだ。

「そして、これはイカれた宗教のリーダーに対しての言葉よ」

　心の底から幸せだという笑顔を浮かべながら──

「苦しまないで弱いまま死ね、糞くそ野や郎ろう」




　直後──度たび重かさなる激突の反動で離れていた『エントランス』の船体が戻ってくる。

　同じ高さに浮かぶその船は、縁ふちの外側に摑つかまるものを磨すり潰つぶさんという勢いで迫り──

　シリスは、再激突の直前まで手を放さなかった。




　結果として、彼女は最後までブライドの悲鳴を聞くことはできなかったが──

　シリスにとって、衝しよう撃げき音と共に飛び散った血と、船の上まで吹き飛んできた男の両腕だけで十分だった。




　　　　⇔




　その光景は、赤黒い服を着た者達の間に瞬しゆん時じに伝染し──

　唐とう突とつに、狂信者達は撤てつ退たいを開始した。

『どこへ？』という疑問を持つ暇ひまも無い程ほどに迅じん速そくで、的確な撤退だった。

　まるで一個の生命体のように、引き潮しおのごとき勢いで消えていく『SAMPLE』の信者達。

　死体を除いて完全に人ひと気けの無くなった甲かん板ぱんと艦かん橋きようの中──フィーロやガンマンは、今し方がたの光景は本当に現実だったのかと首を捻ひねったが──

　艦橋に残る凄せい惨さんな死体と、甲板で僅わずかにガスを吹き続ける鮫さめ型アニマロイドだけが、その無意味な殺し合いが事実であったと伝えていた。

　どうしようもない程ほどに。嫌いやになるくらいに──。




　　　　⇔




「……静かになったね」

　そう呟つぶやいたイルネスは、手に銃を持ったまま、安あん堵どしたように息を吐はく。

『エントランス』の艦橋にいた彼女の背後には、外を警けい戒かいし続けるチェス、クローディアとシャロン、何な故ぜか『ザ・ギア』の着ぐるみを着たままのボビーとその仲間達、その陰に隠かくれるように立つカルネア等、この事件の中心となっている子供達の姿があった。

　無む論ろん船長達も計器などを確認しているのだが、彼らは衝しよう突とつした船のシステムを復旧、維持させる事で精一杯のようである。

「お、終わったのか……もう安全なのかよ？」

　ヘタリかけるボビーだったが、カルネアの視線を感じてなんとかその場に踏みとどまった。

「あの……ボビー君のおかげです……！」

「いやあ、俺おれなんか……何も……」

「まったくです。貴方あなたはただ、船の換かん気き口こうに設置された『ガス』を回収しただけですからね」

「しかも、回収したのは殆ほとんど俺達だしな……」「おなかすいたよう」

　仲間にそう言われてへこみ始めるボビーと、それを慰なぐさめるカルネア。

　そんな幸せそうな光景を見て、イルネスは静かに思い出す。

　かつて、自分を助けに来て殺されてしまった少年達の事を。

　──もし、あの子達に助けられてたら……この子達みたいになれてたのかなあ。

　小さく溜ため息いきをつこうとした瞬しゆん間かん──クローディアが満面の笑顔でイルネスを抱だきしめた。

「ありがとう！　イルネス！　私達が無事だったのは、みんな貴女あなたのおかげよ！」

「そ、そんな……違う、違うよ、だって、話を纏まとめたのはクローディアだし……」

　ストレートに褒ほめられ、顔を赤くして何を言うべきか迷うイルネス。

　だが──その答えは、チェスの緊きん張ちようした声によって遮さえぎられる。

「あれ？　何かこっちに──なんだ!?　人間の動きじゃ……」

　刹せつ那な──破は砕さい音。

　頑がん丈じように造られている筈はずの艦かん橋きようの硝子ガラスが粉々に砕くだけ、船の外側から巨大な影が飛び込んできた。

　──エイジング!?　……違う！

　イルネスの知る巨体よりも更さらに太いフォルムのシルエット。

「……たまたま……こちらの艦橋に、君の姿を見つけて良かった」

　ゴリラのような顔をしたその巨きよ漢かんは、チェスに向かってそう言った。

「やれやれ……道どう主しゆ様が隠かくれし今となっては、せめて新たな『贄にえ神がみ』を手にせねばなるまい」

　同時に、艦橋の中をグルリと見渡し──ふと、イルネスに眼めを止める。

「む？　貴様……いや、貴女は……イルネスか？　何故ここに存在しておられるのだ？」

「えッ……？」

「これは暁ぎよう光こう。我らが神を二柱も手にする事ができるとは……」

　突然奇き妙みような事を言い出したイルネスの前で、ゴリラ顔は手にした拳けん銃じゆうを取り出した。

「他は要いらん」

　そして、イルネスの隣となりにいたクローディアにその銃じゆう口こうが向いた瞬しゆん間かん──

　動き出した影は、複数。

　イルネスはクローディアを突き飛ばし、彼女を銃口からかばうように前に立つ。

　同時に、チェスはその更さらに間に立つように体を割り込ませ──

　発射された銃じゆう弾だんは、綺き麗れいにチェスの肩かたを貫つらぬき──勢いの弱まった弾だん丸がんが、イルネスの脇わき腹ばらの肉に食い込んだ。

「ッ……ぁッ……！」

　声にならない悲鳴をあげるイルネス。

　刹せつ那な──『うわあぁぁぁああぁ！』と声を上げて、歯車の着ぐるみを着た少年が走り寄った。

　ボビーの頭には計算も賞賛もない。あるのはただ、クローディアに言われた『そのスーツを着てる間は、ヒーローを演じきってね』という言葉と──自分が誰の為ためのヒーローになりたいのかという問い。そして、彼の背後に立つ、その問いかけの答えである少女。

　彼はただ、感情のままに動いただけだったが──見事に役割を果たした。

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ気を逸そらせるという、ただそれだけの、それでいて重要な役割を。

　思わずそちらに銃口を向けたゴリラ顔の手に、横からなめらかに飛び込んできたシャロンのつま先が突き刺さる。

「ぐむッ！」

　思わず銃を取り落としたゴリラ顔は、ならば素す手ででも構わぬとばかりに、その両腕を振り回そうとしたのだが──その眼めに、赤い目つぶしが浴びせかけられる。

　懐ふところに入り込んだイルネスが、自らの脇わき腹ばらから流れる血を目つぶしとして浴びせかけたのだ。

　そして次の瞬しゆん間かん──イルネスは自らの血に塗まみれた手で引き金に指をかけ──

　彼女の放ったサブマシンガンの銃じゆう弾だんが、ゴリラ顔の上半身を引き裂さいた。




　数秒後──倒れるイルネスを抱かかえ込むクローディアに、イルネスは静かに笑いかける。

　自分は──かつての少年達のように、命を懸かける事ができたのだろうかと。

「ねえ……クローディア、私、おかしくないよね……？　私──病気なんかじゃないよね？」

「ええ、貴女あなたはおかしくなんかない。他の誰が否定しても、私がそう認めてあげる」

「アハハ……どうして……？　私、本当にテロリストだったのに……どうしてクローディアはそんなに……優しくしてくれるのかな……？」

　力なく笑うイルネスの血止めをしながら、クローディアは励はげますように微笑ほほえみ──断言する。

「私は……世界が私を受け入れてるんじゃない。私が世界を受け入れてるんだって思ってるの」

「……？」

「だから……私が受け入れた世界の事を、私は絶対に裏切らない。一度受け入れたんだもの。何回裏切られても、それでも私は──ずっと自分の世界を好きであり続ける。それだけよ」

　あくまで理り不ふ尽じんな事を言うクローディアを、イルネスは暫しばし見つめ──彼女が自分に対して微笑ほほえんでいる事だけが嬉うれしくて、ただ、彼女に微笑み返しながら眠ねむりへと落ちていった。

「あり……がとう」

　そんなイルネスを抱えながら、『医い務む室しつに運びましょう！』と叫んで、シャロンと共に彼女を医務室に運び出す映画スターの姉弟。

　彼女達が去った後を見送り、チェスはイルネスが致命傷ではない事に安あん堵どした。

「そういえば……あのゴリラ……なんか僕を狙ねらってたような事を言ってたけど……」

　そう言ってチェスは男の死体ある方を振り返り、その体を凍り付かせる。

　ゴリラ顔の男が立っていた場所には──既すでに死体は存在していなかった。

　──生きてたのか……!?　それで……逃げた……？

　心しん中ちゆうでそう呟つぶやくチェスは、果たして気付いていたのだろうか。

　イルネスが撃うった時に飛び散った、ゴリラ顔の血飛沫しぶきも全て消えているという事に。




　　　　⇔




30分後




　その船の上は──静かだった。

　未だに一般の乗客達は衝しよう突とつのショックから立ち直れていないようで、部屋から出ない状態が続いている。

　ただ一人、『ヒロコ！』と叫ぶ日本人らしき男が『イグジット』から『エントランス』に飛び移っていったが──それをわざわざ止める者はいなかった。

　そして現在──『エントランス』に横付けされた『仮か面めん職人』の迎えの船の中で、にこやかな笑顔でルーキーがライブにねぎらいの言葉を掛けていた。

「……ご苦労だったね『生ライブ』。イルネスを回収できなかったのは残念だけど……君が戻ってきてくれて本当に良かった」

「……こちらも無傷ではありませんがね。そもそも、船が衝突した後の作戦、私だけ聞いてなかったんですが、連絡の伝達方法に問題ありと報告しておきますよ」

　やれやれと首を振りながら答えるライブに、ルーキーは静かに微笑ほほえみかけ、その背後にゆっくりと歩み寄る。

「そうだな、じゃあ、元気が出る手品でも見せてやろう」

「なんですか、突然。いいですよ、帰ってからで」

「いや……もう見せてるよ」

　と──次の瞬しゆん間かん──

　ガシャリ

「……え？」

　何も手の中に無かった筈はずのルーキーの手の中から手て錠じようが現れ──ライブが椅い子すの後ろにぶらつかせていた両手をあっという間に拘こう束そくした。

「ちょっと……なんの冗じよう談だんですか？」

「いや、確認したい事があるだけさ」

　少年がそういうと──船室の外から、一つの影が顔を出す。

「！」

　黒ずくめのガンマン。

『仮か面めん職人』の絶対的な敵てきである筈はずの男の登場に、ライブは周囲を見回すが──ルーキーとエイジング、生き残った『エントランス』の仲間達。その誰もがガンマンのいる状況を疑問に思っておらず、静かに成り行きを見守っている。

「ちょっと、どういう事ですか……？」

　焦あせったように手足をばたつかせるライブ。ガンマン──アンジェロはそんなライブに一歩近寄ると──ためらいなく、そのゴーグルをはぎ取った。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。そして──

「連れない事を言うな。知らない仲でもあるまい」

　どこか悲しげな表情をサングラスの下に浮かべて、ガンマンは静かに呟つぶやいた。

「なあ、解体屋」
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　更さらに、沈黙。

　いたたまれない静せい寂じやくが船にのしかかり──次の瞬しゆん間かん、それを払いのけるかのように、ライブの口から下げ卑びた笑いが漏もれ出した。

「ヒャハ……ヒャハハハハハハ！　くそ！　あのガキか……あのシャロンってガキだな？」

　それに答えたのは、ガンマンではなく、仮か面めんにシャロンのサインが入った仮面職人だった。

「……ああ。そりゃ、てめえがヒャハヒャハ笑って『アンジェロの旦だん那な』とか言ってたって話を聞けばな。そうなりゃ、そこのガンマンにどうやって銃を渡したかも頷うなずける」

「畜生……やっぱり爆ばく弾だんでもなんでも使って消しておけば良かったぜ！　ああ、そうだよ！　俺おれが仮面職人の武器と一いつ緒しよに、旦那の銃も混ぜといたのさ！　ったく、でもなきゃ簡単に持ち込めるかよ！　ヒャハハハハハハ！」

　もはやライブとしての面おも影かげが全く無くなった口く調ちようで語る『解体屋』に対し──ガンマンは、静かにうつむきながら言葉を紡つむぐ。

　聞きたい事は山ほどあったのだろうが──敢あえて、一つの事だけを尋たずねかけた。

「前のボスを……後ろから撃うったのは……お前か？」

「想像に任せるぜ？」

　あっさりと嘯うそぶく解体屋に対し、アンジェロはギリ、と奥歯を鳴らすが──

　後は驚く程ほど冷静な表情になって、──『エントランス』への連絡口に向かって歩きだした。

「こいつの処分は……あんた達に任せる。こいつの目的でも吐はかせた後に好きにすればいい」

「いいのか？」

「さっきボスに、『もう人を殺さないで！』って泣きながら命令されたし──」

　どこかすっきりしたような表情でそう呟つぶやくと──ガンマンは、静かにその場を後にした。

「女子供は殺さない主義なんでな。あんたらに用はなくなった」

　残されたのは、氷よりも冷たい視線の『仮か面めん職人』達と──

　先刻までライブであった、正体を無くした男が一人。

「おいおい、そんな怖い顔すんなッ……ぐひッ！」

　ルーキーにみぞおちを蹴けりあげられ、床にはいつくばる解ラ体イ屋ブ。

　そんなラ解イ体ブ屋を見下ろしながら──

　少年は、静かに言葉を紡つむぎ出した。




「さて……と。そう、この一連の事件を語るには気持ちの切り替えが必要です」




　そして──少年は仮面を被かぶる。

　裏切り者であった仲間を始し末まつする為ための、冷れい徹てつな仮面を。

　果たしてそれは、少年が自分の泣き顔を隠かくす為なのか、少年が目の前の光景を見えないようにする為なのか──少年自身にも解わからぬまま、ただ、仮面を被り続けた。

　まるで、その仮面を本当の自分の顔にすることを願っているかのように。




　　　　⇔




　全てが落ち着き始めた『エントランス』の甲かん板ぱんの上──

　ところどころから上がっている煙を眺ながめながら、フィーロは大の字に倒れ、隣となりに座っているチェスに尋たずねかけた。

「なあ、チェス」

「なに？　フィーロお兄にいちゃん」

「俺おれさ……ちょっとは家族らしいとこ見せてやれたかな」

　どうやら、先せん刻こくの無茶な戦闘について尋ねているらしい。

　チェスは呆あきれたように首を振りながら、ジトリとした目つきでフィーロの顔を見下ろした。

「……家族に心配をかけるのは、家族失格だとは思わない？」

「手て厳きびしいな」

　疲れたように顔を手で覆おおうフィーロに、チェスはなおも淡たん々たんと語りかけた。

「そもそも、家族らしいって何さ。かっこよく僕やエニスお姉ねえちゃんを守る事？」

「……なんだろうな。チェスはどう思う？　家族らしい事ってなんだ？」

「ただ……ちゃんと帰って顔を見せてあげるだけでいいんじゃないかな」

　そう言いながら、チェスは視線を船内への入口の方に向ける。

　フィーロが僅わずかに顔を起こしてみると──こちらに駆かけ寄ってくるエニスの姿が見えた。

「それじゃ、お邪じや魔ま虫むしはどこかに行くとするよ」

「お、おい！　チェス！」

　立ち去るチェスと、こちらに向かってくるエニスを交互に見ながら──フィーロはなんと言うべきか考える。

　──糞くそ、こういう時、なんて言えばいいんだ!?　そもそもエニスは怒ってるんだろうか。だったら謝るのか？　いや、でも……そうだ、愛してるってただ一言……だだだ、駄だ目めだ駄目だ！　そんな恥ずかしい事言えやしない！　でも、俺おれは、好きだから、その……あああ！

　心の中に、エニスに言いたい言葉が溢あふれては消えていく。

　近づいてくるエニスに対してなんと言うべきか、自分が本気で悩んでいるのだと気付き──

「……新しん婚こん旅行だから、黙ってキスしても許してくれるかな」

　なんとなく──フィーロは自分が幸せなのだと理解した。













エピローグⅡ







『仮か面めん職人』




洋上某ぼう所しよ　『仮面職人』所有クルーザー内部




「さて。それじゃ、そろそろ、尋じん問もんの続きと行きましょう」

　冷れい徹てつな表情のまま尋たずねる少年の前で、『生ライブ』は怯おびえるように後じさる。

「ああ、とはいえ──何も吐はく必要はないですよ。別に私は貴方あなたに聞きたい事なんてないんですから。強いて言うなら、悲鳴でも聞かせてください」

　ルーキーの顔からは完全に感情が消え去っており、それこそ仮面を被かぶっているようだった。

「耳障ざわりだったら喉のどを潰つぶすだけですから、どうぞ御自由に」

「くッ……」

　一方で、両手を手て錠じようで拘こう束そくされたライブは、うめき声をあげながら少年を睨にらみ付ける。

　そして──呻うめきはやがて狂ったような哄こう笑しように変わっていった。

「くッ……くくッ……！　クハハハハハ……クハハハハハハハハハハハハハハハ！」

「……何がおかしい？」

　眉まゆを顰ひそめるルーキーに対し、ライブはニヤリと笑いながら、テンションの高い言葉を吐はき出し始めた。

「いやいや、相変わらずですねえ、社長！　我々『仮か面めん職人』の中で、もっとも繊せん細さいにしてもっとも分ぶ厚あつい仮面を被かぶっているだけの事はある。この状況でも、あんたは全く社長としての冷れい酷こくな顔を浮かべたままだ！」

「……」

「本当は、吐きたくて泣きたくて仕方が無いのでしょうに！　感服しますよ。どうですか？　自分の私情を挟はさんだ結果として、大事な部下を大量に死なせてしまった感想は」

「……ッ！」

　苛いら立だち紛まぎれにライブの横腹を蹴けり上げるルーキー。

　ライブはゴボリと息を漏もらしたが、やはりどこか嬉うれしそうな顔のままで──

　全く状況にそぐわない言葉を吐き出した。

「さて、もう少し貴方あなたの絶望する顔を見ていたい所ではありますが、そろそろあんたの後ろにいるデカ女の笑みが凶きよう暴ぼうになってきましたので……」




「私は、そろそろお暇いとまさせて頂きます」




「……なに？」

　手て錠じようを掛けられた男の単純な宣言。

　まだ舐なめられているのかと思って、ルーキーは本当に殺そうと思い始めていたのだが──

　刹せつ那な、船を大きな衝しよう撃げきが包み込む。

「!?」

　同時に、ゴキリ、という音が聞こえ──

　その先では、自らの関節を外して手を前に回したライブが、床を蹴けって窓の外へと飛び出していた。

「ま……」

　待て、という暇もなく、ライブはそのまま船の縁へりから海へと飛び込んだ。

　だが──海に墜おちた波飛沫しぶきの音は聞こえない。

「なッ……」

　部屋から出た少年の目の前にあったものは──先せん刻こくこの船に衝しよう突とつしたと思おぼしき大型クルーザーと、その縁に飛び乗っていたライブの姿。そして──

　赤黒い服を纏まとった『狂信者』の群れ。

　その中心に立つ男は、何があったのか両腕を失っており──そこから殆ほとんど血が滴したたっていない事が、逆に男の死が近い事を意味していた。

　だが、そんな状況を詳くわしく分ぶん析せきする暇ひまもなく──大型クルーザーは海を割って走り出し、『仮か面めん職人』のそれよりも遙はるかに上の速度で遠ざかっていく。

　追いつけないという事を瞬しゆん時じに理解しながら、少年は心につけた仮面を外して純粋な怒りの感情を吐はき出した。

「畜ちく生しよう……畜生……ッ！」

　その時──

「何かあったの？」

　背後からの声に振り返ると──そこには、ニコニコと笑う一人の男の姿があった。

　エルマー・Ｃ・アルバトロス。

　一いつ瞬しゆん、自分が夢を見ているのだと誤解するルーキー。

　ターゲット中のターゲットである男が、正まさしくノコノコとこの船に乗り込んでいたのだから当然と言えば当然の反応だ。

「おまッ……ど、どうして！」

「いや、だってさ。君の狙ねらいは俺おれ達で、特に俺に用があるんだろうなーと思ってさ。田でん九く郎ろうには呆あきれられたし、ナイルは怒ど鳴なり出しそうだったから逃げるようにこの船に乗ったんだけど」

　ウンウンと頷うなずきながら、空気を全く読まない男は、海風が吹きすさぶ中でも、周囲に敵てきしかいないこの状況でも──やはり、空気を読まなかった。

「一応俺おれも３００年前から『仮面職人』の一員だからね。社長の顔は立てないと！」

「……」

　口をぱくぱくさせるルーキーの前で、創立当時からのベテランは、イヤミの全く無い笑顔で言い放つ。




「だからさ、ほら、スマイルだよ社長！　笑わなきゃ！」




　　　　⇔




『狂信者達』




「……一つ、聞きたい」

　と、もうすぐ死ぬ男が、クルーザーに飛び移ってきたライブに対して声を掛ける。

　船の激突の際、体ごとミンチになったと思われていたブライドだが──奇き跡せき的に両腕を失っただけで一命を取り留めていた。

　そして、今その命も尽きようとしている。

　勢いよく腕が潰つぶされた事で逆に出血が少なかったのだが、これ以上の延命は無理だろう。

　誰もがそれを確信しいている状態だが──周囲の信者達は、全く泣いていない。

　かといって、道どう主しゆが軽けい蔑べつされているわけでもない。彼らは純粋に『聖典』を盲もう信しんしているのであって、道主を盲信しているわけではない。そして──近い者を失うという苦痛も、既すでに彼らの中からは消え去っていた。

　それにしても表情一つ変えないという不ぶ気き味みな状況だが──問いかけられたライブは、淡たん々たんとした調子で言葉を返す。

「なんでございましょうか、道主様」

「なあ、ヴィラレスク。君は知っていたのですか？　あの『仮か面めん職人』という連れん中ちゆうの事を。そして、俺おれ達の事もコマとして利用していたのですか？」

　消え入りそうな声。今すぐに絶命してもおかしくないという程ほどに顔色を失った男に、ヴィラレスクと呼ばれたライブは、マスクを脱ぎ、秘書の女から手渡された赤黒い包ほう帯たいを顔面に巻きながら──あっさりと答えを返す。

「そうで御ご座ざいますが、何か？」

「何な故ぜ、そんな事を？」

「長くなりますので一言で纏まとめますと……楽しいから、で御座います」

『ライブ』とも『解体屋』とも違う口く調ちようであっさりと答えた仲間の言葉に、道主である男はクツクツと笑いながら──

「そうか、ならば仕方ありません。許しましょう」

　と、あまりにもあっさりと言葉を返す。

「我々の教きよう義ぎは──人間の欲望は否定しない。たとえそれが、我々を滅ぼす事になっても」

「貴方あなたは素す晴ばらしい道主でしたよ、ブライド様」

「それも終わります」

　ブライドはどこかすっきりしたように呟つぶやくと──そのまま、船の縁へりに立つ。

　腕からしたたる血が海に堕おち、広大な海に次々と吞のみ込まれていった。

「聖典の全ては秘書に渡してありますので、どうか次のブライドに宜よろしくお願いします」

「かしこまりました、ブライド様。ですが……ですが仮に、その状態から助かる薬を私が持っている、と言ったらどうしますか？」

　恭うやうやしく傅かしずきながら奇き妙みような事を言うヴィラレスクの前で──

　ブライドはニコリと微笑ほほえみ、ブドウ糖の切れかけた脳のう味み噌そで、最後の言葉を吐はき出した。

「ゲームセンターで、私はシューティング以外は連コインしない主義でね」




「ゲーム感覚さ。負けは負けだ。おとなしく、死、を、恐、れ、なが、ら、受け、い、れ──」




　笑ったまま──道どう主しゆの体が縁へりから傾き、海へ向かって真っ逆さまに落ちていく。

　次の瞬しゆん間かん──それを待ち受けていたかのように、血に呼び寄せられた巨大なサメの顎あごが飛び出し──既すでに絶命していたブライドの体を吞のみ込み、一切の容よう赦しやなく嚙かみ砕くだいた。

　その光景を見ていた生き残りの信者達は、男も女も老人も子供も、みな一いつ斉せいに胸の前で何かの文もん様ようを切り──一斉に同じ言葉を口にする。




『せめて──苦痛無き死を』




　　　　⇔




『ガンマン＆ボーイズ＆ガール』




数日後　ＮＹニユーヨーク　『蜂の巣アルヴエアーレ』店内




「しっかし、この前の船の事件は凄すごかったよなあ」

「フィーロ達もえらい災さい難なんだったよな」

「ええ、まだ犯行グループは捕まっていないそうですよ。乗客も混乱しているようで、証言されている情報もどこまで正しいか解わからないそうですから」

　ランディとペッチョがテレビを見ながら騒ぎ、マイザーがそれに対してフォローを入れる。

　そんないつも通りの光景の中──一人の異い端たんが入り込む。

　扉とびらを開けて現れたのは、一人の男。

　全身黒ずくめで青いサングラスを掛けており、どう見ても堅かた気ぎには見えない雰ふん囲い気きだ。

　ただ者ではない、という事は、マルティージョの幹部の面めん々めんは即そく座ざに見抜く。

　だが、目的が見えない以上こちらから手を出す事もあるまいと様よう子すを見ていたのだが──

「あー……一つ尋たずねたいんだが」

　男はこの中で最も格かく上うえと判断した眼鏡めがねの男の前まで行き、淡たん々たんとした調子で尋ねかける。

「フィーロ・プロシェンツォの紹しよう介かいで来たんだが……用心棒ぼうを雇やとう気は無いか？」

　その言葉に、店の中にいた者達の空気がガラリと変わった。

　ただし──男が想像していたのとは正反対の空気に。

「なんだよ！　あんたがアンジェロって奴やつか！」「フィーロから聞いてるぜ！」「すっげえ銃の腕前なんだってなあ」「いやー、うちの組織は幹部はナイフが基本だからよ、ガンマンのアンタは外部からの用心棒って形で雇うのが丁ちよう度どいいって頭とう領りようも楽しみにしてたぜ！」「……くく……早さつ速そく今後は『先生』と呼ばせて貰もらおうか……くく」「パームがまた変な事を言い出したぞ」

「やれやれ。とにかく、詳くわしい話をお聞きしましょう、アンジェロさん」

「……」

　あまりにも裏社会の組織らしくない雰ふん囲い気きに、アンジェロは一いつ瞬しゆん面めん食くらったが──

　──なるほど、これがあのフィーロという男を育てた組織か。

　と納なつ得とくし、どこか楽しげな苦く笑しようを口元に浮かべて見せた。

　結局、南なん米べいの組織が事実上潰つぶれた上に、船の事件の捜そう査さが落ち着くまで故こ郷きように帰る事もできなくなり、どこかに身元を隠かくす必要があったアンジェロだったが──フィーロの勧めによって来たＮＹニユーヨークは、以前と違う雰囲気ではあるものの、どこか彼にとって居心地のいい空気だった。

「……ああ、あと……私の子というわけじゃないんだが……知り合いの娘むすめを一人連れているんだ。できれば、その子が安全に住める場所を探していてね……」




そして──更さらに数日後




「ねえねえ！　みんな聞いて！　今日はマルティージョのみんなにプレゼントがあるの！」

「俺おれ達なりに少子化対策について出した答えさ！」

　そんな訳のわからない事を言って、アイザックとミリアが連れてきたのは──確かに、マルティージョ・ファミリーにとって少子化対策と言えるものだった。

「お、俺達がマルティージョ・ファミリーの下についてやるから、もう安心して下さいだぜ！」

　やはり訳のわからない事を言う少年と、その後ろで諦あきらめたような溜ため息いきをつく三人の少年に、幹部達は互いに顔を見合わせる。そして──少年はレストランの隅すみに座る褐かつ色しよく肌はだの少女を見て、顔を真まっ赤かにしながら、聞かれてもいないことをしゃべりだす。

「べ、別にそこにいるカルネアが気になってるからここで働きたいなんて思ったわけじゃないからな！」

　そう言った瞬しゆん間かん、店の中が大爆笑に包まれた。

　ボビーは何な故ぜ自分が笑われているのか暫しばし気付かず、彼の前に立った一人の男が口を開く。

「本来なら、子供は学校に行けと言う所だが……純真な恋心まで阻はばむつもりはない」

「えッ……あ、ああ！　お、お前！　い、いや、あなた、その……」

「まあいい、若わか衆しゆうにするわけにはいかんが、とりあえずその下の雑用係ぐらいやらせてやろう」

「ほ、本当かよ！　やったぁ！　これで俺もギャングスターの一員だぜ！」

　この時点では、あまりにも無む邪じや気きに叫ぶ少年。

　彼が後にマルティージョ・ファミリーの英雄になろうとは、誰も想像しなかった。

　そして──本当にそうなるのかどうかは、神でさえ、悪あく魔までさえも知る所ではなく──ただ、一人の少年が悪の道に入るという事実だけが世界の中に刻まれた。




　　　　⇔




『ハリウッドスター＆スタントスター』




　話は、事件直後の『エントランス』にまで遡さかのぼる。




「イルネスが……さらわれた？」

「はい……その、医務室の中に、数人の赤黒い服の連れん中ちゆうが押し込んできたそうで……」

　その報告を聞いた後、クローディアは苛いら立だたしさから悲しみまでぐるりと表情を回した後──僅わずか10分後に一つの決断をして、横にいたシャロンに宣言した。

「決めた！　今までの映画のギャラ……全部探たん偵てい会社につぎ込むわ！」

「……」

「絶対に許せないよ！　私の世界に割り込んできて、私の世界の一部イルネスを連れて行くなんて……絶対に絶対に認めないわ！　私の全存在を懸かけて助けなくちゃ！」

「……」

　沈ちん黙もくするシャロンの胸中は如い何かなるものか。

　しかし、決して反対しようともせず、少年は黙って姉の世界を受け入れる。




　そんな姉弟の会話を後ろから聞いていた女が──不意に二人の世界へと割り込んでくる。

「ねえ……貴方あなたたち、探偵会社を探してるの？」

「え？　そうですけど、お姉ねえさんはどちら様？　もしかして名探偵？」

　訝いぶかしげに尋たずねるクローディアの前で、女──シリスは静かに微笑ほほえんだ。

「いえ、私はルーコットって言うのだけど……知り合いのシリスっていう子の会社が、とっても大きい探偵会社なの。お金に糸目をつけないなら、なんでも調べ上げてくれるわよ」

　絶望と苦痛を乗り越えた女は、より強したたかとなって世界の中に舞い戻る。

「それに……私も、あの赤黒い連中には因いん縁ねんがあってね……」

　ハリウッドスターとのコネと大量の依頼金を獲えて、後に会社での地位を大きく上げる事になるシリスは──今はただ『SAMPLE』への敵てき意いだけを抱いだき、最高の作り笑いで微笑んだ。

「ありがとう！　貴女あなた、いい人ですね！」

　そして──そんなシリスすらも己おのれの内に吞のみ込んで──

　生まれながらに世界を我が物としている少女は、力強く信じ込む。

　自分の世界は──イルネスを救う事ができるのだと。




　　　　⇔




『病人と毒薬』




　そして──他人の世界に受け入れられた少女が目を覚ます。

　──ここはどこだろう。

　──痛い。

　傷口を押さえながら、目の上に広がる天てん井じようを眺ながめるイルネス。

　彼女は自分の居場所を確認しようとして──次の瞬しゆん間かん、呼吸を止める。

　イルネスの寝ていたベッドの周りには、何人もの赤黒い服を来た集団が並んでいたからだ。

　恐怖と驚きが入り交じるが──

　彼女が悲鳴を上げるよりも先に、少女の耳に一つの音が飛び込んできた。




　パチ　パチパチパチパチパチ




　それは、気の抜けるような拍手の音だった。

「おめでとう御ご座ざいます……ブライド様」

「……え？」

　顔を包ほう帯たいで覆おおい隠かくした男が、打ち鳴らしていた手を止め、恭うやうやしく頭こうべを垂れる。それに続いて、周囲の赤服達も一いつ斉せいに跪ひざまずいた。

　その体勢に、過去に『信仰』されていた時の自分を思い出し、また苦痛が与えられると反射的に身を縮こまらせたのだが──

「監かん察さつ役の私、ヴィラレスクの名の下に、新しい道どう主しゆとして貴女あなたを指名致します」

　──道主？

「貴女には新しき『ブライド』として、道主の座を受け継いで頂きます。拒否権はないですが」

　──……道主……お父とうさんだ。

　暫しばし少女は沈ちん黙もくし、何を尋たずねていいのかも解わからぬまま、口は自然と開いていた。

「私……生きてても……いいの？」

「無む論ろんで御座います」

　──おとうさんが、道主様って呼ばれてた。

「私……もう虐いじめられないの？」

「勿もち論ろんです。イルネス……いえ、ブライド様は、今後一切の苦痛から解放されるのです」

　頭が朦もう朧ろうとする。相手の言葉の意味が良く解らない。

「さて、それでは、貴女あなたの永遠のパートナーとなるべき『神』についてですが……こちらで既すでに候補者を選んでおります」

　虚うつろな心を抱かかえた少女を抱だき留めるように、ヴィラレスクは優しい声を告げる。

「貴女あなたは、生きていていいんですよ。誰に断る事もなく」

　微笑ほほえみと共に毒を流し込み──

　療養所SAMPLEはまだ、病人イルネスを退院させ解放しようとはしなかった。




　少女は差し出された『花はな婿むこ候補』の写真を見て──思わず声を上げてしまう。

「チェス……くん」




　そして、悪意もまた──チェスを解放しようとはしていなかった。




　どろりどろりと這はい躙つくばり──

　毒薬は、静かに世界を腐くさらせる。
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余章Ｂ







　私の名前は模倣犯コピーキヤツト。

　私は単なるコピーキャット模倣犯。

　ああ、しくじった、しくじった。もう少しの所でドジをした。

　興こう奮ふんしすぎていたようです。喜びすぎていたようです。

　本当ならば、本当ならば──どちらも沈んだ筈はずなのに。

　船に希望は無い筈なのに。ああ、仕方がない、仕方がない。

　コピーキャットはもう飽あきた。

　だからようやくひさびさに──自分の顔で、歩くとしましょう。

　愛いとしい愛しい、世界の下を。










　　　　⇔




数日後　海上




「カカッ！　ほんにどうかと思うぞ、お主ぬし、散々奴やつらを見捨てるような事を言っておきながら、あの目め隠かくしのガキどもをかばってわしのククリ刀に真っ二つにされたからな！」

「だって、あのままじゃあの子達の笑顔が見れなくなると思って」

「心配せんでも、ちゃんと寸すん止どめするつもりだったわい」

　物ぶつ騒そうながらも楽しそうな談だん笑しようが続く船内で、囚とらわれの男が不意に声の調子を変える。

「そうそう、ルキノ君さ……一つ、いいかな」

　手足を拘こう束そくされる事無く、エイジングに見張られながら椅い子すに座るエルマーが、離れた場所に座っていたルーキーに声をかけた。

　これまで数日間、少年はせっかく捕らえたターゲットの前に顔を出す事は無かったのだが、ようやく少年の中で整理がついたのか、冷れい徹てつな社長の顔を貼はり付けてエルマーの前に現れた。

　とは言え、何かを問い詰めるでもなく、ただ観察するように沈ちん黙もくを貫つらぬくだけだったのだが。

　よって、この時も少年は無言で視線を返すだけだったが、エルマーはそれを肯こう定ていと受け取って淡たん々たんとした調子で話し始める。

「君が、ヒューイの奴やつをそこまで憎にくんでる理由っていうのはなんだい？」

「……」

　無言のまま睨にらみ付けてくるルーキーだが、屈くつ託たくない表情で見つめ返してくるエルマーに対し、目を逸そらしながらポツリと告げる。

「……復ふく讐しゆうだよ」

「復讐」

「僕自身と……僕の祖そ先せんから受け継いできた想いの為ためにする復讐です」

「どういう事かな。差し障さわりがなければ教えてくれると助かるけれど」

　やはり無む邪じや気きに踏み込んでくるエルマーに、ルーキーはやや苛いら立だちながらも、自分自身の覚かく悟ごを再確認するために、敢あえて復讐の理由を口にした。

「貴方あなただって知ってるんでしょう……。僕の祖先でもあるヒューイ・ラフォレットは……もう一人の僕の祖先……自分の妻つまでもあったモニカ・カンパネルラを殺したんだ」

「……」

「それ以来、僕の家系は代々『仮か面めん職人』と、その復讐を受け継いできた。下らないと思いますか？　もう何代も前の、自分が直接知らない先せん祖ぞの為ために──血と復讐だけを受け継いで来ただなんて」

「……いや、それで幸せになるっていうなら、俺おれは止めないけど……」

　珍しく歯切れの悪い調子を見せるエルマーに、ルーキーは訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめる。

「どうしたんですか。何か反論でも？」

「いや、そうか……君達に対しては、そういう話が伝えられているんだねえ」




「なるほどなるほど……それは実に……あいつらしいなあ」




　　　　⇔




　同日　アメリカ　某ぼうＦＢＩ施設




「敢あえて言おう。何な故ぜ我々が拘こう束そくされる？」

「敢えて答えを聞きてえか？　このお騒がせ野や郎ろうども」

　ナイルの苛いら立だたしげな言葉を受けて、眼鏡めがねをかけた男が更さらに苛立ち紛まぎれに呟つぶやいた。

　ＦＢＩの特別な部署の副局長をこなしている不ふ死し者──ヴィクター・タルボットはコメカミをひくつかせながら言葉を紡つむぐ。

「ナイル、貴き様さまが暴れ過ぎたのが原因だって理解してるか？　ええ？」

「反省はしよう。だが同時に心残りだ。作戦を練る時に出会った敵てきの巨大な女……奴やつとは赤い集団を片付けたら闘とう争そうする予定だったのだが、その間もなく奴やつら船で退たい散さんしてしまった」

「反省してねえだろうがッ！　ああ……お前らは本当に……本当にお前らは俺おれを退たい屈くつさせないな？　ああ？　そんなに俺を過労死させて復活した所を過か労ろう死しさせてまた復活して過労死しての永遠のローテンションに取り込みてえのか？　お前らが連れてきたあの目め隠かくしのガキども、相当すげえトラウマ抱えててカウンセラーが過労死しそうだがあいつらは被害者で罪はない！　よってこの怒りは犯人どもが捕まるまでヒューイのアホにぶつける事にした！」

「落ち着かれよヴィクター殿。ともあれ、我々を狙ねらった者達の正体は分かったのか？」

　田でん九く郎ろうの声に冷静さを取り戻し、ヴィクターは静かに首を振る。

「正直、まだ調査中としか言えねえな。仮か面めん職人ってのはまあ傭よう兵へい集団みてえなもんだが、宗教団体の方はどうにもな……何せ、そいつらは縛ってた奴はおろか、死体までそっくりそのまま消えちまったと来てる。残ってるのは血けつ痕こんだの肉にく片へんだのばっかりだ。まあ、それも俺達にかかれば立りつ派ぱな手がかりだがな。お前らはせいぜい、エルマーの馬鹿の強きよう運うんでも祈っておけ」

「そういえば……チェスがもう一つ船の方に乗ってたって本当？」

　シルヴィの問いに、ヴィクターはつまらなそうに答えを返した。

「ん？　ああ……あのガキ、新しい不死者どもと暢のん気きに家族旅行だとよ。全くふざけた話だ」

「無事だったのならば何よりに御ご座ざる。ならば不死者やチェスもこの施設のどこかに？」

「いや、あの、それはだな……うん」

　急に歯切れが悪くなったヴィクターだが、三人にじっと見つめられ、諦あきらめたように首を振る。

「……奴やつらは今……日本だ」




　　　　⇔




　同日　日本　京きよう都と　某ぼう観光地




　土産みやげ物屋が両側に長く続く階段を登ると、彼らの前に、原色なのに不思議と落ち着いた色しき彩さいの建造物が見えて来た。

　どこからか響ひびく笛ふえの音は町の景色の揺らめきに合わせているように思え、足取りを自然と楽なものにする。

　だが──

「……ああ、駄だ目めだ、やっぱり言っておかないとすっきりしない」

　石段を登り切った所で──それまで暫しばし悩んでいる調子だったフィーロが、エニス達の方にクルリと振り向いた。

「……今いま更さらだけどさ……御ご免めん、今回は散々な旅行になっちまった。俺おれのせいだ」

　心しん底そこ申し訳なさそうな顔をして答えるフィーロに、エニスとチェスは笑顔を返す。

「そんなことはありません、フィーロ。トラブルはありましたが、フィーロのおかげで私もチェスも無事に日本まで来れたのですから」

「そうだよお兄にいちゃん。いくらヴィクターの奴やつのイヤミを10時間近く聞かされたって、太たい平へい洋ようの真まん中なかで泳ぐ羽は目めになるよりはずっとマシだったよ！」

　豪ごう華か客船シージャックという事件に巻き込まれた、プロシェンツォ夫婦と居候いそうろうの少年。

　結果として彼らは日本に辿たどり着き、こうして日本独特の観光地を歩いている。

　当然国際的な大事件だった為ために、救助されてそのまま旅行の続きをお楽しみ下さい、というわけにはいかなかった。

　だが、気を利かせたクローディアが監かん督とくに頼み込み、フィーロ達を『日本での宣伝興業のスタッフ』という事にして、特別チャーター機でクローディア達と同時に日本にやってきたのだ。

　だが、日本側からも取り調べや事情聴ちよう取しゆが行われる事となり、フィーロ達はわざわざ日本まで事情を説明しに来たヴィクターと久方ぶりに顔を合わせる羽目となった。




「本来なら、こんな事はありえんのだぞ。シージャック相手に暴れたお前が、ほんの数日で日本にまで来てるなんてな。世も末だ。ああ、世も末だ！　寧むしろ終わって欲しいもんだ！」

「世の中を守るのがアンタの仕事だろ？」

「黙れこの腐くされ犯罪者が！　くそ……そもそもあの映画会社はこっちにも強い圧力を持っていてな……まあ、『エントランス』の方は『イグジット』に比べて奇き跡せき的に被害が少なかったというのもあるが、それでも関係者全員暫しばらく監かん視しをつけねばならん所だ。今回はマクダネルカンパニーの温情による特例中の特例中の特例だと思え！」

「マクダネルって、航空会社じゃなくて映画会社の方か？　映画会社に圧力とかかけられちゃうんだ、お前ら」

「その通りだ、それに航空会社の方はマクドネルだ。って、そんな事ではなくだな！　ＦＢＩはどんな圧力にも屈する事はない！　だがその、ＦＢＩは屈しないが、俺おれの部ぶ署しよは不ふ死し者を扱ったりする関係上、色々世間を誤ご魔ま化かす為ために映画業界には色々と借りが……って、そんな事はどうでもいいだろうが！　大体罪を償つぐなったならまだしも、現げん役えき犯罪者がのんびり船旅とは、貴き様さまやはり俺の事をバカにして────」




　そのような愚ぐ痴ちと説教を半日聞かされたフィーロとチェス。

　後半は二人とも半分寝ながら聞いていたのだが、ヴィクターはそれに全く気付かず一人で雄弁をふるい続けていた。

　ともあれ、背後からヴィクターの部下に監視されている可能性も無くはないが、現在は三人で日本観光を楽しんでいる所だった。

『イグジット』の方では多数死者も出たらしく、姉妹船に乗っていた自分達が楽しむ事に罪ざい悪あく感かんも覚えそうになったが──エニスとチェスをその事実から少しでも遠ざける為ため、敢あえてフィーロは観光に踏み切る事にしたのだ。

　宿では知り合いのカメラマンが『夕方から俺も写真を撮とりに向かう』と行って、カメラの機材を愉たのしそうに準備していた。どうせなら自分達の観光写真も撮って貰もらいたいと思ったが、あの調子では風景写真でフィルムを全て使い切ってしまいそうにも思える。

　そのカメラマンは純粋な日本人で、今回の旅行の案内をしてくれているガイドでもあった。

　たまたま例の船に知り合いが乗っていたそうで、その二人のお見舞いに昨日きのうまでは行っていたそうだ。何でも恋人の無事を確かめるために階段から転げ落ちたとか。

　そうした奇き妙みような縁えんのあるガイドを差し置いて観光地をうろつく外国人三人。

　だが、実は三人とも日本語が達者な上にチェスに至っては京きよう都とは五回目の訪問なので、何の問題もなく現地の中を散策していた。

　そんな中で、フィーロが不意に謝ってきたものだから、エニスもチェスも慌あわててそれを否定したのだが──

　肝かん心じんのフィーロは、済まなさそうに首を振るばかりだった。

「いや……俺おれが悪いんだよ。俺はさ、どこかでセラードの爺じじいから喰った知識を使うのをためらってたんだ。あんな忌いま々いましいもんが無くても、俺はエニスやチェスを守れるんだって。どっかで傲おごってたんだ。もっと早く、俺が使える知識を全部使ってれば……もっとスマートに色々解決したかもしれないのになって思ってさ。……でも、俺はもう迷わない」

「フィーロ……」

　エニスは心配そうに尋たずねかけるが、フィーロは力強く頷うなずいた。




「約束するよ。俺は、これからもずっと俺だ」




「セラードの知識が俺の中にあっても、俺はあの糞くそ爺じじいみたいにはならないし──」

　エニスはその言葉をどこか嬉うれしそうに聞いていた。

　チェスも『やれやれ、ごちそうさま』と呟つぶやきながら帽ぼう子しの唾つばを弄いじっている。

　だが──次の瞬しゆん間かん。

「それに、ラブロの知識が俺の中にあっても、俺はラブロみたいにならない」

　チェスに向かってその言葉が呟かれた時、少年は不思議そうに顔を上げる。

「え？　今、なんて言ったの……？」

「へ？　あ、ああ。いや、セラードが喰った錬れん金きん術じゆつ師しが更さらに喰ってたラブロの知識もさ……俺の中にあるんだよ」

「何を言ってるの？　フィーロお兄にいちゃん」

　心しん底そこ不思議そうな顔をしているチェスに、フィーロは思わず動きを止める。

　そして──

「いや、だから……ラブロは、セラードが喰った奴やつに喰われて……」

「アハハ、変なフィーロお兄にいちゃん」

　チェスは無む邪じや気きな微笑ほほえみを浮かべるばかりで、代わりにフィーロの頭には疑問符ふが多数浮かぶ事態となった。




　　　　⇔




アメリカ　ＦＢＩ某ぼう所しよ




「へえ……チェス達は旅行を楽しんで、私達は拘こう束そくなんだ……」

　冷たい目をするシルヴィから顔を背け、ヴィクターは誤ご魔ま化かすように田でん九く郎ろうに話しかける。

「いやあ、それにしても本当に田九郎とは３００年ぶりだな！　お前、あれなんだって？　北極で海に落ちて凍り付けになってたんだってな！」

「……む……ヴィクター殿にまでそういう話で伝わっているのか……」

　田九郎はやや表情を硬くして、暫しばし考え込んでいたが──

「仕方あるまい。同じ恥ならば、正確な事を伝えておこう」

「なに？」

　ヴィクターだけでなく、ナイルとシルヴィも興味深ぶかそうに顔をあげる。

「拙せつ者しやは海に落ちたのでは御ご座ざらん。奸かん計けいに嵌はまり、眠ねむらされた所を箱に閉じこめられたままクレバスに落とされたようだ。眠らされた所まではハッキリと覚えている」

「一体誰だれにだ？　セラードの爺じじいって事はないよな？　だったら眠った後に喰われてる筈はずだ」

　ヴィクターの問いに対し、田でん九く郎ろうは暫しばし考え込み──意を決したように口を開いた。

「拙者を嵌はめたのは、お主ぬしらも良く知っている男……」




　　　　⇔




洋上




「信じないとは思うけど、一応反論はしておくよ」

「ええ、信じないとは思いますけれど、一応反論は聞きますよ」

　エルマーの言葉に、ルーキーは愛あい想その無い皮ひ肉にくを返す。

　そして、エルマーは小さく息を吸い込み、淡たん々たんと自分の知る真実を口にする。

「モニカを殺したのは、ヒューイじゃない。あいつは、あの頃はまだ自分以外のものを全て実験体だと割り切れるような奴じゃなかった。……いや、むしろ、あれがきっかけだったんだろうな。ヒューイの奴が、今のヒューイになったのは」

「……」

「モニカを殺したのは、ヒューイでもなければ俺おれでもなくて……当時、ヒューイと並んで天才って言われてた一人の錬れん金きん術じゆつ師し……」

「……誰ですか、それは」

　ルーキーの重い口く調ちようの問いかけに、エルマーは静かにその名を口にした。




「……ラブロ……」




　　　　⇔




京きよう都と　某ぼう観光地




「全くもう、変な冗じよう談だんはやめてよお、フィーロお兄ちゃん！」

　そう言って、キャハハと笑いながらチェスは駆かけだした。

「あ、お、おい！　チェス！」

「先にホテルに戻ってるね！　あとは二人だけで楽しんできてよ！」

　チェスはフィーロが止めるのも聞かずに、ただ走り続けた。




　走る。




　　走る。




　　　走る。




　何分ぐらい走り続けたのだろうか。

　もう、背後からフィーロの声は聞こえない。

　しかし、チェスの小こ柄がらな体は観光客達の雑ざつ踏とうをすり抜け、熱い日差しの中を人ひと気けの無い方へと人気の無い方へと駆かけていく。

「アハハ、全くもう」

　走りながら、独ひとり言ごとが口から漏もれる。

「フィーロったら、なんで、なんであんな趣しゆ味みの悪い冗じよう談だんを……」

　いつしか観光客もまばらな場所へと辿たどり着き、チェスはそこで息を切らせて下を見る。

　丁ちよう度ど、参道で下り階段になっている所だ。

　チェスは静かにその階段に座り込み、そのまま呼吸を整え始める。

　しかし、一向に呼吸が落ち着く気け配はいはなく、子供らしい笑いと冷や汗あせとが同時にチェスの表情からにじみ出していた。

「あは、アハハ、なん、で、なんでフィーロは、あんな、噓うそを」

　呼吸が乱れる、呼吸が乱れる。

　声は笑いの息を漏らしているが、いつしか顔面から笑顔が消えていた。

　夢の中で怪かい物ぶつに追われた子供のような表情をしながら、チェスは、いつか味わったトラウマを思い出す。

　──『お前が恐れているのは『未知』だ』

　赤い怪物が、列車の中で呟つぶやいた言葉。

　その後、未知の痛みと消えぬ恐怖を与えられたチェスは、船の中でずっと感じていた違い和わ感かんを、今再び──船よりもずっと強く感じていた。

　──ああ、未知だ。

　──どうしてフィーロがあんな噓をつくのか、全く解わからない。

　フィーロが何かおかしな事を言った。

　ただそれだけの事で、チェスの全身を止めようのない寒さむ気けと吐はき気が包み込む。

　それを誤ご魔ま化かす為ために笑い続けているのだと気付いたが──それもどうやら限界だった。

　このまま倒れてしまおうかという嫌けん悪お感かんの中──

　その声は、チェスの座る階段の下方から響ひびく。




「大だい丈じよう夫ぶかい、チェス」




　笛ふえの音が止やみ、風が止まる。

　そのタイミングを見計らったかのように、その男は静かにチェスに微笑ほほえみかけた。

　そして──チェスの時間も止まる。

「……ぇ……？」

　消え入りそうな声。もはや声なのか呼吸なのか解わからない程ほどに弱々しい疑問の声を出しながら、チェスは目の前にいる男をマジマジと凝ぎよう視しした。

　対する男は、少し照れくさそうに、同どう胞ほうの錬れん金きん術じゆつ師しである少年に声を掛ける。

「久しぶりだね、チェス」

　はにかんだ笑顔が似合う口元。

　笑顔中毒者スマイルジヤンキーが見たらそれだけで悦よろこぶような、心の底から幸せそうな微笑みだった。

　だが──それを見て、チェスの口から漏もれるのは、やはり蚊かの羽音よりも小さな呟つぶやき。

「噓うそ……だ……噓だよ」

　少年から零こぼれた過去は──その名を出した瞬しゆん間かんから、もはや過去では無くなった。




「……フェル……メート……」




　　　　⇔




「拙せつ者しやを嵌はめたのは、お主ぬしらも良く知っている男……」

　田でん九く郎ろうは意を決して、その名を告げる。

「……フェルメート殿に御ご座ざる」




　　　　⇔




「……ラブロ……ラブロ・フェルメート・ヴィラレスク……」

　エルマーは静かにその男の名を呟く。

　その表情は──彼にしては珍めずらしく、少しだけ陰のある笑顔になっていた。

　途と中ちゆうからその呟つぶやきは独ひとり言ごととなって、遠くを見ながら静かに言葉を紡つむぎ出す。

「確かに俺おれは、あいつの事はよく知らなかったからなあ。あんまり話した事も無かったし、向こうは俺を毛嫌いしてたしなあ」

　昨さく年ねん、北ほく欧おうのとある城の屋根で、チェスと話した時の記き憶おくが蘇よみがえる。

　エルマー自身は、その男には１００年に一度会えればいい方なので、ヒューイやチェスほど深い記憶があるわけではない。確実なのは──チェスの保護者であったという一点だけ。

「あいつ、顔の印いん象しようをわざと消してるから……どんな行動しても記憶に残りにくいんだよね」

　数十年ぶりに聞いたその男については、あやふやな記憶の中だったのだが──記憶を遡さかのぼるにつれて、ヒューイがどう評していたかを徐じよ々じよに思い出してくる。

「最後にフェルメートと会ったのが１９３１だか３２年ごろだから……そういやチェスって、いつあいつを喰ったんだろう？」

　屋根の上で聞いた、チェスの告白が思い出される。

　フェルメートに散々虐ぎやく待たいされていた彼が、逆にフェルメートを喰ったという悲劇的な話。

　──悪人だったけど、家族同然のチェスに、そんな事をする奴やつじゃないと思ってたのに……。




　──確かにあいつはチェスに変な感情を抱いだいてたけど……直接チェスにはそうだって気付かせないで虐める、凄すごく狡こう猾かつなタイプだと思ってたんだけどなあ……。




　　　　⇔




京きよう都と　某ぼう所




「うそ……だ……」

　──夢だ。

「うそ、だよね……」

　──幻まぼろしだ。

　震える少年に対し、目の前の男は──静かに微笑ほほえみ、懐なつかしむように語りかける。

「元気そうだね。雪ゆき玉だまに砂糖を掛けて食べる悪い癖くせは直ったかい？」

「あ……うぁ……ぁあぁ」

「雪は大気中の埃ほこりを含むからね、今だと科学物質も含まれるし……お腹なかを壊こわすからよくない」




　刹那──

　目の前の景色がグニャリと揺れる。

　チェスはいつしか呼吸を止め、階段の下からこちらに近づいてくる男を見下ろした。

　明らかに見下ろしているのに、気分は全く見下ろしたように思えない。

　男の目は厚く垂れ下がった前まえ髪がみによって隠かくされており、チェスからは瞳ひとみの色や位置すら確認できなかった。

　前髪を捲まくったら下に目が三つあったりしてもおかしくない、男の顔の上半部はそんな不ぶ気き味みな雰ふん囲い気きに包まれている。

　だが、チェスはその顔に見覚えがあった。

　後ろ髪は前よりもだいぶ短くなっているものの、それは確かに見覚えのありすぎる顔だった。

「うそだ、うそだよ……」

　虚うつろな目でただそれだけを繰り返すチェスの中で──船に乗ってきた時から感じていた不安が一気に膨ぼう張ちようし──

「いやだなあ、チェス」

　男が言い放った次の一言で、勢いよく弾はじけ飛ぶ。




「私がチェスに……噓うそをついた事があるかい？」




「ひッ……」

　短い悲鳴を上げ、反射的に立ち上がるチェス。

　だが、その足はそれ以上動かない。

　動こうとしない。

　気付けば、男は階段の数段下にまで近づき──そこで静かに立ち止まった。

「チェス……可愛かわいくてとても賢かしこいチェス。君は今、こう思っているんでしょう？　『どうしてこいつが生きているんだ』って」

「……あ……あぁぁあ……」

「そう、『確かに、僕がこの右手で食べた筈なのに！』って、そう思っているのでしょう？」

「あぅ……ぅ……ぁ……」

　唇くちびるを震わせながら息を漏もらすチェスに、男の口は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「図ず星ぼしみたいだね。良かった。やっぱりチェスは私の知っているチェスのままです」

　心しん底そこ安あん堵どしたという息を吐はき出し、男は淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「チェスの事はね、私が一番良く解わかっているんですよ」

「なん……で……なんで……なんでなんでなんで！」

　少年は必死に声を絞しぼり出すが、それを意に介かいさず、男は淡々と語り続ける。

「しかし、今回は大仕事でしたよ。ですが、やりがいのある仕事でもありました。やはり不ふ死し者になったからには、生きる充実感という物が大事ですよ、チェス。それが無いと、あとはベグの奴やつみたいに生きた屍しかばねになるだけです」

　そう言いながら──

　仮面職人の兵器『生ライブ』であり、カルネアを船に連れ込んだ『解体屋』であり、そして──『ＳＡＭＰＬＥ』の幹部でもあった男は、淡々と今回の『遊技ゲーム』を振り返る。

「いやあ、『エントランス』の中でチェスを見た時は嬉しくて嬉うれしくて、思わずマスクとゴーグルを取り外してしまう所でしたよ。あと、チェスに名前を聞かれたら偽ぎ名めいが名乗れないからどうしようかと思いました。それが怖かったからあの場は見逃してあげたんですけどね」

「ぁ……」

　船の中で目の前に現れた黒装しよう束ぞくの男。

　あれがフェルメートだったという事実を突きつけられた今でも、チェスの声は戻らない。

「不死者になった最大の利点は、いくつもの人生を歩める事ですよ、チェス。ああ……そうしていくつもの人生を生きていると、イルネスやカルネア、ルキノ・カンパネルラと言った、面おも白しろい玩具おもちやを作り出す事もできるんですよ。どれも優劣つけがたいですが……今は、目の前にチェスがいるから、チェスが一番大事だ、と答えましょう」

　相変わらずその場から動けずにいるチェスに、ゆったりと手を広げながら──フェルメートは静かに囁ささやいた。

「嬉しいですか？　笑ってもいいんですよ？」

「……ッ。……ち……がう…よ……フェルメートの……筈はずがない」

　それでも現実を否定し続けるチェスに対し、フェルメートは笑顔を一いつ端たん消して困ったように首を振る。

「言っておきますが──私はクローンなんてものでも偽にせ物ものでもありませんよ。正しよう真しん正しよう銘めい、貴方あなたと共にアドウェナ・アウィス号に乗ったフェルメートです」

「あ……あ」

　言葉を失いかけるチェスに、フェルメートは静かに禁句を口にする。

「さて、困った問題が出てきましたねえ」

「……」

　チェスから見れば、決して思い浮かべてはならない疑問を。

「じゃあ……前にチェスが喰べた『私』は、一体誰だったんでしょうね」

「…………ッッッ！」

　チェスの中から、言葉が消えた。

　反射的にチェスは右手を突き出し、僅わずかに下の段差にいるフェルメートの頭に乗せる。

　あとは『喰いたい』と願うだけで、フェルメートの人生は終わる。

　全てがチェスの知識の胃い袋ぶくろに喰らわれる。

　その筈はずだったのだが──

「前は、私を『喰う』事ができたよねえ、チェス」

　先せん刻こくよりもなれなれしい口く調ちようで、男は言った。

　チェスにとって、とどめとなる一言を。

「でも、今の君には……喰えないだろう？」

「────」

　体全体が吐はき気を催もよおしていた。

　相手の命を握っているのは自分の筈なのに、思考がそれ以上働かない。

　本能も、『喰うな』と告げている。

　目の前の男が毒薬の塊かたまりであると、チェスの不ふ死し者としての魂たましいが告げていた。

「────」

　全く動けず、言葉を完全に失っているチェスに対し、男は静かに微笑ほほえんだ。

「ほらね？」

　楽しそうに、愉たのしそうに、悦たのしそうに──

「言ったでしょう……チェスの事は、私が一番良く解わかっているんですから……ハハ、ハハハハハハハハハハハハハハハハハッ！　ハハハハハハハハハハハハハハハッ！」

　人が一いつ瞬しゆんにして入れ替わったような笑いを山中に響ひびかせ──遠くを歩いていた観光客達が何事かとこちらに視線を向ける。

　その視線を感じたのか、フェルメートは静かに笑い納め──

「じゃ、また今度遊びましょう、チェス」

　優しい微笑みを浮かべたまま、少年の頭を、自らの右手でポンとなでる。

「私が現れるのは、明日あしたかもしれませんし──１００年後かもしれませんけれどね」

　右手でなでられているのに全く無抵抗の少年を見て──男は静かに去っていった。

　夏の日の蜃しん気き楼ろうのように、チェスには彼の体が揺らめきと共に消えたように思えた。

　結局それは、幻まぼろしであって欲しいというチェスの願望に過ぎなかったのだが。







「ああ！　ここに居たのかよチェス！　悪い、俺おれ、考え無しにあの名前を出しちまって……チェスを傷つけたってんなら謝るから──」

　フィーロが何かを言っているが、チェスの耳には聞こえない。

　ただ、フィーロという『家族』が目の前にいるのを見て、少年は気付く。

　安あん堵どするよりも先に──ここが、現実であるという事を。

「あ、ああ、ああぁああぁぁぁぁあぁぁぁあぁあぁぁぁ」

「チェ……チェス!?」

「ぁああぁぁぁん、わぁぁぁぁあぁぁぁッ！」

　ようやく声を取り戻したチェスが最初に上げたのは──

「ああぁぁぁあぁぁぁぁぁッ！　ぁああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！」

　チェスの外見そのままの子供が、親を見失って迷まい子ごになっているような叫び声だった。




　　　　⇔




　遠くから響ひびくその泣き声を聞きながら──

「ああ、素す敵てきな泣き声だ、興こう奮ふんするよ」

　チェスを泣かせたあらゆる意味での張本人である男は、堂々と町まち中なかを歩いていた。

「少し、喋しやべり過ぎたなあ。まあ、チェスと話をするのも久しぶりだったからな、浮かれるのもしょうがない事だよねえ」

　チェスと話していた時とは違う口く調ちよう。

『生ライブ』とも『解体屋』とも違う口調。

　アドウェナ・アウィス号の中では誰にも聞かせなかった、彼自身の本当の口調を取り戻しながら、男は日差しの中を堂々と歩き続けた。

　まるで、今まで押し隠かくしてきた自分という存在の復活を、世界に向かって高らかに宣言するかのように。

　すると──彼の懐ふところから、イギリスで流行しているバンドのメロディが流れ出す。

『……ご機き嫌げんはいかがですか、フェルメート』

　電話口の向こうから聞こえてきたのは──今回の事件に関わらなかった『不ふ死し者』の声。

「やあ、ヒューイ！　どうしたんだい？　勝手に名前を使われて怒ったのかな？」

『……まさか。モルモットが何をしようが、それも実験の範囲内ないですよ』

　本当に感情の無い声で言うその男は──淡たん々たんと聞きたい事だけを口にした。

『ところで……貴方あなたが、お仲間に吞のませている酒は──』

「安心しなよ。『できそこない』の方を三人ばかりに飲ませてるだけさ。それに、あいつらも仲間じゃない。ただの道具さ。特に大事でもない、使い捨てのね」

　あっさりと答え、青年は自分の歩く先に止まっている大型のワゴン車を見つめていた。

　その中には──全く傷きず跡あとの無いゴリラの顔の巨きよ漢かんと、どうやって脱出したのか──ブライドの秘ひ書しよである二人の女が乗り込んでいる。

『一応聞いておきますが──二つの船を沈めてまで貴方がやろうとした事はなんですか？』

　答えは分かっているとでも言いたげな口く調ちようで尋たずねるヒューイ・ラフォレット。

　そんなテロリストに対して──テロリストにすら充みたない単なる犯罪者は、心の底から愉たのしそうに答えを返す。

「チェスが……なんだか幸せそうにしてるからさあ、僕は笑顔も好きなんだけど──」

　ヒューイ・ラフォレットは知っている。

　はぐらかすかのようなフェルメートの答えは──彼にとっては、全くの本気だという事を。

「久しぶりに、泣きそうな顔も見たくなっただけさ！」

　事実、彼は一切、噓うそも隠かくし事もしていなかった。

　チェスやカルネア、ルキノといった『玩具おもちや』を困らせてみたい。

　本当に──ただ、それだけの理由だった。

　それだけの理由で今回の事件を起こした青年は──爽さわやかな笑顔で京きよう都との青空を仰ぎ見る。




　ラブロ・フェルメート・ヴィラレスク。




　あるいはチェスに喰われたとされ、あるいは別の錬れん金きん術じゆつ師しに喰われたと信じられていた男。

　チェスにとっての──もしくは他の不ふ死し者達にとっての『最低』にして『最悪』は──




　こうして、彼らの世界の中に帰き還かんした。




　堂々と、堂々と──
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成なり田た良りょう悟ご

アニメ版『バッカーノ！』もいよいよクライマックス。オリジナル展開の『１９３２』等、作者から見ても手に汗握る展開です。画像は締め切りがヤバクて握った汗に脂汗が混じり、その脂が燃えだして『これで原稿休むいいわけになる！』と悦ぶ作者。噓です。
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イラスト／エナミカツミ

広島県出身の東京在住。映画好きなので、キャラ起こしも自分の記憶にある俳優に照らし合わせて描くことがポイントらしい。多彩な画風で注目を集めている実力派。
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